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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　車寄せに山と積まれたトランクの傍かたわらで、針金でも通したのかと思うほどにぴしりと背せ筋すじを伸ばして、マルコはかれこれ三十分もその場に直立していた。歴れき戦せんの老ろう将しようを思わせるその風ふう貌ぼうはあらゆる意味で彫刻的、人間の形をしているのだが感情の色はなく、顔立ちは整っていてもぴくりとすら動くことはない。「ロボットのよう」という形容が執しつ事じにとって褒ほめ言葉になるのかどうかは知らないが、三十年この方微み塵じんたりとも変わることのないマルコの仏ぶつ頂ちよう面づらを見るたびに、ガゼットは「このじいさんはガーゴイルに違いない」と思ってしまうのであった。

　と、そのガーゴイルの目がぎょろりと動き、Ｔシャツにジーンズという嘆なげかわしい格かつ好こうをしているガゼットのことを見み据すえた。ずばりと言う。

「なんの用だ、諸しよ悪あくの根源」

「──ああ、いや、そのな、マルコ。カルロはいるか？　出発前に挨あい拶さつをしておこうと思ったんだが」

「消えろ」

　ガゼットは、かくり、と肩を落とし、

「あのなあマルコ、もうちょっと言い方ってもんがあるだろ？　仮にも俺は客だぞ？　執事としてそういう態度はまずいんじゃないか」

「黙れ」

　低く短く響ひびいたマルコの声は、そこいらの法ほう王おうなど裸足はだしで逃げ出してしまうくらいの威い圧あつ感かんに満ちていた。単なる隣りん家かのいち執しつ事じ、そう割り切ってしまえないのは、ガゼットがそれこそ洟はな垂たれ小こ僧ぞうだった昔から大だい司教となった現在に至るまで、散さん々ざんマルコに怒ど鳴なられどおしてきたからである。使い古した絵筆のような眉まゆ毛げを跳ね上げて、立ちすくんだガゼットのことをぎらりとにらみつける。

「この家の門をくぐるものならば誰であれ、わしは隔てなく丁てい重ちようにもてなそう。だが、貴き様さまだけは別だ、ガゼット・クロムウェル。お嬢じよう様をあんな極東の僻へき地ちに追いやっておいて、よくもまあのこのこと顔を出せたものだな。貴様が旦だん那なさまの友人でなくばとっくに叩たたっ斬きっておるわ」

「……そのことを言われると、まあ、ぐうの音も出ないんだけどな」

　気まずそうなガゼットの言葉に、マルコは鼻を鳴らし、

「自覚があるのならさっさと去いね。貴様の顔を見ているだけで血圧が上がる」

「ところがそれが、そういうわけにもいかない」

　そう言ってガゼットは、突とつ然ぜん自分の身体からだをべたべたと触りはじめた。マルコの眉毛が訝いぶかしげに寄せられる。Ｔシャツにジーンズ穿ばきではどう見たって収納する場所はないはずなのに、ガゼットは「どこにやったかな」などとつぶやきながら自分の身体を捜索しつづけ、やがてどこからともなく一枚の紙を取り出した。四つ折に折られたその紙を広げ、マルコの鼻先にびしりと突きつける。

　三さん白ぱく眼がんが文面を追って右に左に動いていくにつれ、マルコの鋼鉄の表情に次第にヒビが入っていく。最後まで読み終わったときには、皺しわだらけのその顔が今にも破裂しそうなほどに赤らんでいた。興味深ぶかそうにそれを見つめるガゼットに向かって、マルコはかすれた声で言う。

「こ、こ、こ、この、この──」

　真っ赤になって言葉を詰まらせたマルコに助け舟を出すつもりで、ガゼットは軽く肩をすくめてみせた。

「ああ、まあ、言いたいことは大体わかる」

　そう言いながらひらひらと紙を左右に振り、

「ただ弁べん解かいさせてもらえば、これを折ったのは法ほう王おうさまご自身がやったことだし、あくまでもこれは『私信』なわけだから、俺がこんな格かつ好こうをしていても問題はない。というわけでカルロに会いたいんだが、そこをどいてくれないかなマルコ？」

「くっ、くっ──」

　普段は決して自分の色を出そうとしないのに、ガゼット相手だと途と端たんに感情的になってしまう。よほど自分のことが嫌いなのかそれともある意味気きを許してもらえているのか、どちらにしろ嬉うれしくないが、マルコはガゼットに接するときは『執事』としてではなく『頑がん固こ老人』になってしまうのだ。ガゼットは爆発物から遠ざかるようにして、怒りに湯ゆ気げを立てているマルコから一歩身体を引いた。

　と、そのとき、重々しい扉ががちゃりと開き、その中からマリが顔を覗のぞかせた。

「あーちょっとマルコマルコ、ほらそんなとこで荷物見てなくていいから中なか手伝ってよ。うちの荷物ちょろまかそうなんて罰ばち当あたりな奴やつは──」

　ふと泳いだ視線がガゼットに留まり、一瞬の停滞の後、マリはさも当然のようにガゼットのことを手招いていた。

「あんたでいいや。ガゼット、ちょっときて」

　そう言い残して即そく座ざに引っ込んでしまう。ガゼットはマルコの顔をちらりと見て、「それじゃ失礼」と手を振ってからすたすたと家の中に入っていった。背中に感じる刺すような視線を、後ろ手に扉を閉めることでシャットアウトする。と、マリが呆あきれたような顔で振り返り、

「あんたもねえ、あんまりマルコのことからかわないでよ。ただでさえレレナのことで心しん労ろう重なってるってのに、ここでぽっくり逝いかれたら洒落しやれにならないでしょうが」

「……お前の言ってることのほうが洒落になってないけどな」

　相も変わらず静かなツォルドルフ邸てい内を、勝手知った足取りで二人は歩いていく。室内庭園を横断し、『向こう岸』に足を踏み入れたところで、右手の一室からカルロがひょこりと顔を出した。背広を手に持って、シャツの首元にネクタイを引っかけながら、情なさけない声を出す。

「ああマリ、ちょうどいいところに。ちょっとこれやってくれないか。僕じゃあどうしてもできないんだ」

　右手を腰に当てて、左手で髪をかき上げて。ふう、と疲れたように息を抜いてから、マリはガゼットのことを顎あごで示した。

「今ガゼットがやってきたとこだから、この人に頼んでちょうだい。っていうかね、ネクタイくらい自分でできるようになりなさいよ、まったく情けないんだから」

「しょうがないだろう、できないものはできないんだから──っと、ああガゼット、久しぶり」

「──相変わらずだなあ、お前らは」

　呆れきったガゼットの声を背中に受けながら、マリはカルロの出てきた部屋に入っていった。中から返答の声、

「三十歳さい超えるとねえ、人間なかなか変わらないもんよ──ああ、このパンツだめになってる。買い換えなきゃ」

　部屋の中からがたがたと簞たん笥すをひっくり返す音が聞こえてくる。ガゼットは小さく息を抜き、ネクタイを首に引っかけたまま手持ち無ぶ沙さ汰たに立ち尽くしている親友のことを、ちょいちょいと手招きした。

「こい。やってやる」

　カルロはにこりと笑い、

「いやあ、恩に着るよクロムウェル大だい司教殿。持つべきものはやっぱり友達だなあ」

「……まったくマリの言うとおりだな、ツォルドルフ枢すう機き卿きよう殿。これくらい自分でやれよ、なんで独り身の俺が男のネクタイ締めにゃならんのだ」

「好きで独り身でいるくせに。君の放ほう埒らつにも我慢できるという忍にん耐たい強いご婦人のひとりやふたり、やろうと思えばいくらでも──ぐっ」

　余計なことを言い出したカルロの首を、ネクタイを利用してぎゅっと絞しめる。

「大だい司教に結婚しろってか。相変わらずさらりと無む茶ちや言う奴やつだな」

「僕も法ほう王おう庁ちようでは肩身が狭くてね。仲間ができれば寂しくない」

「その法王庁のボスから伝言だ。ほれ、受け取れ」

　ガゼットはまたもやどこからともなく手紙を取り出し、カルロの顔にばしんと貼はりつけた。カルロは頭を振ってそれを左手に移し、片手だけで器き用ように開いて中身を読みはじめる。

「──ふむ、なるほど。了りよう解かいした」

「なんだって？」

「日本のお土産みやげ、よろしくってさ」

　はん、とガゼットは鼻で笑う。芸術的な手さばきでネクタイを締め終わり、仕上げとばかりにカルロの胸元を軽く叩たたいてから、思い出したように、

「ああそうだ、それとあとひとつ、これは俺からなんだが──」

「レレナのことかい？」

　ガゼットの唇が、微び妙みような形に歪ゆがんだ。カルロは言葉を続ける。

「君らが行ったときには元気そうだったんだろう？　それならきっと大丈夫、今でもうまくやってるさ。その『帰れない理由』とやらも──いずれ、話してくれるだろう」

　ガゼットは目を細め、静かに笑う親友の顔を見つめた。それから悟さとったように笑って息を抜き、カルロの肩をぽんと叩く。

「そうか──いや、そうだな。子供のことは、親に任せるのが一番だ。余計な口出しだったな」

「君がレレナのことを気にかけているのは、わかっているつもりだよ、ガゼット」

「…………」

　ガゼットは笑顔を消し、カルロのことを見つめた。カルロはそんなガゼットからふと視線をそらし、後ろを向いて衣い裳しよう部屋の壁にかかっている鏡を覗のぞき込んだ。ネクタイを慎しん重ちようにいじくり、シャツの上に背広を羽は織おる。背広の前まえ襟えりを二度三度軽く引き、簡単に肩かた幅はばを合わせてから、カルロは思い出したように言った。

「だが──少し気にかけすぎだと思うんだが、どうだろう。問題はもう、そこにはないんじゃあないかな？　罪を悔くやむことと罪を償つぐなうことは、まったく違うことだよ？」

　鏡かがみ越ごしにこちらを覗き込んでくるカルロの視線から、逃れるように顔を背そむけ、ガゼットは強ごう引いんに笑ってみせた。

「わかっているさ。その辺はもう、自分の中で整理はついている。自分が今なにをすべきなのかくらいは、俺だって把握しているつもりだ」

　そこで笑みを消し、ガゼットは小さく息を吐いた。

「ただな──それでもどうしたって割り切れない部分ってもんが出てくるんだよ。考えても仕方ないと思っても、考えてしまう。あのとき、もし俺が──」

「はい、そこまで」

　声と同時に衣い裳しよう部屋のドアが開き、中から両手にトランクを抱えたマリの姿が現れた。よろよろとふらつきながらガゼットに近づいてくる。何事かと目を見張るガゼットに、まるでそれが当然のことと言わんばかりの横おう柄へいさで、マリはどかりとトランクを押しつけた。低くうめいてよろめいたガゼットを尻しり目めに、マリは壁に寄りかかって、こきこきと首まわりの筋肉をほぐした。

「ああ重かった。ちょっと多すぎたかしらね」

「……おい、マリ、なんだこれは」

　ガゼットの低い声に、マリは「え？」という表情を浮かべ、

「なにって荷物。やっぱりほら、家具は向こうで揃そろえるとしても、最低限着きるものくらいは──」

「そうじゃねえよ。なんで俺がこんなもん持たなきゃいけないんだ」

　マリはひらひらと手を振りながら、

「いつまでも余計なことぐじぐじ言ってるからよ。やることあればつまんないことで口くち動かす暇ひまもなくなるでしょ」

　無情な響ひびきのする声でそう言い残し、マリはすたすたと歩いていってしまった。その背中に問いかけの言葉をかけることもできず、ガゼットは整理のつかない感情を視線に込めて、隣となりに佇たたずむマリの夫を見た。カルロは笑みを含んだ目でガゼットのことを見返し、

「マリの言うとおり、だと僕は思うけどね」

「……ああ、そうかい」

　忌いま々いましげに鼻を鳴らし、ガゼットはトランクを抱えて歩き出した。と、室内庭園に一歩足を踏み入れたところで、不意に後ろからカルロの真ま面じ目めな声が響いた。

「レレナは、強い娘だよ」

　振り向かずに、ガゼットは唇だけで笑った。

「知ってるよ」

　室内庭園を横切っていく途中で、ガゼットはふと視線を斜めに跳ね上げた。足を止める。採光窓まどから入り込む柔らかな日差しに目を細め、陽光に晒さらされてかすかに匂におい立つ草の香りを大きく吸い込んでから、ガゼットは窮きゆう屈くつそうに肩をすくめた。

「後こう方ほう支援は任せとけ。お前ら一家がいつでもこっちに帰ってこられるよう、ヴァチカンの席は暖めといてやるよ。だから早いとこ、レレナ連れて帰ってこいよ、カルロ」

　──すまん。頼む。

　心の中だけでそう付け加えて、息を吐き出した。再び、歩きはじめる。カルロの視線を背中に感じながら、ガゼットは懺ざん悔げするように目を閉じて、数すう瞬しゆんにも満たない短い祈りを神に捧げた。
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　薄暗い。

　広大なダブルベッドの中心で膝ひざを抱えながら、レレナは頭の中でそうつぶやいた。密みつ閉ぺいされた空間内に澱よどむのは、光量の制限された電気スタンドが放つ、オレンジの灯ともし火び。黒々とした闇やみの中にじわりと滲にじむ橙だいだい色いろの光源は、闇を照らし出すというよりもむしろ闇と交じり合い、ただでさえ換気のできない部屋の空気をさらに腐らせているようだった。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな明かりをつけるくらいならば真まっ暗くら闇やみのほうがまだましだと思う一方で、こんなかすかな明かりにも縋すがりついていたいと思う自分が確かにいる。闇は想像力を搔かき立てる。そして想像力というものは、その人が置かれている状況に依存するものだ。押しつぶされそうな暗闇の中にあってレレナが頭に思い浮かべるのは、心が裂けてしまいそうなほどの不安であり、抑え難がたいまでの恐怖であり──そしてなによりも、端たん正せいな顔にぞっとするような冷笑を貼はりつけた、上じよう弦げんの姿だった。

「っ────」

　忌いまわしい記き憶おくが蛇へびのように絡みついてくる。レレナは耐え切れなくなり、身をひねって顔を枕まくらに押しつけた。息を詰め、唾つばを飲み、必死で考えまいとすればするほど、めちゃくちゃに顔を潰つぶされたときの記憶が蘇よみがえってくる。引きちぎれんばかりに枕のカバーを握り締めながら、レレナはともすれば漏れそうになる悲鳴を必死になって嚙かみ殺していた。

　いつになれば、自分は帰れるのだろう。

　これから先、自分にはなにが待ち受けているのだろう。

　頭の中のその問いに、答えてくれるものはいなかった。仮にその言葉を声せい帯たいを震わせて叫び上げたとしても、返ってくるのはやはり苦にが々にがしい沈ちん黙もくだけだろう。どんな待たい遇ぐうを受けていても結局のところレレナは囚しゆう人じんで、この部屋は牢ろう獄ごくなのだ。囚とらわれ人にできることと言えば、過去を悔くやむか、空想を遊ばせるか、さもなければ枕まくらに顔を押しつけて、我が身の不幸を嘆なげくことくらいだ。身を苛さいなむ寂しさを少しでも紛まぎらわそうと、レレナはベッドの中央で、きつく枕を抱きしめた。

　と、そのとき、部屋のドアが控え目にノックされた。レレナは顔を上げ、呆ぼう然ぜんとした表情でそちらのほうを見る。「入るよ？」とこもった声でドアが喋しやべり、静かに外の光──といっても、廊下と室内で明度の差はあまりないのだが──が部屋の中に差し込んできた。逆光を背にして部屋の中に入ってきたその女性は、いたいけに震えながら枕をぎゅっと抱きしめているレレナのことを見て、針でも飲んだかのような表情を浮かべた。

「……その、えっと…………大だい、丈じよう夫ぶ？」

　レレナは答えることもできない。ただその女性の顔を見て、身体からだから緊きん張ちようが抜けていくのを感じた。

　白しろ宮みやさやか。『組織』の──吸血鬼で構成されたこの機関の、事務仕事を執とり行う『守人もりうど』のまとめ役であり、この『本ほん拠きよ』の中でレレナの心配をしてくれる、ただひとりの人。レレナをさらった『組織』の一員であることには変わりはないが、ここに引きずられてきた最初の日に、白宮は親しん身みになってレレナの面めん倒どうを見てくれたのだ。怯おびえ震えるレレナをなだめ、血に汚れた顔を丁てい寧ねいにぬぐい、小便で濡ぬれた服を脱がせて、それこそ赤ん坊を産湯うぶゆにつけるようにして薬やく湯とうに入れてくれた。たったそれだけの優しさは、しかしぼろぼろに傷ついたレレナの心の奥底にまで染み渡っていた。

「あの、ご飯、持ってきたの。なんだかやつれてるようだったから」

　そう言って白宮は部屋の外に取って返し、ワゴンを押して再び戻ってきた。ベッドの脇に横付けて、ボーイがそうするように食事の載ったトレイを取り出す。ホテルのスイートにはまるで不ふ釣つり合あいな、白米と味み噌そ汁しると海の苔りとアジの開きという純粋な和食だった。

　不意に、胸が押しつぶされそうになった。

　レレナは素早く手を伸ばし、トレイをベッドの上に置こうとしていた白宮の腕を摑つかんだ。白宮が小さく声をあげてトレイを取り落としても、レレナは手を離すことなく、正気を失ったかのような瞳で白宮のことを見上げつづけていた。

「──えして、ください」

　声がかすれ、言葉の前半は伝わらなかった。だが、それだけで充分だった。白宮は痛々しげに顔を歪ゆがめると、レレナの必死に縋すがりつく視線からそっと顔を背そむけた。レレナはうつむき、目を閉じ、苦しそうに喘あえぐと、搾しぼり出すような声でこの数日間に何度も何度も繰り返してきた言葉を口にした。

「帰してください──私を、うちに、帰してください」

　言っても無む駄だだとは、わかっていた。

「お願いです、お願いします、お願いしますから──私を、帰して、家に帰してください」

　それでも、言わずにはいられなかった。

「嫌なんです。もう、こんな、こんなところ──」
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　きつく閉じたまぶたの裏側に、風が吹いただけで倒れてしまいそうな、あのぼろっちい木造の屋や敷しきが浮かび上がってくる。点つけるのにコツがいるガスコンロ、リズミカルにまな板を叩たたく包ほう丁ちようの音。錆さびついた鍋なべを見るたびに買い換えようと思っていたし、棚の奥に潜ひそんでいた大皿などは食器というより骨こつ董とう品ひんに近かった。はじめて作る異国の料理は自分でも目を覆おおうばかりの出来で、それでも回数を重ねるたびに確実にうまくなっていくのがわかった。嬉うれしかった。母の故郷の料理を覚えられるということよりもなによりも、それを食べてくれる人の笑顔が、本当に、本当に嬉しかった。白いご飯にお味み噌そ汁しる、味付け海の苔りにアジの開きという、なんでもないごく普通の料理。それを食べてくれる人の笑顔が、宙に浮かぶうらやましそうな表情が、我われ関かんせずとばかりに丸まっているくせにちゃっかりひくついていた鼻が、おかしくて楽しくて、そのときだけは、異国の中にあっても決してレレナはひとりぼっちではなくなって、いつのまにかローマでレレナの帰りを待つ家族と同じくらい、亮りよう史じや、舞まいや、ツキのことがかけがえのないものになりはじめていて、

　叫ぶ、

「なんでですかっ？　なんで、なんですか!?　なんで、私なんかを、こんな、こんなふうに──私が一体、なにをしたって言うんですか!!　帰してください！　うちに、うちに帰して!!」

　幸せな幻げん想そうは、オレンジの闇やみに飲まれて消えた。血を吐くような叫びを聞いて、しかし白しろ宮みやは、固く唇を結んだきりだった。レレナにもわかっている。しょせん白宮は事務の取りまとめ役であり、『組織』を指し揮きしている身ではないのだから。だが、身を固くして黙りこくっている白宮を見つめているうちに、レレナの中にどす黒い感情が湧わき上がってきた。

　なにもかもをこの人のせいにして、悪あつ口こうを極めて罵ののしることができたら、自分の心はどれだけ軽くなるだろうかと考える。酔っ払いが反へ吐どをぶちまけて楽になるように、胸の中の不安や恐怖を刃やいばに変えて吐き出せば、ほんの少しは楽になれるのかもしれない、そう思う。醜みにくい考えだということはわかりきっていたが、精神の均きん衡こうを失ったレレナにはその考えに歯止めをかけることができなかった。レレナは顔を歪ゆがめ、唇を開いて──

「……ごめんなさい、レレナちゃん」

　なにも言えなくなった。

「ごめんなさい。でも、私には、どうすることもできないの。ごめんね、ごめん──」

　ぽと、ぽと、という音が、静まり返った部屋の中に染み入っていく。最初は泣いているのかと思った。だが、すぐに瞳も頰ほおも濡ぬれていないことに気づいた。それならなにが──と思いかけた瞬間、レレナはそのことに気づき、胸の中に生まれた黒い感情が奥に引っ込んでいくのを感じた。

　嚙かみ締めた唇が破れ、そこから血が溢あふれ出している。血の量から見て、ほとんど下した唇の肉が切り離されそうなほどに強く嚙み締めているに違いなかった。レレナは、ひくっ、と息を吞のむと、ほとんど反射的に白宮に寄り添っていた。

「──やめてください。やめて──」

「…………」

　短めのボブカットが顔にかかり、白宮の表情を押し隠かくした。レレナはおずおずと手を伸ばし、そんな白宮の唇に触れる。指先が滑るぬるりとした感かん触しよくに、レレナはそれ以上なにも言うことができず、静かに肩を震わせている白宮の肘ひじにそっと抱きついた。

　それくらいしかできることがなかった。慰なぐさめることも励ますことも、今のレレナにできるはずもない。むしろレレナのほうが、それを必要としている立場なのだから。それでも、そばに寄り添って、互いの存在を、温ぬくもりを、確かめ合うことくらいならばできるはずだった。

「……白宮、さん」

　なにが変わったわけでもなく、依然としてレレナが救われないままであることに違いはなかった。しかし、少なくとも、目の前のこの人だけは自分の身を心底から案じてくれている。ただそれだけのことでも、拠より所があるということは大きな違いだった。レレナは瞳に浮かんできた涙を隠かくすように、白しろ宮みやの肩に顔を押しつけた。




　　　　◆




「……かなり参っているようです。なにか適切な措そ置ちを取るべきだと、私は思います」

　できるだけ事務的に、できるだけ冷静に。冷えた声でそう報告をした白宮は、執しつ務む室しつ内にそれとなく視線を巡らせた。

『本ほん拠きよビル』の前身は、名前を口にすれば誰もが一度は聞いたことがあるという、一流のホテルだったらしい。『組織』では最上階から三階下までのフロアを使用しているのだが、そのうちの元ＶＩＰルームのひとつが、真さな田だの執務室として利用されていた。かなりの広さを持つ執務室の中央には巨大な正方形のテーブルが座していて、その四辺を囲むような形で、くすんだ灰色のソファが四つ置かれている。そのうちの二つ、テーブルを挟んでの左右に位置するソファに、互いに相あい対たいして座っている二人の男を見て、白宮は心の中だけで舌した打うちをした。

　松まつ野のに早はや川かわ。『組織』の中でも異質な雰ふん囲い気きを持つ、真田直ちよく属ぞくの側そつ近きん。『狩人かりうど』としての腕に優れているわけではないが、かといって単なる腰こし巾ぎん着ちやくでもありえない。真田は合理を好む男だ、確たる理由もなしに誰かを特別扱あつかいすることはない。はっきりとした根こん拠きよはなく、単なる白宮の推測に過ぎないのだが、真田がこの二人を側近にしている理由は、どこかしら真田自身と似た雰ふん囲い気きを持っているからではないかと思う。飢えた狼おおかみのような瘦やせぎすの風ふう貌ぼうをした松野や、長髪の奥から暗い視線を覗のぞかせる早川を見るたびに、白宮は不快感と共にその推測を深めていた。

「──それで？　君はどうするべきだと？」

　ほんの一瞬の物思いを打ち切って、白宮は改めて正面に目を向ける。正方形のテーブルのさらに奥、壁かべ際ぎわに近い場所に置かれた黒こく檀たんの机の向こうで、真田は相変わらず読めない表情を白宮へと向けていた。心に走ったかすかな狼ろう狽ばいを悟さとられないよう、白宮は視線を足元に落とした。

「レレナちゃんは──彼女は、家族との繫つながりを求めています。彼女の緊きん張ちようを少しでも和やわらげるために、誰か家族と話をさせてあげるべきです。ですから、もちろん監かん視し付きという条件があってのことですが、一日に一回程度は電話の機会を──」

　不意に下げ卑びた笑い声があがり、白宮の言葉を遮さえぎった。抑え難がたい不快の色を顔に浮かべながら、白宮は声の方向へと視線を走らせる。

「レレナちゃん、レレナちゃん、ねえ。さすがは『守人もりうど』の白宮姉ねえさんは、言うことが違うねえ」

「……なにが言いたいの、松野」

　声に嫌けん悪お感かんが宿るのは仕方がなかった。両足をテーブルの上にどかりと載せて、大たい儀ぎそうにソファに寄りかかりながら、松野は瘦せた顔に嫌いや味みな笑みを貼はりつける。

「そのクソみたいな考え方をやめろと言いたいのさあ、白しろ宮みや。お前があのガキをどう思ってるか知ったことじゃねえが、それをこっちに押しつけんなよ。あいつは、人ひと質じちだ。生きてさえいりゃあそれでいい」

「──彼女は『取り引き』に使うんでしょう？　それなら少しでも元のままの状態を維持すべきだわ。『取り引き』中に取り乱されたら円えん滑かつな交渉の妨げにもなる」

「ずいぶん限定的な話だな。電話のリスクと引き換えにしては、リターンが少なすぎる」

　そう言ったのは松まつ野のの向かい、松野とは対照的に行ぎよう儀ぎよく座り込み、珠たまのように両手に湯ゆ吞のみを抱えている早はや川かわだった。長い黒くろ髪かみが前にかかっているために表情は見えないが、いつものように暗い視線をどこへともなく漂わせているであろうことは、見なくてもわかった。

「『主人』とは別に、あの娘にはローマに家族がいるのだろう？　そしてお前は、あの娘にそのローマの家族へと電話をかけさせるように言っている。そうだな？」

「…………」

「『主人』に電話させるのならばともかく、なにも知らない人間に連絡させるわけにはいかない。『組織』がもっとも注意するべきなのは、吸血鬼の存在が露ろ見けんしてしまうことだ。重要な『取り引き』を控えている今でも、そのことに変わりはない」

「一対二だ。決まりだな──なあ、真さな田ださん？」

　ソファに預けていた頭を傾けて、松野は真田のことを見た。真田は椅い子すに深く腰掛けたまま、しばらく何事かを思し案あんしていたようだったが、やがておもむろに口を開いた。

「そのとおりだ。外部との連絡を認めるわけにはいかない」

　ぎらりとにらみつけてきた白宮をいなすように、真田は軽く肩をすくめ、

「監かん視し付きとはいえ、万一ということがある。彼女が精神の均きん衡こうを失っているというのならなおさらだ。いざ電話をかけたときに、そのローマの家族とやらに突然助けを求められたら厄やつ介かいだからな」

「しかし──！」

「とはいえ、さやかくんの言うことにも一いち理りある」

　そう言って、真田は背もたれに身体からだを預けた。

「外部への連れん絡らく以外に、なにか彼女の心を和やわらげる手段は？　不満に思っているところを改善するのでもいいし、なにか欲しいものがあるならなんだって用意しよう。服でも宝石でも化粧品でも」

　白宮は鋭く息を吸って、吐いた。込み上げる殺意に近い感情をかろうじて飲み下す。話している問題がまったく別次元のところにあるのだと、理解していないのならばまだいい。だが真田は、レレナの精神的な苦しみをすべて理解した上で、こんなふざけたことを言っているのだ。服や宝石や化粧品で心の痛みが消えるのならば誰も苦しまない、それくらいのこと、頭の切れる真田にわからないはずがないのに。

「……それなら、彼女の部屋の照明器具をもっと明るいものに変えてください。あれでは暗すぎるそうですから」

　わざわざ話を持ち出して、できることは部屋を明るくすることくらいか──内心で己を自じ嘲ちようする白しろ宮みやに、真さな田だは「ふむ？」と片かた眉まゆを上げ、

「おかしな話だな。私たちにとっては、あれくらいの光量で充分なはずだが」

　白宮は真田からそれとなく視線を外した。感情の混じらない声で、

「気分の問題でしょう。多少明るすぎるくらいが、今の彼女にはちょうどいいのではないかと」

　それだけ言って、白宮は真田の座る椅い子すの向こう、壁に埋め込まれたディスプレイの端を見つめつづける。頰ほおの辺りに真田の視線を感じたが、白宮はそれ以上なにも言わなかった。口は動かさなければ滑らない。じっと一点を注視している白宮の視界の外から、やがて諦あきらめたように息を抜く音が聞こえてきた。

「──わかった。それくらいならば構わない。あとでこちらから手配しておこう」

「ありがとうございます」

　即そく座ざにそう答えて、白宮は機械的に頭を下げた。そのまま真田の言葉を待たずに踵きびすを返し、ドアノブに手をかける。恐らくは松まつ野のが漏らしたものであろう、馬鹿にしたような笑い声を背中に聞いても、白宮はぴくりともその表情を動かさなかった。ドアノブを回し、ドアを開け、部屋の外に出て後ろ手にドアを閉める。それから数秒の間を置いて、白宮は深々と息を吐いた。心の中だけで、ひとりつぶやく。

　──半はん吸血鬼、か。

　レレナの世話を始めた当初に、そのことはあっさりと判明した。普通の従じゆう者しやとは違う、半分が吸血鬼で半分が人間であるという存在。日の光に当たっても消しよう滅めつせず、鏡に晒さらせば半はん透明の姿が映る、どこまでもが『中間』にある存在。

　レレナが半吸血鬼であることを、真田はまだ知らない。心を許した自分にだけは、レレナはそのことを教えてくれたが、白宮は絶対にそれを口こう外がいしないようレレナに釘くぎを刺しておいた。理由は簡単だ。あの真田が、半分だけの吸血鬼などという格かつ好こうの実験材料を、黙って見逃すはずがないからだ。

　調査、研究、実験。それぐらいならまだいい。最悪の場合、レレナの身体からだを解かい剖ぼうするくらいのことを、真田はなんの躊ちゆう躇ちよもなくやってのけるだろう。その光景を想像しかけて、白宮は激しい嫌けん悪お感かんに頭を振った。執しつ務む室の近くにいることすら汚らわしいことのように思えてきて、白宮は足早にその場を離れた。

　廊下を歩きながら、おぞましさを吐き出すように深しん呼吸をする。──なによりも不ふ愉ゆ快かいなのは、自分がその真田に与くみする側の存在であるということだ。さらってきた人間を『亡もう者じや』に変えて、吸血鬼を人間に戻すための方法を見つけ出すために、人体解剖を行う──簡単に言ってしまえば、『組織』の行っていることはそれに尽きる。そして白宮は、積極的にではないにしろ、その行為にこれまでずっと手を染めつづけてきたのだ。それなのに今回に限って──相手が涎よだれと唸うなり声を垂れ流すだけの『亡もう者じや』ではなく、心細さに震えるか弱い少女であるというだけで、自分はレレナのことを庇かばっている。今まで隠かくれていたものが現れたというだけで、それまでの行為のすべてがなかったもののように振る舞っている──白しろ宮みやは無意識のうちに下した唇を嚙かみながら、口の中で小さくこうつぶやいた。

　偽ぎ善ぜんとは、まさにこのことだ。




　　　　◆




「よぉし！　いけいけそこだ、そこでビーム！　ビームだ！　殺せー!!」

　色とりどりの光が溢あふれるテレビの前で、大きなポニーテールがぶんぶん揺れている。どうやら画面の中のキャラクターの動きに合わせているらしいのだが、これほどに暗い部屋であれほどの至し近きん距離からフラッシュの連続する画面を覗のぞき込んでいて、よく気分が悪くならないものだなとレレナはぼんやり考える。ベッドの上にちょこんと膝ひざを揃そろえて座りながら、右に左に動き回るポニーテールをなんの気はなしに目で追っていると、突然その髪の持ち主が振り返った。ばっちり目が合う。

「あ……えと……」

　言葉に詰まったレレナを遮さえぎるかのように、大声で、

「ＣＭ！」

　言うが早いか身体からだごとこちらに向き直り、ツルは両手両足を使ってひょこひょことレレナの座っているベッドの上に乗りかかってきた。レレナに相あい対たいしてあぐらをかいて、子供っぽいその顔相そう応おうの無む邪じや気きな表情を浮かべながら、

「おっしいなあ、もうちょっとで殺せるところだったのに。あの主人公いっつもそうなんだから、敵てき殺せるのに殺さなかったりさ、もしツルがあんなロボットに乗ってたら迷わずみーんな殺しちゃうよ」

　そんな物ぶつ騒そうな物言いをするものだから、レレナとしても返答に困ってしまうのだった。

「あの……私、ああいうの、よくわからないから……」

「ええー、面白いのに。レレナも見なよ、すっごく気分がすっきりするよ」

　レレナはごまかすように微笑ほほえんで、静かに首を左右に振った。「本当に面白いのに」と言いながら、しかしツルはそれ以上勧すすめようとはしなかった。ＣＭが終わり、番組が再開すると同時に、ベッドがたわむほどの勢いで跳ちよう躍やくしてテレビの真ん前に着地する。ポニーテールが再び揺れはじめた。

「ビームビーム！　ああもう、もっとよく狙って！　そこでミサイル、ミサ──ああっ、後ろ後ろ後ろ、後ろにあれがいるあれが、あの、なんだっけ、えと、ファ、ファなんとか──とにかく勝手に動くあれがいる！　避けろ逃げろよけろ!!」

　テレビの前で大騒ぎしているツルの後頭部を、レレナは複雑な顔で見つめた。視線を天井に移して、ゆっくりと目を閉じる。

　なぜこうなってしまったのか、もう一度よく考えてみようと思った。

　ここに連れてこられた最初の日から、ツルは毎日のようにレレナの部屋に入り浸びたるようになった。それがツル自身の意思ではないということは、その顔を見ていればすぐにわかった。行きたくもないマラソン大会に無理に行かされる、小学生のような顔だったからだ。恐らくは誰かに言われてここに来ているのだろうが、それが誰でその目的はなんなのか、レレナには皆かい目もく見当もつかない。だが、ツルの来訪は、白しろ宮みやの来訪と同じように、ひとりぼっちのレレナにとって決して嫌なことではなかった。白宮が朝昼晩の食事時に定期的にやってくるのに対して、ツルは実に不定期に、気の赴おもむくままふらりと現れては立ち去っていく。だが、それだけにツルが部屋に来る頻ひん度どは、白宮のそれよりも格かく段だんに高かった。

　事務的にレレナの部屋に来て、部屋の隅すみっこに座ってじっとレレナをにらみつづけ、唐とう突とつにふいと姿を消す──ツルのそんな警けい戒かい心しん丸出しの態度は、しかし、三日と持ちはしなかった。通い詰めているうちにレレナを信頼に足る人間と見たのか、それとも不安に震える姿を見て「警戒する必要もない」と判断したのか。いくらもしないうちに、ツルはレレナのことを完全に『友達』として扱うようになっていた。

　レレナは目を細め、はしゃぎ立てるツルの背中を見つめた。黒くろ髪かみを揺らして明るく騒ぐその後ろ姿に、レレナはもうひとりの『友達』の姿を重ね合わせてしまい、再び郷きよう愁しゆうに襲おそわれそうになる。それを防いだのは、素すっ頓とん狂きようにあがったツルの叫び声だった。

「よしっ、いけっ！　必殺、必殺──ああああああああああ、またか、またかお前は!?　迷うなよバカ！　どうしてそこでこう──一気に──ああ──」

　ツルはそう叫んで頭を抱え、天を仰いだ。ため息を吐き出すのと同時に言う。

「あーあ、逃げちゃった……バカ、弱虫、意い気く地じなし」

　ツルは立ち上がり、テレビの主人公の悪口をぶつくさ言いながらキッチンのほうへと歩いていった。なんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たになって、番組のエンディングテーマをぼんやり聴いていると、コップ二つにオレンジジュースのペットボトルを抱えてツルが戻ってきた。唇を尖とがらせながら、不満そうに、

「またおんなじ終わり方だったよ。敵てき殺せるチャンスきたのにさ、『本当は殺したくない』とかなんとか言って逃がしちゃうの。そんなんだったら最初からあんなロボットに乗らなきゃいいのに、バカじゃないの？」

　とくとくとくとく──と小こ気き味みのいい音を立てて注そそいだオレンジジュースを、レレナのほうに押しつける。それを両手で受け取って、「ありがとう」と小さな声で答えたレレナに、ツルは愛らしい微笑を浮かべた。

「レレナってさ、なんていうのかな──ほんっと、変な子だね。どうしてそういうこと言えるの？」

「え？」

　オレンジジュースを飲みながら、上うわ目め遣づかいにそう聞き返したレレナに、ツルは「だからあ」と笑って言った。

「ツルはレレナの敵なんだよ？　レレナをさらってきた上うえ様さまはツルのご主人様だし、それにさ、よく考えたらツルとレレナ一度戦ったこともあるのに。あのクソネコが邪じや魔ましたせいで最後まで決着つけられなかったけど」

　思わずむせ返る。心臓が跳ね上がり、レレナは思わず恐怖が浮かびかけたまなざしでツルのことを見たが、しかしツルの笑顔からは別段の悪意も感じられなかった。自らのコップにオレンジジュースを注そそいで、独り言のような口く調ちようで、

「ほんと、レレナみたいな人間、初めて会ったよ。のんきっていうか、どこかズレてるっていうか──あ、悪く言ってるわけじゃないよ。ツル、レレナのこと、結けつ構こう好きだもん」

「……えと……うん……」

　返答に困り、頭をぽりぽりと搔かくレレナを見て、ツルは声を立てて笑った。あまりにも屈くつ託たくのないその笑い声に、レレナの頰ほおも自然と緩んできてしまう。数十時間ぶりの、懐なつかしくすら思える『笑み』の感かん触しよくを頰に感じながら、レレナは静かな目でオレンジジュースを一気に飲み干しているツルのことを見つめていた。

　その『笑み』が、瞬しゆん時じに凍りついた。

　オレンジジュースの入ったコップを握るツルの右手、その親指と人差し指に嫌でも視線が貼はりついてしまう。いけない、見るのをやめなきゃと思った瞬間、ツルがちらりとレレナの顔を見返してきた。それから視線を己の右手に落とし、なんでもないような声で「ああ、これ？」と言う。

　親指は付け根から丸ごと、人差し指は中ほど辺りから。目を凝こらして見ればよくわかる。人ひと肌はだでは決してありえない、プラスチックのようなつるりとした質感の、精せい巧こうな義ぎ指しが取りつけられていた。コップを左手に持ち替えて、ツルは右手をわきわきと動かしてみせた。関かん節せつも再現されているようだったが、さすがに神経は通っていないらしく、自由に動く三本の指を羨うらやむかのようにだらりと垂れた二つの指は、よりいっそう痛々しい印象をレレナに与えた。

「使つかい魔まは吸血鬼じゃないからね。一度なくした身体からだの部品は、もう二度と『再生』しない。その意味じゃ、ちょっとレレナが羨ましいかな」

　あっけらかんとした口く調ちようだったが、しかしその表情にはさすがに複雑な色が混じっていた。なにも言うことができず、レレナはさっと顔を伏せる。頭の中に先ほどのツルの声が蘇よみがえってくる──ツルは、レレナの敵なんだよ。

　そうなのかもしれない、と思う。恐らくツルの指を切り飛ばしたのは、湯ゆヶが崎さきにて彼女と戦闘を繰り広げていたツキなのだろう。レレナは間違いなくそのツキの『仲間』なのだし、レレナから見てもツルはあれだけ自分のことを痛めつけた上じよう弦げんの『仲間』なのだ。二人が敵てき対たい関係にあることは明らかなのに、どうしてこの人は私に優しく接してくれるのだろう──そう思い、レレナはちらりとツルを見上げた。その視線を受けて、ツルは「大丈夫だよ」と笑ってみせる。なぜだかやりきれなくなって、レレナは悲しげに眉まゆを寄せた。

　そのとき、ツルの笑顔がぐらりと揺らいだ。

「──────」

　視界がぼやけ、急激に身体からだが重くなる。周囲の景色が一気に色いろ褪あせていくかのような感覚。ふらついた身体を支えきれず、レレナは糸が切れたように前のめりに倒れ込んだ。

「わっ、ちょっ──レレナ!?」

　傾きかけたレレナの身体を、慌あわててツルが支えた拍子に、彼女の持っていたコップがその手から滑り落ちた。ぱしゃりと水の零こぼれる音、心配そうなツルの声。薄っぺらいツルの胸に頭を押しつけながら、レレナは霞かすみがかったような目でシーツの上に広がるオレンジ色の染みを見つめていた。

「……レレナ？　レーレナってば、ねえ、ちょっとどうしたの？」

　ツルの手がレレナの頰ほおをぱちぱちと叩たたく。頭を抱きしめられているような格かつ好こうのまま、レレナは目だけで頭上のツルの顔を見上げ、弱々しい声でぽつりと言った。

「ううん、なんでもないの──ちょっと、眩暈めまいがしただけ」

「大丈夫？　横になってたほうがいいよ？」

「うん……」

　レレナは身体に残った力を振り絞しぼってツルの胸から顔を離し、そのまま重力に引かれて真後ろに倒れ込んだ。横になってもこの症状が治るわけではないが、それでも力を抜いて目を閉じていれば、少なくともそれ以上の体力の消しよう耗もうは避けられる──それが、この数日間でレレナが学んだ、この無力感への対たい処しよ法だった。

　この『本ほん拠きよ』の一室に閉じ込められた最初の日から、不定期にこの症状がレレナの身に現れはじめていた。熱もくしゃみも出ない風か邪ぜのような、突然身体の力が失われてふらついてしまうという奇き妙みようなこの現象は、ひどいときにはまったく動けなくなってしまうことさえあった。当初は自分を逃がさないために『組織』の人間がガスかなにかを空調から流しているのではないかと怯おびえていたものだが、同じ時間の同じ場所にいるはずの白しろ宮みややツルにはなんの症状も現れていない。そもそも半分だけとはいえ吸血鬼である自分に、ガスなどが効くはずがないという気もする。なにはともあれ、レレナにできることと言ったら、症状が現れたら無理をせず横になって、再び身体に力が戻ってくるまで静かにしていることくらいだった。

　と、寝ね転ころがったままぼんやりと天井を見つめているレレナの顔を、突然ツルがぺたぺたと触りはじめた。眉をなぞり、目じりを引っ張り、鼻をつまみ、ほっぺたをつまんでぐにぐにぐにと好き放ほう題だいに動かす。それを止める気力すらないレレナは、それでもかろうじて声だけで抗議した。

「…………はにひてふの？」

「いや別に。柔らかそうだなあと思って」

　レレナが動けないのをいいことに、ツルは心しん底そこ楽しそうな手つきでレレナの顔を撫なで回した。恥ずかしいようなこそばゆいようなその感覚に、レレナは唇をへの字に曲げる。そんなレレナの顔を覗のぞき込みながら、ふとツルの顔に、複雑な表情が浮かんだ。

「あのさ、レレナ」

「え？」

　そう聞き返したレレナの顔から、ツルはふっと目をそらした。ぼそぼそとした声で、言いにくそうに、

「あのさ、あの──もしね、もしツルが、レレナのことを、その──」

「……？」

　普段は明朗なツルにまるで似つかわしくない、要よう領りようを得ないその言葉に、レレナの眉まゆが訝いぶかしげに寄せられる。ツルはしばらくのあいだ、難なん解かいな問題集でも突きつけられたかのような顔で考え込んでいたが、やがてベッドの脇に降り立つと、「やっぱりいいや」と吹っ切れた声で言った。

「やっぱり、あとでいい。今じゃなくても別にいいや。あのね、レレナ、これだけは言っておきたいんだけど」

　ベッドの上に寝ね転ころんでいるレレナの枕まくら元もとで、ツルは膝ひざ立だちになってレレナと視線を合わせた。子供に絵本を語って聞かせるように、一言一言区く切ぎりながら、ツルは言った。

「ツルとレレナは、敵てき同士かもしれないけれど──でも、ツルはレレナのこと、友達だと思ってるから。なにか困ったことがあったら、いつでもツルに言っていいからね」

　いきなりなにを言うのかとレレナは戸と惑まどうが、あまりにも真しん摯しなツルのまなざしに、反射的に「う、うん」と首を縦に振っていた。と、途と端たんにツルの満面に笑顔が浮かぶ。横になっているレレナの頭を静かに撫でると、ツルは「それじゃ」とだけ言い残して、すたすたと部屋から出て行ってしまった。まさしく狐きつねにつままれたような心境でレレナは天井を見上げ──それから、大きな大きなあくびをした。

　目の端に涙が浮かぶ。再び戻ってきた静せい寂じやくはレレナの眠気を誘い──それと同時に、ツルの存在でかろうじてまぎらわせていた孤独と不安が、再び首をもたげてきた。泣くのを堪こらえるかのようにきゅっと唇を引き結び、レレナはゆっくりと目を閉じる。敵でも味方でも構わない、と痛切に思う。今のレレナには、そんなことに頓とん着ちやくしている余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。ただ囚とらわれの身である自分のことを、ほんの少しでも癒いやしてくれるツルや白しろ宮みやの存在が、かけがえのないほどにありがたかった。

　幸いというべきだろうか、いまだに身体からだの力が抜ける『症状』は続いている。目を閉じて暗くら闇やみの中に身を浸ひたしていると、次第に意識がその闇に溶けていくのを感じた。眠りの中にまでは、きっとこの身を苛さいなむ恐怖も不安も進入してはこないはずだ。そう思い、レレナは『症状』の脱だつ力りよく感に身を委ゆだねて、浅い眠りの世界へと落ちていった。




　　　　◆




『本ほん拠きよ』は都心に程ほど近ちかいビジネス街、その中央とも言っていい場所にその威い容ようを構えている。前身が国内でもっとも著名なホテルチェーンのひとつであるだけに、その辺の証しよう券けん会社や保険会社などとは比べ物にならないほど背の高い建物だ。そんな物件を丸ごと乗っ取るなどという芸げい当とうをどうやって成功させたのか、詳しく知るものは誰もいないが、真さな田だ本人が語ったところによれば、自分の研究成果と引き換えにパトロンから資金を引き出したのだという。いつの世にも、不ふ老ろう不ふ死しを望む金持ちはいるものだ。

　最上階から数えて三階を『組織』が利用していることはすでに述べたが、これだけ大きな建物の上部三階しか使わないというのはいかにも人ひと目めを引く。隠おん密みつを重視する『組織』がなぜそのような場所を根こん拠きよ地ちに選んだのかと疑問に思うかもしれないが、吸血鬼には吸血鬼なりの事情というものがあるのだった。

　郊外を『本拠』にすれば、人目にはつきにくくなるかもしれないが『獲え物もの』が少なくなってしまう。『組織』はその活動の大だい前ぜん提ていとして、まず生きた人間をさらってこなくてはならないのだ。ただでさえ人が少ない地域でそんなことをすれば、すぐさま噂うわさになり、足がつき、『組織』の存在自体が露ろ見けんしてしまうかもしれない。それだけは避けねばならないと考えた真田は、都心から──すなわち、日本有数の歓かん楽らく街がいから車で十分足らずの場所にあるこのホテルを『本拠』にしようと考えたのだった。そこならば人のひとりやふたり消えても、不ふ審しんに思われることがないからだ。

　わざわざこんな巨大ホテルを根拠地に選んだのも、そんな『組織』の実務に関連した事情による。最上部の三階だけはＶＩＰ専用のゾーンとなっているという構造が、非ひ合ごう法ほう組織のねぐらとしては都つ合ごうがいいのだ。最上部三階に行くにはその直前の階でいったんエレベーターを降り、そこから専用エレベーターに乗り継がなくてはならない。専用エレベーターの前に監かん視しカメラを取り付ければ、『組織』の実質の中ちゆう枢すうである最上部三階に出入りするすべての人間をチェックすることができるという寸法だ。こうすれば最悪のケース──警察の手による家宅捜そう索さくや、研究成果を独り占めしようとパトロンが私兵を繰り出してきた場合など──にも即そく座ざに対処できる。奇き襲しゆうさえ封じてしまえば、吸血鬼の集団である『組織』に普通の人間が太た刀ち打うちできるはずがないのだから、対人間のセキュリティはこれで万ばん全ぜんであると言えた。

　とはいえ都会にあるということの不便さもないわけではない。人目につくという問題は相変わらずだったし、それに都市ではなんにしろ、人ひと死じにが多い。自然死でも事故でも殺人でも、毎日数十人の人間が恒常的に死に続けている。ことに『本ほん拠きよ』の餌えさ場ばである例の歓楽街では、死人──それも、『素そ養よう』を持った死人が出ることがとかく多い。そしてその『素養』を持った死人、要するに、不ふ慮りよの死や後こう悔かいや絶望に塗まみれての死を迎えた人間が、ある法則によって無意識のうちに引きつけられるのが──吸血鬼の『血の力』が渦を巻く、ここ『本拠』ビルなのであった。




　だからその従じゆう者しやも、『彼女』を見ても別べつ段だん驚かなかった。早朝の歩道にぶちまけられた吐と瀉しや物を目にしたときのように、「またか」としかめっ面をしただけで、あっさりと通り過ぎていってしまった。唸うなりのようなうめきのような、怨おん念ねんに満ち溢あふれた声を青ざめた唇から垂れ流していた『彼女』は、従者が廊下の角の向こうに消えたのを確認してから十秒数え、それから小さく「よし」とガッツポーズをした。

　──にらんだとおり。やっぱあたし天才だわ

　自慢げに笑うが、しかし瘦やせ細った土つち気け色いろの顔でにっこりと微笑ほほえまれても、不気味なばかりで微み塵じんも明るい感じがしない。自分で自分の顔を見てみたいと思ったが、幽ゆう霊れいは鏡に映らないので、亮りよう史じやツキの「それで充分すぎる」という意見を信用して、『彼女』──雪ゆき村むら舞まいは『組織』の本拠地に単身潜せん入にゆうしたのだった。

　戦闘を行うに際してもっとも重要なものはなにか。それは一も二もなく『情報』であると、ツキは舞に教えてくれた。特に今回の戦闘──そう、戦闘にならざるを得ない──は、敵てき本拠地における室内戦である。内部構造、進入経路、敵てき戦力──そしてなによりも、レレナがどこに囚とらわれているかを明確に知っておかなければならなかった。迅じん速そくに進入して迅速にレレナを奪だつ還かんし、そして迅速に離り脱だつする。ただでさえレレナの身み柄がらは敵の手中にあるのだから、もたもたしていてはあっという間にレレナを人ひと質じちに取られ、手も足も出なくなってしまうだろう。それを防ぐためにも、敵の内情を探る偵てい察さつは絶対に必要なのだった。

　ところがここで問題になってくるのが、敵方の『主人』であり、舞の個人的な怨おん敵てきでもある上じよう弦げんの存在だった。亮史と同じ吸血鬼の『主人』である上弦には、目に見えない『力』全般を嗅ぎつける『感かん知ち』能力が備わっているのだ。そのレーダーがいかに大おお雑ざつ把ぱなものであっても、同類である亮史が接近すれば即そく座ざにわかってしまうだろうし、吸血鬼とは異質な『力』の持ち主である使つかい魔まのツキにしてもそれは同じことだ。かといって内部構造もわからない建物に乗り込んでいくのは、あまりにも無む謀ぼうすぎる。そのジレンマを抱えて難しい顔で悩むツキと亮史に、舞は至し極ごく簡単なことのようにこう言ったのだった──自分ならば、その役目は適任である、と。

　なにしろ幽霊は目に見えないし、物体を透とう過かできるし、重力とは無関係に動くことができる。最初の利点は相手が吸血鬼だから見破られてしまうとしても、『本拠』の内部に誰にも気づかれずに侵入できるというメリットは大きかった。『組織』には吸血鬼が大勢いるのだろうから、その『力』に引き寄せられた幽霊がうろついていても不ふ思し議ぎではないはずだ。また、仮に舞のことを知っている上じよう弦げんやツルに姿を見られたとしても、舞まいは自在に姿を変えられるのである。自殺者や事故被害者の姿に化ければ、まず疑われることはない──舞には珍しい理論立だてた説明に、しかし最後まで亮りよう史じは渋い顔をしていた。その表情を思い出して、舞は瘦やせ細った幽ゆう鬼きの顔の裏側で、複雑な気分に心が染まっていくのを感じた。

　危険すぎる。舞くんを戦いに巻き込むわけにはいかない。舞を引き止める亮史の言葉は、要するにその二ふた語ごに尽きた。それが口だけのものではなく、本当に自分のことを心配して言ってくれているのだと実感したときは、涙が出そうになるほど嬉うれしかった。だがそれと同時に、舞はその言葉に、反発するような腹立たしさを覚えていた。

　自分は亮史と共に歩んでいくと──亮史のためならばどんなこともするという覚かく悟ごを抱え込んでいるというのに、そのことをちっとも理解してくれない亮史が腹立たしかった。確かにツキや亮史ほどには働けないのかもしれないが、それでも少なくともお荷物ではないということをわかってほしかった。それに、なによりも──舞は、レレナを助けるために、なにか力を尽くしたかったのだ。

　湯ゆヶが崎さきでのレレナの逃とう避ひ行こうにおいて、自分に落ち度はなく、やれるだけのことはやったつもりだった。だがそれでも、心に差す暗い影を払ふつ拭しよくすることは、舞にはどうしてもできなかった。上弦に拉ら致ちされ、『組織』によって監かん禁きんされている。その言葉を嚙かみ締めるたびに、「どうして」という疑問がやり場のない怒りと共に浮かんでくる。どうしてレレナばっかり、どうしてあの子だけが──舞はふと皮ひ肉にくな思いに駆られて『変へん化げ』させた顔を左右に振った。

　それは、以前に舞を苛さいなんだ劣れつ等とう感かんとは、言葉こそ同じであってもまったく逆のことを意味していた。どうしてレレナが、あんなにも心の優しい女の子が、これほどまでに辛つらい目に遭あわなくてはいけないのだろう。ふと、見覚えのある少年の面おも差ざしが舞の脳のう裏りに浮かび上がり、それに付ふ随ずいして苦にが々にがしい記き憶おくまでもが蘇よみがえってくる。だが、その記憶の中でもレレナは、常に自分に対して手を差し伸べてくれていた。殴なぐられても蹴けられても、決して自分を見捨てようとはしなかった。心しん底そこから心配して、本気で助けようとしてくれたのだ。

　今度は、あたしの番だ。あのときの恩返しを、今するんだ。そう思い、舞は手首からの出血に塗まみれた左手を固く固く握り締めた。この建物のどこかにいるはずの自分の唯ゆい一いつの親友に向かって「待っててね、レレナ」とつぶやくと、舞はなめらかな動きで廊下の壁の中へと吸い込まれていった。




　　　　◆




　時間の感覚など、とうの昔に失われている。すでに空腹も飢き渇かつも感じなくなり、ただ茫ぼう洋ようとした空くう虚きよだけが腹の中に生まれている。それでもまだ死ねないでいるのは、恐らく自分の意識の途切れた頃を見計らって、白しろ宮みやが自分に血を飲ませているからだろう。クイナは冷めた頭でそう考え、床に唾つばを吐きつけ、再び思し考こうの中に埋まい没ぼつしていった。

　湯ゆヶが崎さきから『組織』に戻り、部屋に閉じ込もって、錯さく乱らんから覚めるまでそれほど時間はかからなかった。まともな思し考こうが蘇よみがえったことは、クイナに不幸しかもたらさなかった。自分の為なしたことを再さい確認して以来、クイナはずっと、この闇やみに沈んだ部屋に引き込もって、同じことばかりを繰り返している。

　死のうと思い。

　怖くなり。

　そして、結局死ねない。

　いつまでも続く、この繰り返し。姉を殺した。姉の最愛の夫を殺した。偏へん執しつ的としか言いようのない思い込みから、姉の幸せを奪い、人生を奪い、──生命いのちまでも奪ってしまったその罪は、自分の命を捧げたところで髪の毛一本ほどにも贖あがなわれはしないだろう。それでも、せめて毛先ほどでも贖われるのならばと思って死のうとしても、やはりそれはできなかった。

　死ぬのは怖かった。

　自分は、正しよう真しん正しよう銘めいの、クズだと思う。




　部屋のドアを叩たたく鈍い音で、クイナは覚かく醒せいした。浅いまどろみの中に埋もれていた意識が急速に浮かび上がり、クイナは死し魚ぎよのような目を暗くら闇やみの中にさ迷わせる。

「クイナ？　──クイナ、起きてる？」

　誰にも見えないことをいいことに、クイナはこれ以上ないほどに醜みにくく顔を歪ゆがめた。

　白しろ宮みやさやか、姉の友人。どれほどの付き合いがあったのかは知らない──姉と接触するものはすべて気に入らなかったから、知ろうとさえしなかった──が、恐らくは同じ『守人もりうど』の仕事の中で友情を培つちかっていったのだろう。シギは、姉は、優秀な『守人』だったから。優しい姉には非ひ道どうを行う『組織』の仕事は辛つらかったに違いないが、それでも『狩人かりうど』となって血なまぐさい経験をするよりは──

　喉のどが詰まり、吐き気が込み上げてくる。忘れたくても忘れらない記き憶おくが、姉の背中に杭くいを突き刺したときの感かん触しよくが手に蘇よみがえってくる。身体からだが瘧おこりのように震え、涙のたまった瞳をいっぱいに見開いて、クイナは裂けんばかりに口を開いて自分の手のひらに嚙かみついた。あのときの感触を思い起こすたびにクイナはそうしている。手の肉を根こそぎ嚙み取ってしまえば、その感触は消えてしまうから。

「クイナ!?　なにしてるの!?」

　部屋のドアがやかましく囀さえずったが、クイナは応えようともしなかった。恐怖に塗まみれた表情で、一いつ心しん不ふ乱らんに己が手のひらを貪むさぼっている。と、不意に部屋の中に外の光が差し込んできた。マスターキーを使ったのだろうか、部屋に入り込んできた白宮は、ぐちゃぐちゃと音を立てながら手の肉を嚙み切っているクイナを見て息を吞のんだ。

「やめ──やめなさい、クイナ！」

　そう叫んで駆け寄った白しろ宮みやのことを、クイナは凄すさまじい目つきでにらみつけた。クイナの凶きよう行こうをやめさせようと、白宮は心配げな表情で腕を伸ばし──その手首を素早く摑つかんで、クイナはゆっくりと立ち上がった。白宮の小さな悲鳴を耳にしながら、血と唾だ液えきに汚れた唇を動かす。

「……あたしの、ことを、名前で、呼ぶな」

　一言一言、血なまぐさい息を吐き出すのと共に、クイナはそう言った。手首が軋きしむ痛みに眉まゆを寄せながら、白宮は戸と惑まどったように、

「わ、──私は、ただ、シギの妹の、あなたのことを──」

　白宮がそこから先を口にすることはできなかった。唐とう突とつに白宮の手を離すと、クイナは『再生』の始まった右手を握り締め、それをそのまま白宮の顔面に叩たたきつけた。オフィスワーク専門の『守人もりうど』が前線で戦ってきた『狩人かりうど』の拳こぶしを避けられるはずもなく、白宮の身体からだは吸血鬼の腕力によって部屋の外にまで吹き飛ばされていった。鼻を押さえ、信じ難がたいものを見たときのように大きく目を見開いた白宮に向かって、クイナはずるり、ずるりと足を引きずりながら近づいていった。

　血に塗まみれた口元を、袖そでで乱暴にこすってから、クイナは濁にごった瞳で尻しり餅もちをついた白宮のことを見下ろした。それと注意していなければ聞き取れないほど小さな声で、

「──姉さんの、名を、口にするな」

　白宮は、顔を押さえていた手を離し、その場に立ち上がろうとした。その表情に浮かぶのは、困こん惑わく、憐れん憫びん、そしてかすかな悲しみだ。心に纏まとわりつくその視線に向かって、クイナは吐き捨てるような口く調ちようで、

「失せろ、偽ぎ善ぜん者」

　白宮の顔が苦痛に歪ゆがむ。それでも何事かを言おうと口を開いた白宮に背を向けると、クイナは渾こん身しんの力でドアを閉めた。なにかを言いかけた白宮の声は、ドアが叩きつけられる音に搔かき消された。

　同時に、クイナの身体からふっと力が抜けた。その場に崩れ落ちる。

　白宮は、姉に似ていると、クイナは思う。

　おせっかい焼きなところとか、損そん得とくなしに人を思いやることのできる優しい性格とか。シギと仲が良かったのも、似たもの同士、馬が合ったということなのだろう。なんのしがらみもなく接することができたならば、きっと好感を持つことができたであろう白宮の人ひと柄がらは、しかし、今のクイナには痛みしかもたらさなかった。

　白宮を見ると、ただでさえ胸の底に貼はりついている姉の面おも影かげを、そこに重ねてしまうからだ。

　姉に似た白宮を殴なぐりつけることに、罪ざい悪あく感かんがあるどころの話ではない。それをするたびに、なにもかもが破滅したあの瞬間のことを思い浮かべてしまう。だからこそ、クイナは白宮に放っておいてほしかった。自分をいくら助けようとしても、立ち直らせようとしても、無む駄だであることに早く気づいてほしかった。クズはクズであって、クズ以下になることもなければ、クズ以上に這はい上がることもない。一方通行の最さい底てい辺へん。つまり自分がいるのは、そこなのだとクイナは思う。

　ドアの前に倒れ伏して、黙もくしたまま暗くら闇やみを見つめつづける。ここから先はなく、ここより前もない。ただ漠ばくと広がる漆しつ黒こくをその目にいっぱいに映しながら、クイナは己が終着点で、赤あか子ごのようにその身体からだを丸めた。




　　　　◆




　古こ風ふうな櫛くしを手に持って、医者が患かん者じやにメスを入れるが如ごとき慎しん重ちようさで、ツルは上じよう弦げんの髪にそれを通した。黒の下地に螺鈿らでんの細さい工くのその櫛は、すぐに控え目な光こう沢たくを放つ上弦の黒くろ髪かみに埋まい没ぼつして区別がつかなくなってしまう。指先に触れる柔らかな髪の感かん触しよくに、ツルはうっとりと目を細める。ツルのすぐ目の前にある切れ長の瞳が、不ふ審しんの色を映してツルのことを見つめた。

「……ツル？」

「上うえ様さま、ツルは羨うらやましいです」

　夢見心地ごこちのその声に、上弦は戸と惑まどったように、

「──なにがだ？」

「上様の御お髪ぐしが、です。もう──なんて言ったらいいのかもわかりません。ツルがもう少し言葉を知っていればよかったのですけど」

　かけらの世せ辞じも含めずに、ツルは本心からそう言った。上弦は小さく笑い、

「なんだ、そんなに羨ましいならばお前もこういう髪にすればいいだろう。お前の『変へん化げ』ならば、これくらい容易たやすいものではないか？」

「い、いいえ、そんな、めっそうもない」

「いいじゃないか、今度やってみろ。そのときは、私が梳すいてやろう。いつもしてもらっている礼だ」

「じっ、自分でできますよ」

「私がしたいんだよ。ツル。やらせておくれ」

　微笑ほほえみながらそう言われれば、ツルに逆らうことができるはずもなかった。「恐れ多いことです」と消え入るような声で言ってから、ツルは心の中だけで首をかしげていた。

　やっぱり──どこか、変だ。

　湯ゆヶが崎さきから帰ってきて以来のことだと思う。レレナの身み柄がらを引き渡したあと、ツルとも玄げん翁のうとも顔を合わせずに、上弦は一いち両りよう日じつほど『本ほん拠きよ』の一部屋に籠こもってしまった。ツルなどは気が引けて声をかけることすらできず、真さな田だからの連絡を持ってきた玄翁がドアを叩たたいても、押しつぶされるような沈ちん黙もくしか返ってはこなかった。上弦がようやく部屋から出てきたのはその次の日のことで、そのときの上じよう弦げんの姿は今でもツルの目に焼きついていた。

　美しかった黒くろ髪かみは見る影もなく乱れ、雪のようだったその肌はだは病人のように青ざめ、切れ長の瞳はぎょろりと血走っていた。玄げん翁のうもツルも、上弦の変わり果てた姿に声を失い──そんな二人に向かって、上弦はにっこりと微笑ほほえんでこう言った。

「やっと、わかったよ」

　独り言のようなその声に、ツルは「なにがわかったのか」というごく当たり前の疑問すら口に出すことができなかった。ただ乱れに乱れた上弦の格かつ好こうと、それに不ふ釣つり合あいな優しく凄せい惨さんな笑顔を、ただじっと見つめることしかできなかった。

　自分のこの手で身だしなみを整え、普段の美しさを取り戻してからも──やはりどこか、言葉にすることができないほど小さなところに、ツルは違い和わ感かんを覚えていた。口に出しこそしないが、恐らくは玄翁も同じことを思っているだろう。いったい、なにがあったのか。恐ろしくて口に出すことのできないその疑問を頭に思い浮かべながら、ツルは無意識のうちに視線を足元へと落としていた。

「……ツル？　ツル、聞いているのか？」

　ツルははっと顔を上げ、

「え──あ、は、はい。も、もう大丈夫です」

　ツルの慌あわてぶりに上弦は目を丸くし、それからくすくすと笑いはじめた。つられて自分も笑いながら、ほら、まただ、と思う。以前の上弦ならば、これくらいのことで声に出して笑ったりはしなかった。せいぜい表情を微び妙みように歪ゆがめるくらいで、こんなにはっきりと情じよう動どうを表おもてに出すことはなかったはずだった。

　そんなツルの思おも惑わくなど知らぬげに、上弦は腰掛けていたベッドから立ち上がった。型を崩さないようにと用心しているのだろうか、慎しん重ちように己の頭に触れてから、ふとツルのほうを見て、

「どう、かな──ツル、これでいいか？　変じゃないか？」

　恥ずかしそうなその声に、さらに違和感を深めつつ、ツルは大きく頷うなずいた。たとえいつもと少しばかり様よう子すが違っていたとしても、上弦の美しさに翳かげりはない。いや、それどころか、湯ゆヶが崎さきから帰き還かんしたあの日を境さかいにどんどん綺き麗れいになっていっているような気さえする。白い能のう面めんのようだったその顔に、感情の色が浮かび上がるようになったからだろうか、ツルの目の前で少女のように華はなやいだ声をあげる上弦の姿は、それまでの彼女ではありえなかった輝きを発してるように見えた。

「本当に、変じゃないか？　これで綺麗か？」

　どうやら髪かみ型がたが気になっているらしい。鏡に映らない吸血鬼とは不便なものだ。しきりに自分の頭を触ろうとする上弦の手首を、ツルはやんわりと取った。

「本当に大丈夫ですって。なんなら玄翁あたりにも聞いてみたらいかがです？」

「そ、そうか──うん。そうだな。うん」

　何度も何度も、こくこくと頷うなずくその仕し草ぐさに、ツルは込み上げた笑いをかろうじて飲み下した。もしかしたら──と、ぼんやり考える。このままでも、いいのかもしれない。

　確かに、上じよう弦げんは少し変わってしまったのかもしれない。だが、以前の上弦に比べて、今の上弦は、明るくて、楽しそうで、そしてなによりも、ツルに優しくしてくれるのだ。なにが上弦をこんなにも変えてしまったのかはわからないが、もしかしたらそれは、決して悪いことではないのではないだろうか。

　と、それでもまだしつこく髪型を気にしていた上弦が、横よこ目めだけでちらりとツルのことを見た。ツルは目をぱちくりさせながら「なんですか？」と尋たずねてみたが、上弦は慌あわてて目をそらしてしまう。不ふ審しんに思いしばらく上弦の横顔を見つめていると、やがて上弦は「あのな」と前置きを置いて、言いにくそうに口を開いた。

「私は──綺き麗れいか？」

　なにを今さら、とツルは思う。

「上うえ様さまより綺麗な女を、ツルはひとりだって見たことがありません」

「……そ、そうか？　そんなに綺麗か？」

　その声に、嬉うれしさはあまり混じっていなかった。それよりも濃く滲にじみ出ているのは、執しつ拗ようなまでの不安の色だ。どれだけ確認してもどれだけ他人に聞いても、絶対に拭ぬぐい去ることができない、強きよう迫はく観念にも似た不安感──それが、上弦の今の声にべったりと貼はりついていたのだ。

　そのことに気づいた瞬間、ツルがそれまで抱いてきた違い和わ感かんが音を立てて結けつ実じつした。それが明確な思し考こうになる前に、上弦はふと視線を上に向けた。

「綺麗かなあ……うん、そうか」

　嬉しそうにはにかみながら、独り言のような口く調ちようで、

「それなら、きっと今度こそ、魎りよう月げつさまは振り向いてくださるな」

　泣きそうになった。

　魎月というかつての恋人と上弦が、いったいどういう成り行きになったのか、詳しいところはまったくわからない。だが、湯ゆヶが崎さきから帰き還かんする途中の魎月の襲しゆう撃げきと、それを撃げき退たいしてから泣きはじめた上弦の姿は、今でもツルの脳のう裏りに焼きついていた。

　お前の心臓を食い破ってやる。確か魎月は、そんなことを叫んでいた。敵意に満ちたあの声を聞いたものならば、誰にだってわかるはずだ。もはや外見の美しさなどで、魎月と上弦のあいだの溝みぞが埋まるはずがないと。恋愛にはとんと疎うといツルでさえもそう思うのだから、上弦にそのことが理解できていないはずがない。それなのに上弦は、レレナを取り戻しにやってくるであろう魎月を待ちわびて、恋人との逢あい引びきを控えた少女のように念ねん入いりに外見を整えている。

　それまで胸の中に宿っていた温かな感覚が、急激に冷たいものに変わっていくのを、ツルは確かに感じ取った。少女のようにはしゃいだ声をあげる上弦が、その冷れい感かんをよりいっそう引き立てていた。

「衣装はどうだろう。いつもこの単ひとえしか着ないというのも芸のない話だ。試しにひとつふたつ、着てみてもいいかもしれないな。ツル、お前はどう思う？」

「──上うえ様さまには、そのお着物が、一番お似に合あいになると思いますけど」

　楽しげに弾はずむ上じよう弦げんの言葉に、同じような明るい声で答えるのには、途と方ほうもない努力が必要だった。上弦の顔をこれ以上見ているのが辛つらくて、ツルはそれとなく目を伏せた。

「そうか？　まあ、ツルが言うのならそうかもな。ああ、でも、いつか着てみたいな、今どきの服というものを。魎りよう月げつさまは、なんと仰おつしやるかな──」

　上弦の顔を見ることができない。短い呼吸を続けることしかできない。胸の中で荒れ狂う苦痛に近いまでの感覚に耐え切ることができず、決して上弦に悟さとられないようにじっとうつむいたまま、ツルは今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。

　自分は、どうすればいいのだろう。

　上弦が現実を見ていないからといって、それを指摘することなど眷けん族ぞくの身である自分に許されるのだろうか。死は怖くない。上弦の怒りも、今のツルにとっては恐怖の対象ではなかった。

　ツルがなによりも恐れるのは、自分がそれを指摘した瞬間、上弦が泣き崩れてしまうのではないかということだった。

　たとえ胸に抱いているものが幻げん想そうだったとしても、上弦は今、確実に幸福を味わっているのだ。それを突き崩す勇気など、ツルはかけらほども持ち合わせていなかった。主人のために苦く言げんを呈することができるのが忠ちゆう臣しんである──どこかで聞いたそんな言葉が頭をかすめ、自分は不ふ忠ちゆう者ものなのだろうかと一瞬だけ考えたが、いったいなにが己の主人のためになることなのか、ツルには皆かい目もく見当もつかなかった。あれだけ理知的だった上弦が、無む理り矢や理り捻ねじ曲げなければ耐えられないほど、彼女の面した現実は辛いものだったのだろうか。そうすることによってかろうじて精神の均きん衡こうを保っているのだとしたら、自分がその幻想を突き崩した瞬間、上弦は──壊れてしまうのではないだろうか。

　ぞくり、と冷たいものが背せ筋すじを伝う。上様が、壊れる。これ以上ないほど非現実的な響ひびきのその言葉は、そうであるがゆえに、これ以上ないほど怖ろしい響きを伴っていた。強くて、美しくて、頭が良くて──およそ言葉で言い尽くせるすべての美点を兼ね揃そろえた、唯ゆい一いつにして絶対の存在。その上弦が壊れてしまうなどということは、大地が崩れ去ってしまうことと同じくらいありえないことで、あってはならないことだった。

　うつむいているツルに気づいたのか、上弦がふと心配そうな視線を送ってきた。目を細め、ツルの首くび筋すじの傷きず跡あとを見つめながら、静かにツルの肩に手を置いてくれた。

「……どうした、ツル。顔が青いぞ。痛むのか？」

　優しげな上弦の言葉は、やけに痛々しくツルの耳に響いた。声が震えていることを悟られないように、小さな声で「なんでもありません」とつぶやいて、ツルは腰掛けたベッドのシーツを固く握り締めた。







[image: ]







『組織』に拉ら致ちされて以来、深く眠ることがなくなった。この部屋に連れてこられた最初の日に、数人の男にナイフで顔をめちゃくちゃに切り刻まれるという悪あく夢むを見たからだ。やることがないのがある意味幸さいわいして、常にベッドの上に寝ね転ころんで枕まくらに顔を押しつけていれば、少なくとも夢を見るほど深い眠りには陥らなくなる。心を圧迫する不安も恐怖も、意識に薄い膜まくがかかったようなまどろみの中でならば軽けい減げんされる。レレナの日課は、いつしかベッドの上で目を閉じていることだけになりつつあった。

　そんな状態で生活していれば、当然のことながら時間の感覚というものもなくなってしまう。部屋が密みつ閉ぺい状態にあればなおさらだった。時間を教えてくれるものは枕元のデジタル時計だけになり、それすらも現実味の伴わない数字の羅ら列れつとしか感じられなくなりはじめる。間ま延のびした時間の中で、ふとレレナは、ドアがノックされる音を聞いた。

　ツルは勝手に部屋の中に入ってくるので、この部屋をノックするものといえば、白しろ宮みやくらいのものだ。茫ぼう洋ようとした意識でそう考えて、レレナはゆっくりとその場に起き上がった。ベッドから降り、少しだけふらつきながら寝室から出る。馬鹿馬鹿しいまでに広いリビングを通り過ぎて、レレナはなんの疑問も持たずにドアを開けた。逆光を背にしたその影を見上げ──眠たそうに閉じかけていたレレナの目が、大きく見開かれた。

　黒こく灰かい色しよくのスーツに臙脂えんじのネクタイ。見慣れないその色の組み合わせに目をぱちくりさせながら、レレナは視線を上げる。白宮よりも額ひたいひとつ分ほど背が高い、ちょうど亮りよう史じと同じくらいの身長のその男は、レレナと目が合うとにこりと微笑ほほえんだ。呆気あつけに取られていたレレナはその笑みに反応を返すこともできず、ただまじまじと彼の笑顔を見つめるうちに、ふと数日前の記き憶おくが脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

『組織』のリーダー、確か名前を、真さな田だとか言った。レレナの首根っこを摑つかんでこの『本ほん拠きよ』まで連れてきた上じよう弦げんは、この真田にレレナの身み柄がらを引き渡すと、さっさと姿を消してしまったのだ。それからすぐ白しろ宮みやにこの部屋に連れてこられたために、真田に対する印象はきわめて薄いものでしかなかったが、それでも今のレレナには『知らない人』というだけで充分に身を固くする理由となった。レレナが緊きん張ちようするのを見て取ったのか、真田はにこやかな笑みを貼はりつけたまま、軽く片手を上げてみせた。

「こんにちは」

「……こ、こんにちは」

　真田は上げた右手を自分の胸に当て、涼すずやかな口く調ちようで、

「私のことは覚えているかな？　──まあどちらにしろ、正式な自己紹介はまだだったから、ここで済ませてしまおうか。私は、真田という。一応この『組織』の取りまとめ役のようなことをしている」

　レレナの記憶にある情報と同じことを口にしてから、ふと真田は腰を屈かがませて、レレナと視線を合わせた。そこではじめて、真田の背後、廊下の壁に背を預けるようにして佇たたずむ白宮の姿が目に入った。苦痛を耐えるように唇を嚙かみ締めながら、じっとうつむいているその姿に、なにか嫌な予感が背中を走り抜ける。と、白しろ宮みやにそらした視界の外から落ち着いた真さな田だの声が響ひびいてきて、レレナはそちらに目を向けた。

「今日は少し、君にお願いがあってね。協力してくれるかな、レレナくん？」
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　女性のように白い真田の顔を見つめながら、思わず眉まゆをひそめてしまったのはなぜだろう。『レレナくん』と真田に呼ばれた瞬間、レレナは疼うずくような反発を胸の奥に感じていた。自分の中に生まれた慣れないその感覚を確かめるかのように、レレナは上うわ目め遣づかいに真田を見上げた。

「……それを断ることは、私には、できないんですよね？」

　その問いには答えずに、真田は背せ筋すじを伸ばすと、喉のどを鳴らしてくつくつと笑いはじめた。なにをわかりきったことを──とでも言わんばかりの、他人を揶や揄ゆする響きの混じった笑い声。それを聞いてようやく、レレナは自分の中の感情にはっきりとした名前をつけることができた。

　これは、嫌けん悪お感かんだ。

　ふざけたような、馬鹿にしたような真田の態度や仕し草ぐさに嫌悪が湧わき立つのではない。もっと根っこのところ、本能的な部分で、真田を忌き避ひしようとする部分がレレナの中に確かにあった。それがもっとも顕けん著ちよに反応するのが──真田の、見み下くだすようなその瞳だった。

　笑っていないのだ。唇を歪ゆがませても頰ほおを吊つり上げても、声に出して笑いあげたとしても、真田のその瞳だけは常に冷れい徹てつな色を映し出していた。上じよう弦げんすら、怒りや憎ぞう悪おという形ではあったがもっとはっきりとした感情をその瞳に浮かべていたというのに、真田の目からはそれすらも見受けられなかった。どこまでもどこまでも透明で冷ややかな、人でも獣けものでもないガラス玉のような瞳──それまでの人生で一度も触れたことのないその異質な瞳に見み透すかされると、肌はだが粟あわ立だつような嫌悪感が湧き上がってくるのだ。

　レレナは小さく息を吸って、吐いた。この人のことは好きになれそうにない──そうは思うものの、それをそのまま表おもてに出すことができるほど、レレナは勇気のある人間ではなかった。胸のうちが顔に出ないよう、努めて無表情を浮かべながら、レレナは静かにドアの敷しき居いを踏み越した。ただでさえ糸のようなその目をさらに細めながら、真田は唇の端を吊り上げる。

「いい子だ。大丈夫、おかしなことはしないから。それはこのさやかくんが保証してくれるさ。──なあ、そうだろう？」

　振り返ってそう言った真田に、白宮は目を合わせようともしなかった。それでもさして気分を害した様よう子すもなく、真田は「行こうか」と言って歩き出す。警けい戒かい心しんに心を引き締めながら、レレナはその背中を追って足を踏み出したが、しかし彼女は自分がここ数日というもの寝たきりに近い生活を送っていたということを失しつ念ねんしていた。足がもつれて身体からだがふらつき、あわや転てん倒とうしそうになったところを、素早く近づいた白宮が支えてくれた。脇からレレナの身体を抱きしめるような格かつ好こうになり、レレナは恥ずかしそうに白宮の顔を見上げて礼を言いかけたが、そこに浮かんだあまりにも厳しい表情に、なにも言えなくなってしまった。

「あのことは、黙っているようにね」

　白しろ宮みやの押し殺した囁ささやき声が耳に響ひびく。聞き返そうとしたときにはもう、白宮はレレナを立たせて歩きはじめていた。

　あのことって──と記き憶おくを探りかけて、すぐに思い当たる。

　最初の日、白宮にあの薄暗い部屋に連れてこられたときのことだ。血に塗まみれたレレナの顔を見ても、汚れたレレナの服を手に取っても、白宮は詮せん索さくするようなことはなにひとつとして口にしなかった。ただ優しく微笑ほほえみながら、裸のレレナを抱きすくめるようにして薬やく湯とうに入れ、隅すみ々ずみまできれいに洗ってくれたのだ。相手が同性とはいえ、見も知らない他人に裸身を晒さらすことが恥ずかしくもあったのだが、そのときのレレナにははっきりそう言うだけの勇気も気力も残ってはいなかった。ただなすがままに服を脱がされ、湯ゆ船ぶねに入れられ、洗い場で背中を流されている途中に、白宮は湯ゆ気げに曇った鏡を見て絶ぜつ句くしてしまった。

　そこにレレナの姿が映っていたからだった。映像処理を施ほどこしたが如ごとくにその像が透すけていたとしても、吸血鬼なのに鏡に映っているというだけで白宮にとっては天地が逆になるほどの驚きだったのだろう。目を見開いて固まってしまった白宮のことを見かねて、レレナは反射的に自分が半はん吸血鬼であると告白していた。

　半分人間で、半分吸血鬼である存在──レレナがそうなのだと理解すると、白宮は難しい顔で黙り込んでしまった。もしかしたら気き味み悪がられてしまったのかと、内心では冷え切るような思いを味わったものだが、白宮がそのとき考えていたのはむしろ逆のことだったのだ。風ふ呂ろから上がり、バスローブに身を包んだレレナの髪を拭ふいている最中に、白宮は真ま面じ目めな口く調ちようでこう言った。──そのことは、誰にも言ってはだめよ、と。

　なぜなのか、その理由は聞かなかったし、白宮もそれ以上言おうとはしなかった。ただあまりに真剣なその声こわ音ねに、レレナは頷うなずくことしかできなかった。言われるまでもなくそんなことを自ら明かす気などなかったのだが、しかし、もしかしたら白宮は真さな田だのことを警けい戒かいしてああ言ったのかもしれないとレレナは思いはじめていた。

　自分が半吸血鬼ということを知ったら、真田は──あの冷れい酷こくな瞳の持ち主は、いったいどういう反応をするのだろう。はっきりとはわからないが、きっとなにかろくでもないことが起こるに違いなかった。部屋の暗くら闇やみの中で感じたものとは色合いの異なる、もっと現実的で差し迫った危機感が湧わき起こり、レレナは小走りに白宮の隣となりにまで走り寄ると、その裾すそをきゅっと握った。

　白宮は、なにも言わなかった。ただ、ふと穏おだやかな視線でレレナのことを見下ろして、裾を摑つかんだレレナの手を優しく取ってくれた。姉と妹のように並んで歩きながら、レレナは白宮の存在を確かめるかのように、その手をもう一度強く握り締めた。




　　　　◆




　足を組んで椅い子すに座っているような格かつ好こうで空中を漂いながら、舞まいは顎あごに手を当てて「ふむ」と唸うなる。

　田でん楽がく狭はざ間まにて今いま川がわ義よし元もとの居い場所を知った織お田だ信のぶ長ながも、こんな心しん境きようだったに違いない。

　舞の目の前にあるのは、まだこの建物がホテルだったころの名残なごり、現在地とフロアの構造を示した地図だった。全部で五十ほどの客室に加え、ラウンジレストラン、サロン、遊ゆう戯ぎ室、図書室までもが配置されたその地図には、舞が知りたいと欲していた情報の大たい半はんが記されていた。触ることのできない指で地図の表面をなぞりながら、舞はにんまりと微笑ほほえむ。

　──確かツキくんが言ってたのは、ないぶこうぞうと……

　内部構造は一目瞭りよう然ぜん。まじまじと凝ぎよう視しして頭の中に焼きつける。と、地図上をなぞっていた指先が、ある一点でぴたりと止まった。舞の笑みがますます深くなり、機き密みつ文書を発見したスパイのような声で、

　──しんにゅうけいろ。どう考えても、ここしかないよね

　さすがに吸血鬼集しゆう団だんのアジトなだけはあり、この『本ほん拠きよ』の窓はほとんどすべてが嵌はめ殺しの遮しや光こう強化ガラスで覆おおわれているのだが、その中でただ一点、内部から自由に開け閉めのできる部分があった。フロアの隅すみに赤く記されたその場所には、『緊きん急きゆう』と書いてある。恐らくは、非常口かなにかなのだろう。

　──今も開けられるかどうかはわかんないけど……まあ、実際に確かめてみればわかるか

　そんな独り言をつぶやきながら、舞は自分の顔が緩むのを抑えることができなかった。なにしろ進入経けい路ろを把は握あくできたというのがかなり大きい。あらかじめ内側に入り込んだ自分が『実体化』して非常口を開けてしまえば、『蝙蝠こうもり』に変身して飛来した亮りよう史じのことを、さしたる苦労もなく招き入れることができる。問題は非常口が塞ふさがれていないかどうかということだったが、たとえ住人が吸血鬼であろうとも、災害に対する緊急脱出口というものは必要なはずだった。恐らくはまだ使えるはず──そう信じ、舞は再び地図上に視線をさ迷わせはじめた。

　さすがにレレナが閉じ込められている場所までは、この地図には書かれていない。そもそもこのフロアにレレナがいるのかどうかもはっきりしないのだ。大おお雑ざつ把ぱな調査によって、『組織』が使っているのは一番上から数えて三階だけということは判明したものの、その中からレレナだけを、それも『組織』の人間に悟さとられないように見つけ出すということはなかなか骨の折れることだった。

　しかし──決して、やり甲が斐いのないことではない。自分の働き如何いかんで、レレナを無事に助け出せるかどうかが決まるとなれば、否いやが応おうにも身が引き締まる。舞は地図から顔を離して、「よし」と自分に気合を入れ、

「おい」

　そのまま凍りついた。

「なんだ、お前は」

　ただの従じゆう者しやならごまかす自信はあった。劇的な反応を見せてもいいし、聞こえなかった振りをしてうめき声をあげるだけでもいい。こちらが正気を失った幽ゆう霊れいであるということがわかれば、彼らはさしたる興味も持たずにそのまま素通りしてくれるはずだった。そう──ただの従者ならば。

　だが、今の声には、舞まいは確かに聞き覚えがあった。

　聞いただけで怒りと恐怖が同時に込み上げてくる声だ。

　舞は、ゆっくりと振り返り──そしてそこに、予想通りの、上じよう弦げんの白い顔を見出した。

　引きつりそうになる顔を懸けん命めいに抑えながら、舞は必死で自分に言い聞かせている。オーケー、大丈夫、まだバレてはいない。顔も服装も、普段の自分とはまるで違うものなのだし、ましてや自分と上弦とは一度しか会っていないのだから、わかるはずがないではないか。それに、向こうの『感かん知ち』は大おお雑ざつ把ぱなものなのだ──少なくとも月つき島しまさんはそう言っていた。だから上弦が自分のことを、以前会ったことのある自分の恋こい敵がたきだと判別する方法はなにもないはずだ。そりゃあ確かに月島さんは、「上弦の勘かんのよさは並なみ大たい抵ていではないから絶対に見つからないように」とかなんとか言ってはいたけれど、でもそれは彼の勝手な思い込みであって、現にこうして顔を合わせていてもなにも問題は──

「お前……」

　上弦がかすかに眉まゆ根ねを寄せたのを見て、頭の中にいくつも思い浮かんだ希望的観かん測そくはたちまちのうちに吹き飛んでしまった。それでも使命感というのは大したもので、絶対に、なにがあっても自分の存在を悟さとられてはいけないのだという強きよう迫はく観念じみた思し考こうが、舞に更なる墓ぼ穴けつを掘らせることになった。静かな上弦のまなざしに耐え切れなくなり、舞は両手を前に持ってきてだらりと垂らすと、ひび割れた唇を開いた。

　──ああ……うう……あうううううううう…………

　これでは幽霊ではなくゾンビだと、自分でもそう思った。普段誰だれかを驚かすときには微み塵じんも顔を出さない羞しゆう恥ち心しんが嵐あらしのように巻き起こってくる。物もの凄すごく恥ずかしいのだが、さりとてやりはじめた演技を途中でやめるわけにもいかず、死にたくなるような恥ずかしさと正体がバレるのではないかという恐怖心に耐え忍しのびながら、舞はひたすら化け物じみた呻うめき声をあげつづけた。

　大丈夫、バレてはいない。内心で自分にそう言い聞かせている舞のことを、上弦はすべてを見み透すかすような瞳でじっと見つめていた。顔をそむけたくなる衝しよう動どうを必死に飲み下しながら、舞は根気強く呻き声をあげつづけ──唐とう突とつに、上弦はその場でくるりと踵きびすを返した。

　驚きのあまり一瞬だけ呻き声を中断してしまったが、すぐに気を取り直して幽霊の演技を続ける。すたすたと廊下を歩いていく上じよう弦げんの背中を、恨うらめしげな色の宿る瞳でそれとなく見送ること十数秒、上弦の姿は長い廊下の角を曲がって見えなくなってしまった。それでもまだ唸うなりをあげつづけながら、舞まいは頭の中でたっぷり三十秒を数え、それからようやく安あん堵どの吐と息いきを漏らした。

　──バレてない……よね？　大丈夫、だよね？

　誰に問うているのかはっきりしないその言葉に、答えてくれる相手がいるはずもなく、少しでも好こう材料を探すために自分の顔をぺたぺたと触りはじめる。手のひらに触れてわかるのは、最初に『変へん化げ』したとおりの、ざらざらの肌はだに青白い陰気を浮かべた自殺者の顔つきだった。これがあたしだとわかるはずがない──とは思うのだが、しかし心の底まで覗のぞき込むような上弦のあの瞳を思い出すと、そうはっきりと断言することができなくなってしまうのだった。

　自分の潜せん入にゆうが露ろ見けんすれば、状況はますます悪化する。当たり前の事実を今さらのように目の前に突きつけられて、舞は食あたりでも起こしたかのような顔になる。責任感という、舞の短い人生の中でもっとも縁えん遠どおかった言葉が両肩にのしかかってくる。泣きたくなるほど重いその言葉を、それでも舞は、放り出してしまおうという気にはならなかった。

　ゆっくりと息を吐き、心の中を落ち着かせる。今さら思い悩んだところで、過ぎたことには及ばないし、こぼれた水は元に戻らない。身に刻まれたその教きよう訓くんを再さい確認して、舞はふわりと浮かび上がり、今度こそ誰にも見つからないようにと慎しん重ちようを期して、その場から立ち去った。




　　　　◆




　ひとつずつ、確かめるように、マガジンに弾たまを詰め込んでいく。弾だん殻かくを薄くコーティングした銀がオレンジの光を鈍く反射し、玄げん翁のうはわずかに目を細めながら、八発の弾だん丸がんをすべて弾だん倉そうへと込め終えた。ことり、と脇に置いて、再び別のマガジンと八発の弾をその手に取る。

　対たい吸血鬼戦を想そう定ていしての話ならば、問題となるのは火力よりも命中力のほうだった。牛を一いち撃げきで殺せる拳けん銃じゆうよりも、鼠ねずみの大群を蹴け散ちらせる散さん弾だん銃じゆう、あるいは連れん射しやが可能な自動小しよう銃じゆうのほうが効果的である。理由は至って簡単で、どうせ再生不能な『銀』を食らわせるのならば、手数が多いほうが致ち命めい傷しようを負わせることのできる確かく率りつも上がるからだ。相手は人間とは比べ物にならないほどの素早さで動く吸血鬼なのだから、よほどの腕がない限り単たん発ぱつ銃じゆうではまず当たらないという事情もあった。

　とはいえ、現実に用意するとなれば、散弾銃や自動小銃はまず不可能だ。真さな田だならばそれらの火か器き自体を調達してくることなど朝あさ飯めし前まえだろうが、それに使う弾だん薬やくのほうに問題があった。小こ粒つぶの弾をシャワーのように撃うち出す散弾銃も、雨あられと弾をばら撒まく自動小銃も、そのすべての弾丸に銀を使用するとなれば、製造は困難になるしかかるコストも莫ばく大だいなものとなる。ホテルをひとつ乗っ取っておいてなにをケチくさい──と思うかもしれないが、しょせん上弦も玄げん翁のうも『組織』からすれば部外者であり、そんなよそ者に渡す金はないとばかりに、玄翁に用意されたこの拳けん銃じゆうにも四十発しか銀ぎん弾だんは用意されてはいないのだった。

　八発入りマガジンに弾たまをすべて込め終えて、玄翁は改めて自分に与えられたすべての武装を見渡した。玄翁の思おも惑わくに反して、連れん射しや性や弾たま数かずよりも威い力りよくを重視した大だい口径の拳銃に、刀とう身しんに虫の牙きばのような有機的な溝みぞが配列された銀製のコンバットナイフ。拳銃のほうはまともに当たれば腕を根こそぎ持っていくくらいの威力を発揮するだろうが、しかし正直なところ玄翁には、この銃をまともに扱える自信がなかった。『生せい前ぜん』は銃に携わる仕事をしてはいたものの、玄翁のいたころと現代の火器ではまるで扱い方が違う。試し射しやを何度かしたことはあったが、今ひとつしっくりこないというのが正直な感想だった。

　あとは──と、玄翁は机の端に置いてある包みへと目を向けた。それらの武器以外には、自前で用意したこの『防具』くらいのものだ。とはいえ、これはあまり当てにならない。使えるかどうかもわからず、効果があるのかどうかさえも定かではない『防具』だったが、それでも備えあれば憂うれいなしと言う。万が一の事態に備えておくのも、従じゆう者しやたるものの役目だった。もう一度中なか身みを確認しようと、静かにその包みに手を伸ばしかけた瞬間、玄翁は背後に気配を感じて素早く振り返った。

「精せいが出るな、玄翁」

　苦く笑しようがわずかに混じった声で、上じよう弦げんはそう言った。立ち上がり、玄翁は上弦に向き直る。背の高い玄翁のことを、切れ長の瞳でちらりと見上げてから、上弦はなんでもないことのように言った。

「そろそろ幕が開く時間のようだ。『仕込み』を使う」

「────」

　驚きに眉まゆを広げた玄翁に、上弦はいたずらを成功させた子供のように、くすくすと声を立てて笑った。

「なぜそんなことがわかったのか、知りたそうだな？」

「いや、別に」

　思ったことをそのまま口にすると、笑んでいた上弦の表情がぴくりと引きつった。まるでツルのようだな、と心の中だけで思いながら、玄翁はそれとなく上弦から視線を外す。握ったナイフをテーブルの上に置き、独り言のような口く調ちようで、

「──とはいえ、戦術上関かかわりのあることならば、聞いておくべきかもしれないな」

　それでもまだ上弦の不機嫌は拭ぬぐい去れない。疑り深く「そう言って私の機き嫌げんを取ろうとしているのだろう？」などと聞いてくる辺りは、さすがにツルほど単純ではなかった。その問いには答えず、黙したまま静かに上弦の目を見下ろしていると、不意に上弦の表情から険しさが消えた。「まあいい」と小さくつぶやいてから、上弦はベッドの上にぽすりと腰掛けた。

「偵てい察さつが来ていた。来るならあいつだろうとは思っていたが、あそこまでわかりやすいとな」

「幽ゆう霊れい、か？」

「そうだ。あの方とどういう関係なのかは知らないが──まあ、使つかい魔まのような立場なのだろう。偵てい察さつ任務に、幽霊ほど適した特性を持っているものはいない。ましてここのように雑ざつ多たな『力』の坩堝るつぼとなっているようなところでは、紛まぎれて見えなくなってしまうからな」

　自分のこめかみをとんとんと指で叩たたきながら、上じよう弦げんは薄い笑いを浮かべた。玄げん翁のうは普段どおりの無表情を顔に貼はりつけたまま、ぽつりと思うところを述べた。

「その中で、御ご前ぜんはどうやってその幽霊を見つけ出したのだ？」

　薄うす笑わらいを崩さずに、上弦ははっきりと言う。

「女の勘かんさ」

「…………」

　そんなあいまいなもので──と、わずかに眉まゆを寄せた玄翁の表情を的確に読み取って、上弦は小こ馬鹿にしたように目を細めた。ベッドに腰掛けたまましどけなく姿勢を崩し、玄翁の瞳をいたずらっぽい視線で覗のぞき込む。

「現実主義の玄翁殿どのには、少しわかりにくいかな？　そうだな、もっと正確に言えば──目、かな」

「……目？」

　聞き返した玄翁に、ふと上弦は笑みを消した。その顔に、玄翁にとってはすでに見慣れた、寒さむ気けが走るほどの冷たい表情が浮かぶ。

「目に敵意があった。ただの幽霊ではああはならない。憎しみや、恨うらみつらみを抱えていることはあっても──ああいうふうに、私を私と認識して敵意を持つなどということはありえない」

「…………」

「あの小こ娘むすめ、私のことを敵だと──面白いじゃないか。あれだけ言ってやったのにまだいっぱしの女おんな気取りとは。自分が子供に過ぎないことを、思い知らせてやる」

　そこまで言うと、上弦は再び口元に笑みを宿した。

「こんな話は、お前にはわかりづらいかな、玄翁。お前は鈍いから」

「──そうだな。そして、理解する必要もない」

　低い声で、玄翁はそう言った。上弦は意外なものを見つけでもしたかのように片かた眉まゆを上げ、それから「わかってるじゃないか」という意味合いの笑みを浮かべる。

「そのとおりだ。お前は、私の言うことだけ聞いていればいい」

　そこで一ひと区く切ぎりを置いた上弦の瞳に、再び冷たく研とぎ澄まされた色が宿った。

「信頼しているぞ。この前のようなことがないようにな」

　玄翁は答えず、ただうつむくように頭を下げた。明確な答えが返ってこないことに上弦は不満げに唇を歪ゆがめたが、それも無口な玄翁にとってはいつものことだ。すぐにその表情を打ち消すと、上弦は大きく伸びをして玄翁のベッドの上に寝ね転ころがった。

「どうも私は警けい戒かいされているらしい。『感かん知ち』があるのだから仕方ないのだが──だから、お前に『仕込み』を動かしてもらうぞ。ツルにもそう言い含めてある」

　やはり答えず、ただ頷うなずいて、玄げん翁のうはテーブルの上の武器を手早く身に着けた。拳けん銃じゆうを懐ふところに押し込み、ナイフを腰元のベルトに収め、四枚のマガジンをすべてまとめてポーチに捻ねじ込む。上じよう弦げんはベッドに倒れ込んだまま、乱れた髪の奥から武装した玄翁のことをぼんやり眺ながめ、それから揶や揄ゆするような口く調ちようで言った。

「頼もしいことだな。その玩具おもちやを扱うお前の心も、頼もしくあることを期待しよう」

「──無む論ろん」

　ぽつり、とだけ答える。意外そうに目を見開いた上弦に背を向けて、玄翁は部屋のドアを開けた。静かに気き息そくを整え、身体からだと精神の隅すみ々ずみまでに『戦闘』の意識が染み渡っていくのを感じながら、玄翁はゆっくりと廊下を歩きはじめた。




　　　　◆




　白を基調としたその部屋には、清せい潔けつ感かんよりも陰いん鬱うつとした雰ふん囲い気きのほうが色濃く浮かんでいた。薦すすめられるままに丸まる椅い子すに座ったレレナは、不安そうに周囲に視線を巡らせる。得え体たいの知れない瓶びんが詰まった棚、部屋を仕切る真っ白なカーテン、鼻につく薬品の匂におい──その光景と、昔むかし母に連れられていった病院の診察室の記き憶おくが重なるまでに、それほど長い時間はかからなかった。それを念ねん頭とうに置いて考えてみると、レレナの目の前で机に向かって何事か書き込んでいる真さな田だの姿は、なにやら医者のように見えてくる。と、そんなレレナの視線に気づいたのか、真田はレレナに目を向けて、手にしていたペンを軽く上げてみせた。

「病院の診しん療りよう室しつに似ているだろう？　この部屋は」

　思っていたことをずばりと言い当てられて、レレナは戸と惑まどいながらも頷いた。

「こう見えても、多少医い学がくをかじっていてね。ま、対象はもっぱら吸血鬼なわけだから、ほとんど自己流なんだが──ああ、ありがとう、さやかくん」

　話を遮さえぎるように、盆ぼんを持った白しろ宮みやがレレナの前に立ちふさがり、真田にマグカップを手渡した。レレナも同じようにコーヒーの入ったカップを手渡される。「ありがとうございます」と虚うつろな声で礼を述べてから、レレナは不安そうに白宮のことを見上げた。脇のワゴンに盆を置き、白宮はレレナがかつて聞いたことのないほど険しい声をあげる。

「それで──一体なんのご用ですか？　彼女には安静が必要と言ったはずですが」

　笑みの形に吊つり上げた唇にマグカップを当て、真田は湯ゆ気げの向こうから白宮の顔を見み据すえた。その瞳は相変わらず、感情の介かい在ざいしないガラス玉のようにレレナには見える。一口コーヒーを飲んでから、白宮とは対照的な柔らかい声で真田は言った。

「なにもそう難しいことじゃない。二、三尋たずねたいことがあるだけだ」

「それならば、もう少しあとでも構わないでしょう？　今け朝さの報告をもうお忘れになったのですか？」

「まったく──まるで母猫だな、さやかくん？　心配しなくても私は子猫を取って食ったりしないさ。刺激もしない。それとも、そんなに私のことが信用できないのかね？」

　白しろ宮みやは言葉に詰まり、黙り込んでしまった。その視線が一瞬だけ自分のほうに向けられたのを、レレナは見逃さなかった。しっかりとその目を見返して小さく頷うなずくと、レレナは真さな田だのほうに向き直り、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「わかりました。私でお答えできることでしたら──」

「ああ、君は素直だな。彼女に感謝するといいよ、さやかくん」

　その言葉に、白宮は苦にが々にがしげに顔を歪ゆがめ、レレナは無意識のうちに表情を曇らせる。そんな女性二人の渋じゆう面めんなど物ともせずに、真田はテーブルの上から資料を手に取った。

「では早さつ速そく始めよう。なに、そんなに難しいことを聞くわけじゃない。肩の力を抜いて、思うまま正直に答えてくれさえすればそれでいい。まず──」

　資料に落としていた視線を、ちらりと上げて、

「君は普通の吸血鬼じゃないね？」

　表情が動くのを、抑えきることができなかった。すぐ隣となりに立ち尽くす白宮が身を固くする気配が伝わってくる。心の内側を測ってくるような真田の視線から逃れるように、レレナは膝ひざの上に揃そろえた拳こぶしに目を落とした。唾つばを飲み、できるだけ抑よく揚ようのない声で答える。

「……なんの、ことですか？」

「上じよう弦げんから聞いたんだが」

　喉のどがひっくり返りそうになる。落ち着け、はったりに決まっている──そう自分のことを落ち着かせてみようとしても、しかしそれを明確に肯定する材料はどこにもなく、レレナはうつむいたきり黙りこくってしまった。確かに上弦は、『感かん知ち』という吸血鬼の『力』を測定する能力を持っている。吸血鬼としての自分の『力』は半分しかないわけなのだから、彼女に自分の正体を見み透すかされていたとしても不ふ思し議ぎはない。もしかしたらもうなにもかもバレているのかもしれないが──それにしては、やけに真田の物言いもはっきりしていないような気がする。カマをかけているだけなのかも、と上うわ目め遣づかいに真田の顔を見、レレナは固い声で尋たずね返した。

「なにを言ってるのか、わかりません。つまり、私が、どうだっていうんですか？」

　ふむ、と息を抜き、真田は感心したように眉まゆを広げる。綱つな渡わたりをしているような気分。そもそも生せい来らい噓うそが苦にが手てなレレナが、こんな閉へい鎖さ的な状況で、真田のような相手を前に噓をつきつづけること自体に無理があるのだ。額ひたいにうっすらと汗が滲にじみ、そこに真田の視線が絡みついてくるのを感じる。膝の上の拳をなおさら強く握り締め、足の下に広がる真白いタイルを見つめていると、不意に真田が小さく息を吐いた。

「やれやれ──思っていたよりも頑がん固こだな、では、そうだな──まず、これから始めるか」

　呆あきれたようなその口く調ちように、レレナは思わず顔を上げる。真さな田だの手にあるものを視界に認めた瞬間──その表情が、今度は隠かくす必要もなく引きつった。

　真田が手に持っていたのは、一枚の、手て鏡かがみだった。

　やばい、と直感的に思う。いや、もうやばいとかそういうレベルではない。ばれた。鏡を突きつけられれば言い逃れすることはできない。半はん透明の自分の姿が、なによりも動かぬ証しよう拠ことなる──様々な思し考こうがぐるぐると頭の中を巡りはじめ、いまだに感情のコントロールが未熟なレレナは、その思考がそのまま顔に表れてしまっていた。それを見ても真田はさして表情を変えず、華きや奢しやな身体からだをぎしりと椅い子すの背もたれに預けた。

「吸血鬼の研究を行っていく上で、吸血鬼と人間の見分け方というのは絶対に必要なことのひとつだ。基本だが、それだけに重要な事柄でもある。一口に見分け方といってもいろいろあるが──一番簡単なのは、やっぱりこれを使ったやり方だね。私は『鏡反はん射しや実験』と呼んでいるが」

　手鏡をくるくると弄もてあそびながら、真田は独り言のようにそう言った。緊きん張ちように唇を引き結ぶレレナの肩に、ふと、白しろ宮みやの手が置かれた。

　思わず見上げたレレナの目に──並々ならぬ決意に満ち溢あふれた白宮の怜れい悧りな表情が飛び込んできた。その視界の中で、白宮の唇がゆっくりと開き、

「────、ご、ごめんなさいっ」

　反射的に前を向いて、レレナは椅い子すからぴょこんと立ち上がって深々と頭を下げた。さすがの真田も少しだけ驚いたような顔をして、レレナのつむじをまじまじと見つめている。背せ筋すじを伸ばし、その顔をまっすぐに見つめながら、レレナは小さな声で言った。

「……こうなったら、あの、仕方ないから、白はく状じようします。私、確かに普通の吸血鬼じゃありません。半分だけ人間で、もう半分が吸血鬼なんです。その鏡で写していただければわかると思います。半分しか──鏡には、透すけてるように写ると思いますから」

「レレナちゃん──！」

　非難めいた声をあげた白宮のことを、レレナは気弱な表情で見上げた。息を吸い、覚かく悟ごを決め、できるだけ小さく、しかしよく響ひびく声で、

「黙っていてごめんなさい、白宮さん。でも、私、言い出せなくて……」

「………………」

　白宮の顔が苦痛に歪ゆがむ。その顔をこれ以上見ていることができなくて、レレナは前を向いて真田のことを見つめた。どうせ向こうの手に鏡がある以上、半はん吸血鬼であることを隠かくし通すのは不可能に近い。それならばいっそのこと自分からなにもかも告白して、せめて白宮には余計な累るいが及ばないようにしたほうがいい。こめかみの辺りに白宮の悲痛な視線を感じ、それを振り切るように、レレナは進んで言葉を発した。

「ご質問は、それだけですか。よければもう部屋に帰らせていただきたいのですが」

「悪いがそういうわけにもいかない」

　そう言った真さな田だの声こわ音ねは、ぞっとするほど楽しげにレレナの耳に響ひびいた。昆こん虫ちゆうを分解してその仕組みを観察する子供のような、残ざん酷こくなまでの好こう奇き心しんに満ち溢あふれた声だった。

「半はん吸血鬼とは、思った以上に興味深ぶかい正体だ。まだまだ聞き足りないことはある。今帰ってもらうわけには、いかないな」

　細い目を大きく見開いて、ねぶるように自分のことを見つめてくる真田の視線から、レレナは耐え切れなくなって顔を背そむけた。もしかしたら目の前にいるこの人物は、上じよう弦げんなどよりもはるかに危険な存在なのかもしれない。そんな直感がふと湧わき起こってきて、レレナの心に再び恐怖と不安が滲にじみはじめた。それに追い討うちをかけるように、相変わらず楽しそうに真田は言う。

「君も正直に言ってくれたわけだから、私も正直に話そう。本当のところは、私にも確信があったわけじゃないんだよ。上弦は私のことを嫌っているから、そんなこと教えてくれるわけがない」

　白しろ宮みやのほうをちらりと見、牙きばを見せて笑い、

「ただ、さやかくんの態度が妙みようだったから不ふ審しんに思ってね。確かめてみただけなんだ。恐らくは彼女も、君の正体を怪しんでいたに違いない。なあ、そうだろう？　さやかくん」

「────っ」

　白宮の顔色が変わった。震える唇を嚙かみ締めて、そのままぐっとうつむいてしまう。レレナは椅い子すに座ったまま、白宮の泣きそうな表情をただ見つめることしかできなかった。思わずその手に自分の手を重ね、強く握り締める。白宮は小さく息を吞のみ、罪ざい悪あく感かんに塗まみれた瞳でレレナの顔を見下ろした。そんな白宮に向かって、レレナは「大丈夫」とでも言うように小さく首を縦に振る。だが、そのあいだにも視界の外から響ひびく真田の声が、白宮の心を切り刻んでいた。

「いやまったく、実に得がたい素材だ。これで私たちの研究も進むに違いない。お手て柄がらだよ、さやかくん」

　白宮の瞳が、大きく揺らいだ。レレナは信じがたいものを見るような目で真田のことをにらみつける。他人のことをこれほどまでに腹立たしく思ったのは、これが生まれてはじめてだった。どうしてそんなに楽しげに、人の傷口に塩を塗ぬり込むような真ま似ねができるのだろうか。明らかな敵意をその目に宿したまま、レレナはまだ続いている真田の口こう上じようを、自分でも驚くほどの大声で遮さえぎった。

「──それで。他に、聞きたいことっていうのは」

　挑ちよう戦せん的にそう言ったレレナのことを、真田はいまだに薄ら笑いを浮かべながら見つめていた。まるで蟻あり地じ獄ごくにおちた蟻の足あ搔がくさまを観察するかのようなその目め線せんに、憤ふん慨がいよりも不安を強く感じてしまったとしても仕方のないことだった。それでも、真田への敵てき愾がい心しんが、握った白宮の手の感かん触しよくが、自分のことを友達だと言ってくれたツルの声が、ほんの少しだけの勇気をレレナに与えてくれた。その勇気に支えられて、ゆっくりと椅い子すを回して自分のほうに身体からだを向けた真さな田だのことを、レレナは目をそらさずに見つめつづけた。




　　　　◆




　席に座ると、松まつ野のはまだほかほかと湯ゆ気げの立っているエビドリアに、なんの躊ちゆう躇ちよもなくパックの中の血液をぶちまけた。

　当然そんなものを横で食われていれば気分のいいはずもない。早はや川かわは自分の分のラーメンを啜すすりながら、極力隣となりを見ないようにしていた。それでもラウンジレストランのあちこちに陣じん取どっていた他の従じゆう者しやたちが、こちらに目を向けた瞬間顔かおをしかめて立ち上がる光景を目にすれば、文句のひとつも言いたくなるのが人にん情じようというものだ。早川はぼんやりと目の前を見つめながら、ぽつりと、

「……松野、お前、それ食うときは部屋で食ったらどうだ」

「？　はんへ」

　ドリアを口いっぱいに頰ほお張ばったまま、血塗まみれの唇を動かして松野はそう言った。無む論ろん早川とて、吸血鬼をやっている以上は血液そのものに対して嫌けん悪お感かんなど抱いてはいない。生きていく上で必須の栄養素そなのだから、好きになることはできないとしても、許きよ容ようはしていかなくてはならない。が、それとこれとはまったく別問題なのだ。食物に血液を振りかけるというのは、感覚で言えば納豆に牛乳を振りかけて食べたりするようなもので、確かにそういうものが好きな人もいるにはいるだろうが、大たい半はんの人間はそんなものを見れば眉まゆをひそめて席を立つ。そして早川は、あらゆる意味でその『大半の人間』に属しているのだった。

　スープに浮かぶチャーシューを齧かじり、麵めんと一緒に飲み下してから、長い前髪の奥から横よこ目めでちらりと松野のことを見る。と、ドリアの器うつわの空あいたところに水みず溜たまりのように溜まっている血液が目に入り、今し方飲み下したラーメンが逆流してきそうになった。慌あわてて目をそらしてから、籠こもった声で言う。

「飯がまずくなるからだ」

　口の中のものを飲み込んでから、松野は「はん」と鼻を鳴らし、

「知るか」

　最初から、松野が自分の言うことなどを素直に聞くと思ってはいなかった。早川は大きく息を吐いて、かちゃかちゃと下げ品ひんに食器を鳴らす松野の食事音を耳にしながら、ラーメンの碗わんを両手に持って大きく傾ける。喉のどを鳴らして半分ほどを飲み干して、早川は口の周りをテーブルに備え付けのナプキンでぬぐった。丸めたナプキンを、テーブルの向こうのゴミ箱めがけて手首の動きだけで放り投げる。緩やかな放物線を描いてナプキンは飛んでいき、優に十メートルは離れたゴミ箱に見事に入った。最後のひと搔かきを口に入れた松野が、大した関心もなさそうに言った。

「さすが狙そ撃げき班。あれくらいの距離なら楽勝か」

　早はや川かわはつまらなそうに、

「広ひろ中なかには劣るさ」

　飲み下し、血塗まみれの口元をぐいっと袖そででぬぐってから、松まつ野のは早川をちらりと見み遣やり、

「けど、その広中はもういねえだろ。今では実質、お前が『狩人かりうど』狙撃班のナンバーワンってことになる」

「余計な仕事が増えるだけだ。迷めい惑わくな話だな」

　松野は不意に呆あきれたような笑みを口元に浮かべ、

「なんだおい、やる気ないな。せっかく一番になることができたんだ、もう少しはりきってみたらどうなんだよ？」

　早川は懐ふところからタバコを取り出して、目だけでちらりと松野を見、答えた。

「繰り上げで一番になってなにが嬉うれしい？　大体、俺たちは番ばん外がいだろう」

　それを口にくわえて火を点つけた。深々と吸い込むと、肺はい腑ふの奥にまで紫し煙えんが染み渡っていく。それを楽しむようにしばらく呼吸を止めてから、早川は大きく煙を吐き出した。隣となりの松野が顔をしかめるのが見えたが、それこそ早川の知ったことではない。嫌なら席を立てばいいのだ。相手になにかを強きよう要ようする程度には近づかず、かといって話もしなくなるほどには遠ざからない。そのくらいの距離が、松野と早川にとっては一番適てきしているのだった。

「広中に任せられたはずの仕事まで、俺がこなさなくてはならん。嫌いや気け以外に感じることなどなにもない。俺は、お前とは違って戦いが好きではないからな」

　松野はからかうような口く調ちようで、

「ああ、そりゃあそうだな。お前は昔っから、臆おく病びようだったからなあ」

　早川は怒りもしない。すでに慣れきっている。気の抜けた表情でタバコを吹かしながら、早川はゆっくりと前髪をかき上げた。

「まったくだ。そのへんのことは、『勇ゆう敢かん』なお前に任せるとするよ」

　その言葉に、松野は野や卑ひな笑みを浮かべた。歪ゆがめた唇を血の味の余よ韻いんを楽しむかのように舌でなめ、獣けものを思わせるその瞳を陶とう器きのような皿の表面に向ける。

「相手は、主人だってなあ。楽しみだなあ」

　こつん、こつん、と空あいたドリアの皿をスプーンの先でつつく。時とき折おりそのスプーンの先端が血の溜たまっている箇所に当たり、柄えを握る松野の手に赤い飛沫しぶきを吹きかけたが、松野は意に介した様よう子すすら見せない。「相変わらずだな」とつぶやいた早川の言葉すらも、耳には届いていないようだった。視線を上げて中ちゆう空くうを見つめながら、遠足の前日の小学生のような声を出す。

「ずうっと思ってたんだ、一度でいいから主人と戦ってみたい、ってな。俺の主人はだいぶ前に死んじまったし、他の主人と顔を合わせる機会なんかこれまでに一度もなかったから、どんな戦いになるか想像もつかない。きっと亡もう者じやなんかとは、まるで次元が違うんだろうなあ」

「……長い付き合いだが、お前のそういうところだけはまったく理解できん」

　スプーンで皿を叩たたくのをやめて、松まつ野のはだらしなく椅い子すに身体からだを預けた。馬鹿にするような笑みを口元に貼はりつけながら、手にしたスプーンを目の高さまで掲げる。常に着用している戦闘服、それと同色の漆しつ黒こくのグローブが、吸血鬼の異常なまでの力に反応してぎりぎりと軋きしんだ音を立てた。松野の拳こぶしの中に握り締められたスプーンが、まるで飴あめ細ざい工くのように容易たやすく捻ねじ曲げられていく。

「俺に言わせりゃあ、お前らのほうが異常なんだよ。こんな力を持ってるのに、戦いを恐れて安全な場所に隠かくれようなんて、どうかしてる」

　松野の瞳に、早はや川かわですらも身を引いてしまいそうなほど危険な光が浮かんだ。

「振るってこその力だろうが。お前らにだってそれくらいわかっているはずなのに、どうして無理にそれを隠そうとするかねえ。俺にはそっちのほうがよっぽど理解できないな」

「……人のあいだで生きていくんだ。仕方ないだろう」

　吸血鬼は本来、凶きよう暴ぼう極まりない存在だ。それは主人でも従じゆう者しやでも亡もう者じやでも変わらない。夜の闇やみに跳ちよう梁りようし、人々を戮りくしてなお笑う凶きよう悪あくな性格は、すべての従者が胸の深しん奥おうに抱えている。だが、その凶暴性は決して否定することができない本質であるのと同時に、断じて忌いむべき性質でもあるのだ。人としての理性がそうさせるのか、早川に限らず『組織』の大部分の従者は、自らの凶暴性を拒絶しようとしている。そうやって折り合いをつけていかなくては、人間の切り回すこの世界で生きていくことなど不可能だからだ。

　それなのに松野には、その多くの『従者』たちに反して、自分の凶暴性を進んで開放させてしまうようなところがあった。なんの関係もない人間を、松野が明らかに楽しみながら殺していた場面を、早川は何度も目もく撃げきしている。早川が松野のことを『異い質しつ』だと思うのは、その一点に尽きた。

　だがそれでも、悪あく趣味なことだと眉まゆをひそめ、「組織の存在が露ろ見けんする恐れがあるから」という理由をつけてやめるように言ったことはあっても、積極的にその凶きよう行こうを止めるつもりは、早川にはなかった。お節せつ介かいなモラリストの白しろ宮みやあたりならばともかく、早川にとって松野に殺された人間たちはしょせんは他人に過ぎないのだ。一応そのことは真さな田だに報告してあるが、自分の務めはそこで終わりだと早川は思っていた。その報告を元に真田がどんな判断を下すのか、そこまでは早川のあずかり知らぬことだ。松野の凶行を知って、真田がそれでも「問題ない」と判断するのであれば──それは、問題のないことなのだ。

「それで確認なんだが、俺が『足止め』でいいんだな？」

　松野の声にふと我に返り、早川はゆっくりとそちらに視線を巡らせる。いつの間にか爪つま楊よう枝じをくわえた松野が、至いたって事務的に自分のことを見つめていた。

「──ああ。俺は上で『操作』を担当する。真田さんにもそう言われてある」

「で、他の奴やつらは？」

　そう問うた松まつ野のの表情は、皮ひ肉にくに笑っていた。わかりきっていることをいちいち聞くな、と呆あきれつつ、こちらも事務的に答えを返す。

「待機、だそうだ」

「はっ」

「代わりに『女』が手を貸してくれるらしい。さすがに俺たちだけでは手が回らないからな」

「……『女』か」

　松野の顔から笑みが消え、代わりに不ふ穏おんな表情が浮かぶ。玄げん翁のうがレレナを捕らえてきたのとほぼ時期を同じくして、『本ほん拠きよ』の中に現れるようになったひとりの女性。『組織』と同質の従じゆう者しやで構成される吸血鬼集しゆう団だんの頭とう目もく──早はや川かわは『女』のことをそう推測しているが、それはあくまでも推測に過ぎない。真さな田だの厚こう遇ぐうぶりからそう判断しているだけで、実際には彼女以外の吸血鬼は、ポニーテールを後ろでまとめた生なま意い気きそうな少女くらいしか見たことはなかった。時代錯さく誤ごな漆しつ黒こくの着物を身に纏まとった『女』本人とも、会話を交わしたことすらない。ただ遠とお目めにその姿を見たことがあり、真田からその存在を知らされているだけだ。連絡役をこなしている玄げん翁のうならばもう少し詳しいことを知っているのだろうが、いちいち確かめるつもりは無む論ろん早川にはなかった。手助けをしてくれるのならば正体がなんであっても構わない、そう思っているからだが、しかし松野の意見は早川とは微び妙みように違うようだった。

「気にいらねえな、あいつ」

　ぽつりと吐いたその声は、苛いら立だたしさに満ちていた。テーブルの上で頰ほお杖づえを突きながら、忌いま忌いましげに顔を歪ゆがめて言葉を続ける。

「俺たちの前に一いつ切さい姿を出さないってところが、特に気にいらねえ。挨あい拶さつをしろとまでは言わないけどよ、せめて顔合わせくらいあったっていいんじゃねえのか？」

「──確かに、『女』の集団がどれくらいの規模なのか、それすらもわからないのだからな」

「真田さんて、結けつ構こうなに考えてるのかわかんないとこあるよな」

　そこではじめて、早川は小さな笑いを漏らした。松野は感情の映らない瞳をこちらに向け、しかしなにを言うでもなく、すぐにその視線を元に戻した。言わずともわかっていることだ。真田が本心をすべて見せているわけではないと──もっとはっきり言えば、なにか重大な隠かくし事をしているということは、他の従者たちならばいざ知らず、彼の直ちよく属ぞくである早川と松野にとっては、言うまでもないことだった。

　興きようが尽きたように、松野は席を立った。こきこきと首を鳴らしながら、食事を終えたあとの器うつわを片付けようともせずに歩きはじめる。誰にともなくぽつりとつぶやいた松野の言葉が、早川の耳に残った。

「ま──どっちにしろ俺は、戦えればそれでいいんだけどな」

　ラウンジレストランの出口に向かって立ち去っていく松野の背中を、早川は見るともなしに見る。空からになったドリアの食器を自分のラーメンの碗わんに重ねながら、確かにな、と早はや川かわは内心で松まつ野のの言葉に同意した。

　真さな田だがなにを考えていようとも関係ない。そもそも信頼しているわけですらないのだ。松野は松野の目的のために、自分は自分の目的のために、『組織』に所属しているに過ぎない。それならば、真田が真田の目的のためになにを画かく策さくしていようとも、それが松野や早川の目的を阻害しないものであるのならば、一いつ切さい関わりのないことだった。

　二本目のタバコに火を点つけ、早川はぼんやりとラウンジレストランの中に視線を巡らせる。あちこちにたむろしている他の従じゆう者しやたち、いまだに『組織』の大だい目標を──真田のことを信じているであろう従者たちを見渡して、早川は煙を吐くのと同時に「幸せなことだな」とつぶやいた。




　　　　◆




「はい、あーんして」

「…………」

　黙ったまま口を開け、ぺろりと舌を出す。真田は冷たいヘラのような器具をレレナの口の中に差し入れ、出した舌を圧迫しながら口こう腔こう内部を覗のぞき込んだ。なんとも言いがたい沈ちん黙もくが数秒過ぎ、真田はヘラを抜くと、「はい、結けつ構こう」と言いおいて布ふ巾きんでヘラをぬぐいはじめた。憮ぶ然ぜんとした表情は崩さずに、しかしどこか間の抜けた空気を味わいながら、レレナは文字通り閉へい口こうした。

　レレナとて、紙かみ一ひと重えの舌ぜつ戦せんなどというものを期待していたわけではない。そんな戦いで自分が勝てるとは微み塵じんも思っていなかった。だが、『期待』はしていなくても、『覚かく悟ご』はしていたのだ。それなのに真田のすることと言ったら、レレナの悲ひ壮そうなまでの『覚悟』を逐ちく一いち裏切るものだった。

　鏡でその姿を写すのをはじめとして、光量を抑えたペンライトで眼球を照らす、体温計を口に含ませて体温を計る、注射器で血液を採取する、などなど──まるっきり病院で行うような検査を続けるばかりで、警けい戒かい心しんに身を固くしていたレレナは肩かた透すかしを食らったような気分だった。質問もあるにはあったが、それとて体調に関するものばかりで、返答に窮きゆうするような類たぐいのものではない。なにを考えているんだろう──と眉まゆ根ねを寄せて見つめていると、真田はふと書き込んでいた書類から顔を上げた。からかうような目でレレナを見み遣やり、小さな笑みを口元に貼はりつける。

「もっと厳しいことをされるとでも思っていたのかね？　それで拍子抜ぬけしたか」

　図ず星ぼしを刺されて、レレナは思わず真田から視線を外してしまった。それた視界の端で、真田が「やれやれ」と言わんばかりに肩をすくめたのが、ちらりとだけ目に入った。

「言っただろう、ごく簡単なことを聞くだけだよ。もっとも君が半はん吸血鬼ということがわかったからね、それにちょっとした検査を付け加えているだけだ」

「……では、その『ちょっとした検査』というのは、一体いつ終わりになるんですか？」

　そう言ったのは、レレナの傍かたわらに姫ひめ守もりの騎き士しのように佇たたずんでいる白しろ宮みやだった。凛り々りしい顔立ちを厳しく引き締めながら、じっと真さな田だのことを見つめている。上じよう司しに向かってそんな態度を取っていいのだろうか、とレレナは心配しかけたが、それを言葉にするより先に、真田のほうが口を開いていた。

「さっきからやけに突っかかってくるね、さやかくん。自分のお気に入りを弄いじくられるのが、そんなに気に入らないか？」

　眉まゆをひそめた白宮に、言い訳するように真田は続ける。

「そんなに心配しなくても、次で終わりだ。今日のところはそれで帰っていい」

　束つかの間まの休息を得たランナーのように、白宮がふっと息を抜く音が聞こえた。レレナも密ひそかに安あん堵どに胸を撫なで下ろしていたが、しかし『今日のところは』というフレーズが物もの凄すごく頭に引っかかった。明あ日す以降もこういうことがあるのだろうか、そのときには一体なにをされるのだろうか──という不安がむくむくと首をもたげてくる。と、そんなレレナの心配など知らぬげに、書類に目を落としていた真田が顔も上げずに、本当になんでもないような口く調ちようでこう言った。

「じゃ、服を脱いで」

「……え？」

　妙みように甲かん高だかい声がレレナの口から漏れる。真田がなんと言ったのか聞き取れない──否いな、聞き取れはしたのだが、その言葉の意味を理解するのを、頭が拒否していたのだ。そんな言葉を親しくもない男の人から言われたことなど、レレナの短い人生の中でははじめてだったから。

　自分の意思が通じていないことに気づいたのか、真田は書類からレレナへと視線を移した。手に持つペンでレレナの胸をひたりと指して、

「聞こえなかったか。服を、脱いでくれ。今すぐに」

「────っ!?」

　がたんっ、と盛せい大だいな音を立てて椅い子すごと身体からだを引いてしまったとしても、誰もレレナを責めることなどできはしない。自分の身体を抱きしめるようにして上着を搔かき合わせ、驚きよう愕がくと恐怖の入り混じった視線で真田の顔を見つめる。呆気あつけに取られたようにぽかんと口を開けていた白宮がようやく我に返り、これ以上ないほどに険けん悪あくな表情を浮かべて真田に食ってかかる。

「真田さん、なんてことを──！」

「……なにを大騒ぎしてるんだ、君たちは」

　白宮の剣けん幕まくに少しだけ困こん惑わくしたように、真田は身じろぎして二人のことを交互に見み遣やった。片方の恐怖、片方の怒りをじっくりと観察してから、不意に真田は得とく心しんが言ったように「ははん」と鼻を鳴らした。

「なんだ、私がレレナくんに悪戯いたずらをするとでも、そう思ったのか？」

「いっ、悪戯って、あなた────！」

　白しろ宮みやの顔が嫌けん悪お感かんに歪ゆがむ。それを見て、さすがに真さな田だも憮ぶ然ぜんとした表情を露あらわにした。椅い子すを軋きしませながら身体からだを二人のほうに向け、いまだに怯おびえた子猫のような目で身を固くしているレレナのことを、手にしたペンの先端で指し示す。

「馬鹿にするな、なんで私がこんな子供の裸を見て喜ばなくてはいけないんだ。心しん拍ぱくを測定するから上着を脱げと、そう言っているんだ。勝かつ手てに妙な想像を膨ふくらませないでほしいな」

「う…………」

　白宮の勢いがしおしおと収束し、あとには気まずい沈ちん黙もくだけが残った。だが、それでもまだレレナは防ぼう御ぎよ体勢をやめようとしない。恐怖こそ去ったものの、それでもまだ困こん惑わくの色濃く残る瞳で、真田のことをまじまじと見つめている。その視線に気づいたのか、真田はレレナに向けたペン先を面めん倒どうくさそうに左右させた。

「聞いたとおりだ、早く服を脱いでくれ。部屋に帰りたいのだろう？　私もあまり時間を無む駄だにはしたくないし──」

「……いや、です」

「──なに？」

　はじめてのレレナの拒絶に、真田は訝いぶかしむように眉まゆ根ねを寄せる。と、それまで憮ぶ然ぜんとして口を噤つぐんでいた白宮が、今度は冷静な態度をまったく崩さずに、レレナの心しん境きようを代だい弁べんしてくれた。

「真田さんに他た意いがないのはわかりましたが──それでも、やはり男性に胸を晒さらすというのは、ちょっと。ただでさえレレナちゃんは、その、まだ子供ですし──」

　真田はしばらくのあいだ、ペン先で机の上をこつこつと叩たたいていたが、やがて諦あきらめたように息を吐いた。

「わかったよ、今どき珍しい慎つつしみ深い乙女おとめと言うわけだ。それならば、前を向いていなくてもいい。本来はそちらのほうがやりやすいのだしな、後ろを向いて背中を剝むき出しにしてくれればそれで聴ちよう診しん器きは当てられる。それなら──」

　真田の言葉が終わらないうちに、レレナはぶんぶんと首を横に振っていた。真田の瞳に、はじめて苛いら立だたしげな色が浮かぶ。その表情に若干の恐怖を感じはしたものの、それでも「服を脱ぐ」という行為は到とう底てい容認できるものではなかった。相手が真田だから言っているのではない。同性の白宮相あい手てでも抵抗があるのだ、相手が亮りよう史じだろうとガゼットだろうと、異性を前にして肌はだを晒すなど、レレナにとっては想像もできないことだった。

　怯えた、しかしこれ以上ないほどに頑かたくななレレナの目の色を見て、真田は苦にがりきった表情で腕を組む。重苦しい沈黙が両肩に圧のしかかってきて、レレナは我われ知らず身を縮こまらせてしまう。そのとき、レレナの隣となりで顎あごに手を当てて何事か考え込んでいた白宮が、再び助け舟を出してくれた。

「真さな田ださん、測るのは心しん拍ぱく数だけでいいんですよね？」

「……ああ」

「それなら、どうでしょう、手首の脈みやく拍はくを取るだけに留めておいては？　心臓の拍はく動どうを測るほうが正確なのはわかりますが──今回の測定は『大体』で構わないんじゃないでしょうか？」

　ひとつひとつ段を踏んでいくような白しろ宮みやの口く調ちよう、それを聞いて真田は一瞬だけ考え込んだ。強こわ張ばったレレナの顔をついと見み据すえてから、諦あきらめたように言う。

「──そうだな。今回に限っては、そちらのほうが無難なようだ」

　期せずして、レレナと白宮は同時に大きく息をついた。女性にのみ通用する、安あん堵どのため息だった。それを聞いた真田の唇が自じ嘲ちようの笑みに歪ゆがんだが、それはほんの一瞬のことに過ぎなかった。これ以上レレナに駄だ々だをこねられるのを恐れたのか、真田は素早くレレナの手首を取り、指先でその脈拍を探りはじめた。突然の接触にびくりと身をすくませたレレナをなだめるように、真田は簡かん潔けつな口調で言った。

「手を開いて、力を抜いて。ただでさえ吸血鬼の拍動はほとんどないんだ。余計な緊きん張ちようがあると、いつまで経たっても読み取れない」

　その言葉に、レレナは素直に従った。右腕全体の力をだらりと抜いて、真田の為なすがままにされる。白い手首の中ほどの、脈拍があると思おぼしき箇所を指先で押さえながら、真田はしばらくのあいだ、物も言わずに壁に掛けられた時計を見つめていた。自分の脈拍数を数えているのだろう、とレレナがなんとなく予想したのとほぼ同時に、真田は両手をレレナの手首から離した。「ふむ」と顎あごに手を当て、興味深ぶかそうにレレナの顔を観察してから、くるりと椅い子すの向きを変えて机に相あい対たいする。何事かを書面に書き入れながら、真田は明るい声で言った。

「ご苦労さま。なんとか最低限のデータは取れたよ。今日はもう、帰ってもらって結けつ構こう」

「──────」

　全身の力が抜け、レレナは椅子の背もたれに寄りかかった。真田から解放された手がぐにゃりと垂れ、その反動で頭の位置がわずかにずれる。首をかしげているような体勢のままで、静かに息を吐いたレレナの肩に、白宮が慈いつくしむように手を置いた。真田のことを牽けん制せいの視線で見み据すえ、口を開く。

「それでは──これで、失礼いたします」

　真田は書類から顔も上げず、ただ右手を上げて白宮の言葉に答えた。

「ああ。明あ日すも今いま頃ごろの時間に頼むよ」

「……明日も、ですか」

「明日も、だ。なにか不満でも？」

　白宮は足元に視線を落とし、二、三回まばたきをしてから、再び上うわ目め遣づかいに真田の顔を見る。低く抑えた、機械のような声、

「検査をするにしても、もう少し間かん隔かくを置いてやるべきだと思います。今の彼女には、ほんのこれだけの刺激でも途と方ほうもないストレスになってしまうんです。その辺りを考こう慮りよに入れてください」

　書類から顔を上げ、真さな田だは冷れい笑しようと言って差し支えない表情を浮かべる。

「まったく、さっきから君はレレナくんの味方ばかりするな、さやかくん？　少しは私の──いや、『組織』全体のことを考えてほしいね」

　不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた白しろ宮みやに向かって、真田は右腕だけを大きく広げてみせた。

「君は慎しん重ちよう論ばかりを口にするが、私たちにはそんな悠ゆう長ちようなことをしている時間はないのだよ。月つき島しま亮りよう史じがこの『本ほん拠きよ』にやってくるとしても、礼れい儀ぎ正しく玄関から入ってくると思うか？」

　頭のいい白宮のことだ、真田の言葉の意味するところがわかっていなかったはずはない。だがそれでも、真田に対する敵意がそうさせたのか、白宮はあえて尋たずね返した。

「……どういう、意味ですか」

「そのままの意味さ。月島亮史は、まず間違いなく、奇き襲しゆうによるレレナくんの奪だつ還かんを狙っている。『主人』がおいそれと投とう降こうするような性質の持ち主かどうかは、君だってようく知っているだろう？」

　とんとん、と指先で机の上の書類を叩たたき、

「ということは、こちらが指定した日時よりも先に月島亮史はやってくるだろうな。極きよく端たんな話、今この瞬間に襲しゆう撃げきをかけられてもおかしくないのだよ。悠長に時間を置いて検査をしている暇ひまなどないんだ。月島亮史が来る前に、得られる情報はできるだけ得ておかなくてはならない。今休ませてあげるだけでも、ありがたく思ってほしいくらいだね」

「…………」

　悔くやしそうに唇を嚙かみ締めながら、白宮は反論することもできなかった。その無念を反映したかのように、レレナの肩に置かれた手に力が籠こめられる。それを見て、真田は嘲ちよう笑しようの一歩手前のような表情を浮かべながら、もう一度「ご苦労さま」と言った。

「──行きましょう、レレナちゃん」

　感情を抑えた無む機き質しつな声で、白宮はそう言った。レレナは、答えない。だらりと右手を垂れ下げて、うたた寝をするように頭を傾けながら、ただ小さな呼吸音を漏らしている。とろりと閉じかけた瞳を動かして、レレナは自分の前にいる真田のことを見た。

　真田の眉まゆが、ぴくりと動いた。

「……レレナちゃん？　どうしたの？」

　いつまで経たっても動こうとしないレレナのことを不審に思ったのか、白宮はレレナの肩に載せた手を軽く揺すった。それは本当になんでもない、親がむずがる赤ん坊に対してそうするような、ほんの小さな揺さぶりでしかなかった。

　ただそれだけのことで、レレナの身体からだがぐらりと傾いた。

　白しろ宮みやは反応することもできなかった。予測もしていなかった事態に際して多くの人間がそうするように、ただぽかんと口を開けて、ゆっくりと崩れ落ちていくレレナのことを見つめることしかできなかった。背もたれから外れたレレナの肩が次第にその傾けい度どを増していく。重力に引かれるままに、レレナの身体からだは床に向かって一直線に倒れ込み──

　咄とつ嗟さに椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった真さな田だが、ほとんど水平になりかけたレレナの身体の下にその腕を滑り込ませた。小さな身体を易やす々やすと元の位置に戻し、両肩を摑つかんでレレナの瞳を覗のぞき込む。レレナの唇がわずかに動いたが、そこから声が出てくることはついになかった。

「……レレナ、ちゃん？」

　いまだに事態を把は握あくできないでいる白宮に、真田はレレナの顔を直視したまま、素早く命令を下した。

「さやかくん、輸血パックを用意してくれ。そこにある冷蔵庫の中に入っている」

「え──？」

　それ以上なにも言わずに、真田はレレナの身体をぐいと持ち上げた。反射的に白宮が抗議の声をあげかけたが、真田はそんな白宮に目を向けようともせずに、てきぱきとレレナを部屋に備えつけられたベッドに横たえた。ようやく異い変へんが起きたことに気づいたのか、白宮は喉のど元もとまで出かかった抗議を口を噤つぐんで押し殺し、真田に言われたとおり冷蔵庫の扉を開けて中から輸血パックを取り出した。無言のままパックを真田に押しつけ、白宮はベッドの上に寝かされたレレナの顔に視線を落とした。

「──これは、一体、なにが──」

　誰に向けたのかさえも判はん然ぜんとしないその声に、答えたのはやはり真田だった。輸血パックの封ふうを切り裂きながら、真田は普段どおりの落ち着き払った声で言う。

「血液欠けつ乏ぼう症しようだな、これは」

「……血液欠乏症？」

　尋たずね返した白宮の言葉に、「造ぞう語ごだがね」と前置きをしてから、真田は切り裂いたパックの口にストローを差し込んだ。

「簡単に言えば栄養失しつ調ちようの吸血鬼版ばんだ。長いあいだ血を吸わないでいると様々な身しん体たい的失しつ調ちようが起こるようになる。悪お寒かんを感じたり、めまいがしたり、身体がふらついたり──中でも顕けん著ちよなのが、慢性的な身体のだるさだ。時には立ち上がることすらままならなくなってしまう──そう、今の彼女のようにね」

　まるで教科書を読むようにすらすらと述べてから、真田はストローをレレナの口に近づける。目だけで白宮のことを見、相変わらず感情の籠こもらない声で言う。

「さやかくん、彼女はちゃんと血を飲んでいたのか？　通常、ここまで衰すい弱じやくすることなどありえないはずだ」

　白宮の顔は、傍はた目めにもわかるほど血の気が引いていた。罪ざい悪あく感かんに耐えかねたかのようにうつむき、か細い声でぼそぼそとつぶやく。

「確認は──部屋の冷蔵庫の中に、輸血パックが入っているということは伝えたはずですが、彼女がそれを飲むところまでは──」

　真さな田だは黙って白しろ宮みやのことを見ていたが、やがてなにも言わずに視線をレレナへと戻した。白宮にとっては、それだけで充分だった。蒼そう白はくの表情を苦痛に歪ゆがめながら、白宮には生せい気きを失ったレレナの顔を見つめることしかできなかった。

「血液欠けつ乏ぼう症しようは、適切な処置を施ほどこせばそれほど重大な疾しつ患かんにはなり得ない。単純に、血液が足りてないだけなのだからな。血を飲めばすぐにでも回復するはずだ──どうした？　ほら、レレナくん、早く飲んで」

　真田がそう言いながらストローを近づけた途と端たん、それまで力なく半開きになっていたレレナの唇は、きつく閉じられてしまった。虚うつろに漂っていたその視線が真田の顔の上に定まり、瞳の中に弱々しい、しかしはっきりとした拒絶の色が浮かぶ。呆あきれたように眉まゆを広げる真田を押しのけて、白宮はレレナの手を握りしめた。

「レレナちゃん、どうしたの？　早く飲まないと──」

　レレナは答えない──いや、答えることができない。浅く速く呼吸をして、ぼんやりとした瞳の中には、助けを求める光と血液を拒絶する光が同時に浮かび上がっていた。その目を覗のぞき込んで、真田はわずかに緊きん張ちようを孕はらんだ声で言った。

「──これは、まずいな。予想以上に症状が進行している。このままでは命に関わるかもしれない」

「そ、そんな！」

　悲鳴に近い白宮の声に、しかし真田はどこまでも無表情だった。独り言のように、落ち着き払った声でつぶやく。

「しかし、それならなぜ──この反応は──いや──そうか──」

　なにかに気づいた表情を見せて、真田はくるりと踵きびすを返した。そのまま壁かべ際ぎわの薬品棚だなに歩み寄り、中をがさごそと引っ搔かき回しはじめる。焦あせりきった表情を浮かべている白宮に背を向けたまま、真田は手元を休めずに言った。

「さやかくん、点てん滴てきの準備を頼む。それくらいは君にもできるだろう」

「…………わかりました」

　すべての敵てき愾がい心しんや反抗心を封じ込めて、白宮は小さく頷うなずいた。レレナの虚ろな表情を辛つらそうに覗き込み、最後にその手を力強く握りしめてから、白宮は部屋の片かた隅すみに立てかけられている点滴装置に足を向ける。その白宮と入れ違いに近づいてきた真田が、透明な液体で満ちたパックをレレナの枕まくら元もとに置いた。レレナの視線を読み取って、真田は軽くパックを叩たたいてみせた。

「これは、ブドウ糖をベースに配合した特別な栄養液だ。人間に対しては刺激が強すぎるために使えないが、吸血鬼の身体からだならば問題はない。これを今から君に注入する」

　点てん滴てき装置をがらがらと引きずってきた白しろ宮みやは、その言葉を聞きつけて非難がましく眉まゆ根ねを寄せた。それを見て真さな田だはごまかすように笑い、

「非難は重々承しよう知ちの上だ。しかし、他に方法がない。本当ならば血を飲むのが一番の解決法なんだが、レレナくんは血液を飲みたくないようだし、となれば血管から直接栄えい養ようを補給するしかないだろう」

「血が足りていないというのなら、この装置に輸血パックを取りつければいいだけなんじゃないですか？　レレナちゃんも、飲むのは嫌でもただの輸血なら問題はないはず──」

　白宮の言葉を遮さえぎるように、真田は手にした栄養パックを素早く点滴装置に取りつけはじめた。憮ぶ然ぜんとして唇を結び、それでも白宮は装置から伸びるチューブをレレナの腕の血管に刺し込んだ。小さな痛みに耐えるレレナの表情、それを心配そうに見守る白宮に向かって、真田はパックを取りつける手を休めずに、先ほどの彼女の疑問に答えた。

「残念だが、我々の『血の力』は血液の経けい口こう摂せつ取しゆでなければ取り入れることはできないんだ。血管に直接注入する方法はただの『輸血』でしかない。『吸血』でなくては、『血の力』を取り入れることは不可能だ」

　装着を終え、いくつかの確認を済ませてから、真田は点滴を開始する。ぽたり、ぽたりと透明な液体が滴したたり落ち、チューブを伝ってレレナの体内に流れ込んでいく。その様よう子すを目にしながら、それでもまだ白宮の表情から懐かい疑ぎの色は消えてはいなかった。

「しかし──だからと言って栄養剤ざいを与えたところで、吸血鬼のレレナちゃんに効果があるのでしょうか？」

　真田はしばらくのあいだ、考え事をするように黙り込んでいた。白宮もあえてそれ以上追及することなく、じっと真田の顔を見ながら答えを待っている。滴り落ちる透明な雫しずくと、浅く呼吸をしているレレナの腹ふく膜まくだけが動くなかで、やがて真田は言葉を選びながら口を開いた。

「私も確信があるわけではないが──彼女はただの吸血鬼ではない、半はん吸血鬼なんだ。その彼女が、血を飲むのを拒否した。これが一体どういうことか、わかるか？」

　白宮は面めん食くらったように目を見開き、素直に首を左右させた。最初から答えを期待していたわけではないのだろう、真田は小さく頷うなずいて言葉を続ける。

「レレナくんの反応から察するに、彼女はこれまでに血を飲んだことが一度もないのかもしれない。しかし、彼女は昨日きのう今日きよう吸血鬼になったわけではない。少なくとも数ヶ月以上、半吸血鬼として生活してきたのだ。それならば──」

「──なにか、血液に代わる栄養を補給してきたということ──？」

　真田は口元に薄うつすらとした笑みを浮かべた。

「さすがはさやかくんだ。君のその頭のいいところはとても好きだよ」

　白宮は不快の色を隠かくそうともしない。冷めた目で見み据すえられて、真田はやれやれと肩をすくめた。再び真剣の色をその瞳に宿し、真さな田だはそっとレレナのことを見下ろす。

「ところで質問がある、さやかくん。君は彼女の血液摂せつ取しゆを確認していないと言った。そうだね？」

「……ええ」

「では、彼女が普通の人間と同じように食事をするところは、確認したことがあるか？　ラウンジレストランでもどこでもいい、三食きちんと食べている姿を？」

　白しろ宮みやは数すう瞬しゆん考え、それからゆっくりとかぶりを振った。

「食事をしているところは確認していますが──三食きちんと、というわけではありません。朝食だけだったり、あるいは夜食だけだったりして、あまり多くの食事は喉のどを通らないようでした。もしかしたら──」

「それが原因、かもな。普通の人間ならば一食や二食抜ぬいたところでほとんど影えい響きようないのだろうが、しかし彼女は半はん吸血鬼だ。本来ならば血液と食物の双そう方ほうで身体からだを動かすための燃料とすべきだったのに、彼女は食物しか摂取してこなかった。その上、その食物すら抜いてしまったとしたら、動けなくなるのは道どう理りということか──」

　そこまで言って、真田ははたと気づいたような表情を見せた。視線をあらぬ方向へ巡らせて、ひとり何事かを考えはじめる。だが、白宮はその仕し草ぐさに気づきさえしなかった。眼下に横たわるレレナの身体が、もぞもぞと動きはじめたからだ。

「──レレナちゃん？　レレナちゃん！」

　ようやく、という感じに首を動かして、レレナは寝ね転ころんだまま白宮の顔を見上げる。まだ眠たそうに目を半はん開びらきにしたまま、それでもレレナはかろうじて声を出した。

「……あ……り、が…………」

「喋しやべらないで──まだ無理しちゃだめよ」

　か細い声でそう言って、白宮はレレナのちっぽけな手を両手で包み込む。点てん滴てき装置の調整をしていた真田が、冷静に白宮の言葉を補った。

「今の状態であまり力を使うと、また喋ることすらできなくなってしまう。少なくとも立てるようになるまでは静かにしていたほうがいい」

「…………」

　その言葉に、レレナは目だけで頷うなずいた。白宮が安あん堵どの息を抜き、乱れたレレナの髪を優しく整えてくれた。と、額ひたいにかかった髪の毛を払う手がぴたりと止まり、白宮は計るような口く調ちようで言う。

「いっそのこと、少し眠ったら──点滴は続けてるから、ね、そうしましょ？　そうやって静かにしてれば、きっとすぐ良くなるはずだから──」

「それは困るな」

　白宮は弾はじかれたように真田のことを振り返る。その瞳には、今まで押さえ込んでいたものが一気に噴ふき出したような、激しい怒りの色が浮かんでいた。その怒りに晒さらされて、なお絶えない笑みを浮かべながら、真さな田だは白しろ宮みやの後ろでぼんやりと視線を漂わせているレレナに向かって言った。

「聞いておかなくてはならない新しい質問ができた。今すぐ答えてくれなくとも構わないから、じっくりと考えてくれ。いいな？」

「真田さん！　時と場合を考えてください!!」

　怒ど号ごうに近い白宮の声が響ひびく。真田は苦く笑しようと嘲ちよう笑しようの中間のような笑みを浮かべながら、白宮のことを冷めた目で見み据すえていた。その態度がなおさら腹に据すえかねたのだろう、白宮は激げき情じように満ちた表情で真田のほうに一歩詰つめ寄り──

　その歩みが、かくん、と止まった。

　白宮は反射的に振り返る。その目が、驚きに見開かれた。

「……い、じょう……ぶ、です……だから……しろ、みや、さん……」

「──────」

　片腕で上半身を支えて身を起こし、レレナは白宮の裾すそを摑つかんでいた。眠たそうに半分閉とじかけた目の奥には、懇こん願がんするような光が浮かんでいる。言葉を失った白宮に、レレナは弱々しく微笑ほほえみかけた。切れ切れに、

「……わたし、なんでも、……こたえ、られる……ことなら……だから……」

　こふっ、と小さく咳せき込む。白宮は慌あわてて起き上がりかけたレレナの身体からだをベッドに押さえつけた。それほどの力を籠こめたわけでもないのに、レレナの身体はあっさりと支えを失い、ベッドの上に倒れ込んでしまった。辛つらそうな表情でレレナのことを見下ろす白宮の背中に、嘲あざけりを含んだ真田の声がかけられた。

「もういいだろう。しばらく黙っていてくれ、さやかくん」

　肩越しににらみつけた白宮の視線を、真田は怜れい悧りな表情で受け流した。真しん摯しなまなざしで白宮を見つめているレレナのことを顎あごで示し、

「レレナくんは、私と君が争うのが心配らしい。自分のために君の『組織』内での立場が危うくなるのを恐れているんだよ」

　くくっ、と喉のどを鳴らして笑い、真田は酷こく薄はくに目を細めた。

「私のために争わないで、か。なんとも泣かせるじゃあないか。こんな状況で他人の心配ができるとは」

　言葉の内容とは裏うら腹はらに、真田の口く調ちようは揶や揄ゆの響きで満ちていた。白宮は苦にが々にがしげに歯を嚙かみ鳴らしたが、それ以上はなにも言おうとせず、ただベッドの上のレレナのことを心配そうに見下ろした。まだ裾を握っているレレナの小さな手を優しく引き剝はがし、開きかけた唇の上に、そっと人差し指を当てる。

「わかったから──もう、騒がないから。だから、あなたも静かにしてて、ね？」

　泣き出しそうな白しろ宮みやの声に、レレナは深く呼吸をしながらわずかに顎あごを動かした。真さな田だは小さく肩をすくめると、その場から逃れるように後退し、先ほどまではレレナの座っていた椅い子すの上に腰を落ち着ける。組んだ足の上に両手を載せ、

「結けつ構こう。それでは質問するよ、レレナくん。今すぐ答えなくてもいい。その症状が収まってからで構わないから、頭の中だけで質問に対する答えを考えておいてくれ。いいね？」

　レレナは天井を向いたまま、目だけを動かして真田のことを見た。その瞳を覗のぞき込みながら、真田は椅子の上で足を組んだまま、背中を丸めるようにして身を乗り出し、ぞくりとするような表情で口を開いた。

「質問だ──君は、これまでに、血を飲んだことがあるのか？」

　その言葉の裏側には、言い知れぬ思いが籠こめられているように、レレナの耳に響ひびいた。

　レレナは考えを巡らせるように視線を上に向け、目を閉じた。しばらくのあいだレレナはそうしていたが、真田も別段に急せかそうとはしなかった。言葉どおりにレレナの回復を待っているのだろう、無む機き質しつな視線を己のこめかみに感じながら、レレナはなにも言わず眠るように息を潜ひめめていた。

　やがて──レレナの目が、ゆっくりと開いた。起き上がろうと身体からだに力を入れるが、それより前に白宮に肩を押さえつけられてしまう。その顔に浮かぶ、行き過ぎなまでの心配の色に、レレナの口元に淡い微笑が浮かんだ。ゆっくりと手を動かして、身体を押さえる白宮の手に、レレナは自分の手のひらを重ねた。

「大丈夫、です。もう、大体、収まりましたから」

「でも、まだ、起き上がらないほうが──」

「そのとおりだ。余計なエネルギーは使うべきではない。喋しやべれなくなってしまったら元も子もないのだから」

　白宮とは対たい照しよう的に、微み塵じんもレレナを気き遣づかう素そ振ぶりを見せない真田のことを、レレナは首を動かして見み遣やった。今さら彼がどういう人間性を持っていようと、レレナには非難する気も起きてこない。この人は自分が今まで触れ合ってきた優しい人たちとは、根本的に違う存在なのだと理解するしかなかった。

　どこか悲しげな目で真田のことを見つめながら、レレナは小さな声で言った。

「質問に、お答えします、真田さん。私は──仰おつしやるとおり、血を飲んだことは一度もありません」

　真田の表情がぴくりと動いた。不ふ都つ合ごうな事実にぶち当たったときのように眉まゆをひそめながら、真田は深く息を抜く。

「本当に？　ただの一いつ滴てきも？」

「はい。──私が、覚えている限りでは」

「そんなはずはないんだがなあ、レレナくん。そんなはずはない」

　同じ言葉を繰り返した真さな田だに、レレナは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。その疑問を読み取って、真田は丁てい寧ねいな口く調ちようで説明を始める。

「君は半はん吸血鬼だ。半分が人間で半分が吸血鬼、ということは君の心臓は、半分は人間としての自じ律りつ作用によって、もう半分は吸血鬼としての『血の力』によって、それぞれ動いているはずなんだよ。それはどちらも必ずなくてはならないものなんだ。どちらかが欠けてしまえば、君は生きていくことさえできなくなるはずだ。二輪車が、片方の車輪を失えば走ることさえできなくなるように」

　レレナは喋しやべる真田の顔をぼんやりと見つめている。

「人間としての生理によって心臓を動かすのは簡単だ。普通に食物を口にし、水分を摂とり、普段どおりの生活を続けていればいい。だが、吸血鬼の生理──『血の力』は、血を飲むことによってしか補ほ充じゆうされない。そして、『血の力』がなければ、君は生きていくことができないはずなんだ。──もう一度質問しよう、レレナくん」

　ガラス玉のようだと印象を受けた真田の瞳の深しん奥おうに、なにか別の、底知れない光が宿ったように見えた。その光に自分の心の隅すみ々ずみまでを見み透すかされているような気がして、レレナは息を詰めて真田の顔を見返した。

「君が吸血鬼となってからの数ヶ月、君はどうやって、生き延びてきたんだ？」

　レレナは困こん惑わくしたように顔を曇らせる。そんなことを突然言いわれても、レレナにわかるはずがない。ただ、血液を飲んだ経験がないということだけは、紛まぎれもない事実だった。数ヶ月前のあの夜、日本に来たばかりのレレナを襲おそった『蜘く蛛も』の災さい厄やくによって、レレナは吸血鬼になってしまった。それからの月つき島しま宅での生活の中において、レレナは一度たりとも血を飲んだことなどない。少なくともレレナの記き憶おくでは、そうだった。

　それとももしかしたら、自分が知らないだけで、いつの間にか自分は血を飲んでしまっているのだろうか。例たとえば吸血鬼なのに血を飲もうとしない自分を心配して、寝ているときにこっそり亮りよう史じが飲ませてくれていたとか──

　あ。

「……どうした？　なにか引っかかることでも？」

　レレナの心の声を聞きつけたかのように真田が言った。いや、さして真田が目め敏ざといわけでもなかったのだろう。レレナの表情をそれとなく窺うかがっていた白しろ宮みやでさえも気づいたほどに、それははっきりとした変化だった。その白宮を見、ついで真田に視線を戻して、レレナは重大なミスに気づいたときのように、申し訳なさそうに言った。

「あの──私、あります。血を、飲んだこと」

　真田の顔が皮ひ肉にくに歪ゆがむのを見て、レレナは慌あわてて言葉を継ぎ足した。

「やっ、でもっ、噓うそついたわけじゃなくて、その、私自身が覚えてないって言うか、聞いただけなんですけど」

「どちらでもいい。それで、いつ、どういう状況で飲んだんだね？」

　断ち切るような真さな田だの言葉に、レレナは気弱げに眉まゆを寄せて、おずおずと答えた。

「吸血鬼になったばかりのころ、月つき島しまさんに──月島さんの血を、飲ませてもらいました」




　　　　◆




　──ああ～～～～～～～～～～～～っ！

　目の前に広がるは一面の青、目に痛いほどに鮮せん烈れつなその碧へき空くうに向かって、舞まいは思う存ぞん分ぶん叫び声を張り上げる。それまで溜ために溜めに溜め込んでいたものをすべて吐き出すかのように空中で両手両足をじたばたさせ、天の彼方かなたから見下ろしているであろう神様に思いっきり悪あく態たいをついてやる。

　──レレナどっこにもいないじゃないのよ！　もう探すの疲れたぁー!!

　なんと無責任な、と責めてはいけない。誰にも悟さとられないようにしつつ、どこに捕らえられているかも定かではないレレナを見つけ出そうとするのには、大変な労力を必要とするのだ。『変へん化げ』させるだけでも『力』を食うというのに、その上うえ正体がバレないように行動するということは、舞のような性格の少女にとってはなおさら気力を消しよう耗もうすることでもあった。たまにはこうしてお日様の下に出て、それまで押さえ込んでいた鬱うつ屈くつをぶちまけてしまわなくては、幽ゆう霊れいとしての存在すら保てなくなってしまうのだった。

　ひとしきり舞は青空に向かってぎゃあぎゃあと喚わめいていたが、やがてそれすらも疲れたように、ぐったりと空中に漂いはじめた。思わず知らず、大きなあくびが出る。それがきっかけになったかのように、疲れと眠気がいっぺんに押し寄せてきた。こしこしと目をこすりながら、少し眠ろうかな──とも思ったが、しかし上じよう弦げんが亮りよう史じに提示した『受け渡し日時』まであといくらもないのだ。そのことに思いを巡らせて、舞は深々と息を吐いた。

　──階が間違ってるのかなあ……あそこで合ってると思うんだけどなあ…………

　舞がレレナの探たん索さくを重点的に行っているのは、上弦と予期せぬ遭そう遇ぐうを果たしてしまった階──『本ほん拠きよ』内部の見取り図が掛けられていた『下階』のほうだった。基本的に『組織』がこの建物で利用しているのは最上部の三階だけらしいので、舞はそれを高いほうから順に『上階』『中階』『下階』と区別している。ざっと観察した感じでは『上階』に人が住んでいる気配はあまりなかったので、舞は下から順にしらみつぶしに探していくことにしたのである。

　だが、これが予想以上に骨の折れる作業だった。部屋の中まで調べ上げるには部屋の中に入って行かねばならず、そしていかに幽霊の舞と言えど、部屋の中を透とう視しすることまではできないのだ。顔を突っ込んだその目の前に『組織』の従じゆう者しやがいないとも限らない。自然、慎しん重ちように慎重を期して覗のぞくことになるのだが、ひとつのフロアに五十以上もの部屋があるこのビルでいちいちそんな手間のかかることをしていれば、『気力』と『やる気』のメーターがぐんぐん下がっていくのも仕方がないことであった。

　はあ、と大きく息をついて、舞まいはその場に起き上がった。そのまま緩やかな速度で上昇していく。ビルの屋上という高こう空くうに位置しているだけはあり、吹き抜けていく風の音がごうごうと大きく耳に響ひびき、眼前に広がる町並みは地平の彼方かなたで空の青に飲まれている。舞は錐きりのようにゆっくりくるくるとその場に回転しながら、深しん呼吸を繰り返した。

　よし。

　──っしゃ、もう一回！

　自らそう気合を入れて、舞は自分の身体からだに力を入れた。あくまでもイメージに過ぎないが、幽ゆう霊れいとはイメージの存在であることもまた事実だ。想そう起きした『力の方向』に引きずられるように、舞の幽ゆう体たいは風の中を滑っていく。あっという間に『下階』の窓ガラスの前にたどり着き、そこでぴたりと停止して腕を組む。難しい顔、

　──もう一回調べて、それでいなかったら、いったん帰ろっと
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　これだけ探して見つからないとなると、一度帰き還かんして亮りよう史じたちの意見を聞いておくべきかもしれない。ちなみに亮史たちは、『本ほん拠きよ』ビルのある町から二駅向こうのビジネスホテルで待機している。普段はなにかとお世話になることが多い彼らが、自分の成果を首を長くして待っているのかと思うと、なんとなく顔が得意げに緩んでしまう。そんな自分を戒いましめるように、舞は両手で頰ほおをぴしゃりと叩たたいて責任感を復活させた。「よし！」と自らに気合の声をかけてから、勇いさみ込んで窓ガラスの向こうへと侵入し──。

　いきなり目の前に誰かの背中があった。

　心臓が止まるかと思った。

　声を出すこともできずに凍りついている舞まいの目の前で、その『誰か』はゆっくりと廊下を歩いていく。どきどきとうるさいほどに鳴り響ひびく心臓を必死で鎮しずめようとしながら、舞は無意識のうちに顔に手をやっていた。あらかじめ『変へん化げ』させているとはいえ、それでも確かめずにはいられないのが人間というもので、心が落ち着くまで存分にぐにぐにと触ってから、ふと舞はあることに気づいた。

　この人──

　似ている、と思う。亮りよう史じから前もって知らされていた、要よう注意人物のひとりに背せ格かつ好こうが酷こく似じしていた。上じよう弦げんの従じゆう者しや、黒のジャケットを羽は織おった大おお柄がらな男性。とはいえそれだけでは断定はできない。確か亮史から教えられた特徴のひとつに、右頰ほおの傷きず跡あとというのがあった。それを確認したいところだが、しかし、それをするためには彼の前に回り込まなくてはならない。

　亮史が特に注意を払うようにと言っていたのだから、恐らくこの男も上弦と同じように、常じよう人にん離れした感覚を持っているのだろう。その彼に気づかれないように前に回り込むなどという芸げい当とうをこなす自信が、幽ゆう霊れいであることを除けばただの女の子に過ぎない舞に、あるわけがなかった。

　むう、と頭の中で唸うなりながら、舞はじっくりと考え込む。これは、ひとつの賭かけだ。もしこの人がその上弦の従者だとしたら、舞はひとつの指針を得たことになるのではないか。『組織』と上弦がどういう関係にあるのかははっきりとわかっていないが、少なくとも上弦がその下についているということはありえない、と亮史は言っていた。たかだか元もと人間に過ぎない従者の下につくことなど、あの上弦にありえることではない、と。

　上弦と『組織』のリーダーは、最低でも対等の関係にある。それならば、その直ちよく属ぞくの部下である（らしい）この男の従者も、『組織』の中ではそれなりの立場にあるのではないか。ということは、レレナの居い場所を知っている可能性も高い。亮史を呼び寄せるための人ひと質じちであるレレナは、まず間違いなく現時点での『組織』の最さい重要人物のひとりであるのだから。ということは──この人がレレナの部屋に立ち寄る可能性だって、なくはないのだ。

　前を行く大きな背中に、それとなくついていきながら、どうにかして右頰を確認できないものかと思し案あんする。知らず知らずのうちに演技を忘れ、コントに出てくる泥どろ棒ぼうのように腰を屈かがめながら従者の右側に回り込もうとする。姿勢を低くし、最終的にはほとんど這はうような格好になりながら、もう少し右、もう少しで見える、もう少し、もう少し──

　男は歩みを止めて、ぴたりとその場に立ち止まった。そのまま流れるような動きで、ゆっくりと後ろを振り返る。

「…………」

　無言のまま、隙すきのない視線を左右に巡らせる。静かな瞳で長く延びた廊下の端をしばらくのあいだ見つめてから、また不意に前を向いて歩きはじめた。ことん、ことん、と時計のように規則正しく響ひびく靴音が、廊下の角を曲がって次第に小さくなっていく。と、そこでようやく、舞まいはにゅるりと頭を床から突き出した。手の甲こうで出てもいない汗を拭ふき、ほっと胸を撫なで下ろす。

　──……あっぶなー。見つかるかと思った

　姿勢を低くしていたのが幸いした。もし廊下の中ちゆう空くうに浮いていたとしたら、姿を完全に見られることは避けられたとしても、壁や天井に逃げ込んだ舞の身体からだの一部は見られてしまっていただろう。存在を気づかれた時点で偵てい察さつ任務は失敗に終わってしまうのだ。一瞬たりとも気の抜けないスパイ活動は、幽ゆう霊れいの存在の根源である精神力をごっそりと削けずり取っていく。が、少なくともそれに見合った対たい価かは得ることができた。

　廊下の床から全身を現しながら、ふっふっふ、と不ふ敵てきに舞は笑う。自分は今、確実にツイていると思う。すんでのところで男の目を逃れることができたのに加えて、彼がゆっくりと後ろを振り返ろうとしたそのときに、その右頰ほおがばっちりと舞の視界の中に入ってきたのだ。

　大当たりだった。間違いなく、あれが上じよう弦げんの従じゆう者しやの男性だ。右頰に薄うつすらと刻まれた傷きず跡あとは、暗い廊下の中でもはっきりと見て取ることができた。彼を追つい跡せきして、それでレレナの居い場所がわかるという保証はない。だが、少なくとも漫まん然ぜんと探しつづけるよりは、ある指針を追いかけていくことのほうが、効率的にも精神的にもずっと安定しているはずだった。

　足音が途切れないうちに、舞は素早く身を翻ひるがえした。演技はもはや打ち捨てて、いかにして気づかれないように尾び行こうするかだけを考えながら、舞は廊下の上を滑るように飛んでいった。




　　　　◆




　そのときの真さな田だの表情の変化を、あとになってもレレナは明確に思い出すことができた。羊ひつじの口の中から狼おおかみの瞳が垣かい間ま見みえたような──もっとはっきりと言うのならば、その瞬間に真田の顔から、仮面が音を立てて外れ落ちたのだとレレナは思う。レレナが亮りよう史じの名を口にした刹せつ那な、真田は不意に無表情になり──次の瞬間、背せ筋すじが粟あわ立だつような壮そう絶ぜつな笑みを満面に浮かべながら、その場にゆらりと立ち上がった。

「──それで」

　抑よく揚ようのない、それでいて部屋の隅すみ々ずみにまで響き渡る、透明に過ぎる声。がらりと変わった真田の雰ふん囲い気きに圧迫されて、レレナの喉のどはなにも言えなくなってしまう。そんなレレナに焦じれたように、真田が一歩だけ足を踏み出した。

　その前に、白しろ宮みやが立ち塞ふさがった。

　真田は相変わらず笑っている。それはそれまでに浮かべていた、にこにことした愛あい想そう笑いでは決してない。白はく面めんに裂けるような笑みを刻みつけた、それは悪あつ鬼きの笑顔だった。

　白しろ宮みやがそのことに気づいていなかったはずがない。だが、それでも白宮は、その真さな田だの顔から視線を外そうとはしなかった。手を伸ばせば触れ合える距離にまで真田が近づいてきたときも、ただ拳こぶしを握り締めて強い目で真田のことを見み据すえていた。

　真田は息を抜くようにして笑い、

「────がっ!!」

　虚きよを突いて伸びた真田の右腕が白宮を捉とらえた。いかに雰ふん囲い気きが異い質しつなものに変化したとはいえ、いきなり実力行使に出るとまでは思っていなかったのだろう。白宮はろくによけることもできず、真田の右手に首を摑つかまれてしまった。レレナが悲痛に叫ぶ。

「白宮さんっ!!」

「……さ、な……だ……」

　苦しげな白宮の声に、真田はますます笑みを深くして、

「邪じや魔まだ」

　力任まかせに白宮の身体からだを弾はじき飛ばす。吸血鬼の腕力に押されてバランスを崩し、白宮は点てん滴てき装置を巻き込みながら床に転がった。そのはずみにレレナの腕に刺さっていた栄養パックのチューブがぶつりと外れ、乱暴に引き剝はがされた針の跡から一いち条じようの血が流れ出ていく。だが、レレナにはそのかすかな痛みを感じている暇ひまさえなかった。ベッドに横たわり、動くこともできないでいるレレナの頭のすぐそばに、真田が渾こん身しんの力を込めて拳を振り下ろしたからだ。

　ベッドのスプリングが、ぎぎききききいいい、と軋きしんだ悲鳴を立てるのが聞こえた。

　すぐ眼前で、真田が、怖ろしいほどに大きく目を見開きながら、レレナの顔を覗のぞき込んでいる。

　レレナの喉のどから、かすれた吐息が漏れた。

「聞こえないよ」

　視界がぼやける。涙で滲にじんだ瞳の中で、真田は片かた頰ほおを吊つり上げる奇き妙みような笑顔を浮かべていた。レレナの目に浮かんだ涙を見て、真田は「くっ」と奇妙な音を漏らした。くっ、くっ、と立て続けに起こったその音に、レレナはようやく真田が笑っているのだと理解する。最初は小さく、次第に高く、肩を震わせて牙きばを剝むき出しにして、真田は大声で哄こう笑しようしはじめた。

　異い様ようだった。先ほどまでの知性などかけらも感じられない下げ卑びた笑い声に、レレナはもちろんのこと、点滴装置を下した敷じきにして倒れている白宮でさえも、身を起こすのを忘れて呆ぼう然ぜんと真田のことを見つめていた。やがてその笑声が歪ゆがんだ表情の奥に収しゆう束そくすると、真田は再びレレナに向き直り、容認するように大きく両腕を広げた。

「失礼、失礼。言葉が足りなかったようだ。補おう」

　そのままの体勢で、真田はレレナを見下ろしている目を、うっすらと細めた。

「月つき島しま亮史の──主人の血液を飲んだあとに、なんらかの変化は見られなかったか？　いつもより元気になったり、力が強くなったりはしなかったか？」

　狼おおかみに追い詰められたウサギの表情で、レレナは寝ね転ころんだまま弱々しく首を左右させる。ようやく、という感じで、唇の隙すき間まからかすれた声を出すことができた。

「──わ、私は、私には、わかりません、だって、そんな、力が強くなったかどうかなんて、そんなの──」

　支し離り滅めつ裂れつなレレナの言葉を、真さな田だは正確に把は握あくしたようだった。大きく頷うなずき、

「ああ、そうか、それはそうだな。半はん吸血鬼になったことで、それまでとは比べ物にならないほどの腕力を得ることができたんだ。『血の力』による差さ異いがあるかどうかなど、意識もしていなかったのにわかるはずがないか。それなら、そうだな──」

　別個の生き物のように動いていた真田の表情が、突然、スイッチを切ったかのようにぴたりと停止した。笑っているのかいないのか、それすらも微び妙みような表情を凍りつかせたまま、ただその目だけがゆっくりと右へ左へと動いていた。どこまでも機械的なその仕し草ぐさに、レレナは喉のどがひりつくような感覚を覚えていた。

　本当にこの人は人間なのだろうか──そんな考えが、恐怖に塗りつぶされたレレナの頭の中に浮かぶ。確かに、身しん体たい的には吸血鬼であるに違いない。それはレレナも白しろ宮みやも同様だ。だが、いかに身体は吸血鬼でも、レレナも白宮も心は間違いなく人間のものなのだ。目の前で仮面のように動かない表情を晒さらしたまま思し案あんしているこの男は、その精神性までもが人間とはかけ離れた存在であるように、レレナには思えてならなかった。

　と、白宮がよろけながら立ちあがり、凄すさまじい目つきで真田のことをにらみつけた。首元に手を当てて、わずかに腰を屈かがめたその体勢は、レレナにさえ『攻撃体勢』であることがわかった。

　制止の声をあげようとした。やめてください白宮さん、私は大丈夫ですから──そう言おうとした。実際にレレナは、目の前の真田の狂きよう態たいに怖れを抱いてはいても、身の危険までは感じてはいなかったのだ。だから、制止できるはずだった。それが誰にとっても良好な選択であるのだから。

　だが、声は出なかった。

　あまりの恐怖に喉が引きつれ、舌が思うように動かなくなっていた。

　レレナの恐怖の表情を、白宮は、自分に助けを求めているものと勘かん違ちがいしたようだった。一瞬だけ慈じ心しんに満ちた目でレレナを見てから、白宮はゆらりとその場に立ち尽くした。真田をにらみつけるその瞳は、レレナに向けたものとは対たい照しよう的に、明らかな敵意に満ち満ちていた。そのことに気づいた真田は、意外なものを見たように眉まゆを広げ、

「んん？　んん～～～～～～」

　顎あごに手を当てて何事かを考えはじめた。そのあいだにも白宮は、じりじりと間合いを詰め、いつでも飛びかかることのできる体勢へと移行していく。と、真田は不意に「うん」と頷くと、顎あごに当てていた手を滑るように動かし、自分の懐ふところへと差し入れた。

「──────っ」

　白しろ宮みやが気づいたときにはすでに遅く、真さな田だは懐から取り出した拳けん銃じゆうで白宮の額ひたいに照しよう準じゆんを合わせていた。その顔に浮かんでいるのはやはり、静かな狂気を湛たたえた澄み渡った笑みだ。

「もう少しなんだよ」

　かちり、と撃げき鉄てつを起こす音が、静まり返った部屋の中に響ひびき渡った。

「邪じや魔まをするな。いくら君でも、容よう赦しやはしないよ」

　かつての冷静さをほんの少しだけ取り戻した声で、真田はそう言った。吸血鬼とはいえ脳に銃じゆう弾だんを受ければ、それは実質上の死を意味している。真田の掌しよう中ちゆうに自分の命があるという悔くやしさと、眼前に迫った死に対する恐怖がない交ぜになった表情で、白宮は精せい一いつ杯ぱいの抵抗と言わんばかりに険しい表情で真田のことをにらんでいた。

　ふん、と真田が鼻を鳴らした。独り言のように、ぽつりと、

「面めん倒どうくさい。いっそのこと──」

「──やめて!!」

　引き裂かれるような悲鳴が響き、真田は眉まゆを広げてレレナのことを見た。興味深ぶかそうに自分に向けられた真田の目に、彼が本気で白宮を殺す気だったということを、レレナは瞬しゆん時じに理解した。引き金に指をかけ、照準を白宮に合わせたまま、真田はいっそ優しくも聞こえる声で言った。

「では、改めて質問に答えてもらおうか。──君が吸血鬼になってからこれまでの数ヶ月間、なんらかの異常が精神に起こったことはないか？　たとえば不意に誰かに対する殺意が湧わき上がってきたり、凶きよう暴ぼうな感情が湧き上がってきたことはないかね？」

「──────」

　レレナの表情をしばらく観察してから、真田は「にい」と笑った。

「あるようだね」

「……一度、だけです」

「それで充分だ。そのときの状況を──いや、待て」

　真田の視線がレレナから外れ、思し考こうの気配を滲にじませながら宙を巡りはじめる。そのあいだも真田の手に握られた拳銃は、一いつ時ときとして白宮から離れることはなかった。

　やがて真田は思考から復帰すると、再びレレナに目を向けて、推おし量はかるように言った。

「それはもしかして、上じよう弦げんに追われているときにそうなったんじゃないか？」

　レレナは目を見張り、かろうじて絞しぼり出した声で真田の質問に答えた。

「──はい。そうです。湯ゆヶが崎さきで、あの人に追いかけられて、もうちょっとで捕まりそうになったときに──」

「凶暴なまでの攻撃衝しよう動どうが湧き起こってきた。そうだろう？　そして君は、その衝しよう動どうに促うながされるままに、上じよう弦げんに抵抗しようとしたはずだ」

「…………どうして………………」

　その情じよう景けいを見てきたかのような真さな田だの言葉に、レレナはそれ以上なにも言うことができなくなってしまった。確かに真田の言うとおりだった。思い出すのも怖ろしいあの夜、上弦に追い詰められたレレナの心の中に、それまで一度も経験したことのないほどの強烈な殺意が込み上げてきたのだ。ほとんどそれに操あやつられるようにして、レレナは上弦に戦いを挑いどんだのだが、しかし──

「しかし、君は上弦に敗れ、捕まってしまった。だからこそ君は今ここにいるわけなんだが……いや、待てよ。だとしたら、これは──」

　途中から独り言のような口く調ちように切り替わり、再び真田は思し考こうに立ち戻ってしまう。訳がわからない。真田がなにを言いたいのかわからず、薄うす気き味みの悪さに耐えかねて、レレナはいまだによく動かない身体からだをベッドの上でよじった。と、それと同時に、銃じゆう口こうを向けられている白しろ宮みやが、意を決したように口を開いた。

「真田、さん、一体、さっきから、なにを──」

　ぼんやりと宙を漂っていた真田の視線が、ふと気づいたように白宮の顔の上に留まった。

　真田の顔から、笑みが消えた。

「うるさい」

　そして真田は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく引き金を引いた。

　銃声がレレナの鼓こ膜まくを震わせる。心臓が、一瞬だけ、確かに止まった。張り詰めた表情を浮かべたまま、レレナは目の前で彫ちよう像ぞうのように立ち尽くす真田と、白宮の姿を見つめつづけた。

　白宮は、無表情だった。自分に起きたことを理解できなかったのか、それともすべてを理解した上でなお無感情を取り繕つくろっていたのか。破れた頰ほおから血が滲にじみ出て、顎あご先に伝わってぽたぽたと滴したたり落ちても、白宮はじっと真田の顔をにらみつけていた。真田は感情の混じらない瞳で白宮のことを見返し、ぽつりと言った。

「気が散るから黙っていろ。次は当てるぞ」

　その言葉が本気であるということは、傍はたで聞いているレレナにもわかった。次に白宮がなにか行動を起こした瞬間、真田は容よう赦しやなく白宮の額ひたいに弾だん丸がんを撃うち込むだろう。真田の機械的な表情が、なによりも彼の言葉を肯定していた。それまで絶えず浮かんでいた笑みは、もしかしたらこの表情を隠かくすためのカモフラージュだったのかもしれない、とさえレレナは思う。それくらい、笑みの消えた今の真田の顔は、冷れい酷こくで、残ざん忍にんで、そしてなにより──非ひ人間的だった。

　真田はレレナのほうに視線を戻し、その口元に再び微笑を宿した。

「どこまで話したか──そう、そうだ。君は上弦に敗れ、ここに連れてこられた。これは私の推測なんだが、そのときにも、その血液欠けつ乏ぼう症しように似た症状が出たんじゃないか？　身体から力が失われ、急激に身体からだが冷えていくような感覚を、そのときに味わわなかったか？」

　さらに笑みを深くし、

「いや、あるいは、そのときにはじめてこの症状が出たのかもしれないな。どうかな？　それまでは一度でもこの症状に陥ったことがあったかね？」

　レレナは、なにも答えられない。が、真さな田だにとってはそれだけで充分だった。レレナの顔に表れた明らかな驚きよう愕がくを目にしてくつくつと笑い、不意に踵きびすを返して机のほうに歩いていく。自然、右手に握る拳けん銃じゆうの射しや線せんは白しろ宮みやから外れたが、あまりの呆気あつけなさに白宮はしばらくのあいだその真田の姿を目で追うことしかできなかった。椅い子すを軋きしませながら座り込み、机の上の書類に何事かを凄すさまじい勢いで書きつけながら、真田は心しん底そこ楽しそうに言った。

「まったく、素晴らしいな。素晴らしく予想外だ。こんなオマケがついてくるとは思っていなかった。上じよう弦げんに感謝しなくてはいけないなあ」

　唾つばを飲み込み、レレナは身体に力を入れた。最初のうちは石の中にあるかのようにぴくりとも動かなかった身体が、懸けん命めいに力を籠こめているうちに、ゆっくりと、痺しびれを伴いつつではあるが、思い通りに動くようになってきた。症状が引いてきたのか、それとも栄養剤ざいが効いてきたのかは定かではないが、ともかくも動けるようになったのは事実だ。左腕を起点にしてベッドの上に起き上がり、その端に腰掛ける。と、それまで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた白宮が、我に返ったように駆け寄ってきた。その顔を見上げて弱々しく笑い、それから真田に視線を移して、レレナはおずおずと問いかけた。

「──いったい、なんのことなんですか？　どうしてそんなに、私に起こったことがわかるんですか？」

　真田は振り向かない。一いつ心しん不ふ乱らんになにかを書面に書きつけている。その凄まじいまでの執しつ筆ぴつ速度と、鬼き気き迫る笑みを湛たたえた真田の横顔に、レレナはそれ以上の問いを重ねることはできなくなってしまった。いつの間にか、手にしていた拳銃は懐ふところにしまわれていたが、今の真田の作業に割り込めば再びそれを突きつけられないとも限らない。たっぷり三十秒は沈ちん黙もくが続き、ほとんど答えを諦あきらめてうつむいていたレレナに、思い出したように真田が口を開いた。

「なに、ちょっとしたことだ。実にちょっとしたことだが、私にとっては大きな発見があったんだよ。それでも『確認』以上の価値はないんだけどね」

　さっぱりわからない。と、そんなレレナの思し考こうを気配から読み取ったのか、真田はふと手を止めて、ベッドの端に腰掛けているレレナに目を向けた。

「君の話は非常に重要な参考資料となった。感謝するよ、レレナくん。これで私の目的は、これ以上ないほど確たるものとなった」

　白宮が息を吞のむ音が聞こえ、レレナはそちらにちらりと視線を遣やった。ぎりぎりと音が鳴るほどに歯を嚙かみ締めた白宮の表情、その顔に戸と惑まどいを覚えたレレナは、白宮に小さく声をかけようとした。だが、レレナが口を開く前に、部屋のドアのほうが先に軋んだ音を立てて開いていた。

「……おや、玄げん翁のう。どうしたんだ？」

　真さな田だの意外そうな声、それに促うながされるようにレレナはドアのほうに顔を向ける。そこには確かに、あのときのあの男の人が立ち尽くしていた。夜に同化するような漆しつ黒こくのジャケットをその背に羽は織おり、感情のかけらも浮かばないその表情は、しかし真田のそれとは違い、あくまでも人間としての無表情だった。息を詰めて見守るレレナと白しろ宮みやの前で、玄翁は静かな足取りで真田に近づき、その耳元で何事かを囁ささやいた。

　真田がそれまで放っていた異い様ような雰ふん囲い気きが、陽光に晒さらされた朝あさ靄もやのように薄れていった。互いに寄り添うレレナと白宮のことに一瞬だけ視線を向けてから、真田は椅い子すに腰掛けたまま、立ち尽くす玄翁の長身を見上げた。

「──わかった。連絡ご苦労」

　玄翁はなにも答えず、レレナと白宮のことを見ようともせずに、踵きびすを返してそのまま部屋から出ようとした。と、ドアノブに手をかけたところでその動作がぴたりと止まり、玄翁は首だけで真田を振り返る。

「そういえば、真田。銃声が聞こえたようだが」

　尋たずねているのではなく、確認しているような口く調ちよう。真田は机に頰ほお杖づえをついて玄翁の顔を見返しながら、なんでもないことのように、

「それがなにか？」

「──いや」

　玄翁の表情に滲にじむ悲しげな色合いが、ほんの少しだけ濃くなったような気がした。それを確かめるよりも先に、玄翁は素早くドアを開け、どんな種類の残り香も残さずに部屋から立ち去った。

「さて。ずいぶん長いあいだ拘こう束そくしてしまったね」

　優しく響ひびいた真田の声こわ音ねに、引きつけられるようにしてレレナは視線を向けた。先ほどまでの異い態たいが噓うそのように平然とした真田の表情に、レレナはもはやどういう反応を起こせばいいのかさえわからなくなってしまった。ちらりと隣となりの白宮を見上げれば、こちらもレレナと同じく困こん惑わくの表情を浮かべている。しかし真田は、そんな二人の戸と惑まどいに気づきもせず、最初にレレナを連れ出したときのような静かな声で言った。

「もう帰ってもらっても結けつ構こうだよ。さやかくんもご苦労さま。私はまだここで書き物をしているから、レレナくんを送り届けてあげてくれ」

「…………」

　先ほどまで銃じゆう口こうを突きつけていたというのに、まるでそれを忘れてしまったかのように真田の口調は軽々しく、また馴なれ馴れしいものだった。それを挑ちよう発はつと受け取ったのか、もはや敵意を隠かくそうともしない白宮の視線が、いっそうの厳しさを増す。「言われるまでもありません」と吐き捨てるようにつぶやいて、白しろ宮みやはレレナに手を差し伸べた。

「大丈夫？　──立てる？」

　一転して心配の色に染まったその表情には、矛む盾じゆんする感情がありありと表れていた。本当ならばもっと回復するまでここで休ませていたいが、一方で一刻も早く真さな田だからレレナのことを引き離したい。この部屋から早く離れたいのはレレナも同感だったので、レレナはふらつきながらも立ち上がり、白宮の手を取った。

「なんとか、大丈夫そうです」

　その言葉にこくこくと何度も頷うなずき、白宮はレレナに肩を貸すようにして歩きはじめる。部屋のドアを開け、白宮について部屋から出ようとした瞬間、レレナは後ろ髪を引かれているような感覚に耐え切れずに、ちらりと真田のことを振り返った。

　真田は、レレナたちのことを見ようともしていなかった。机の上の書類に向かい合って、書面の上をペン先でこつこつと叩たたいていた。先ほどのように凄すさまじい勢いで書き物をしているのでもなければ、その顔には笑いのかけらも浮かんでいない。さりとて無む色しよく透明ですらない真田の表情を、自分の短い人生経験の中から表現するのだとしたら、それはなにがしかの『決意』の色であるように、レレナには見受けられた。




　レレナの部屋の前までたどり着いたときにはもう、症状は大部分が収まっていた。まだ少しふらつきはするが、支えがなくても歩けるようになるまでには回復している。それでも白宮が手を離そうとしないことに、レレナは恥ずかしいようなくすぐったいような感覚を覚えていた。部屋の前で立ち止まり、白宮はレレナのことを妹を心配する姉のような目で見る。その瞳には、迷いの色が滲にじんでいた。

「──多分、真田の言っていたことは本当だと思うわ。その症状は、血を飲めばすぐに解決する、っていうの」

「…………」

　言葉を選びながらそう言った白宮に、レレナは、答えることもできずにうつむいてしまった。白宮はレレナの手を離し、代わりに両肩にその手を置いた。優しい声、

「どうして、血を飲まないの？　あとで栄養剤ざいを持ってくるつもりだけど──いつまでもそれだけで間に合わせるわけにはいかないのよ。いつかは飲まなくちゃいけないんだから」

「──はい」

　かすれた声で、レレナはようやくそれだけ答えた。

　白宮に言われずとも、そのことは考えてはいた。先ほど真田が自分に施ほどこした栄養補ほ給きゆうの処置は、あくまでも応おう急きゆう的なものに過ぎないのだ。今まで血を飲まずとも平気でいられたのに、なぜ急にこんな症状が出るようになってしまったのか、それはわからない。だが、確かに症状は回を増すごとに進行している。ツルの前でこの症状が起きたときには、少なくとも喋しやべることくらいはできたはずなのに、先ほどの診しん療りよう室ではそれすらもままならなくなってしまったのだ。このまま血を飲むことを拒こばみつづけていれば──本当に、命に関わるかもしれない。

　だが──それでも、レレナは、血を飲むことがどうしても嫌だった。理り屈くつではなく、レレナの胸の一番奥おく、根本的なところで人じん血けつを飲むということにどうしようもない抵抗感があるのだ。名前もつけられないほど不確かな、それでもそれが「ある」ということだけははっきりとわかっている嫌けん悪お感かん。胸に疼うずく感情を堪こらえて、レレナはぎゅっと顔を歪ゆがめた。そんなレレナを見て、白しろ宮みやはほんの少しだけ表情を和やわらげた。

「本当のこと言うとね、レレナちゃん──私、全然わからないわけじゃないのよ。その、血を飲みたくないって思う気持ち。そういう友達が、いたから」

　白宮は、過去形を使った。和らいだその表情に、悲しみの色が混じる。

「誰だってそんなもの飲みたくないし、ましてやレレナちゃんみたいな女の子だったらなおさらそうだとも思う。でも──命には、代えられない。こればっかりは慣れるしかないのよ」

「…………」

　わかっている。わかっているのだ。それくらいのことは、自分にも充じゆう分ぶん理解できる。生き延びるためには血を飲むしかなく、そして命と比較できるものなどなにもない。小学生にだってわかる、単純かつ明快な答えだ。が──世の中は、頭で理解できることだけで成り立っているわけではない。

　なにも言わないレレナの葛かつ藤とうを読み取って、白宮は小さく、強い口く調ちようで言った。

「次にあの症状が出たら、そのときは──あなたがどんなに嫌がっても、力ずくでも血を飲ませるから。いい？」

　その言葉に、しかしレレナは微み塵じんの恐怖も感じない。風か邪ぜを引いているのに苦にがい薬を意地でも飲もうとしない子供を心配する、母親のような口調だったからだ。この状況にあって、それほどまでに自分を思ってくれる人がいるということが、途と方ほうもなく嬉うれしかった。まだ迷いの残る表情を白宮に向けながら、レレナはこくりと頷うなずいた。

「そのときは、──お願いします」

　自分では、できませんから。言葉にならなかったその続きを、白宮は確かに聞き取ったようだった。安あん堵どしたように笑い、「それじゃ」とレレナの手を軽く握り締めて、そのまま歩き出そうとする。その足が、かくんと引き止められてその場に留まった。目を瞬まばたかせながら、白宮は顔だけでレレナのことを振り返った。

「……レレナちゃん？」

　レレナは、白宮の手を離さずに握りつづけていた。少し意外そうに眉まゆを広げた白宮のことを、レレナは潤うるんだ瞳で見つめ、それから白宮の腕をきゅっと抱きしめた。

　なぜだか急に、涙が込み上げてきた。自分でもよくわからない、安堵なのか不安なのかさえはっきりしない感情が、胸をぎゅうぎゅうと締めつけている。その締めつけに押し出されるようにして、レレナの喉のどから声が漏れた。

「ありがとう、ありがとう、ございます、白しろ宮みやさん。こんなところで、私、ひとりぼっちで──あなたが、あなたがいなかったら、私、私は──」

　驚きに目を見開いていた白宮は、その言葉を聞き、ふと目を細め、

「いいのよ。気にしないの」

　聖せい母ぼのような微笑ほほえみを浮かべて、レレナの頭を静かに撫なでてくれた。




　　　　◆




　レレナが部屋に入り、従じゆう者しやが廊下の向こうに消えるのを待ってから、舞まいは待ってましたとばかりに部屋の中に侵入した。それでも舞は焦らない。部屋の中に監かん視し役やくの従者がいないとも限らない。レレナのあとを追うようにしてドアから侵入し、そこでいったん回れ右をしてクローゼットの中に身を潜ひそめる。声は──聞こえない。ただレレナがくつろいでいるらしき、ベッドの軋きしむ音が聞こえてくるばかりだ。それでも念のため、頭の中に叩たたき込んだ部屋の構造図を呼び起こして、舞は物質をすり抜けながらリビングの端の端へと移動し、そこから目だけをちらりと覗のぞかせた。

　人生を嘆なげきたくなるほど広い部屋に、資本主義を呪のろいたくなるほど豪ごう華かな調ちよう度どの家具一式が取り揃そろえられている。とりあえず今現げん在ざい舞の目の前にある机の脚あしは、精せい密みつな装そう飾しよくが施ほどこされ薄うす明あかりに光こう沢たくを反射させるオーク材でできている。一応は裕ゆう福ふくな生まれである舞の家とて、ここまで豪華なテーブルはお目にかかれなかった。そもそもたかだか机の脚如ごときになぜここまで、と人生の理り不ふ尽じんを長々とぶつけようとして、舞はふと己の任務を思い出した。

　通常の生活で、普通の肉体を持っているときであれば咳せき払ばらいのひとつでもしたかったところだが、生あい憎にくそれができる状況でもない。舞は慎しん重ちように、テーブルの下から食器簞だん笥すの中、壁を経由して上昇しシャンデリアの隙すき間まから目を覗かせ、誰もいないことを確認してから寝室へと天井沿ぞいに移動する。再び部屋の隅すみから寝室を見下ろすと、巨大なベッドの上で目を覆おおって寝ね転ころんでいるレレナの姿が目に入った。

　その大きなベッドと対比するようにちっぽけなレレナの身体からだに、なにやら込み上げるものがあった。一度寝室から離れ、念のためにロフトやキッチンのほうにまで確認の足を延ばしてから、舞はようやくまともに部屋の中に入り込んだ。

　ふわふわと浮かびながら、礼れい儀ぎ正しく寝室の入り口から入っていく。意外なことに、先ほどまで目元を腕で覆っていたレレナは、舞が入ってきたときにはその腕を降ろして天井をじっと見つめていた。その顔に浮かぶぞっとするほどの無表情を、舞はひとりぼっちの心細さによるものと受け取った。なんと声をかけるべきか言いあぐね、その気配を読み取ったのか、レレナはふと視線を入り口に向けた。

「………………っ」

　驚きは、無言の形をとって表れた。舞まいは小さく笑い、軽く右手を上げてから、滑るようにレレナに近づいていく。周囲に素早く視線を巡らせたのは、まだ警けい戒かい心が解けていないためだ。その口元をレレナの耳元に近づけ、確認するように言う。

　──監かん視しカメラとかがあるかもしれない。レレナは喋しやべらないで。普段どおり装ってて

　あくまでも「もしかしたら」の域いきを超えないことではあるが、用心に越したことはない。仮にあったとしても、『組織』としては囚とらわれ人であるレレナが手を出せる位置にはそれを置いていないだろう。寝室に限らず、少なくともこの部屋の中には、落ち着いて話のできる場所などない。幽ゆう霊れいである自分は映像には残らないのだから、レレナがなにか不ふ審しんな行動──要するに喋ったりジェスチャーしたり──するのを抑えて、こちらが抱えているメッセージだけを伝えるのがベストだった。

　レレナの顔が、安あん堵どしたようにほころんだ。それくらいの反応なら構わないだろう、と思い、舞も無む邪じや気きな笑みを顔いっぱいに浮かべる。「安心してね、すぐに助けてあげるからね」と心しん底そこから励ますように声をかけ、舞はその表情を真ま面じ目めに引き締めた。

　──月つき島しまさんは、なるべく早くに行動を起こしたがってる。今は、えっと……

　と、ベッドの枕まくら元もとに埋め込まれているデジタルの時計を見み遣やり、

　──午後三時だね。うん、だから今日、太陽が沈むのと一緒に月島さんはここにやってくると思うんだ。だから、レレナ、それまでのガマンだからね

　レレナは、至し近きん距離に顔を近づけている舞にしかわからないほどに、かすかに顎あごを上下させた。そのことに気をよくして、舞はレレナの眼前にびしりと親指を立てる。

　──レレナがすることは──特にない、けど、もしできたらこの階の非常口の近くにいて。この部屋から、自由に出られるの？

　少しの間を置いて、またもや舞にしかわからないほど小さく、レレナは首を左右させる。ふむ、と舞は息を抜き、

　──ま、そりゃそっか。人ひと質じちを自由に動き回れるようにするほど馬鹿じゃないもんね。わかった、今のは忘れて。月島さんにもそう伝えておくから。だから、心構えだけしててね

　レレナの眉まゆが申し訳なさそうに寄せられる。舞はからりと笑い、「大丈夫だって！」と請うけ負った。

　──なにしろこのあたしがついてるんだもん！　もうこの階の構造とかばっちり覚えたからさ、なんにも危ないことはないから、レレナをちゃーんとお母さんのとこに送り届けてあげるからね

　それを聞いても、レレナは微笑を湛たたえたまま、ただ小さく頷うなずいた。わかっているとはいえ、やはり相手がなにも答えないとお喋りのし甲が斐いがない。なんとなく言葉を濁にごして、その場にふわりと浮かび上がる。途と端たんに不安そうに眉まゆ根ねを寄せたレレナに向かって、舞は実に彼女らしい、明るい明るい笑顔を向けた。

　──待っててね、レレナ。もう少しだからね！

　それだけを言い残して、舞まいは時間を惜しむかのように空中で身を翻ひるがえした。物質を透とう過かする幽ゆう霊れいの身体からだはあっという間に『本ほん拠きよ』の外に出、パジャマの裾すそをはためかせながら空を切り裂いていった。

　なにもかもがうまくいった。レレナの居い場所を突き止めることも成功したし、侵しん入にゆう経路だって確保した。これ以上ない成果だ、と舞はにんまり微笑ほほえみながら、背中を押す追い風に乗るようにして、一いち路ろ亮りよう史じの待つビジネスホテルへと針路を固定した。




　　　　◆




　舞が消えていった部屋の壁を、しばらくのあいだレレナは、口元に微笑みを貼はりつけながら見つめていた。ベッドに腰掛けて、舞が再び出現するのを待ちわびているように、一いつ心しん不ふ乱らんに凝ぎよう視ししている。

　と、不意にレレナは視線を外し、ベッドから立ち上がった。大きく、伸びをする。手のひらでこしこしと顔をこすり、二回、三回、小さく咳せき払ばらいをして顔を上げたときにはもう、その表情からは笑みが消え去っていた。

　こくり、とひとりで頷うなずく。その仕し草ぐさはなにかを確認するかのようでもあり、またなにかに納なつ得とくしているようでもある。大きく深しん呼吸をしてから、レレナは寝室のドアに向かって、ゆっくりとその足を踏み出した。







幕間　舞の報告







　ベッドと壁のあいだの空間、閉じたカーテンからなお隠かくれるようにしてそこに座り込んでいた亮りよう史じは、闇やみの中でゆっくりと目を開けた。こち、こち、と規則的に時を刻む機械の音に『夜よ目め』を向け、現在時刻を確認する。

　午後五時三十分。直接確かめるわけにはいかないが、外の世界はそろそろ日没の陽光によってオレンジ色に染め上げられている頃だろう。体感としてその光を経験したことのない亮りよう史じにとっては、頭の中に浮かぶその光景も現実味を伴うものではない。彼の記き憶おくにある天空は、常に黒か紺こんの双ふた色いろいずれかによって塗り込められている。脳のう裏りに浮かんだその光景に、一瞬だけ思いを馳はせた亮史を見つめながら、ベッドの上の暗くら闇やみが動いた。

「起きたか」

「…………君もね」

　視線だけをついと動かして、亮史はベッドの上でうずくまるツキのことを見み遣やる。真っ黒な毛並みと対比するような包ほう帯たいの白が、闇の中に映えていた。

　吸血鬼の眷けん属ぞくであるとはいえ、使つかい魔まは吸血鬼そのものではない。人じん語ごを解し、特殊な能力と並なみ外はずれた運動性能を持つ、動物に過ぎないのである。強化された身しん体たい機能の延長として、普通の生物と比べれば回復はずっと早いとはいうものの、吸血鬼の『再生』には遠く及ばない。怪け我がをすればそれなりの時間をかけて治していかなくてはならないし──どこか身体からだの一部を失えば、それは永久に失われたままで終わる。その点で言えば、嚙かみ千ち切ぎられたところが尻尾しつぽの先さき数センチで済んだツキは幸運だったのかもしれないが、それ以外の箇所の損そん傷しようが大きすぎた。

　ツルとの戦いによって肋ろつ骨こつを数本へし折られ、頸けい骨こつにも異常をきたしているツキを、獣じゆう医いに連れて行くかどうかでは少なからず揉もめた。ぐったりと横たわりながら、それでもツキは「人間の世話になる気はない」と傲ごう然ぜんと言い放ち、また同時に手術を行ってしまえばしばらくは動けない身体になってしまうと主張した。一刻を惜しんでいるときに、悠ゆう長ちように自分の回復を待つわけにはいかない。多少の無理は押してでも、早急に行動を起こさなくてはいけない。毅き然ぜんとした態度でそう説いたツキに、最終的に亮史は妥だ協きようした。即すなわち、手術を行わない範囲での、獣医による応おう急きゆう手当、である。

　ボス猫としてのプライドがそうさせるのか、ツキは最後まで病院に行くのを渋っていた。しかし、なんの処置も施ほどこさないまま次の戦闘に突入すれば、ツキが真っ先に死ぬのは目に見えている。厳げん然ぜんとしたその事実を突きつけられたツキは、仕方がなさそうに首を縦に振ったのだった。

　そして今、ツキは治療を施ほどこされた身体からだでベッドの上にうずくまっている。診しん査さつを受け、あくまでも応急に過ぎない処置をされ、申し訳程てい度どの包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされたまま、なにを考えているのか定かではない視線を闇やみに巡らせている。頑かたくなに手術を拒こばんだ自分のことを、あの獣じゆう医いたちはどう思っているのやら──と、亮りよう史じは包帯巻きのツキの姿を見ながらくすりと笑った。途と端たんに飛ぶ不ふ機き嫌げんな声、

「なにがおかしい」

「いや、別に。──ところで、怪け我がの具合はどう？」

　あからさまな話題の転換に、ツキは小こ馬鹿にするように鼻を鳴らした。それでも戦せん略りやく上じよう重要な質問なので、はっきりと答える。

「よくはないな。歩けるようにはなったが、全速で走るのは無理だ。普通の猫の小こ走ばしり程度の速度しか出ない」

　とはいえ、それはさしたる問題ではない。なぜなら、

「まあ、ツキの役目はレーダーだからね。走るのは僕が代わりにやるから、君は僕の肩の上に乗っていてくれればいいんだけど」

「ああ、そうしてほしいな。だが、まずいことにそちらのほうにも影えい響きようが出ている」

　亮史の眉まゆが、ぴくりと動いた。亮史が持つ『感かん知ち』能力でも、半分は吸血鬼であるレレナの居い場所を特定できるかもしれない。だが、大おお雑ざつ把ぱな位置しか摑つかめない吸血鬼の『感知』よりも、精せい密みつ探知が可能なツキのヒゲのほうがはるかに頼りになるのだ。それが使えなくなるということは、かなりの不利を招くことになる。それでも外見はさして驚いたふうでもなく、亮史は表情を緩めながら尋たずねた。

「どんな」

「負傷のためだとは思うが、衝しよう撃げきを受けるとそれと同時にヒゲにノイズが混じる。それでも主人の『感知』とは比べ物にならないが」

「レレナくんだけを見つけ出すのは、可能か？」

　ツキは一瞬黙だまり、ベッドの上に丸めた前足のあいだに視線を落とした。

「状況による。ノイズが混じると、探たん査さの波がブレてしまう。周囲に大勢の従じゆう者しやがいたりすれば、それだけブレが大きくなってレレナの『力』は紛まぎれてしまうだろう。もともとが半はん吸血鬼だからな、持ってる『力』が少ないんだ。だから目立たないし、紛れやすくなってしまう」

　亮史は憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「やれやれ──結局、舞まいくんの情報待ちか」

　それを聞いて、ツキは「ふん」と鼻を鳴らし、

「あんな小こ娘むすめの持ってくる情報が、当てになるものか。真しん偽ぎも定かではない、確かめる術すべもない情報に縋すがりつく気か？」

　──なんか、すっごいやる気なくすんですけど

　背後に響ひびいたその声を、ツキは振り向きもせずに嘲ちよう笑しようし、

「事実だろうが。戦いを知らずに生きてきた小こ娘むすめが、どんな役に立つというんだ」

　動どう揺ようなどかけらもないツキの言い草に、亮りよう史じはかすかに苦く笑しようした。恐らくツキには、舞まいが接近していることがわかっていたはずだ。ツキのレーダーは常に開きっぱなしの状態でも『力』を消費しないのだから、ヒゲに混じるノイズとやらの調整を行っていたのだろう。近づいてくる舞を感かん知ちしていながら、それでも舞に対する辛しん辣らつな物言いを中断しようともしなかったところが、やはりツキだった。

　そして舞も、やはり舞であった。ツキの性格などとっくに把は握あくできているはずなのに、その言葉を聞いて舞は顔を真っ赤に染め上げてしまった。拳こぶしをぶんぶんと振り回しながら、

　──なにそれ、元はといえばツキくんたちがなんにもできないからあたしが手伝ってあげてるんでしょ!?　なんにもしてないツキくんになんでそんなこと言われなくちゃいけないのよ、そんなこと言うんならツキくんが偵てい察さつに行けばいいじゃない！

　ツキは耳を伏せている。聞く気もない、ということか、そんな彼の態度に舞はますます激げつ昂こうし、十五歳さいの少女が考えつく限りの悪あつ口こうでツキのことを罵ののしりはじめた。にわかにやかましくなってきた室内で、亮史は笑みを浮かべながら舞のことを見つめている。と、舞がそんな亮史の視線に気づき、暖簾のれんに腕うで押おしなツキを放ほう棄きしてこっちに食ってかかってきた。

　──ちょっと月つき島しまさん、なに笑ってんの！　月島さんもなんとか言ってよ！

　いきなり振られて亮史は慌あわて、頭をぽりぽりと搔かきながら、

「あー、いや、まあ──とにかく、おかえりなさい」

　口元に浮かんだ笑みを柔らかくしながら、亮史はそう舞のことを労ねぎらった。途と端たんに不満そうに曇っていた舞の表情がぱっと輝き、「ふふん」と得意そうに鼻を鳴らしてツキのことを見下ろした。ツキは相変わらずの無言だったが、耳を伏せたままちらりと向けられたその瞳には、複雑な色が浮かんでいた。と、すぐにそれを隠かくすように、ツキは目を閉じて寝ねに入った。

　ツキの気持ちは理解できる。なにも好んで憎まれ口を叩たたいたわけではないのだろう。『感かん知ち』に特化している使つかい魔まとして、本来は自分がなすべき偵察の任務を、人ひと任まかせに──それもこんな子供に任せなくてはいけないという屈くつ辱じよく。自らが負傷しており、また『感知』を持つ上じよう弦げんに悟さとられないように偵察しなくてはいけないという事情を差し引いても、それはツキの高いプライドを深く傷つけているのだ。そのことがわかっているだけに、亮史はツキにはなにも言わずに立ち上がり、舞のほうへと視線を向けた。

「それで、成果はどうだった？」

　舞は思っていることがそのまま顔に出る。そしてそのとき舞が浮かべた表情は、極ごく上じようの笑顔だった。

　──もうばっちり。完かん璧ぺきすぎ。自分が怖いくらい

　五秒経たち、十秒経っても、亮史はどんな感想も口にしない。舞の言葉は二割ほど差し引くくらいでちょうどいいと考えているからだ。と、そんな亮りよう史じの思おも惑わくを読み取ったのか、切り替わるように不満の表情を浮かべながら、舞まいはおもむろに自分のパジャマの裾そでを摑つかみ、

　──あ、そ。信用できない。ふーん、そっか

　むすっと唇を曲げながら、そのまま思いっきり裾すそを引っ張った。思わずたじろいだ亮りよう史じの目の前で、パジャマの裾はゴムのように伸び、ちょっとしたテーブルクロスくらいの大きさにまで広がっていく。幽ゆう霊れいの能力のひとつ、姿を自在に変える『変へん化げ』の力。まるで呼吸をするがごとくに自然にそれを行った舞のことを、亮史は少なからぬ驚きと共に見つめた。が、舞はそんな亮史の視線には気づかずに、広げた裾の上に画像を浮かび上がらせる作業に執しゆう心しんしていた。

　──で、確かここが──そうそう、こうで、それで──

　ぶつぶつと独り言をつぶやきながら、裾の上に画像を再現していく。舞の記き憶おくに依存しているためか、そこここに微び妙みような歪ゆがみが生じているが、見るのに支し障しようをきたすほどではない。亮史ばかりか、いつの間にか目を開けていたツキまでもが、呆ぼう然ぜんとベッドの上に広げられたその図面に視線を落とした。思わず知らず、驚きが口から漏れる。

「……これは…………」

　舞は指で鼻の下をこすり、それはそれは得意げに言った。

　──ホテルの見取り図。壁に掛かってたのを覚えて、再現したの。ここが非常口。で、ここがレレナのいる部屋

　亮史はわずかに訝いぶかしげな顔をし、

「高層ホテルに、非常口？」

　──ん、よくはわかんないけど、そこだけ開くようになってたよ。取っ手があったし、開け方も書いてあった

「火災時のための排はい煙えん口だな。人間が出入りすることはできないだろうが──主人には、『霧きり』がある」

　ぽつりと言ったツキを振り返り、舞は意い地じ悪わるに笑う。

　──どう、これでもまだあたしは役立たず？　ツキくんが行ったら、ここまで詳しく調べてくることはできた？

　ツキは黙ったまま、ただ鼻を鳴らした。それが答えであることは誰にも明白だった。亮史が改めて、驚きを賞賛の声に変える。

「いや、これは本当にすごいよ、舞くん。大おお手て柄がらだ」

　──え。そ、そうかな

　舞の表情が、若じやつ干かんの照れを含んでほころんだ。亮史は頷うなずき、ベッドの上に腰掛けた舞の後ろを迂う回かいして、テーブルの上に備えつけられているメモとボールペンを手にした。再びベッドに立ち返り、その構造を素早く書き写しながら言う。

「構造を見てきてくれとは言ったけど、ここまで正確なものは予想外だった。──なるほど、幽ゆう霊れいはこういうこともできるのか」

　舞まいはゆるゆるに笑んだまま、誇るようにパジャマの裾すそを払う。

　──やっ、服とか思いどおりに変えられるから、もしかしたらこういう使い方もできるんじゃないかなーって思っただけなんだけどね

「ふん。そいつの記き憶おくが正しいとは限らんさ」

　そう言ったのは、どことない不ふ機き嫌げんを全身に滲にじませたツキだ。途と端たんに舞は怒ったような顔になるが、彼女が口を開く前に、亮りよう史じがペンを走らせながら静かな声でそれに答えていた。

「らしくないな、ツキ」

「…………」

「自分の鬱うつ屈くつを他人にぶつけるのはやめろ。迷めい惑わくだ」

　怖ろしいまでに無感情な亮史の声に、むしろ舞のほうが驚いた顔をした。ツキは不機嫌に口を閉じたまま、その視線をそらしただけだ。メモの上に見取り図を書き写し終えた亮史は、息を詰めて自分を見つめる舞の視線に気づき、その緊きん張ちようをほぐすように柔らかく笑った。

「ありがとう。もう消してもいいよ。写したから」

　──え、あ──う、うん

　ぱんぱん、とパジャマの裾を払う振りをして、舞はその部分を元に戻した。今いまし方がたの亮史の常にない強い口く調ちように驚いているのだろう、窺うかがうような視線で亮史の顔を見上げてくる。変わらぬ笑みを湛たたえたまま、亮史は親指でくいとベッドの上を指差した。

「疲れたんじゃないかな？　少し寝たら？　時間はまだだいぶあるし、そのときになったら起こすから」

　反射的に首を振りかけた舞を、亮史は笑顔で封じ込める。

「いざとなったときに『力』が切れたりしたら僕も困る。大丈夫、君を置いていくなんて真ま似ねはしないよ。君は僕にとって、必要な人だから」

　大切な人、とは亮史は言わなかった。意識していたわけではない。そんな細かい機き微びに気づくほど、亮史は鋭い性格をしていない。だが、その言葉を聞いた瞬間、舞はほんの一瞬だけ泣きそうな顔をした。なにかを言おうとして口を開き、しかしそこからは、深々とした吐と息いきだけが漏れる。ぐっと唇を引き結び、潤うるんだ瞳を足元に向けて、舞はぼそぼそと言う。

　──…………ばる、から

　あまりに小さなその声を、聞き取ることは亮史は愚おろかツキにさえできなかった。不ふ思し議ぎそうに首をかしげる亮史の顔を見上げ、舞は照れくさそうな、くすぐったそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「がんばるから。あたし、──がんばるから」

　子供のようにあどけない、ただ繰り返すだけのその言葉には、しかし実質となって響ひびくだけの感情が溢あふれていた。不意に実体感を帯びた自分の身体からだに気づき、舞は慌あわてて『力』の調整をする。見事なまでのそのコントロールに内心で舌を巻きながら、亮史は目を細めて、小さく頷うなずいた。舞まいは顔を赤らめながら、ごまかすように「へへ」と笑い、

　──えと、うん、それじゃ、あたし、寝るね。ちゃんと、起こしてね

　焦ったように切れ切れの言葉を残して、舞は空中にふわりと浮かび、ツキが丸まっているすぐ脇のベッドの上に腰を落ち着けた。『接せつ地ち』とかいう技術にもそれなりの『力』を使ってしまうのだろうか、舞の背中がベッドの中に浮き沈みしているあたり、それすらも使ってはいないようだった。寝ねに入ってからもまだいろいろと話しかけられると思っていたが、意に反してすぐに穏おだやかな寝息が聞こえてくる。お疲れさま──と内心で舞を労ねぎらって、亮りよう史じは再び壁に背中を押しつけて座り込んだ。

　やがて──舞が完全に熟じゆく睡すいした頃を見計らって、亮史はツキに声をかけた。

「どう思う？」

　闇やみの中でなお黒いその毛並みをわずかに動かし、ツキは答える。

「言ったとおりだ。正しいとは限らん。仮にそいつの記き憶おくが正しかったとしても、奴やつらが見取り図を差し替えている可能性もある」

「舞くんがいることを、向こうに知られたのはまずかったかもしれない。今さら言っても詮せんのないことではあるけど」

「こちらが幽ゆう霊れいを偵てい察さつに使うことも、織り込んで想そう定てい済み、か」

　湯ゆヶが崎さきでの戦闘において、舞が幽霊であることは上じよう弦げんに知られてしまっていた。姿を自在に変えられて、物体を自由に通り抜けられる幽霊は、意思を持っていれば最高のスパイとなりえる。舞の存在を知った上弦が、それをなにより警けい戒かいするであろうことは、容易に予想がついた。とはいえ、他に取るべき道がなかったのも事実だ。

　亮史は息を吐く。

「後ご手てに回るのは仕方ない。向こうは組織だからな」

　固こ有ゆう名詞としてではなく、一般名詞としての組織。それに比べてこちらは、有ゆう為いな戦力といえば亮史ただひとりの『個人』に過ぎない。情報力においても戦闘力においても、決定的に不利であることは否いなめなかった。向こうの組織力がどれほどのものかはわからないが──最悪、この場所に亮史が宿泊していることすら、露ろ見けんしているかもしれないのだ。

　闇の中で亮史は唇を歪ゆがめる。ツキは視覚ではなく、ヒゲによる感覚でそれを察したようだった。薄うす目めを開けて亮史を見、静かな声でツキは言う。

「楽しいか？」

　亮史は小さく、声に出して笑い、

「全然」

「楽しそうだ」

「……そう見えるか？」

「ああ」

　一瞬の間、亮りよう史じは立てた膝ひざを、拳こぶしで軽く叩たたいた。

「──よく、わからない。ただ、あのときのことを思い出すと、妙な気持ちになる」

「あのとき？」

「上じよう弦げんが、レレナくんを連れ去ったときだ」

　二匹の狼おおかみを即そく座ざに殺し、追いつかないとわかっていながら力の限り駆け出した。限りなく青に近い紺こん色いろの空、朝になる直前の、千年の生の中においても味わったことのほとんどない黎れい明めいの空気。走り去っていく棺かん桶おけにも似たトラック、その後ろ姿から確かに聞こえた上弦の笑い声。あの瞬間、自分は確かに上弦に負けた。手て塩しおにかけて育ててきた、同族の『主人』である上弦に、自分は完かん膚ぷなきまでに騙だまされて、敗北したのだ。

　そのことを思うたび、胸の中に奇き妙みような感覚が生まれる。身が焼けるような、双そう腕わんを振るって破壊の限りを尽くしたくなるような、そんな感覚。血を飲んだときに覚える破壊衝しよう動どうや攻撃衝動とはまるで違う。それらを味わうときには付き物の、愉ゆ悦えつの感は微み塵じんほどにも見当たらない。ただ──慣れきらないその感覚を、強しいて言葉にするのだとしたら、それは、

「──たまらないんだ。思い出すと」

　ツキは丸まったまま、なにも言わない。起きているのか寝ているのかも判然としない。それでも構わずに、亮史は舞まいの寝息にも劣るほど小さな声で、言葉を続けた。

「僕は助けることができたのかもしれなかった。やってきた『組織』の連れん中ちゆうは、かなり早い段階で戦意を喪そう失しつしていたんだ。そのときにさっさと学校を放ほう棄きして、君や、あるいはレレナくんと合流していれば──あんなことには、ならなかったかもしれないんだ」

「…………」

「それを考えるとたまらなくなる。自分の心臓を、自分で抉えぐり出したくなってくる」

　大きく深しん呼吸をする。吸血鬼にとっては呼吸など無用の長ちよう物ぶつでしかないが、肺はい袋ぶくろが膨ふくらみ、また萎しぼんでいく感かん触しよくは、少しだけ胸の中のざらつきを鎮しずめてくれた。一言一言、区切るように、

「だから、一刻も早く、僕は、レレナくんを、助け出す。そうすれば、この感覚も少しは収まってくれるだろうから。そのためにはどんな不利もどんな罠わなも関係あるものか。ただやるだけだ」

　そこではじめて、ツキが鼻先を上げて亮史のことを見た。目だけでツキの視線を見返し、静かに亮史は言う。

「なにか、文句があるか？」

「まさか。使つかい魔まが主人に文句など。ただ──」

「ただ？」

　聞き返した亮史の声に、ほんの少しだけ、ツキが笑ったような気がした。

「変わったな、主人」

「………………」

　なにも答えることができない。ツキが変わったというのなら、そうなのだろうと漠ばく然ぜんと思う。かすかに眉まゆ根ねを寄せて、困ったように自分を見つめる亮りよう史じの顔に、ツキはもう一度くぐもった笑い声を立てた。それきりなにも言わずに、再び鼻先を自分の腹の中に沈め、眠りの中に入っていく。

　亮史はどことなく釈しやく然ぜんとしない表情のまま、丸まったツキの漆しつ黒こくの背中を見つめていた。それからすぐに興味を失ったように視線を外すと、亮史は目の前にホテル内構こう造ぞう図ずの描かれたメモ用紙を掲げ、それを頭の中に刻みつけはじめた。
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　目を覚まし、ベッドから起き上がる。

　少しだけ怯おびえていたが、ちゃんと身体からだに力を入れることができた。腹ふつ筋きんの要よう領りようで上体を起こし、それからくるりと身体を回転させて、両足を同時に地面につける。

　よし。

　立ち上がり、レレナは裸足はだしの足の裏で絨じゆう毯たんの感かん触しよくを確かめながら、一歩一歩、踏みしめるように歩いていく。寝室を出、リビングを横切り、キッチンにたどり着いてそこに備えつけの冷蔵庫をばかりと開ける。ホテルの備品の分ぶん際ざいで、その冷蔵庫はレレナの背丈よりも高かった。ゆっくりと視線を上下させてその内部を見み遣やりながら、レレナは深々とため息をついた。

　一面にびっしりと、棚の奥にまでぎっしりと、輸血パックが敷き詰められている。まるで「さっさと消費しろ」と言われているようで、レレナはなんとなく視線を外しながら、冷蔵庫の扉の内側に置かれていたオレンジジュースのパックを手に取った。こればかりは最初からここにあったものではなく、ツルがコンビニまで出向いて買ってきたものだった。切れたら買ってくるから、好きに飲んでいいよ──そう言ったツルの言葉に、今日ばかりは甘えることにする。後ろ手に冷蔵庫を閉め、コップを探しにキッチンへと向かいながら、レレナは搔かき抱くようにオレンジジュースをその胸に押しつけた。

　なにか口にしていないと不安だった。診しん療りよう室で症状が出たときに、真さな田だが言っていたことが頭をよぎる。食物の栄養によって、吸血鬼の『血の力』の代だい替たいとしているのではないか。それを怠おこたってしまったから、こんな症状が出るようになったのではないか。それならば、ちゃんと食べ物を食べるようにすれば、血を飲まなくても済むのではないか──

　実に単純な、小学生でも思いつくような考えに、それでもレレナは縋すがりつくしかなかった。自由に外出できればコンビニでもレストランにでも出かけて、存ぞん分ぶんに食物を腹に詰め込むところだが、さすがにそんなことを許してくれるはずがない。結果としてこの部屋にある食べ物は、キッチンの棚の奥に忘れ去られたように置かれていたカンヅメと、ツルが持ち込んできたお菓か子しくらいのものだった。コップを取るついでに、テーブルの上にぶちまけられていたスナック菓子の袋をひとつ手に取って、レレナは寝室へと戻っていった。

「…………血、かあ……」

　ベッドの上で膝ひざを崩しながら、情なさけない声でそうつぶやく。

　吸血鬼になってしまったことは、母とガゼットが来日し、しばしの触れ合いだけを残して帰国したときに、すでに乗り越えていたはずだった。しかし、それにこんな副ふく産物がついてくるとは、予想もしていなかった──いや、あえて考えないようにしていたのだ。目の前に差し当たっての弊へい害がいがなければ、その問題はとりあえず後回しにするのが人間というものだ。自分は吸血鬼になってしまったのに、血は飲まなくてもいいのだろうか──そんな疑問は、実際に血を飲まなくても生活できているという事実の向こうにあっという間に追い遣やられ、埋もれてしまっていた。が、それは単に隠かくれたというだけのことであって、消えてなくなってしまったわけでは決してない。現に今、それは確たる事実となって、レレナの目の前に立ちふさがっているではないか。

　もう一度、深く息をついて、レレナは不ぶ器き用ようにスナック菓子の袋を開けた。ひとつだけつまみ、口の中に放り込む。ぱりぱりと響ひびく小こ気き味みのいい音に反して、そのお菓子は塩しお辛からく、ツルには悪いがレレナの口にはあまり合いそうになかった。オレンジジュースを注そそいだコップを両手に包み込み、湯ゆ吞のみを傾けるようにして口の中に流し込む。これで栄養が取れてるのかな──と不安になるが、それでもなにも口にしないよりはマシなはずだ。レレナはもう一枚、チップス型のスナックを指先でつまんだ。

　そのとき、リビングのほうから物音がした。

　視線を上げ、寝室のドアを見る。わずかな緊きん張ちようを帯びながら、レレナはベッドから降り立って、音を立てないようにドアまで歩いていく。レレナがいないと思っているのか、いまだにがさごそと続いている物音には、見つからないようにしようとする配はい慮りよはかけらも見当たらなかった。恐る恐る、ドアの陰から顔を半分だけだして、リビングの向こうにあるキッチンを覗のぞき込む。

　薄うつすらとではあるが、廊下の光が部屋の中に差し込んでいるのが見えた。息を詰めて見守るレレナの耳に、キッチンからがさごそという音が聞こえてくる。と、不意に人影がキッチンからリビングに出てきて、レレナは思わず声をあげそうになった。かろうじてそれは押さえ込んだものの、気配を察したのだろう、人影は「お」と低い声を出すと、ゆっくりとレレナのほうに近づいてきた。

「よう。──レレナってのは、お前だな」

　尋たずねているのではなく、確認するような口く調ちよう。レレナの『夜よ目め』に映ったその人影は、白しろ宮みやでもツルでも真さな田だでもなかった。見慣れない真っ黒なその服装は、レレナの目にはなにかの制服のように見受けられた。短髪、瘦そう軀く、ぎらぎらとした光の宿る三さん白ぱく眼がんをレレナに向けながら、口元を嫌らしくにやつかせている。レレナの表情に走った怯おびえの色を見て取って、その男は面白がるように目を細めた。

「真さな田ださんにお前を連れてくるように言われた。一緒に来てもらうぞ」

　面めん食くらう。そんなことを言われても、

「──でも、だって、今日はもう、いいって──」

　ただそう言っただけで、男の顔に明らかな苛いら立だちが混じった。短い髪に指を突っ込み、ばりばりと搔かき毟むしりながら、吐き捨てるように男は言う。

「知るかよそんなこと。俺はただ連れて来いって言われただけだ。──おら、さっさと来い」

　ぞんざいに首を振って、顎あごで部屋のドアを示す。だが、レレナはすぐに動くことができない。はじめて出会った人間に、充分な説明もなく来るように言われたところで、なかなか動けるものではない。逡しゆん巡じゆんするレレナを、男は五秒間だけ、冷え切った目で観察していた。

　それから、男は小さく息を抜いた。

　男の右腕が跳ねるように動く。なにをする暇ひまもなく、レレナは横から飛んできた男の手のひらに頰ほおを張り飛ばされ、そのまま顔を摑つかまれてリビングの壁に押しつけられていた。衝しよう撃げきがこめかみを突き抜けていき、なにが起こったのかもわからないまま、レレナは瞳だけを動かして男の顔を見る。その視線を見返して、男は面めん倒どうくさそうに顔を歪ゆがめ、

「さっさと来い。俺は白宮とは違う。捕ほ虜りよ相手にお情なさけをかけるつもりはねえ」

　息が詰まる。言葉を出すことができない。不意を突かれた空白に、怒ど涛とうのように恐怖が流れ込んでくる。耳朶みみたぶに感じる壁の冷たい感かん触しよく、耳の後ろあたりをぎりぎりと締め上げる男の手の感触、その向こうから見える男の顔は、廊下の逆光を背負って真黒く見え、




　夜を照らす街がい灯とうの光の下で、

　残ざん酷こくなまでの壁の灰色と、

　赤黒く染める血の斑まだら、

　女の哄こう笑しようが、

　激げき痛つう、




「──────────やっ」

「……ああ？」

　男が眉まゆをひそめて聞き返した瞬間、レレナはべたべたの恐怖をその顔に貼はりつけて、声の限りに叫んでいた。

「やっ、いやああああああっ、いやああああああああああああああ!!」

　自分を押さえつける男の手を跳ね除のけようと全力で抵抗する。不意を突かれて右腕を跳ね除けられ、男は呆気あつけに取られたようにレレナのことを見ている。しかしレレナにはそれが名前も知らぬ男の姿には見えていない。漆しつ黒こくの衣を纏まとい、自分を『潰つぶす』ために夜の闇やみの奥底からやってきた悪あく魔まにしか見えていない。言葉にならない悲鳴をあげながら、レレナは走って逃げ出そうとして、三歩もいかないうちに足がもつれて転んでしまった。それでも精せい一いつ杯ぱいの拒絶を言葉に乗せて、レレナはあらんかぎりの声を振り絞しぼった。

「やめえ、やめてえ、やめてよおっ、────私、私が、──わたしっ、なんにもしてない、なんにもわるいことしてないのに、どうして、わたし、」

「……なに言ってやがんだ？」

　気味悪わるそうにつぶやいて、男は転んだレレナにつかつかと近づいてきた。ただそれだけのことで、レレナの心と身体からだを恐怖が縛しばりつける。胸が苦しい。身体を返し、男のほうに顔を向けながら、レレナは幼児のようにいやいやをして背中ごしに這はいはじめる。胸を突く冷たい感かん触しよくに、再び叫び声をあげようとして、

「いやあああ──あぐっ！」

　開きかけたその口に、男の靴がめり込んだ。革の匂においが鼻び腔こうに漂い、瞬間的に吐き気が込み上げてくる。男はそのまま靴をレレナの口から引き抜き、さしたる容よう赦しやもしないでレレナの頰ほおを蹴けり飛ばした。

「うっるせえな。騒ぐんじゃねえよ、他の奴やつらが気づくだろうが」

　顔を歪ゆがめ、不快そうにそう言ってから、男は振り抜いた右足をレレナの顔面の上に叩たたきつける。ごきんっ、となにかが折れるような音が響ひびいてきたが、痛みは感じなかった。男は足を器き用ように使い、レレナを仰あお向むけに寝かしつけながら、細ほそ首くびを踏みしめたままその場に片かた膝ひざをついてレレナの顔を覗のぞき込んだ。

「別に犯そうとしてるわけでもねえだろうが。来い、っつってんだ。黙ってついて来ればいい。それ以上、騒ごうとするんなら──」

「────ぃいっ────」

　首の圧迫が急激に強くなり、気き道どうから閉め出された空気が切れ切れの音を作ってレレナの口から漏れた。それを聞き、また涎よだれと涙に塗まみれたレレナの顔を見、男は歪んだ笑みを口元に浮かべる。

「喉のど、潰すぞ？」

　脅おどしの響きは、その声にまったく混じっていなかった。それがさらにレレナの恐怖を煽あおり立てる。あの夜の屈くつ辱じよくが蘇よみがえってくる。もどかしそうに両足の膝ひざをこすり合わせながら、レレナは屈くつ服ぷくした人間の泣き顔で、ただ小さく頷うなずくことしかできなかった。




　　　　◆




　真さな田だの鼻歌など、はじめて聞いた。

　彫ちよう像ぞうのように立ち尽くしながら、早はや川かわは上じよう機き嫌げんにフラスコを磨みがいている真田のことを見つめている。長髪の奥に驚きの表情を隠かくし、その挙きよ動どうのひとつひとつをじっくりと観察する。口ずさんでいるのは信じ難がたいことに今いま風ふうのポップミュージック、「信じていれば叶かなわない夢などない」と楽しそうにつぶやきながら、磨き終わったフラスコを高価なガラス細ざい工くでも扱っているかのように丁てい寧ねいに机の上に並べた。と、髪に紛まぎれていた早川の視線にようやく気づき、微笑を湛たたえた真田がこちらを振り返った。

「なんだね？　なにか確認したいことでも？」

「──いいや」

　ぼそりと答えた早川に向かって、真田は呆あきれたように肩をすくめた。

「お前は相変わらず暗いな、早川。玄げん翁のうにそっくりだ」

「…………」

　早川はなにも言わず、ただ腕を組んだ。真田も答えを期待しているわけではなかったのだろう、今度は注射針ばりの入ったバットを前にして、ひとつひとつ念ねん入いりに消毒ガーゼで拭ふきはじめた。壁に背中を預けたまま、早川はしばらくその姿を見つめていたが、やがてやがて小さく息を抜くとおもむろに口を開いた。

「真田さん、確認することはないが質問することならある。いいだろうか？」

「ん？　ああ、なんでも言ってみてくれ」

　さしたる興味もなさそうに、真田は早川に背を向けたままそう言った。構わずに、思ったことを口にする。

「『女』のことだが」

　真田の肩が、ぴくりと動いた。

「彼女は一体何者なんだ？　あなたとどういう関係だ？　今回の『作戦』にどれだけ深く関わっている？」

「──やれやれ、無口かと思ったら、喋しやべるときには喋るんだな」

　苦く笑しようし、真田は椅い子すを軋きしませて早川のことを振り返った。新品の注射器を慎しん重ちようにケースの中に納めながら、細い目で早川の顔を見上げる。

「何者なのかは、まだ答えることができない。私との関係は、承しよう知ちのとおりだ。共きよう闘とう関係にある。今回の『作戦』に関しては──むしろ、私たちより彼女が主体にあると言っていい。詳しいことは言えないけどね」

「……あの『女』は、それほどの戦力を持っているのか」

　その問いに対してだけは、真さな田だは仰ぎよう々ぎようしいまでに大きく頷うなずいた。

「ああ。下へ手たをすれば我々すら食われてしまうかもしれない。決して彼女には近づかないようにしろよ、早はや川かわ。殺されてしまうぞ」

　どこまで冗じよう談だんなのかわからない。あるいは、全部本ほん気きなのかもしれない。これ以上の答えを真田から引き出すことは無理であると判断し、早川は礼を言って再び黙り込む。作業を再開した真田の背中を見つめながら、早川は静かに思う。

『女』の正体は──主人だ。

　無む論ろん、推測に過ぎない。だが、真田の言葉を繫つなぎ合わせると、早川にはそうとしか考えられなかった。

　正体を明かすことはできないが、『組織』に匹ひつ敵てきするほどの戦力を持っている。あの『女』が真田と同じような吸血鬼集しゆう団だんの頭とう目もくだというのなら、なにもそのことを隠かくす必要はない。むしろ、ただでさえ敵方の主人に怯おびえている『組織』の他の連中を勇気づけるためにも、積極的にそのことを明かすべきだ。属する団体が違うとはいえ、それだけの数の従じゆう者しやが共きよう闘とうにあるとなれば、他の従者たちの士し気きも跳ね上がるはずなのだから。

　だが、真田はそれをしようとしていない。それどころか、『女』の存在自じ体たい、白しろ宮みやや早川や松まつ野のなどの限られた相手にしか伝えていないのだ。公おおやけにはできない正体を持ち、かつ『組織』を食うほどの戦闘力を有しているとなれば、それはもう、吸血鬼のヒエラルキーの頂点に位置する主人でしかあり得なかった。

　いつの間にか、自分の喉のどがからからに渇かわいていることに早川は気づいた。主人。その響ひびきが持つ重さを、理解していない従者などいるはずがない。戦闘狂きようの松野は例外としても、たいていの従者は主人に対してコンプレックスにも似た恐怖感を抱いている。『支配』の能力による暴ぼう政せいを生き延びてきた従者たちにとっては、主人の存在そのものが恐怖の対象となっているのだ。たとえあの『女』が味方だったとしても、それぐらいでほとんど本能にまで根ざした従者の恐怖が消え去るはずがない。だからこそ真田も『女』の正体を隠しておきたがるのだろうし──早川も、あえてそれ以上追及する気にはならないのである。無用な混乱は、なによりも避けるべきものだ。

　しかし。

　早川にとて、主人に対する恐怖の感情はある。だが、真田はどうなのだろう。最初にあの『女』となにがしかの契約を結んだのは、早川や他の多くの従者と同じであるはずの真田なのだ。だが、その真田は『女』──否いな、主人に対する恐怖など、かけらも持ち合わせていないように見える。

　上じよう機き嫌げんに実験器具の整備をしている真田の背中を見ながら、早川は思う。

　もしかしたら、『組織』の中でもっとも異い質しつなのは、自分でも松まつ野のでも玄げん翁のうでもなく、『組織』の長ちようたるべき真さな田だなのではないか。もしそうだとしたら──『異質』なる真田の見み据すえる目標は、一体どこにあるのだろうか──

　と、早はや川かわの思し考こうがそこまで及んだとき、部屋のドアが乱暴に開けられた。思わず目を見張る早川の前で、松野がずかずかと部屋に入ってくる。その右手に繫つながれて、まさに「引きずられている」という形容がぴったりの格かつ好こうで、玄翁の捕まえてきた人ひと質じちの少女、レレナも一緒に部屋の中へと入ってきた。怯おびえきった瞳を四方に向け、壁かべ際ぎわに立ち尽くしている早川を見たときでさえ、びくりとその身をすくませてしまう。無理もないか──と心の中だけでわずかに同情するが、しかし早川がそれを表面に出すことは決してない。早川は、白しろ宮みやとは違う。捕ほ虜りよにかけてやる情なさけなど、微み塵じんも持ち合わせてはいなかった。

「連れてきたぜ、真田さん。──んじゃ、俺は行っていいな」

　面めん倒どうくさそうにそう言った松野を、真田は肩越しに振り返った。薄い笑みを口元に貼はりつけながら、ひらひらと右手を振る。

「ああ、ご苦労さま。次の準備に取りかかってくれ」

　その言葉が終わるのさえ待たずに、松野は開きっぱなしだったドアをくぐって出て行った。取り残された形になり、いっそう怯えた色を示すレレナに向かって、真田は椅い子すごとぐるりと向き直る。

「何度も何度もすまないね、レレナくん。ただ、ちょっとやっておかなければならないことができたのでね」

　レレナは答えられない。答えられる心理状態にないのだろう、と早川はぼんやり推測した。それまで慣れ親しんできた白宮の姿はどこにも見えず、ほとんど面めん識しきのない男二人に囲まれた囚とらわれの少女に対して、怯えるなというほうが無理だった。その緊きん張ちようをほぐすように、真田は相変わらずの笑みを浮かべながらレレナに椅子を勧めかけ、

　デスクの上の電話がけたたましい音を立てて鳴り響ひびいた。

　レレナはびくりと身をすくませ、早川も眉まゆ根ねを寄せて真田の目の前の電話機を見み遣やった。一ひと昔前のオフィスで使われていたような、クリーム色をした安っぽい電話機。その受話器をなんの疑問もなく取り上げて、真田は自分の耳に当てた。

「もしもし。────ああ、ああ。もちろんだとも。……安心しろ、彼に特になにかをするほど余よ裕ゆうには恵まれていない。それは君も承しよう知ちのはずだろう」

　弾はずむような声で、真田は受話器の向こうの相手と話しつづける。『女』だ、と早川は直感的に思う。真田はそれから二、三のやり取りを経てから、受話器をことりと置いた。早川の顔を見る。

「さて──それでは、早川。君も準備に取りかかってくれ」

　早川の表情に、緊張感が宿った。

「幕開きか」

「幕開き、だ」

　嬉うれしそうに真さな田だは答え、自らも椅い子すから立ち上がる。かわいそうなくらいに小さく縮こまっているレレナの元まで歩み寄ると、その右手を優しく取った。それでもレレナの怯おびえの色は消えることなく──むしろ、いっそう恐怖の度合いを増した表情で、見も知らぬ早はや川かわに救いを求めるような視線を送ってくる。早川はそれを、完全に無視した。

「それでは向かう。また」

「ああ。またな」

　まだ絡みついてくるレレナの視線、それを明確に「鬱うつ陶とうしい」と感じる。振り払うように踵きびすを返して部屋から出ると、早川はかすかな嘲あざけりをその顔に浮かべた。「ふん」と鼻を鳴らし、暗い視線で一瞬部屋のドアを振り返ってから、早川は廊下の上を歩きはじめた。




　　　　◆




『本ほん拠きよ』が見えた。

　亮りよう史じはさらに羽ばたきの力を強め、天空を支配する月を背にしながら、雲の切れ端からわずかに覗のぞいた『本拠』ビルめがけて一直線に滑り落ちていく。滑かつ空くうに向かない『蝙蝠こうもり』の身体からだで上空から滑っていくのは賭かけだったが、亮史は安全性よりもスピードを優先させた。主人の持つ『感かん知ち』の能力圏けん内ない、そこに入ったが最後、もう後戻りはできないのだ。迅じん速そくを最優先にしてレレナを救出するしかなかった。

「──五十────三十────十────入った」

『蝙蝠』の足に引っかけた大型のリュックサックの中から、風切る音に混じってツキの声が聞こえた。亮史は答えない、というか答えられない。『蝙蝠』に発声器き官かんは存在しないし、そもそも慣れない筋肉のコントロールに気をとられていてそれどころではない。だが、少なくともツキの声は、最後の覚かく悟ごを引き締めてくれるくらいの効果があった。

『本拠』が見る見るうちに近づいてくる。頃ころ合あいを見計らって亮史は巨大な左右翼よくを駆く使しし、滑空によって生まれた凄すさまじいまでのスピードを殺しはじめた。爆発音のような羽ばたきを響ひびかせながら、亮史は『本拠』の屋上から二十メートルほどの上空でいったん停止し、頭部を『部分変換』、『狼おおかみ』の瞳で最上階から二段下がったフロアを観察する。

　ほどなくして侵しん入にゆう口は見つかった。『狼』の目の中で、亮史は無表情のままこくりと頷うなずく。先行して入り込んだ舞まいに、できれば侵入口を開けておいてくれるように頼んであった。『実体化』すればそれも可能なのだが、しかし『実体化』した舞はただの女の子に過ぎず、その彼女が排はい煙えん口こうを開けられるかどうかは半はん信しん半はん疑ぎといったところが本音だった。しかし──舞は、確実に己の務めを果たしてくれた。

　次は、自分の番だ。内心でそうつぶやいて、亮りよう史じは侵しん入にゆう口めがけて一気に加速する。吸血鬼の『血の力』による補強を受けた『蝙蝠こうもり』の翼つばさは、横方向に空気を叩たたくたびに小型の雷らい鳴めいのような音を発しながらスピードを増していく。風の唸うなりと空気の叫び、爆音に近い羽ばたきを巻き上げて、亮史はまっすぐに侵入口へと突っ込んでいった。

　接触する直前に『霧きり』を発動、足に引っかけたリュックサックとその中にいるツキごと水蒸気の塊かたまりと化した亮史は、飛空してきたスピードはそのままに、一瞬にしてわずか三十センチほどの排はい煙えん口こうの隙すき間まからホテル内部へと侵入した。まずツキの入った大型リュックサックを優先して結実させ、自分の身体からだはゆっくりと『霧』から人間形態へ戻していく。最初に頭、首、肩、胸──たっぷり十秒ほどの時間をかけて再び人間の姿へと立ち戻った亮史は、身体の各部の動作を確かめるように、ゆっくりとその場に立ち上がった。と、リュックサックから再び曇った声、

「『霧』になるのははじめてだが──妙みような気分だな」

　亮史は小さく笑う。

「僕も他の存在を『霧』にしたのは久しぶりだよ。服とか身に着けているものなら、いつもは気にしないで一緒に『霧』にしてしまうんだけどね」

　そう言いながら、亮史はリュックサックの口を開け、中からツキの身体を取り出した。両脇の下に手を入れられて、びろん、と伸びたツキの姿は、包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされていることもあいまって、ともすれば吹き出してしまいそうなほどおかしかった。自分でもそのことに気づいているのか、それとも微び妙みようににやけた亮史の表情を見たからか、ツキはことさらに不ふ機き嫌げんな声で言う。

「さっさと肩に乗せろ。こうしてるだけでも痛いんだぞ」

「はいはい」

　赤ん坊を抱くようにしてツキを自分の肩にしがみつかせ、亮史は再びリュックサックに視線を落とす。中から突き出ている柄えを握り締め、ぞろりと取り出して、確かめるように廊下の薄暗い光にその獲物を晒さらした。

　全体の長さは一メートルほどの、総そう鉄製のシャベルだった。吸血鬼相あい手てに打撃性の武器はほとんど通用しない。頭ず蓋がいを叩たたき割るなどの攻撃ならば話は別だが、『本ほん拠きよ』における亮史の敵は、まず間違いなくあの上じよう弦げんなのだ。そう易やす々やすと狙ったところを砕かせてくれるとは到とう底てい思えない。本来ならば切せつ断だん性の刀とう剣けん類るいがもっとも適しているのだが、現代日本で実用に耐えうる刀剣を販売しているところなど亮史が知っているわけがない。次じ善ぜんの策として、亮史は先端が平べったく加工されたシャベルを使用することにした。人間の腕力ならば打撃性の武器でしかないこの工こう具ぐも、吸血鬼の手にかかればたちまち物体を切断することのできる凶きよう器きへと変わる。亮史は柄の部分にまでコーティングされた鉄の冷たい感かん触しよくを握り締めると、肩の上でしっかりと身体を固定したツキに向かって声をかけた。

「ツキ、わかるか？」

　しばらくの思し考こうの間のあと、ツキはヒゲを揺らめかせて首を振った。

「だめだ。あちこちに『力』の塊かたまりがある。今の俺では、判別できん」

　思わず亮りよう史じは、肩の上のツキを見み遣やった。それほどまでに、ツキのその声には悔しさが滲にじんでいたからだ。自分も『感かん知ち』を起動、「うん」と納なつ得とくしたように頷うなずき、

「確かに、紛まぎれてるな。やはり舞まいくんの地図を頼りにするしかないか」

「…………」

　無言のツキに対して、亮史はなにも言わずに駆け出した。ここで自分がなにかを言ったところで、ツキの心が晴れるはずもない。あくまでも個人主義であるツキは、結局のところ、自分の出した結果でしか満足することができないのだから。

　薄暗く延びた廊下を、亮史は鈍い音を撒まき散らしながら走っていく、敷き詰められた絨じゆう毯たんが凄すさまじい力で蹴けりつけられてくぐもった悲鳴をあげている。上じよう弦げんに『感知』がある以上、隠おん密みつ性は無視して構わない。この場で重要なのは、なによりも早くレレナを助け出すことだった。

　しかし──

「……妙みようだな」

　同じことを思っていたのか、ツキがそんな声をあげた。曲がり角をさしたる減げん速そくもなしに通り抜けてから、亮史は冷静にそれに答える。

「ああ──静かすぎる。まるで、なんの準備もしていなかったみたいだ」

　上弦の残していったメモには、「取り引きをしたい」という旨むねの『組織』のリーダーからの伝言が載せられていた。が、向こうとて亮史がそれに唯い々いとして従うとは思っていないはずだ。いつ襲しゆう撃げきされても対応できるような防ぼう御ぎよ網もうを、当然張はり巡らせているとばかり考えていたのだが、その気配は『本ほん拠きよ』のどこからも感じることはできなかった。そこここに位置する部屋のドアからも、上弦の眷けん属ぞくはおろか、『組織』従じゆう者しやのひとりとして飛び出してくることはない。亮史はわずかに不快そうに顔をしかめた。短くつぶやく。

「胡う散さん臭くさいな」

　答えてツキは、「ふん」と鼻を鳴らし、

「かと言って、いまさら引き返すわけにもいくまい。もう幕は開いた。やり直しはきかん」

「ま、そうなんだけどな──」

　角を曲がり、窓の立ち並ぶ廊下を走り抜け、どこまでもどこまでも延びる薄暗い闇やみを切り裂いて駆けていく。妨害のひとつもなければ、警けい告こくの声すらも響ひびかない、不ぶ気き味みなほどに静まり返ったホテルの内部に、亮史はますます不快と不ふ審しんの念を積もらせる。

　と、しばらく進んだところで、唐とう突とつに亮史は立ち止まった。ズボンのポケットからメモを取り出し、そこに書かれている番号と目の前の部屋の番号を照しよう合ごうさせる。間違いなかった。舞の話によれば、ここがレレナの幽ゆう閉へいされている部屋ということだが、しかし、

「──やはり、おかしい。あまりに呆気あつけなさすぎる」

「開けるなら注意しろ、主人。従じゆう者しやの反応がある」

　ツキの言葉に頷うなずいて、亮りよう史じは一回だけ深しん呼吸をしてから、おもむろにドアを蹴けり飛ばした。暴ぼう悪あくなまでのその力に鉄製のドアがべっこりとへこみ、構わずに亮史はがんがんとドアを攻撃しつづける。あまりの衝しよう撃げきに足の骨が砕け、また再生し、また砕けたところで、亮史は業ごうを煮やして右手に握り締めたシャベルを叩たたきつけた。

　断だん末まつ魔まのようにシャベルとドアのあいだで火花が舞い、それを最後としてドアは部屋の中へとゆっくり倒れ込んでいった。ツキを肩に乗せたまま、亮史は素早く内部に侵しん入にゆうする。月つき島しま宅の内部とは対極に位置するような、豪ごう華かに豪華を極めつくした内部の調ちよう度ど品ひん、それを横よこ目めにしながら亮史はまっすぐ寝室へ向かい──その足が、ぴたりと止まった。

　敵。

「ツキ、降りろ！」

　短くそう叫んで、亮史は答えも待たずに飛びかかる。リビングに立ち尽くす二人の従者、その左側のほうに目がけて、渾こん身しんの力と共にシャベルを叩きつける。ぼんやりとした表情を浮かべていたその従者は、それでも自分が襲おそいかかられていることに気づいたのか、一歩、二歩とたたらを踏んで後退した。が、それよりもさらに亮史の踏み込みのほうが勝まさっていた。首を跳ね飛ばすはずだったその一いち撃げきは、首の中ほどまでを易やす々やすと切り裂き、リビングに盛大な血ち飛沫しぶきを撒まき散らした。従者はそのまま血の噴ふん水すいを上げながらぐらりと傾き、床に倒れて動かなくなる。それでも亮史は手を緩めず、ぞっとするほどの勢いで血ち溜だまりが広がっていくフローリングを踏みしめて、ぱっくりと開いた従者の首を完全に断ち切った。ごとり、と音を立てて従者の頭が床の上に転がり、もうなにも見えていないその瞳が虚うつろに亮史の顔に向けられていた。

　わずかな違い和わ感かんが、亮史の胸をよぎる。

　が、それを吟ぎん味みしている暇ひまはなかった。油ゆ断だんなくシャベルを構えながら、亮史はもうひとりの従者、壁かべ窓まどから広がる夜景を背にした男のほうに向き直る。男はさしたる感情もその顔に浮かべず、ただだらりと下げた右手に、申し訳のようにナイフを握り込んでいた。

　違和感が強まる。この従者の表情は、一体なんなんだ？　自分の──主人の襲しゆう撃げきを受けているというのに、どうしてここまで平静を繕つくろっていられる？　いや、平静などではない、むしろこれは──

「月つき島しまさん！」

　驚きに染まった声が響ひびき、亮史は思わず振り返っていた。倒れた従者のその向こう、寝室へと続くリビングのドアから、レレナがその半身を現していた。大きな黒い瞳をいっぱいに見開いて、血に塗まみれたシャベルを片手にしている亮史のことを、信じられないものでも見るかのような視線でじっと見つめている。その瞳にたちまちのうちに涙が溢あふれ、レレナは感かん極きわまったように口元を覆おおった。

「月つき島しまさん──私──私────！」

　涙に濡ぬれたその声に、亮りよう史じは少なからず動どう揺ようする。そして壁かべ窓まどを背にしていた従じゆう者しやは、その動どう揺ようを見逃さなかった。流水のように緩やかで自然な動きで、従者は右手に持ったナイフを亮史の首くび筋すじめがけて振り払う。素早く飛びのいてそれをかわすことはできたものの、次々に薙なぎ払われる従者のナイフに、次第に亮史の動きに余よ裕ゆうがなくなっていき、

　面めん倒どうくさくなり、

『霧きり』を発動して回避と分割を同時に行う。片方は本体である月島亮史本ほん人にん、もう片方を豺さい狼ろうに変化させて分かち、豺狼に優先させて従者に襲おそいかからせる。従者は相変わらずの無表情のまま、豺狼の右前足を切り飛ばしたが、豺狼はまるで意に介さずにそのまま牙きばを従者の肩口に突き立てた。従者の動きが止まり、その隙すきを突いて背後に回り込んだ亮史が、シャベルの面おもの部分で従者の後頭部を力の限りに叩たたきつけた。頭ず蓋がいが砕ける嫌な感かん触しよくが手のひらに伝わってきて、それきり従者は、糸の切れた操あやつり人形のようにその場に倒れ伏した。

　────操り人形。

　血ち塗まみれたシャベルを振り払い、二人の従者の遺い骸がいを見下ろしながら、亮史は頭の中でもう一度その言葉を繰り返した。従者たちの表情を思い出す。虚うつろに呆ほうけた仮面のような、感情を強制的に殺されたような無色透とう明めいのあの表情。驚きも恐怖も敵てき対たい心しんも、一切の感情が分ぶ厚あつい膜まくの向こうに閉ざされた、そう、あれは、──『支配』されたものの表情だった。

　そのとき、湿った水音がリビングに響ひびき渡った。亮史は反射的にシャベルを構えてそちらのほうに向き直り──びくりと肩をすくませたレレナの姿に、慌あわててシャベルを床に降ろす。レレナは相変わらず口元を両手で押さえたまま、今にも溢あふれそうなほどに涙を溜ためた瞳で亮史のことを見つめていた。感かん極きわまったように、震える声をあげる。

「────私、あの人に連れてこられて、怖くて、寂しくて、もう、ずっとこのままなのかもしれないって──でも、私、月島さんが、私、私──」

　切れ切れになったその言葉に、亮史は大きく息を吐く。考え事をするのはあとでいい。今は一刻でも早く、レレナをこの『本ほん拠きよ』の外に連れ出さなくてはいけない。亮史は優しい微笑ほほえみを浮かべながら、左手をレレナのほうに差し伸べ、

　ツキが叫んだ。

「違うぞ主人！　『感知』を動かせ!!」

　その言葉の意味が亮史の脳に伝わるより先に、レレナが口元を覆おおっていた手をゆっくりと外していた。花開くように動いたその両手の下から──明らかな嘲ちよう笑しように歪ゆがんだ紅あかい唇が現れる。その唇が、ゆっくりと動き、

「──私のお芝しば居いは、そんなに上じよう手ずでしたか、月島さん？」

　柔らかな口く調ちようでそう言って、レレナは獣けもののような動きで横っ飛びに飛んでいた。血ち煙けむりを蹴け立たてて一いつ足そく飛とびに壁窓までたどり着いたレレナは、呆ぼう然ぜんと目を見開いている亮史に視線を向け、唇を歪ゆがめて「はっ」と笑った。

「なんだそのザマは？　そんな間ま抜ぬけたツラをこっちに向けるな」

「ツルっ！」

　一歩だけ前に出て、牙きばを剝むき出しにしながらツキがそう叫んだ。レレナは憎ぞう悪お以外なにも浮かんでいない表情でツキのことをにらみつけ、

「気安くツルの名を呼ぶな、黒猫！　そんなに焦らずとも、あとでゆっくりと食い殺してやる！」

　顔を歪ませてそう言いながら、レレナは──レレナの姿を真ま似ねた上じよう弦げんの使つかい魔まツルは、鈍にび色いろに変化した拳こぶしを握り締め、渾こん身しんの力と共にそれを背後の窓へと叩たたきつけた。ガラスが砕け散る音、高空に鳴る風が室内に吹き込んでくる音を耳にして、ようやく亮りよう史じは行動を起こす。外見に惑わされてそれまで事態を把は握あくできなかった自分に対して歯を嚙かみ鳴らしながら、亮史は床を蹴けってツルへと飛びかかっていく。弾だん丸がんのようなその勢いを利用して、シャベルを大きく振りかぶって一気に袈け裟さ懸がけに──

　レレナの顔が、そこにあった。

　慣れ親しんだレレナの大きく黒い瞳が、まっすぐに亮史のことを見み据すえていた。

　シャベルの刃は先さきの軌き道どうが逸それた。右の首くび筋すじから左の脇までを切り裂くはずだったその一いち撃げきは、すでに回かい避ひ行動に移っていたツルの前髪すらも捉とらえることはできなかった。レレナの顔つきをしたまま、ツルは迷うことなく割れた窓から眼下に広がる夜景へと身を投じる。視線は亮史に据すえたまま、後ろ向きに、両腕を広げて落ちていくレレナの顔には、柔らかな笑みが貼はりつけられていた。静止したような一瞬が過ぎ──重力が完全にその身体からだを捕まえきる前に、ツルは『変へん化げ』を発動し、一匹の巨大な蝙蝠こうもりになって紺こんから黒に染まりつつある夜空へと浮かび上がった。
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　その次の瞬間、雷かみなりに似た轟ごう音おんを鳴らして、壁かべ窓まど全体に鋼こう鉄てつ製せいのシャッターが下りた。

　閉じたシャッターを目の前にしながら、亮史はフローリングを断ち割ったシャベルの刃先を引き抜いた。抜き放った勢いを利用して振りかぶり、そのまま刃先を全力でシャッターに叩きつける。だが、恐らくは防ぼう弾だん素材かなにかでできているのだろう、吸血鬼の全力を注そそぎ込んだその一撃を受けてもなお、シャッターはわずかにへこんだだけだった。それどころか、総そう鉄製のシャベルの芯しんが目に見えて曲がり、柄えを握る亮史の右手の指ゆび骨ぼねが、凄すさまじいまでの握力に耐えかねて砕けてしまった。シャベルを左手に移し替え、忌いま々いましげに舌した打うちをして砕けた右手を見下ろしながら、亮史は数すう瞬しゆん前の自分の行動を思い起こしていた。

　なぜ──

　心の中でそう自分に問いかける。あれがレレナでないということは、わかっていたはずなのに。あれはレレナの姿をした上弦の使い魔であり、紛まごうことなき自分の敵であり、後のち々のちのことを考えても必ずここで仕し留とめておくべきだったのに。

　──なぜ、振り切れなかった。

「……主人」

　のろのろと、亮りよう史じはツキのことを見下ろした。ツキの金色の瞳には、相変わらずどんな種類の感情も浮かんではいない。ツキは負傷を感じさせない動きでふわりと亮史の肩の上に乗ると、耳元で小さく囁ささやいた。

「急げ。早くこの部屋から出るんだ。向こうはツルを使って俺たちをここまで誘ゆう導どうしたんだ、なんらかの罠わなだと考えたほうがいい」

　唾つばを飲み、亮史は頷うなずくことでその言葉に応えた。シャベルを握り締め、開きっぱなしのドアに向かって走り出す。廊下に出た亮史は、素早く左右に視線を巡らせ──

　耳元で、ツキが舌した打うちをする音が聞こえた。

「まんまと嵌はめられたな」

　その言葉に、亮史は痛つう恨こんの表情を浮かべながら頷いた。

　部屋を中央に置く廊下の両端には、すでに防火用のシャッターが下りていた。




　　　　◆




「ああ。『囲い込み』は完了した」

　携帯電話を耳に当て、身を乗り出してモニターを覗のぞき込みながら、早はや川かわは携帯電話の向こうにいる真さな田だにそう報告した。壁の中央に設置された大型のモニターには、『本ほん拠きよ』内部の構造が映し出されている。図形的に表示された内部地図、そのうちの一本の通路が赤く光る太線で遮しや断だんされている。それをもう一度確かく認にんしてから、早川は言葉を続けた。

「窓も塞ふさいだし、廊下の両端のシャッターも下ろした。──そうだ、抜かりはない。そちらも早々に退去してくれ。俺ももう引き上げる」

　そう言いながら早川は、しかし、その視線をモニターから離すことができなかった。目を細め、陰いん惨さんな笑みを浮かべながら、早川はモニターの中の光景を飽きることなく見つめていた。

　廊下に閉じ込められた形になっている主人が、懸けん命めいに足あ搔がいている。手にしたシャベルをめちゃくちゃに振り回し、どうにかしてシャッターを破壊できないものかと攻撃を繰り返すその姿に、早川はくつくつと笑い声を立てた。と、その声を聞きつけて、真田が誰何すいかの声をかけてくる。早川はにやにやと笑ったまま、それに答えた。

「──いや、なんでもない。主人のさまを見物してたんだ」

　呆あきれたような沈ちん黙もくのあと、すぐに上ってくるようにとだけ言い置いて、真田からの通話は切れた。携帯電話を懐ふところに収めて、早川は再びモニターのほうに視線を向ける。

　愉ゆ快かいだった。かつて胸に刻み込まれた主人の恐怖が、その重量はそのままに丸ごと悦えつ楽らくに変じていく感覚を、早川は喉のどの奥で味わっていた。あれだけの暴ぼう虐ぎやくを振るい、恐怖と能力で従じゆう者しやたちを完全に支配してきたあの主人が──まるで檻おりに閉じ込められたライオンのように、ただ闇やみ雲くもに暴れまわっている光景は、情じよう動どうというものがあまりない早川の中に暗い喜びをもたらしてくれた。

　とはいえ、あまり長なが居いするわけにもいかない。主人の能力は未知数だ。無む理り矢や理りシャッターをこじ開け、その隙すき間まから『霧きり』となって透とう過かしてしまうかもしれない。用意した『囲い込み』はあくまでも時間稼かせぎに過ぎない──そんな真田の言葉が頭をかすめ、早川はまだ笑みの残る表情をモニターから引き剝はがした。音を伝えないモノクロの画面の中で、主人はこれと言った感情を浮かべることなく、作業に黙もく々もくと従事する工場員のようにシャッターを破は壊かいしようとしている。早川は「ふっ」と鼻を鳴らすと、そのモニターに背を向けて管理室の出口へと足を向けた。仮にあの主人が『囲い込み』から脱出できたとしても、その頃にはもうなにもかもが手遅れになっているはずだった。依然として、なんのぶつかり合いもないまま、この戦いがこちらの勝利に終わるであろうことは変わりない。松まつ野のは惜しがるだろうが──そこまでは、早川の関かん知ちするところではない。無ぶ難なんに済むのならば、それが一番いいのだ。

　管理室出口のドアノブに手をかけようとしたところで、早川はふとその手を留めた。開いた手のひらの少し先で、ドアノブががちゃがちゃと音を立てている。管理室の性質上、ここのドアノブは多少開あけるのにコツがいる造りになっているのだ。こんなときに、誰が──と訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる早川の目の前で、ようやく手順を摑つかめたのか、ノブが降りてドアがゆっくりと開いていった。次第に広がるドアの隙すき間ま、そこから顔を覗のぞかせた早はや川かわは、大した驚きもなく言った。

「白しろ宮みや。なんの用だ？」

「あ──いや、別に、ちょっと」

　白宮は目を大きく見開き、焦ったように早川の顔を見上げながらそう言った。それから身体からだを斜めにして、「ちょっとごめんなさい」と断りながらドアの隙すき間まに身を滑り込ませる。白宮に押しのけられる形になった早川は、眉まゆ根ねを寄せながらも力に逆らわずに後退した。ゆっくりと、踏みしめるように管理室の中に入っていく白宮の背中に視線を向けて、問いかける。

「なんの用だ、と聞いたんだが？」

　白宮は答えず、『囲い込み』内部を映しているモニターの前で立ち止まった。いくつかの管理システム操そう作さ機器を指先でとんとんと叩たたきながら、ぼんやりとした声で言う。

「これ、例の、──『主人』？」

　答えのないことにわずかに苛いら立だちながら、早川は「ああ」と答える。その早川を振り返り、白宮は、どういう表情も浮かべずに言葉を続けた。

「見ておこうと思ってね。あたしたちの敵が、どんなものか」

「……？」

　それと注意していなければ気づかないほどの小さな齟そ齬ごが、早川の中に生まれた。ほんの数秒のあいだ、早川はじっと白宮の顔を注視していたが、ふとそんな早川の視界に、モニターの上に掲げられている時計盤ばんが入り込んできた。ふう、と小さく息を抜き、

「──まあ、好きにするといい。俺はもう引き上げる」

　それだけ言うと、早川は白宮に背を向けた。特別急いそいでいるわけでもないが、さりとて遅れることは許されない。これが自分たちの生死を賭かけた戦いであることを、早川はよく理解していた。早川には、そのためにこなさなくてはならない役割が、まだ残っている。

　と、管理室を出て数メートル歩いたところで、懐ふところに収めた携帯電話がコール音を鳴らした。取り出して通話ボタンを押し、耳にあてがうと、予想通り真さな田だの声が耳元に響ひびいてきた。今度は一体なんだ──と心の中だけでぼやきつつ、早川はその場に立ち止まって真田の声に受け答える。

「なにか？」

『ああ、早川。すまない。ひとつ伝え忘れていたことがあった』

　長い髪をかき上げながら、早川は訝いぶかしげに目を細める。

「伝え忘れたこと──？」

『敵の人員のことだ。主人のほかにも、使つかい魔まの猫がいることはすでに伝えたな？』

　記き憶おくを巡らせるまでもなく、その情報は早川の頭の中に叩たたき込まれている。使い魔の猫──主人の持つ『感かん知ち』を上回る、鋭えい敏びんな知覚能力を有する猫。戦闘力のほうは度ど外がい視ししても構わないが、主人の耳じ目もくとしての役割をこなしているものと考えられる。さして重要とも言えない、あくまでも参さん考こう程度のその情報をなぜ今さら真さな田だが持ち出してくるのかがわからず、早はや川かわは疑問の響ひびきを交えた声で言った。

「それが、どうしたと？」

『いや、だからどうしたというほどでもないのだがな。追加がある』

「……追加？」

『ああ。向こうの人員はそれだけではないようだ。今いま確認が取れた。もう一体、使つかい魔までも吸血鬼でもない──幽ゆう霊れいが混じっているそうだ』

　幽霊。あまりに場ば違ちがいなその響きに、思わず笑いが漏れそうになる。早川とて幽霊を何なん体たいも目もく撃げきしたことはあるが、どれもこれも恨めしげな顔をして立ち尽くすしか能のない、『力なき存在』に過ぎなかった。そんな脆ぜい弱じやくなものが今さら加わったからといって、それがどれほどの意味を持つというのだろう──そんな早川の疑問を先読みするかのように、受話器の向こうから真田の声が響いた。

『問題なのは、その幽霊が今まで私たちの見てきた幽霊とはほとんど別次元の存在だということだ。そいつは、まとまりのある思し考こう力──しっかりとした意思を持って主人に味方しているらしい。そして、ある程度の『力』も持っていると』

　そこではじめて、早川の頭の中で違い和わ感かんが弾はじけた。

　幽ゆう霊れい。その言葉を、もう一度嚙かみ締める。その場に姿を留めるだけで精せい一いつ杯ぱいの、『存在』というよりは『風景の一部』とでも表現したほうがよほど的確なほど、彼らは薄っぺらなものとして早川の中で認識されていた。時には首なしの姿で、時には首だけの姿で──千せん差さ万ばん別べつに欠けた姿で現れる、ただそれだけの存在。そう、早川は幽霊のことを捉とらえていた。

　逆に言えば──その程度にしか、早川は幽霊のことを知らないということだ。

　意思を持つ幽霊。真田は、敵方の幽霊のことをそう表現した。その情報をどこから得てきたのかは、早川にはわからない。そんなことよりも先に、確認しておくべきことがあった。携帯電話を持つ手に力を込めて、早川は通信の向こうの真田に、急せき込んで問いかけた。

「待ってくれ。つまり、その『意思ある幽霊』とやらは──具体的に、どういうことができるんだ？」

　しばしの沈ちん黙もくがあった。誰かに尋たずねているという感じではない、誰かから聞きえた情報を頭の中で咀そ嚼しやくしているような間。やがて真田は、ゆっくりとした口く調ちようで早川の質問に答えた。

『姿を自在に変えることができるらしい。それがどの程度の範囲の『自在』なのかは不明だが、少なくとも誰かになりすますくらいのことは──』

　聞き終えるよりも先に、早川は踵きびすを返して駆け出していた。長い黒くろ髪かみを揺らして、その奥に隠かくれていた焦しよう燥そうと後こう悔かいの表情を剝むき出しにしながら、携帯電話を取り落としてしまったことにも気づかずに早川は走る。あっという間に管理室の前にまでたどり着き、ほとんどこじ開けるようにしてその扉を開け放った早はや川かわは、眼前に広がる『もっともあってはならない予想通り』の光景を目にして、言葉を失ってその場に立ち尽くした。

　目に眩まぶしいほど白い、見覚えのない誰かの後ろ姿。肩口を超えるほどに伸びた黒くろ髪かみは白しろ宮みやのそれとは似ても似つかず、ましてモニターを覗のぞき込むのにも背伸びをしなくてはいけないほど背の低い従じゆう者しやなど、早川の知る限り『組織』内にはひとりもいない。と、自分の背中に注そそがれている視線に気づいたのか、そいつは首だけでくるりと早川のことを振り返った。

　まず間違いなく高校生以下の、勝かち気きと無む邪じや気きの同居する幼い顔。猫を思わせる大きな瞳が、まっすぐに早川のことを見み据すえていた。と、早川の顔に浮かぶ驚きよう愕がくの表情を確認した途と端たん、少女の口元ににんまりとした笑いが浮かんだ。

　勝ち誇ったその笑みに──早川は、目にも止まらぬ動作で懐ふところから拳けん銃じゆうを抜き放っていた。かすかな怒りをその顔に浮かべたまま正確に少女の眉み間けんを照しよう準じゆんし、なんのためらいもなく引き金を引く。少女は慌あわてたように目を見開き、

「わっ、うわわっ──」

　妙な声を口から漏らしながら、横っ飛びにその身を投げ出した。火か薬やくの破裂する音と共に弾はじき出された銃じゆう弾だんは、少女の身体からだにかすりもせずに、その背後にある管理システム操そう作さ機器に命中する。早川は顔を歪ゆがめて再び射しや線せんに少女の身体を捉とらえるが、しかしその指が引き金を引くことはついになかった。苦にが々にがしげに顔を曇らせたまま、早川は懐に拳銃を納めなおした。

　いつの間にか、少女の身体からは存在感が失われていた。コンピュータで透とう過か処理でもしたかのように色合いが薄くなり、向こうの景色が透すけて見えるようになっている。少女はくすくすと笑いながら「べっ」と小さく舌を出すと、芸をするイルカのように大きく空中に跳ねて、そのまま床の中へと沈み込んでいった。

「──クソガキがっ…………！」

　吐き捨てるように言って、早川は管理システム操そう作さ機器に走り寄った。その上方に設置されている監かん視しモニターに目を向けた早川は、忌いま々いましげに拳こぶしを操作盤ばんへと叩たたきつけた。

　案あんの定じようだった。管理システムが専門家以外でも──つまり、なんの知識もないただの従じゆう者しやでも取り扱えるようにと、簡かん略りやくを極めたシステムになっていることが災わざわいした。その顔を憎ぞう悪おに歪めて、早川は歯を軋きしませる。あろうことかあの幽ゆう霊れいの小こ娘むすめは、早川が管理室から出て行った隙すきに──そのシステムを操作して、『囲い込み』を為なしていたシャッターをすべて開放してしまったのだ。

『囲い込み』内部に向けられた監視用モニターには、もはや誰の姿も映し出されてはいなかった。早川は素早く操作盤に手を走らせ、主人の移動していると思おぼしき地点の監視カメラにモニターの映像を切り替えた。第一、第二、第三には何者の姿も見えず──ただ、四つ目のモニターだけが、高速で走っていく何者かの後ろ姿の端だけをほんの一瞬だけ捉えていた。

　あっという間に見えなくなったその姿を追うように、早川は視線を中央モニターに電子的に表示された内部構造図へと向ける。下階から中・上階へと向かうエレベーターや非常階段は、『囲い込み』の場所からはほとんど正反対の場所に位置している。主人がそこにたどり着く前に、エレベーターと非常階段へ通じるすべての通路をシャッターで封ふう鎖さしてしまえばいい。中央モニターと操作盤ばんを交こう互ごに見み遣やりながら、早はや川かわは再び防火システムを動かそうと指を操作盤の上に走らせ──

　突然頭ず上じようの電灯が、音を立てて光を消した。

「────!?」

　唐とう突とつに降りた暗くら闇やみの帳とばりに、早川は弾はじかれたようにライトを見上げた。張り詰めた一瞬のあと、すぐに非常用の淡い光が灯ともる。だが、それでも早川の顔に浮かんだ焦しよう燥そうは消えることはなかった。それどころかいっそうの緊きん迫ぱく感かんを漂わせながら、早川は幽ゆう霊れいが沈み込んでいった床の上に視線を落とした。

　セキュリティを重視した隔かく離り構造。奇き襲しゆうを警けい戒かいして、通常の手段で最上部三階へと上るためには一度エレベーターを乗り継がなくてはいけないというその構造から、最上部三階にはこの管理室をはじめとした様々なソフトウェアも独立して設置されている。そして、それらのソフトウェアの中でも、もっとも重要な施設のひとつが──

　この部屋の真下にある、変電室だったはずだ。

「……あの、ガキ…………」

　早川は、呆ぼう然ぜんとそうつぶやくことしかできなかった。突とつ然ぜん電気が消えるなどということは、誰かが変電室に忍しのび込んでなんらかの細さい工くでもしない限り、絶対にありえないことだ。そして、現在の状況下においてそれができる存在といえば──つい今し方この部屋の床をすり抜けて逃げ去っていった、あの幽霊としか考えられなかった。

　すべての電光が消え去り、非常灯とうの頼りない明かりだけが照らし出す管理室の暗闇の中で、早川は握り締めた拳こぶしを力任まかせに脇の壁へと叩たたきつけた。松まつ野のに比べれば冷静なほうだとはいえ──あんな子供にコケにされて笑っていられるほど、早川は心の広い人間ではなかった。

　遠くでコール音が鳴っている。考えるまでもなく、廊下に取り落とした携帯が、真さな田だからの通話を運んできた音だった。下階の変電室を潰つぶされた以上、最上部三階のすべての電力がダウンしてしまったに違いない。恐らくは、そのことを問いただすための連絡だろう──早川はそう思いながら、のろのろと管理室の扉に手をかけた。




　　　　◆




　壁の片かた隅すみに身を寄せながら、レレナは唇を引き結んで携帯電話を片手に喋しやべる真田のことを見つめている。自分で自分の両腕を抱え、懸けん命めいに威い嚇かくするようなその視線には、しかし怯おびえの色のほうがより濃く浮かび上がっていた。真田は片目の端だけでちらりとレレナのことを見、それきりレレナに背を向けて、ことさらに声を張り上げた。

「──それで、復旧の目め処どは立たないのか？　──そうか。わかった」

　静かに通話を切り、真さな田だは天井を見上げる。一面の暗くら闇やみに閉ざされた通路の中で、真田は再び視線を搬はん送そうエレベーターの扉へと移した。本来は物資運うん搬ぱん用に使われていたらしきそのエレベーターは、階数を表示するランプの灯ひも消え去り、まるで死んだように静まり返っていた。真田は手のひらでエレベーターの扉を叩たたくと、感情を抑えた声で吐き捨てた。

「……役立たずが」

　凍いてつきそうなほどに冷たいその声に、レレナは思わず身を震わせてしまった。己を見つめる怯おびえた視線、それに気づいた真田は、唇を吊つり上げてレレナに向き直った。

「そういうわけだから、レレナくん、少し遠回りをすることになった。電源がなくては搬送エレベーターも普通のエレベーターも動かない。非常階段を使うことにしよう」

　肩をすくめ、濡ぬれた子犬のような目で、レレナはただ真田を見上げることしかできない。真田は小さく息を抜き、強ごう引いんにレレナの手を取った。そのまま歩きはじめ、わずかに腰を屈かがめて搬送通路から診しん療りよう室しつへと出る。ほとんど小走りになって引きずられながら、レレナはようやく声を出すことができた。

「あ、あの、これは、いったい、なにが……？」

「ん？　──ああ」

　診療室のドアを開け、足早な歩みを止めることなく、真田はなんでもないことのように言った。

「襲しゆう撃げきだよ。君の保護者の、月つき島しま亮りよう史じからのね」

「っ────」

　息が詰まり、足がもつれそうになる。前を行く真田のダークグレーの背中を見つめながら、月島さんが──と頭の中で呆ぼう然ぜんとつぶやいた。夢にまで見ていた救いの手がようやく来たのだと気づくまでしばらくかかり、そのことに思い当たった瞬間、レレナはつんのめるようにして足を止めていた。

　真田が振り返る。その視線に晒さらされて、心のうちに巣食う恐怖がまざまざと蘇よみがえってくる。ここで立ち止まっていれば、なんとかしてこの手を振り払って逃げれば──月島さんが、助けにきてくれる。その言葉だけを頼りにして、レレナは心の奥底から勇気を振り絞しぼり、真田の手を一気に──

　まるで心を読んでいたかのようなタイミングのよさで、真田がレレナの手を離した。振り払うつもりで腕を動かしたレレナは、勢いあまって手のひらをすぐ脇の壁にぶつけてしまった。真田はそれを見て小さく笑うと、左手でレレナの胸むな倉ぐらを摑つかんで宙に吊り上げた。

「ふむ。ま、そうするかな、とは思っていたけど」

　何事もなかったかのような静かな声こわ音ね、その奥から滲にじみ出る抗あらがい難がたい威い圧あつ感に、胸に湧わいた勇気がたちまちのうちに凍りついてしまう。レレナを空中に固定したまま、真さな田だは背広の懐ふところに右手を突っ込み、そこから銀色に光る棒のようなものを取り出した。それがなんであるかは、電気の消えた暗くら闇やみの中でもすぐに理解することができた。真田がそれを、レレナの目め先さき数センチほどのところに突きつけたからだ。ゆらゆらと揺らめく、怖気おぞけが振るうほどに鋭えい利りなメスの刃きつ先さき──それをレレナの眼前にちらつかせながら、真田はいっそ楽しそうにも聞こえる声で言った。

「状況を説明してあげよう。私たちの向かっている先はエレベーター付近にある非常階段だ。電気が消えた以上、最上階に向かうにはそこしかない。が、一方でこれは危険な賭かけでもある。なぜなら、月つき島しま亮りよう史じが上に向かう手段もまた、非常階段に限られているからだ。もし、万が一にでも鉢はち合あわせしてしまった場合、私は死ぬことになる。ここまではいいかな？」

　首を縦に振ることも横に振ることも、今のレレナにはできなかった。ただ目の前にある真田の薄い笑顔と、まつ毛を切り裂くほどの至し近きん距離にあるメスの鈍い光を見つめることしかできなかった。答えを待たずに、真田は続ける。

「私はまだ死ぬわけにはいかない。よって、月島亮史が非常階段にたどり着くまでに、大だい至急で最上階に上らなくてはいけない。一応手ては打ってあるが──ここで君にゴネられたり、あるいは逃げられたりすると非常に困る。そこで私は考えたんだが──」

　鋭く尖とがったメスの刃先が、ゆっくりと動いた。レレナは目を閉じることすらできない。これ以上は不可能なほどに目を見開いて、眼前で揺らめく恐怖をただじっと見つめている。見開いたレレナの大きな瞳のすぐ横に、真田のメスがほんの先端だけ、つぷ、と沈み込んだ。小さく鋭い痛みと共に、淡たん々たんとした真田の声、

「君の両目を潰つぶそうと思う」

　レレナは声も出ない。

「別にいいだろう？　君は半分とはいえ吸血鬼なんだから、どうせすぐに治るさ。もっとも、気が狂うほど痛いとは思うけどね」

　か細い音が、ぽかんと半開きになったレレナの唇から漏れる。「いや」という言葉にもなりきらない「いや」の声、それを聞いて真田は柔らかく笑った。

「仕方がない。今、君に逃げられるわけにはいかないんだ。その目を見えなくしてしまえば、君だって逃げられなくなるだろう？　だから──」

「逃げませんっ!!」

　自分の声であることが信じられないくらいの、張り裂けるような叫び声。見開いた目に涙を溜ためながら、レレナは、哀あわれを誘う声で懇こん願がんしはじめる。

「──逃げません──大人おとなしくしています──言うこと、なんでも聞きますから、ですから、もう、もうやめてください──もう、これ以上──」

　瞳に溜まった涙が、つっ、と一ひと筋すじだけ零こぼれて落ちた。真田はわずかにメスを動かし、頰ほおを伝う一いち条じようのその涙をすくい上げ、刃きつ先さきの数ミリに付着したレレナの血液と一緒に自分の口に運ぶ。紅あかく滑ぬめる舌でそれらの水すい滴てきを舐なめとってから、真さな田だは不意に興味をなくしたようにレレナの身体からだを放り投げた。とっさのことに反応ができず、思わず尻しり餅もちをついてしまったレレナに向けて、真田はそれまで締め上げていた左手を差し伸べた。

「では、君の言葉を信じよう。絶対に逃げないこと。少しでもそんな素そ振ぶりを見せたら、そのときは──」

「──わかって、います」

　そのことを聞くだけでも恐ろしく、レレナはそう言って真田の声を遮さえぎった。真田の手を借りて立ち上がったレレナの中には、もうひとかけらの勇気も残ってはいなかった。そこにあるのは、苦にがい諦あきらめと絶望を混ぜ合わせた、暗く澱よどむ感情だった。

　しょせん自分は囚しゆう人じんであり、人ひと質じちであり、つまりはただの人間とほとんど変わらない存在なのであって、こんな人たちに逆さからうこと自体が土ど台だい無理な話だったのだ。レレナは最終的に頭の中でそう結論づけた。反抗することも逃げ出すこともできない、運ばれるための物資となんら変わりない存在。レレナは今にも泣き出しそうな瞳でうつむきながら、真田の背中を追う一歩一歩を踏みしめるごとに、その身が縮まっていくような感覚を覚えていた。




　　　　◆




「派は手でにやっているようだな」

　ベッドに腰を沈ませて、上じよう弦げんは光の消えた電灯を見上げながらそう言った。その視線をふと玄げん翁のうに向けて、からかうような口く調ちようで尋たずねる。

「お前も混じりたいか？」

　机に向かい、武器の手入れに余よ念ねんのない玄翁は、上弦のことを振り向きもせずに首を振った。上弦はくすりと笑うと、ベッドに向かってゆっくりと、仰あお向むけに倒れ込む。額ひたいに手を載せて、細めた目に懐なつかしそうな色を浮かべながら、ぽつりと、

「──魎りよう月げつさま」

　小さくそうつぶやいて、上弦はごろりと横に寝返りを打つ。ほつれた髪が顔にかかり、上弦の視界を遮さえぎったが、彼女はそれを払い除のけようともしなかった。腰をねじらせて身を投げ出して、部屋の隅すみにわだかまる黒い闇やみを物も言わずに見つめている。吸血鬼の優れた聴覚が上階の騒音を拾うたびに、その目がぱちぱちとせわしなく瞬まばたきをしていた。と、机に向かっていた玄翁は静かに席を立つと、寝ね転ころんだ上弦のことを静かに見み据すえて言った。

「気になるのならば、様よう子すを見てくるが」

　質問とも確認ともつかないその声こわ音ねに、上じよう弦げんはぞんざいに「いい」と答える。

「まだ私たちの動く機おりではない。どうせそのときになれば嫌でも忙しくなる。それまで道具のお手入れに精せいを出しているといい」

　その声には、自分でも意図していなかった性しよう悪わるな響ひびきが混じっていた。玄げん翁のうは普段どおり、なにも答えずにただ黙っていた。上弦は口をつぐみながら、意地でも張っているかのような目つきで延々とあらぬ方向に視線を送りつづける。しばらくのあいだ上弦はそうしていたが、やがてむっくりと起き上がると、かすかな攻撃の色合いを含んだ視線で玄翁のことを見た。

「──なにか言ったらどうだ」

　玄翁の眉まゆが、わずかに動いた。意外そうな声、

「なにか、とは？」

「だから、その──」

　言いよどみ、視線が左右に振れる。電気の消えた薄うす暗くら闇やみの中にいくら『夜よ目め』を凝こらしてみても、返すべき言葉は見つからなかった。唇を曲げて、上弦は再びベッドの上に倒れ込む。ふてくされたように、

「もういい」

　そのとき、玄翁の喉のどがかすかな音を発したのを、上弦の耳が確かに聞き取った。弾はじかれたように起き上がってベッドの上にあぐらを組み、その拳こぶしをスプリングが軋きしむほどの勢いでぼすりと叩たたきつける。

「なにを笑った！」

　後あと先さきも考えずにそう叫んでしまってから、玄翁の表情がまったく動いていないことに気づく。途と端たんに居い心地ごこちが悪くなり、ほんの少しだけ驚いたような玄翁の顔から視線を外した。再び沈ちん黙もくの帳とばりが降りる。こち、こち、という時計の音が降り積もるたびに、一度感じてしまった居心地の悪さも増大していき、その重みに耐えかねた上弦がまたもや口を開こうとしたところで、今度は玄翁のほうから沈黙を破ってきた。

「御ご前ぜん。少し、立ち入った話をしてもいいか？」

　少なからず驚き、上弦は玄翁の顔をまじまじと見上げた。相変わらずそこにはどんな種類の色も浮かんではいない。大きく目を見開いて、玄翁の岩のような顔立ちを凝ぎよう視ししながら、上弦は顎あごを動かして先を促うながした。

「言ってみろ」

　少し迷うような間のあとに、玄翁は小さな声で、

「魎りよう月げつという男は、御前にとって、────」

　そこで途と切ぎれてしまう。が、上弦にとってはそれで充分だった。貴き様さまになんの関係がある──いつもならばその一言で両りよう断だんできたはずなのに、なぜかこのときの上弦には、そうすることができなかった。あぐらをかいた膝ひざの上に、どかりと頰ほお杖づえをついて、上弦は玄翁のことをすくい上げるように見た。

「あの方が、私にとって、なんなのか──か？」

　玄げん翁のうはあいまいに頷うなずいた。普段とは違うその反応に、上じよう弦げんは少しだけ余よ裕ゆうを取り戻して、口元に淡い笑みを浮かべた。

「難しい質問だな。なんなのか──そう、あの方は私にとって、一体、なんなのだろうな」

　改めて問われてみると、それは案あん外がい即答することのできない質問だった。自分と魎りよう月げつの関係、それを一言で表せる言葉が見つからずに、上弦は背せ筋すじを伸ばし上体をそらして天井を仰ぎ見る。しばらくそうしたあとに、上弦はおもむろに口を開いた。

「やっぱり、大切な人、──かな」

　そう言ってから、自分の吐いた言葉のあまりの陳ちん腐ぷさに苦く笑しようする。が、肝かん心じんの玄翁のほうは微笑のかけらもその顔に浮かべてはいなかった。いつもどおりの──いや、いつもよりもさらに硬質な雰ふん囲い気きを纏まとった玄翁の鉄てつ面めん皮ぴに、上弦は呆あきれたように言う。

「なんだ。ここは笑うところだぞ。お前は本当に、笑うということを知らないのか？」

「命令なら」

「…………もういい」

　今度こそ本当に呆あきれ、上弦はぷいと顔を背そむけた。と、ふと頭の中に比ひ喩ゆでなく引っかかるものがあり、上弦はベッドから降り立って部屋の出口にまで迎えに出る。その足がぴたりと止まり、上弦は玄翁のことをぱっと振り返った。

　ほんの一瞬前にまで玄翁の顔に浮かんでいた、小さな小さな不安の色──すぐに消えてしまったその表情の影を、上弦の目は確かに見て取った。ふ、と軽く息を抜くと、上弦は玄翁に向かって、わずかに首を傾けながら言った。

「安心しろ。いくら魎月さまが大事だと言っても、お前らを捨てるような真ま似ねはしない」

　玄翁は答えず、ただ気まずそうに視線を伏せる。礼をするようにうつむいた玄翁の額ひたいに向かって、上弦は柔らかな声で続ける。

「──もう、わかったんだ。自分がどうすればいいのか、ようやくわかった。だからもう、安心していいんだぞ」

　なにを言っているのか理解できなかったのだろう、目だけで見上げた玄翁の視線には、普段の彼では決してありえない戸と惑まどいの色が強く映っていた。それ以上自分の言葉を解説する気にはなれず、上弦は玄翁の視線に微笑を湛たたえた表情で答えながら、ぽつりと言った。

「私が欲よく張ばりなのは、お前が一番よく知っているだろう」

　それだけ言うと、上弦は「あとはもう知らん」とでも言わんばかりの素そっ気けなさで玄翁に背を向け、部屋の出口へと歩きはじめてしまっていた。上弦がドアの前で立ち止まった瞬間、まるでそれを計っていたかのようなタイミングのよさで、ノックの音とツルの声がドアの向こうから聞こえてきた。




　　　　◆




　涙にぼやけた視界の中を、凄すさまじい勢いで床が流れていく。強い力で手を引かれたまま、容よう赦しやなく走っていく真さな田だの背中を追いかけることしかできない。恐怖で縛しばられたその手をどうしても解くことができず、瞳に溜たまった涙が走る振動でぽろぽろと零こぼれ落ちていく。その涙は、目を潰つぶすと脅おどされた恐怖からでも、それによるショックからでもない。こうして真田にただ引きずられ、物のように取り引きの道具に使われる自分のことが、あまりにも情なさけなかったからだ。

　亮りよう史じが自分を助けに来てくれた。そのことを真田から聞かされたとき、レレナは自分から逃げ出そうととっさに決意していた。亮史が来たからには逃げる算さん段だんがついた、そんな打算的な決意では絶対にない。それは、もっと悲ひ愴そうな──自分を助けに来てくれた亮史が戦っているのに、自分ひとりが怯おびえて縮こまっているわけにはいかないのだという、義務感に近いものだった。それに突き動かされて真田の手を振り払おうとした矢や先さきに──眼前に、彼の刃やいばが迫っていたのだ。

　せわしなく足を動かし、息をわずかに乱しながら、レレナは前を行く真田の背中を、今にも泣き出しそうな目で見つめた。

　あのとき、誇こ張ちようでもなんでもなく、本当に身体かだらが言うことを聞かなくなった。真田の手にした鋭えい利りな刃、その光を目にしただけで身体がすくみ、想像するだに恐ろしいあの脅きよう迫はくを耳にしたときなどは、勝手に舌が動いて言葉を紡つむいでいた。まるで暗示かなにかでもかけられたかのように──いや、それはもしかしたら本物の暗示だったのかもしれない。少なくともそれが、レレナの脳のう裏りの奥深くに刻みつけられているのは確かだった。先ほどの診しん療りよう室でメスの刃きつ先さきを見た瞬間、あるいは自分の部屋で男に暴力を振るわれた瞬間、レレナは確かに自分の奥底にある傷きず跡あとの痛みを思い出していたのだ。

　闇やみを圧して伸びる白い手と──嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがんだ、紅あかい唇。

「────────」

　思い出しただけで声が漏れそうになり、レレナは空あいているほうの手で口を覆おおった。真田が頭だけで振り返る気配がしたのは一瞬だけのことで、数秒をおいてから見上げたときにはもう、真田は不ふ乱らんに前を見つめて走りつづけていた。歯を嚙かみ鳴らしてうつむき、レレナは、他の誰でもなくただひたすらに自分を責めつづける。

　あのときこの人のメスを跳ね除のけていたら。あのときどうにかして手を振り払い、当てずっぽうでもいいから亮史のいる方向に向かって駆け出していたら。大声で呼びまわり、自分がここにいるのだと知らせることができたなら。今さら言っても詮せんのないことではあるが、今からでも決して遅きに失しているわけではない。亮史は、今、恐らく、誰かと戦っている。亮史も、ツキも、そして恐らくは舞まいも──みなが自分のために動いてくれているのだ。それなのに、肝かん心じんの自分がめそめそと泣いていていいはずがない、そう思う。思ったはずみで顔を上げ、レレナは自分と真さな田だを繫つなぐ手へと視線を向ける。真田は走ることに気を取られていて、レレナの挙きよ動どうに気づいてはいないようだ。今なら。そんな声が脳のう裏りに響ひびく。一気に手を振り払い、そのまま駆け出してどこかの部屋に籠こもる。籠ろう城じよう戦は援えん軍ぐんの望みがあればこそ、という話をどこかで聞いたことがある。そしてその援軍は、もう目と鼻の先にまで来ているのだ。この機おりを逃すわけにはいかない。自分だって吸血鬼だ。ここから逃げ出して時間を稼かせぐことくらい、簡単に、

　────できなかった。

　あまりの不ふ甲が斐いなさに身体からだが震える。嗚お咽えつが漏れるのを、かろうじて堪こらえる。それくらいしかできることのない自分が、立たつ瀬せもないほどに恥ずかしい。

　怖かった。

　他のなにでもない。目を潰つぶすと脅おどしてきた、それを本気で行おうとしていた真田のことが怖いのではない。

　自分に向けられた、暴力と悪意──それだけが、レレナにはどうしようもないほど怖かった。

　泣き声を嚙かみ殺す。涙が落ちていくのを、もう止めようとは思っていない。こんな臆おく病びよう者ものの自分には、泣き暮れている姿がお似に合あいだ、そんな自じ虐ぎやく的な思し考こうに沈みかけたとき、

　突然、真田がその足を止めた。

　つんのめるように立ち止まった真田の背中、そこに涙に濡ぬれたレレナの顔が思いっきり衝しよう突とつする。柔らかいとは言いがたいそこに鼻はなっ柱ぱしらをしたたかにぶつけ、レレナは跳ね飛ばされるようにしてその場に尻しり餅もちをついた。呆ぼう然ぜんと真田のことを見上げたレレナは、そこでようやく、自分たちの行く手の前方に、鋼鉄の壁が立ちはだかっていることに気がついた。

「早はや川かわの奴やつ……」

　ぼそりとそう吐き捨てて、真田は素早く懐ふところから携帯電話を取り出した。シャッターの前に立ち止まった時点で、すでに真田はレレナから手を外している。今なら。再び脳のう裏りに響いたその声は、これ以上ないほどの険けん悪あくな雰ふん囲い気きを孕はらんだ真田の声に押し潰され、萎い縮しゆくして消え去ってしまった。

「どういうことだ。なぜここのシャッターが閉じている。こんな命令は出していないぞ」

　くぐもった音が携帯電話から聞こえてくる。言い訳をしているようにも響くその音声、それを聞いてから、真田はぽつりとつぶやいた。

「幽ゆう霊れい、だと？　そうか────わかった」

　レレナの心臓が跳ね上がった。

　舞まいだ。直感的にそう思う。亮りよう史じと一緒に自分を助けに来てくれたのだということがすぐにわかり、レレナは、喜びと共に嵐あらしのように巻き起こった居たたまれなさに、尻しり餅もちをついたままぐっとうつむいてしまった。

　純粋に、凄すごい、としか思えなかった。その勇気も行動力も、今のレレナには見上げるほどに羨うらやましかった。どうやったのかはわからないが、舞まいがなんらかの行動を起こして真さな田だの行く手を遮さえぎったらしいということくらいはわかった。自分を助けるために、亮りよう史じの手助けをするために。舞は、それだけのことをやってのけている。

　それに比べて、私は──

「他に塞ふさがっている箇所はわかるか？　ここが使えないとなると、だいぶ遠回りをすることになるのだが──いや、ちょっと待て」

　レレナの葛かつ藤とうなどまるで知らず、真田はふとなにかに気づいたような声をあげる。まだその場にへたり込んでいるレレナにちらりと視線を送り、見み下くだすその目が、ほんの一瞬だけ侮ぶ蔑べつの色を浮かべたのを、レレナは確かに見て取った。その視線に射すくめられて、レレナは怯おびえた目で真田のことを見上げた。真田は携帯電話の送話口を指で塞ふさぎ、もう片方の手でレレナの手を取って強ごう引いんに引き立たせた。

　それから前方を向き、目を細めてじっとシャッターを見つめる。レレナは怯えながらも、真田の不ふ可か解かいな行動に、つられて視線を前へと送る。十メートルほど離れた場所に、機能的な溝が刻み込まれた鋼鉄の壁が立ち塞がっていて、

　その一番下、本来なら地面に接していなくてはならないはずの箇所が、十センチほど開いているのがレレナの目にも見えた。

　と、レレナの手を握っていた真田が、再びレレナのことを見た。今度は侮ぶ蔑べつの色もなにも浮かばない、郵便局員が梱こん包ぽう郵便物を品定めするときのような無む機き質しつな視線で、レレナの頭のてっぺんから爪つま先さきまでをゆっくりと観察する。それから唐とう突とつに前を向き、真田はぽつりとこうつぶやいた。

「──これくらいならば、いけるか」

　それから真田は、携帯電話の向こうの早はや川かわに「なんでもない、解決した」と言い捨てて、答えも待たずに通話を切ってしまった。物もの問といたげなレレナの視線、それをちらりと見返してから、真田は、突然走はしり出した。

　手を握られているからにはレレナも走らないわけにはいかない。なにがなんだかわからないまま、レレナはただぐんぐん迫ってくるシャッターの鋼はがね色いろを見つめる。吸血鬼の脚きやく力りよくは十メートルなどというほんのわずかな距離をあっという間に詰め、呆ほうけているレレナを馬鹿にするように視し界かい全体をシャッターの巨体が占めた。危ない、ぶつかる。反射的にそう思い、レレナは走りながらとっさに身をすくめた。

　と、そのとき、真田が身を沈めながら床を蹴けり、ちょうどスライディングをするような格かつ好こうで前方に身体からだを投げ出した。そのことを頭の中で吟ぎん味みする暇ひまもなく、叩たたきつけるような勢いで迫ってくるシャッターに、レレナは思わず目をつぶり──

　前方に投げ出された。

「っ、あっ────」

　その浮ふ遊ゆう感かんに思わず声が漏れる。慌あわてて閉じた目を見開き、ぐるぐると振れる視界の中で、レレナは自分の身体からだを抱きすくめる。身体を丸くし、できるだけ衝しよう撃げきの少ない姿勢を本能的に取りながら、そのまま廊下に墜つい落らくしてごろごろと転がった。特に打ちつけた箇所もなく、身体を突き抜けていった衝撃の余よ韻いんだけを感じながら、レレナはふらふらとその場に立ち上がった。

　その目が大きく見開かれた。

　真さな田だが、うずくまっている。その背後にあるのは、今し方まで目前にしていた防火シャッターだ。事態がわからずに混乱したレレナの前で、真田はその場に膝ひざをつきながら、ゆっくりと顔を上げる。

　真田の表情は、紛まぎれもない苦痛に歪ゆがんでいた。

「────ぐっ、がっ、あ────」

　声にならない声を出し、両手で搔かき毟むしるように自分の胸を押さえている。レレナは半なかば呆ぼう然ぜんとしたまま、それでも真田に向かって足を踏み出した。大丈夫ですか──そんな言葉が出かかって、慌ててそれを喉のどの奥に飲み込んだ。どうかしている、と思う。人の心配をしている場合ではなく、そもそも相手は紛まぎれもなく自分の『敵』である、真田だというのに。

　本当に、どうかしている。

　そう思いながら、レレナはゆっくりと真田に近づいていく。真田は手負いの獣けもののような視線で、じっとレレナのことを見上げていた。それまでの冷静な態度のかけらも見当たらない表情で、荒く息を吐きながら、ただ膝をついて胸を押さえつけている。一体なにが真田に起きているのか、レレナには見けん当とうもつかない。自分がなにをすべきなのかは、なおさらわからない。だからレレナは、自分の思うままに行動した。

　痛みに震える真田の肩に右手を置き、その傍かたわらに寄り添うようにしゃがみ込んだ。濁にごった呼吸を繰り返し、激げき痛つうに顔を歪ませた真田は、すぐそばにまで近づいてきたレレナの顔を見て、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。その視線になんとなく気まずいものを覚えて、レレナはうつむきながら、静かに真田の背中をさすりはじめた。

「──────くっ」

　顔を引きつらせ、レレナのことを見つめていた真田が、不意にそんな声を漏らした。

「く、く、く、く、く、く」

　耐え切れないといったふうにレレナから視線を外し、真田は肩を震わせる。背中をさするレレナの手が止まり、それでも真田はその奇き妙みような音を出すことをやめない。それが笑い声であると気づくまでに、しばらくかかった。

「く、く────くっははははははははははははははははは！」

　思いも寄らぬ哄こう笑しように、呆気あつけに取られていたのはほんの一瞬だけのことで、不意に立ち上がった真田に押しのけられるようにして、しゃがみ込んでいたレレナはその場に尻をついた。そんなレレナを傲ごう然ぜんと見下ろして、真田は痛みとは異なる歪みを顔に浮かべる。

「なんだそれは？　この私を、心配してくれているというわけだ？　──っはっはははははは、これはこれはお優しい！　感謝するとも、レレナ嬢じよう！」

　背中を丸め、まだ肩で息しながら、真さな田だは胸を押さえる手をひとつだけ外し、強ごう引いんにレレナの手を取って立ち上がらせた。傷ついたように自分を見つめるレレナの表情を観察して、真田はさらに大声で笑った。

「それともなにかのドラマでも期待していたのかね？　これで私が君に心を開き、逃がしてくれるとでも？」

「そ、んな──」

　自分の手首を摑つかんだ真田の手を、ただ呆ぼう然ぜんと見つめながら、レレナはふるふると首を振った。嘲あざけりに染まった真田の声に、無む性しような悲しみが湧わき上がってくる。そんなつもりなど毛け先さきほどにもなかったが、ではどんなつもりだったのかと聞かれれば、レレナには答えようがなかった。今し方の自分の行動が、あまりにも生なま温ぬるいものであることも理解していた。だが──

「……まあ、いずれにせよ、余よ計けいな手間を取らせなかったことは確かに感謝するよ、レレナくん。さ、行こうか。非常階段はもうすぐそこだ」

「…………」

　吐き捨てるようにそう言って、真田はふらつきながら走り出す。レレナを捉とらえていないほうの手は、いまだに胸の上に置かれたままだった。それを見て、レレナは複雑な表情を顔に浮かべる。では、どうすればよかったのだろうかと思う。痛みに苦しむ人を捨て置いて、そのまま逃げ出せばよかったのだろうか。それが敵方の首しゆ魁かいであるから、自分のために亮りよう史じが奮ふん闘とうしているから、そういうことを理由にして、見捨てればよかったのだろうか。

　そういうことは、自分には、到とう底ていできそうになかった。

　真田に連れられて走りながら、レレナは気弱げに顔を伏せる。度どし難がたいほど甘っちょろい自分のことがあまりにも情なさけなく、再び流れはじめた床を目にしながら、それでもその視界は涙にぼやけてはいなかった。先ほどの自分の行動が、甘く生温いものであったことは理解している。

　それでもレレナは、先ほどの自分の行動に、後こう悔かいは決してしていなかった。




　　　　◆




　転がるように亮りよう史じは駆ける。姿勢を低くし、肩の上のツキが爪を立ててしがみつかなければならないほどの速度で、長く延びた廊下を蹴けりつけながら走っていく。時とき折おり思い出したように閉じかけたシャッターが行く手を阻はばんでいたが、下方に隙すき間まがある囲いなどで主人の行動を制限できるはずがない。『霧きり』になっても走ってきた勢いは微み塵じんも減じずに、亮史は上階へと最短距離を突っ走っていく。と、そんな亮史の肩の上で、ツキがきつく目を閉じながら言った。

「──間違いない、レレナの反応だ。この真上にいる」

　亮りよう史じが視線を天井へと送ったのは、ほんの一瞬のことだった。なにしろ風鳴る音が耳元に聞こえるほどの速度で走っているのだ。こんな状態で転倒すれば、亮史はともかく負傷しているツキがどうなるかわかったものではない。再び目の前を遮さえぎるシャッターを『霧きり』ですり抜けてから、亮史は感かん嘆たんの声を漏らした。

「まさか舞まいくんが、ここまでできるとはなあ……」

　閉じたシャッターを破壊しようと、シャベルを振るっていたときのことを思い出す。今までの人生の中で一度も味わったことのないほどの激しい焦しよう燥そうは、突然機き械かい音おんを発しながら開きはじめたシャッターに、すっかり吞のまれて消えてしまった。

　最初のうちこそ、またなにかの罠わななのではないかと疑っていたものだが、どんな罠とて半なかば檻おりの中に閉じ込められているも同然の現状に比べればマシなものだと判断して、亮史とツキは走り出したのだった。それ以降、誰による妨害もないまま亮史の進しん撃げきは続いている。シャッターが上がったことといい、その直後の停電のことといい、することもないので遊ゆう撃げき隊たいのような位置づけにしておいた舞が、敵方の設備を内部からいじくり回しているとしか考えられなかった。恐らくツキも同感なのだろう、こちらは亮史とは対たい照しよう的に無感動な声で、それでも亮史の言葉に賛同した。

「ああ。ここまで役に立つとはな。手懐てなずけた甲か斐いがあったな、主人」

「…………」

　どこまでもひねくれているツキの口く調ちように、我われ知らず苦く笑しようが漏れる。が、すぐにその笑みは純粋な戦闘の思し考こうの中に埋没していった。頭の中に刻みつけたホテル内部の構造図を思い起こし、非常階段口へのルートを再さい確認、絨じゆう毯たんを削けずり飛ばすような勢いで廊下を蹴けりつけ、すぐ目の前の角を右に曲がり──

「主人、敵だ」

　短く響ひびいたツキの声を追うように、長く延びた廊下の横手から黒い影が転がり出てくる。その右手に煌かがやく銀色の光を目にして、亮史は短く舌を打ち、姿勢を低くした状態から床を蹴って前方に飛び上がった。高速で流れていく視界の端で、這はうような銀の一いち撃げきが半はん瞬しゆん前まで亮史の足があったところを通過していくのが見えた。空中で身をよじり、影を正面に据すえた体勢で着地してから、亮史は鋭く叫ぶ。

「先に行っていろ、ツキ！」

　叫んだ直後に肩の上からツキの重量が消えていた。とん──と軽く亮史の肩を蹴りつけて、足音も立てずにツキは走り去っていく。ほんのわずかに浮かんだ唇の笑みは、目の前でゆっくりと立ち上がった影の姿を見た瞬間に消え去っていた。

　異い様ような姿だった。少なくとも亮史が湯ゆヶが崎さきの小学校で戦った従じゆう者しやの連れん中ちゆうのような、生なま温ぬるい格かつ好こうはしてはいなかった。吸血鬼の最大の急所である頭部には、侍さむらいの面めん頰ぼおに似た防具を着用しており、胴どう部ぶのプロテクターから上方に伸びた襟えりの部分で首元もきちんと保護している。関かん節せつ部以外のほぼ全身が黒いエナメル質の防具で覆おおわれていて、隙すき間まなく装備を身に纏まとったその姿は、亮りよう史じがかつて戦ったことのある人間の武ぶ将しようの甲かつ冑ちゆう姿を思い起こさせた。

　そして、なによりも注意しなくてはいけないのが──影が右手に握っている刃は渡わたり五十センチほどの、ナイフと刀の中間に位置するような武器だった。『組織』に乗り込むことを決意したときから、拳けん銃じゆうや機き関かん銃じゆうのような飛び道具と戦わなくてはいけないことは覚かく悟ごしていた。それより幾いく分ぶんマシとはいえ、間違いなく銀でできているであろうあの武器と、重じゆう厚こうに取り巻かれた全身の防具をかいくぐって致ち命めい傷しようを与えるのは、なかなか骨の折れそうな作業だった。

　と、亮史と相あい対たいしてからはじめて、影が動きらしい動きを見せた。右手に握り締めた長大なナイフを、挨あい拶さつするようにひょいと掲げる。そこだけ露ろ出しゆつした口元が、牙きばをむき出しにした笑みに歪ゆがんでいるのが『夜よ目め』に見えた。

「よお、主人」
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　影──声からすれば男だ──は、百年来の知ち己きに出会ったような親しげな声でそう言った。亮史は答えず、右手に握り締めたシャベルの柄えをさらに強く握り、それを床に引きずる形で構えを取る。亮史のその姿を見て、男は、それはそれは楽しそうに笑った。

「いいねえ、やっぱり主人はそうこなくっちゃ」

　目を細め、姿勢をさらに低くする。低位置からにやにやと笑っている男の口元をにらみ上げながら、亮史は、少し厄やつ介かいだな──と内心で舌を打つ。

　このパターンは、戦闘狂きようだ。元来が凶きよう暴ぼうな性質を持っている人間が、吸血鬼になって無む尽じんの力を得た途と端たん、手がつけられないほどの暴れ屋になることがある。そうなった者は、もはや自分の血が流れ尽きるまで戦いを止めることはない。人を殺し、その血を飲み、彼らは加速度的に凶暴になっていく。主人を目の前にしても怯ひるむどころか嬉き々きとして襲おそいかかってくる、亡もう者じやよりもさらにやっかいな存在。千年の永き生の中で得た数多の従じゆう者しやたちの中にも、こういう手合いは少なからずいた。刃やいばを交えたことも幾いく度どとなくあるが、主人とそう変わらない身しん体たい能力を持ち、なおかつ恐怖や動どう揺ようによる隙すきのほとんどない彼らをねじ伏せるのには、かなりの手間を取ったものだった。加えて目の前のこの男は、『組織』の組織力を使って組み立てたのであろう兵へい装そうを装そう備びしている。用心をして、しすぎるということはない。

　軽く両腕を広げたまま、男は誘うようににやにやと笑いつづけている。右手に握った小こ刀がたなを弄もてあそびながら、じり、と間合いを詰めてくる。それに押されることこそないものの、さりとて自分から近づくでもなく、亮りよう史じは『待ち』の姿勢を崩さない。しばらくの間ののち、男が息を抜く音が暗くら闇やみの廊下に響ひびき渡った。

「俺は別にそれでもいいんだが──あんたのほうは、それじゃあまずいんじゃないのか？　時間、ないんだろう？」

　からかいの響きを含んだその声に、亮史は不快そうに顔をしかめた。

「黙れよ、若わか造ぞう」

　全身に殺さつ気きが漲みなぎる。それを感じ取って、男の顔にも緊きん張ちよう感かんが浮うかんだ。迎えるように両腕を広げたまま、しかし右手に持った小刀を揺らめかせることはやめて、視線を亮史の動向にひたりと据すえている。

　と、不意に亮史が、大きく息を吐いた。それと同時に全身から殺気が消えていき、亮史は構えを解いて穏おだやかな目で男の顔を見つめる。面めん頰ぽおの中で男が不審そうに眉まゆを顰ひそめる気配、それをぼんやりと感じながら、亮史は小さな声で言う。

「────死ね」

　言い終える前に床を蹴けり、一直線に男に飛びかかる。不意を突かれた形になった男は、慌あわてて後退しながら右手に握った小刀を振るっていた。が、浅い。袈け裟さ懸がけのその一いち撃げきを上体を少しそらしただけで難なくかわした亮史は、微み塵じんの容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよも手て加か減げんもなく、突進した勢いと吸血鬼の怪かい力りきをすべて乗せて、まっすぐにシャベルの刃は先さきを男の喉のど元もとに突き入れた。

　しかし──

「っ、がっ、はぁっ！」

　濁にごった呼吸音を吐きながら、男はその力に逆さからわず、首を起点にしてぐるりと後こう転てんしながら宙を舞った。通常のホテルに比べればはるかに広く高いその廊下の、天井付近にまで舞い上げられながら、それでも男はかろうじて空中で体勢を整えて、足から着地することに成功した。が、さすがに身体からだを支えてはいられなかったのか、その場に膝ひざをついて崩れた。げほげほと咳せき込みながら喉のど元もとをさすっている男の姿、それを見つめている亮りよう史じの表情には、少なからぬ驚きが浮かび上がっていた。

　今の一いち撃げきは、完全に急所を捉とらえていた。込めた力も申し分なく、防具がなければ易やす々やすと首を跳ね飛ばすくらいの威い力りよくは有していたはずだった。仮に首元の防具でその一撃を防ぐことができたとしても、あの程度の装そう甲こうならば容易に突き破って男の首に致ち命めい傷しようを与えることができる──はずだったのだ。

　だが、実際には、突き破るどころか、小さな傷をつけることすらできてはいなかった。険しい面おも持もちのまま、亮史は今し方の感かん触しよくを確かめるようにシャベルを握り締める。分ぶ厚あついゴムの塊かたまりを叩たたいたような──視界一いち面めんに広がる砂さ丘きゆうにシャベルを叩きつけたときのような、重く鈍い感触。膨ぼう大だいな握力でそれを握り潰つぶしてから、亮史は再び姿勢を低くして構えた。一切の感情の抜け落ちた機械のような眼差まなざしで、じっと男のことを観察する。

　警けい戒かい心しんに満ちた亮史の視線に反応して、男が膝ひざ立だちのまま顔を跳ね上げた。その口元に浮かぶのは、嘲ちよう笑しようと憤ふん怒ぬが混ぜ合わさった、この上もなく凶きよう悪あくな笑いだ。男はその場にゆっくりと立ち上がると、片かた頰ほおを歪ゆがめたまま自分の首を「とんとん」と叩いてみせた。

「──危なかったな。これがなけりゃあ、今ので死んでたところだ。真さな田ださんに感謝しないと」

　ごふ、と奇き妙みような呼吸音を漏らして、男は血の混じった唾つばを床に吐き捨てた。引きつった笑みを浮かべながら、男は濁った声をあげる。

「驚いたか、主人？　こいつはな、俺たちが開発した特殊な装そう甲こうだよ。展てん延えん性せいに優れた特殊合ごう金きんを、軍用の衝しよう撃げき吸収強化繊せん維いで覆おおってある。──つっても、てめえの馬鹿力は吸いきれなかったようだがな！」

　憎ぞう悪おに塗まみれた言葉の後半、それを聞き終えるや否いなや、亮史は再び駆け出していた。男も今度は素早い反応を見せて、右手に持った小こ刀がたなを亮史の顔がん面めん目がけて閃ひらめかせる。だが、それこそが亮史の狙いだった。大きく振りかぶったシャベルの重量に引き留められるようにして、亮史は瞬間的な減げん速そくをかける。男の目が驚きよう愕がくに見開き、それを見て小さく唇を吊つり上げながら、突き出された銀の小こ刀がたなを狙ってシャベルを叩きつけた。

　防御を突き崩せないのならば、攻撃を封じてしまえばいい。銀製の武器であるということは、吸血鬼に対する絶大な威い力りよくを持つ反面、耐たい久きゆう性が極きよく端たんに落ちてしまうという弱点も内ない包ほうしているのだ。ただのナイフよりリーチに長たけている分、狙いを定めるのも容易だった。急激な減速にバランスを崩さないように留りゆう意いしつつ、『突き』の形で伸びてくる銀の刃きつ先さきを、引き絞しぼる力で払い除のけ──

　男が、笑った。

　それまで強く握り込んでいるように見えた男の右手が、瞬間、力を失った。だらりと開いた右の手のひらから、銀の小刀が水に沈むように離れていく。右手から左手へ、サーカスの曲きよく芸げいのように移し替えてから、男は、自由になった右腕わん部ぶのプロテクターを自ら迫り来るシャベルの前に差し出していた。

　鈍い音が響ひびき渡る。骨が折れたか砕けたか、いずれにせよ打撃性の攻撃では、吸血鬼にとってはさしたるダメージとなりえない。ひしゃげた右腕を狂気の浮かんだ目で見み遣やり、それでも男はなお笑う。確かに握り締めた左手の小こ刀がたな、それを亮りよう史じの首くび筋すじに向けて横よこ薙なぎに振るう。確実に首を切り裂くであろうその一いち撃げきに対して、亮史は防ぐでも避けるでもなく、さらに前方に床を蹴けって突進していた。

　閃ひらめいた銀が肌はだに触れるかどうかという刹せつ那な、亮史は『霧きり』を発動する。千ち々ぢに砕けた水蒸気は、床を蹴りつけた勢いをそのままに男の身体からだを透とう過かして、そこから十メートルほど離れた廊下の上で結実した。

　ゆっくりと立ち上がり、男を静かに見み据すえながら、亮史は空あいているほうの手を首筋へ遣やった。鎖さ骨こつの上、頚けい動どう脈みやくにやや近い箇所が、わずかではなく切り裂かれている。とくとくと音が立ちそうなほどに流れ出ていく血の匂におい、あっという間に濡ぬれて染まった襟えりの重み。慣れないその感覚に不快を感じながら、亮史は首筋に当てた手に力を込めて、その箇所を傷口ごと抉えぐり取った。男は小刀を弄もてあそびながら、にやにや笑いを浮かべてそのさまを眺ながめていた。

「さすがは主人、今の能力、俺たち従じゆう者しやとはわけが違うな。ま、そうは言っても、逃げ足に使っているようじゃあ仕方がねえが」

　明らかな揶や揄ゆを含んだその口く調ちように、亮史は、ぎり、と歯を嚙かみ鳴らした。抉り取った『祝福』の傷口を忌いま々いましげに床の上に叩たたき捨てて、亮史は抑えた声で言う。

「黙れ、と言ったぞ。若わか造ぞう」

　男は笑いながら、大きく肩をすくめる。

「お前の言うことに、俺が従う義理はねえなあ」

「よく舌の回る奴やつだ。──決めた」

　シャベルを手に男を見み据すえる亮史の目には、いつの間にか、男の満面に浮かんでいるものと同じ、色濃い炎ほのおの色がちらついていた。

「貴き様さまを殺すときには、まずその舌から先に食い千ち切ぎってやろう」




　　　　◆




　真さな田だは蹴り破るようにしてドアを開け、自分よりも先にレレナのほうを部屋に中に放り込んだ。押し出されるようにして部屋の中に入ったレレナは、一歩、二歩とたたらを踏みながら、すぐ目の前のベッドに取りすがって、崩れたバランスを立て直した。小さく息をついたのも束つかの間ま、触れたベッドのひんやりとした感かん触しよくに、レレナははっと顔を上げた。

　それは、ベッドではなかった。

　ベッドにしては、背が高すぎた。立ったレレナの腰の位置ほどにあるそれは、傍かたわらに水を湛たたえた鉄製のバットを携たずさえていた。身を乗り出すようにして寄りかかったレレナの手先が、その容器に浸つかっている。波は紋もんに揺れる水面の下、鉄色の容器の上に、銀に輝くいくつもの刃やいばが沈んでいた。覆おおいかぶさるように伏した顔のすぐ前にあったのは、無む慈じ悲ひなほどに真っ白な、手術台にしか見えないものだった。

「────！」

　弾はじかれたようにそこから離れ、いつの間にか後ろに立っていた真さな田だに背中がぶつかった。息を吞のんで振り返ったレレナを見下ろす真田の顔には、最初に会ったときと同じ穏おだやかな笑みが浮かんでいる。

「ここは私の実験室でね。見慣れない器具が多くあるとは思うが、別に君をどうこうしようと思って連れ込んだわけじゃない。大人おとなしくしてさえいれば、危害は加えないと言ったはずだよ」

　落ち着いたその声こわ音ねからは、すでに先ほどの苦痛の歪ゆがみは消え去っていた。真田は手術台の向こうに回り込み、そこにしゃがみ込んでなにやらごそごそと作業をしはじめた。首を伸ばし、恐る恐る覗のぞき込むと、壁かべ際ぎわに設置されたモニターらしき物体が目に入った。と、「ぶつん」という低い音と同時にモニター画面が波立ち、夜の海面から浮かび上がってくるようにして、そこに映像が映し出された。離れた場所から、不完全な『夜よ目め』で、暗くら闇やみの中にぼやけるその映像がなんであるか判別するのは、なかなか容易なことではなかった。それでも至し近きん距離にいる真田には見えているのだろう、彼は小さな笑い声を立てると、独り言のように言った。

「よかった──間に合ったな」

　どうしても見たいテレビ番組に、かろうじて間に合ったときのような声。手術台の近くに立てかけてあったパイプ椅い子すをごとりと広げて、真田はモニターを眼前にしながらその上に腰を降ろした。

　しんと静まり返った沈ちん黙もくの中で、レレナは途と端たんに居たたまれない雰ふん囲い気きに包まれてしまう。真田はなにを言うでもなく、ただパイプ椅子に腰掛けたまま、モニターの中を見つめている。困りきった表情でそれとなく周囲に視線を巡らせていると、ふと奇き妙みようなものが目に止まった。

　手術台の枕まくら元もとに置かれた、大型のクーラーボックスのような形状の機械だった。のっぺりとした愛あい想そうのないその形は、今までレレナが見てきたどんな種類の機械にも似つかない。強しいて挙げるとすればコピー機や洗せん濯たく機きに近いかもしれないが、コピー機にしてはボタン類がほとんどないし、こんなに大きな洗濯機など見たことも聞いたこともない。一いつ辺ぺんがレレナの胸の高さほどもある、立方体のその鉄箱の正体を確かめようと、一歩だけ足を踏み出したところで、真田の柔らかい声が響ひびいた。

「それに触るな」

　びくりと肩をすくませて、レレナは思わず真田のことを見る。真田はモニターに視線を貼はりつけたまま、レレナのことを振り返りもせずに言う。

「ここにあるものは、あまり触れてほしくないのでね。こっちに来てみるといい。君の保護者の勇ゆう姿しを見ることができるよ」

　真さな田だの言葉が、他でもない、月つき島しま亮りよう史じのことを指しているのだと気づくまでに、一瞬の間があった。目を見開き、息を詰めて、頭の中に突とつ如じよとして生まれた空白を見つめる。それからレレナは、転がるようにして手術台を回り込み、パイプ椅い子すに座る真田の隣となりにしゃがみ込んで、身を乗り出してモニターを覗のぞき込んだ。

「……月島さん…………」

　画面の中の、小さな小さなその人影は、夢にまで見た、紛まごうことなき月島亮史の姿だった。そのよれよれの黒いシャツも、ひょろりと伸びた長身も、なにも変わっていなかった。だが、感かん極きわまったかのように、涙すら浮かべて画面の中の亮史を見つめていたレレナの表情からは、次第に喜びの色が薄れていった。まさか──と喉のどの奥に生まれた言葉を、隣に座っている真田がはっきりと肯定した。

「交戦中だ」

　愕がく然ぜんとした面おも持もちで、レレナは真田を振り返る。モニターの照り返しを受けたその表情は、絶えない好こう奇き心しんで輝いているようにレレナの目には見えた。のろのろと立ち上がったレレナをちらりと見、またすぐ視線を画面上へと移してから、真田は口元に薄い笑みを貼はりつける。

「──そう言えば、まだ答えていなかったね。君の疑問に」

「え？」

　思わず聞き返したレレナに、真田はもう一いつ脚きやくのパイプ椅子を手渡した。一瞬戸と惑まどってからそれを広げ、レレナは真田の隣に腰を落ち着ける。ちょこんと膝ひざを揃そろえたレレナのことを見もせずに、真田は言葉を続けた。

「つい先ほど、私が君の検査をしたときのことだよ。どうして自分のことがわかるのか、と、確かそんなことを言っていたじゃないか」

「…………」

　黙り込み、思い返す。検査、というのは恐らく、白しろ宮みやと一緒に真田の診しん療りよう室に連れられた、あのときのことを言うのだろう。つい数すう時間前のことだというのに、なにやら遠い昔の出来事のような気がする。

「えと、はい、確か、」

「人間にとって絶対になくてはならないものが、なにかわかるか？」

「────え、は？」

　話がどんどん飛ぶ。困こん惑わくに染まりきったレレナの声も表情も、真田を振り向かせることはできなかった。真田はただ画面を見み据すえながら、独り言のように話しつづける。

「人間にとって、絶対に必要なもの、だ。それがなくては五分と生きていけない、それくらい大事なものは、一体なんだと思う？」

　あまりにも唐とう突とつなその問いかけに、それでも真ま面じ目めに考えてしまったのは、レレナが筋すじ金がね入りの優等生だったからだろう。しばし視線を宙に巡らせて、思いつくままを言葉にする。

「……水、ですか？」

「それがなくては、人は即そく座ざに死んでしまうと？」

「…………空気？」

　真さな田だは満足げに頷うなずいた。

「さすがはレレナくん、正解だ。もっとも正確には──『酸素』であり、さらに突き詰めるならば、その『酸素』によって生み出される『熱』なわけだが」

　なにを言いたいのかわからない。レレナは眉まゆを顰ひそめて、隣となりに座る真田の顔を見つめる。

「呼吸によって取り入れた酸素を、肺を経由して血液に流し込む。血液中の赤せつ血けつ球きゆうに乗って、酸素は身体からだの隅すみ々ずみにまで運うん搬ぱんされる。運搬された先の体組そ織しきで、酸素は筋肉を動かすための燃料として使用される──とまあ、人間の呼吸生せい理りを大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえばこういうことになるんだが、実はね、レレナくん。これは吸血鬼もあまり変わらないんだ」

「え？」

「吸血鬼には、酸素は必要ない。吸血鬼の身体を動かしているのは酸素ではなく、科学では解明できない摩ま訶か不ふ思し議ぎな力──『血の力』なのだから。では、その『血の力』を運んでいるのはなにかと言うと──これがやはり、血液自じ体たいなんだな」

「…………」

「要するに、人間にとっての酸素が、吸血鬼にとっての『血の力』と考えればいい。人間は呼吸によって酸素を取り入れ、吸血鬼は吸血によって『血の力』を取り入れる。無む論ろん、『血の力』は酸素のような即そく時じ供給性は必要としないが、あとは全部同じだ。血液に運搬され、全身の体組織を動かすための燃料として使用される──いや、吸血鬼の場合は血液それ自体が『血の力』なわけだから、運搬されるというのは少し語ご弊へいがあるな。ま、そんなに難しく考える必要もないのだが」

　そこではじめて、真田はレレナのことを見た。あのときの瞳だ、と直感的に思う。一切の色が浮かばない、ガラス玉の瞳。その中にレレナの姿を映しながら、真田は片かた頰ほおを吊つり上げて笑った。

「しかし、一口に『血の力』と言っても、従じゆう者しやの持つそれと主人の持つそれではほとんど別次元と言っていいほどに隔へだたりがある。性質そのものは同等なのだが、主人のほうが内包する力は、桁けた外はずれに大きいんだ。従者や亡もう者じやに流れる血液をガソリンにたとえるならば、主人に流れる血液はニトロに等しいほどの『血の力』を有している。彼らにしか使えない特殊能力──『霧』や『狼おおかみ』、『蝙蝠こうもり』、あるいは『感かん知ち』などといった超ちよう常じよう的な力も、その桁外れの『血の力』があってこそ扱えるものだ。いや──もしかしたら従者や亡者が『狼』や『蝙蝠』に変身することができないのも、ただ単純に『血の力』が足りないためなのかもしれないな。従じゆう者しやには、ほんの微び弱じやくながらも主人の『感かん知ち』に類する力があるから、そう考えてもさして不自然ではないだろう」

　レレナは口を結んで、真さな田だの顔を見つめている。ようやく話が見えてきた。つまりは、ここから最初の言葉に繫つながるのだ。自分の疑問──なぜ、真田は自分に起きた異い変へんをあんなにも的確に知ることができたのか。

　レレナは上うわ目め遣づかいに真田を見み据すえたまま、おずおずと口を開いた。

「……私が、これまで一いつ滴てきも血を飲んでいないのに、それでも生きてこられたのは──」

「そう。月つき島しま亮りよう史じの──『主人の血液』を口にしていたためだ。『主人の血液』ならば、数ヶ月という長期に渡って『血の力』を供給しつづけることも不可能ではない。特に君は、半はん吸血鬼なのだから」

　レレナは思わず、モニターへと視線を移した。薄ぼけた映像の中で、亮史は目にも止まらぬほどの速さで、真っ黒な服を着た誰かと戦っている。他の誰でもない、自分を助けるために。

　月島さん──と口の中でつぶやき、レレナは二ふた目めと見られないほどに情なさけない表情を浮かべた。そんなレレナのことを楽しそうに眺ながめながら、真田はさらに言葉を続ける。

「──まあ、そうは言っても今いまし方がた説明した『主人の血液』に関する理論は、私の仮説でしかなかったんだがね。なにせ主人に関する資料が少なすぎる。上じよう弦げんは形式上は私たちの同盟者だが、まさか彼女が私たちの研究に己が身を差し出してくれるわけもない。裏づけのないこの理論を信じるのは、はっきり言ってかなり不安だったのだが──」

「それを、私が裏づけた、ということですか」

　そのとおり、と真田は頷うなずく。それでもレレナは振り返らず、画面の中で動きつづける亮史の姿を目で追いながら、ぼんやりとした声で問うた。

「でも──私が、あの人に追われているときに、その、ああなったのは──」

　湯ゆヶが崎さきで拉ら致ちされたあの夜、ほんのわずかの時間ながらも、憎ぞう悪おと殺意に駆り立てられて上じよう弦げんと大立ち回りを演じた、そのことをどうしてあなたが知っていたのか。レレナが言いたかったことを補足して表すならばこうなるが、まさかレレナの口から『憎悪』やら『殺意』やらと言った物々しい表現が出てくるはずもなく、結果としてこのような中ちゆう途と半はん端ぱな言い方になってしまった。それでも真田はその意を正確に汲くみ、言った。

「簡単だ。吸血鬼というものは、本来的に凶きよう暴ぼうな性質を持っている。そして、その凶暴性の根本にあるものが、『血の力』なんだよ」

　画面を覗のぞき込んでいたレレナの肩が、ぴくりと動いた。それを目め敏ざとく見つけ、真田は冷たく笑った。

「吸血鬼の本質がそうなのか、『血の力』がそれを呼び覚ますのか、どちらなのかはわからない。血から離れることができない吸血鬼にとっては、どちらも同じことなのかもしれない。いずれにせよ、『血の力』を振るうとき、主人ですらない従じゆう者しやでもわけもなく攻撃的になってしまう。これは『組織』に所属する従者たちの証言で確認済ずみだし──そう、私個人も、経験したことがある。腹の底に疼うずくような熱を感じ、その熱に突き動かされるようにして攻撃衝しよう動どうが湧わき上がってくる──あの感覚は、そうそう忘れられるものではない」

　思い出す。あの晩のあの経験。

『熱』が、腹の底に生まれた。全身に巡る病びよう魔まのようなその熱は、レレナに信じ難がたいほどの力と勇気を与えてくれた。だが──今にして思い返せば、あれは、果たして、勇気だったのだろうか。勇気というにはあまりに陰いん惨さんな影を、あのときの熱量は孕はらんでいなかっただろうか。

　モニターの中では、亮りよう史じが縦じゆう横おう無む尽じんに動き回っている。それを呆ぼう然ぜんと見つめるレレナの耳に、夢の中から聞こえてくる声のように真さな田だの言葉が響ひびく。

「そして、そんな吸血鬼の凶きよう暴ぼう性がもっとも発はつ揮きされるのが、戦闘時──より正確に言うならば、自分の身に危険が迫ったとき、ということになるわけだ。吸血鬼の身体からだが『血の力』で動いていることはすでに言ったね？　危険に際して人間の身体が『興こう奮ふん』という名の活かつ性せい状態に入るのと同じように、吸血鬼も危機を感じれば自然と全身に血が巡りはじめる。普段はほとんど動いていないはずの心臓が拍はく動どうを始め、『血の力』を身体の隅すみ々ずみにまで満まん遍べんなく行き渡らせようとする。実に単純な生理現げん象しようだが──『血の力』が発揮されるということは、つまりそれだけ凶暴性が発はつ露ろしやすくなるということだ。それはたとえ君のような純真無む垢くな女の子であっても関係ない。人が汗をかくのとほとんど同レベルの、意思ではどうにもできない範囲の現象なのだから」

　レレナは自分でも気づかないうちに、片手を腹の上へと当てていた。今にも泣きそうな目で、モニターの中の亮史を追いつづける。そうしながら、レレナは思ったことをそのまま口にしていた。

「──私は、今まで、月つき島しまさんの血で、生かしてもらっていたんですね？」

　真田はあくまでも、機械的に答える。

「私の仮説が正しければ、そういうことになるね」

「あの人に追われているときも、私は月島さんの血のおかげで、逃げつづけることができたんですね？」

「結果的には捕まってしまったわけだが」

「それじゃあ──」

　レレナはのろのろと視線を動かして、その目に真田の顔を捉とらえた。真田は、楽しそうだった。レレナの心の揺れ動きを観察しているかのようなその視線、それを見てもレレナはもはやなにも感じない──その余よ裕ゆうがない。ただ頭に次々に浮かび上がってくる確信にも似た疑問、それをそのまま真田にぶつけた。

「あのとき──あの人に捕まったあのとき、はじめて、症状が出たって言うことは、」

　そこで心がくじけ、レレナは黙り込んでしまった。上じよう弦げんと戦った湯ゆヶが崎さきのあの夜、突然全ぜん身しんに漲みなぎっていた力を失うという形で『血液欠けつ乏ぼう症しよう』を発はつ症しようした、その本当の理由。真さな田だは目を細めてくつくつと笑い、ひとしきり笑ったあとに、情なさけ容よう赦しやなく答えた。

「ああ、そのとおりだ。君の中には、もう月つき島しま亮りよう史じの血は存在しない。実にタイミングのよかったことに──君にとっては悪かったのだろうが──上弦との戦闘中に、君の中にあってそれまで君に『血の力』を補給しつづけていた『主人の血液』が、ついに底をついてしまったのだろうな。無理もない、上弦と張り合うなど並なみ大たい抵ていのエネルギーでできることではない。もっとも、すべては私の予測に過ぎないのだが──しかし、そう考えればなにもかも説明がつくのは事実だ」

　レレナは、捨てられた子供のような表情を浮かべた。

　自分でも説明のできない感情が、胸の奥底から湧わき上がってくる。風の吹きすさぶ荒野にひとりきりで立ち尽くしているような、寂せき寥りよう感、孤独感──かつて感じたことのある、家族と離れ離れになってしまったという寂しさを、何十倍にも何百倍にも増幅したような耐え難がたい思い。喉のどの奥にそれを吞のんで、レレナはただうつむくことしかできなかった。

　揃そろえた膝ひざの上に拳こぶしを載せ、きつく目を閉じる。隣となりから聞こえる真田の抑えた笑い声を、強制的に意識から遮しや断だんする。そうでなければ惨みじめすぎた。レレナはただ、なにも見えない闇やみの中で、どうにもできない気持ちをもてあましながら、小さく「月つき島しまさん」とつぶやいた。




　　　　◆




　松まつ野の大たい樹じゆは、殺人鬼だった。

　彼が人間としての生を享うけたのはこの国の暦こよみで言うならば明治の終わりごろだったが、彼はその『人としての生』が終わるまでの二十五年間のあいだに、実に十人以上の人間をその手で殺あやめていた。最初のうちこそ生きていくために行っていたそれに、楽しみを持つようになったのはいつからだっただろう。過か酷こくな環境に追い立てられてこうなってしまったのではないと思う。少なくとも最初から最後まで、松野は人を殺すということに対して、道どう義ぎ的な抵抗感を覚えることはなかった。

　自分の持つその性質が、他の大おお勢ぜいの人間たちとは決定的に違うものだということを、松野は完全に理解していた。だが、そのことに関して松野が疑問を持つことはなかった。彼は他の人間と自分とを引き比べて、「どうして自分はこうなのだろう」などともったいぶって思い悩むような複雑な人間ではなかったからだ。人には持って生まれた天分というものがある。自分はたまたま、人殺しという天分を生まれつき備えていた、ただそれだけの話だ。松野はずっとそう思っていたし、そしてその思いは、彼自身が吸血鬼として生まれ変わったときに、揺るぎない確たるものへと成長した。

　吸血鬼になった彼が、その力を持ってまず戦いを挑いどんだのは、彼を吸血鬼にした張ちよう本ほん人にんである主人だった。十歳さいにも満たない少年の姿をしたその主人は、襲おそいかかってきた松まつ野のをあっさりとねじ伏せただけではなく、そんな彼を面白がって側そつ近きんの従じゆう者しやとして取り立てた。『支配』によって縛しばりつけられた松野には、しかし他の従者が主人に対して抱くような恐怖はほとんどなかったと言っていい。いずれぶち殺してやる──その誓いだけを胸に、松野は主人につき従って数十年という時間を生き延びてきた。

　主人は、ある日、唐とう突とつにいなくなった。

　従じゆう属ぞくの日々はあっけなく終わった。その主人がそれまで集めてきた従者たちは、中には『支配』によって行動や精神に大きな制限をかけられたものもいたが、そのまま散り散りになっていった。松野とてそれは同じことだったが、従者になる前と違うことがひとつだけあった。主人の従者をしていたときに誼よしみを通じた早はや川かわと、行動を共にするようになったのだ。しかし、二人の関係は『仲間』という言葉の持つ連帯感からはほど遠い、冷たいものでしかなかった。松野は早川の機き転てんの速さを、早川は松野の凶きよう暴ぼうに由ゆ来らいする攻撃力を、それぞれ相手に求めていた。触れ合いによる温かさを得ようとしたことなどただの一度としてなかったが、さりとてそれを疑問に思うこともまたなかった。要するにそれは、松野も早川も、人としてあるべきなにかがぽっかりと欠落していたということなのだろう。

　主人がいなくなってからしばらく経たったある日のこと、早川が『組織』に入らないかと持ちかけてきた。是ぜ非ひもなかった。どこかに組み入れられるということに抵抗がなかったわけではないが、日の光を避けることのできる安定したねぐらを得られるということを考えれば、メリットのほうがはるかに大きかった。まだ真さな田だと白しろ宮みやを中心として十人程度の集団だった当初の『組織』では暇ひまをもてあます毎日が続き、彼の『趣味』はそれこそ余よ興きよう程度にしか楽しむことはできなかったが、次第に『組織』が大きくなっていくにつれ、絶えない戦闘の日々が続くようになった。真田の用意する吸血鬼専せん用ようの武ぶ装そう具ぐも、彼の力への欲求を満足させてくれた。

　だが、それをもってしても、彼の心の空白が満たされることはなかった。

　彼が欲しているのは、弱いものを嬲なぶり殺す『狩り』ではない。結果的にそうなってしまうことが多いにせよ、いや、それだからこそ、彼の胸の奥底に燻くすぶりつづける炎ほのおは、決して飽あき足たることを知らなかった。彼が求めていたのは、自分と対等──否いな、自分よりも強い誰かとの戦いだったのだ。はっきり言ってしまえば、彼が真に戦いたいと望んでいる相手は、あの日ひ松野自身のことを吸血鬼にした、主人そのものだったのだ。

　──湯ゆヶが崎さきで主人の発見報告があったとき、松野は真っ先に『部隊』に志願した。真さな田だはあっさりとそれを却きやつ下かした。松野は激げつ昂こうしかけたが、理由を聞けばすぐに納なつ得とくすることができた。『部隊』は嚙かませ犬だ、今回の作戦の本当の目的は、『主人』に対する人ひと質じちを取ることにある。

　そして、その次の段階にある作戦に自分の役割が組み込まれているのだと知った松野は、文字どおり狂きよう喜きした。真田が用意した新たな武装も、彼の楽しみを搔かき立てる一因となった。あのときにはまるで敵かなわなかった吸血鬼の主人を、あのときの誓いどおりぶち殺すことができるのだと思うと、血液の中心である心臓が不ぶ気き味みな鳴めい動どうを奏でるのだ。対等の、それ以上の敵との戦いを、確かに松まつ野のは望んでいる。だが、死ぬのも負けるのも彼の趣味ではない。そう──結局のところ闘争の楽しみとは、相手を叩たたきのめし、その息の根を止めることにこそ、あるのだった。




　耳みみ障ざわりな音と共に主人の姿が搔き消え、振るった小こ刀がたなが空を斬きる。松野は舌した打うちをして素早く周囲に視線を巡らせた。手に痛いほどに握り締めた銀の小刀を構え、姿勢を低くして周囲を観察する。数すう呼吸の間のあとに、右斜ななめ後ろに気配が現れる。振り返るのと床を蹴けるのを同時に行い、ほんの刹せつ那なのあいだに松野はその射しや程ていに結実した主人めがけて小刀を突き出した。裂れつ帛ぱくの気合と共に叫びが漏れる。

「────死ねぇ!!」

　が、その場に結実して固まった主人の姿は、襲おそいくる松野のことを認めると再び宙に溶けて消えてしまった。小こ賢ざかしい──と顔を歪ゆがめて思いながらも、一度ついてしまった勢いというものはなかなか止めることのできるものではない。刃やいばを引き、壁を蹴りつけてその場に止まった松野の背後で、再び気配が出現した。

「──────」

　音もなく、なにも言わず。ただ風鳴りだけを耳にして、松野はとっさに身を沈める。その頭のあったところを凄すさまじい速度でシャベルの刃は先さきが通過していき、鳥とり肌はだが立つような音を発しながら廊下の壁に一いち条じようの切り口を刻み込んだ。低い体勢から視線をぎろりと動かし、ほとんど這はいつくばるような格かつ好こうのまま、視界に捉とらえた主人の両足に、小刀を叩きつけ──

　再び、斬ざん線せんは空を捉とらえた。

　ぎり、と歯を嚙かみ鳴らす。大きく息を吸って、吐いた。一ひと塊かたまりの靄もやと化した主人の身体からだは、松野から逃げるようにして自おのずから動き、ある程度の間合いを取ったところで人間の形態に戻る。廊下の奥に立ち尽くした主人をにらみつけて、松野は嘲あざけりと失望の入り混じった声を吐いた。

「──なんだ、そりゃあ？」

　主人は、答えない。透明な氷のような無表情を、ただ浮かべている。松野は顔を引きつらせ、固めた拳こぶしで壁を殴なぐりつけた。

「なんだそれはって聞いてんだよ！　てめえ、真ま面じ目めに戦う気ねえのか!?」

「…………」

「さっきからなにかと言ったら『霧きり』になって逃げるばかりで──おい、まさか、こんなもんが『主人の戦い』だなんて言わねえよなあ？」

　馬鹿にしきった松野の声にも、主人はさしたる反応を見せない。シャベルを構え、こちらに向かって駆け出してくる。またか──と心の中でうんざりとつぶやいて、松まつ野のは形ばかりの迎げい撃げき体勢を取った。

　何度も何度も繰り返してきたことだ。吸血鬼の怪かい力りきを持っているはずの主人の攻撃は、しかし松野が迎撃しようと構えているときに限って、ほとんど威い力りよくを込められることなく繰り出されるのだ。撫なでるようなその一いち撃げきを防ぐのはあまりに容易すぎて、身に纏まとったプロテクターがいっそ邪じや魔まにすら感じられるときがある。さりとて力を抜いていれば、そのときはそのときで全力を持ってシャベルを振るわれてしまう──まともに受け取るのならば戦う気がないということなのだろうが、しかし、この主人には一刻を争っている時間すらもないはずなのだ。それなのに──

　松野の全身に巡る力を見極めたのか、今度は主人も全力でシャベルを振るった。それを左腕のプロテクターで弾はじき飛ばし、攻撃直後の隙すきをついて小こ刀がたなを──突き刺そうと思った瞬間に、主人は『霧きり』になって回かい避ひ行動に移ってしまっていた。松野は再び身体かだらを沈ませて、周囲に視線を配りはじめる。『霧』になった主人を殺すことなど、どんな装備をもってしてもできない。それならば──

　せわしなく動いていた松野の目が、一点に留まった。

　その視線を遮さえぎるように、薄い靄もやが移動している。実に単純な話だった。『霧』そのものを破壊することができず、また通常時に攻撃を加えても『霧』になって逃げられてしまうのならば、『霧』から人間へ戻る直後の隙すきを狙えばいいのだ。

　松野はろくに考えもせずに床を蹴ける。当てずっぽうだが、外したところでこちらに痛むものはなにもない。数度目かの試みは、このときになってようやく成功した。集つどい、固まった『霧』の中央部に黒いシャツをまとった主人の姿が現れ出でる。自分に向かってくる松野のことを目にして、主人はその表情に緊きん張ちようの色を浮かべた。だが、主人にはどうすることもできない。まだ身体の一部分が『霧』から人間形態へと戻っていないからだ。松野は倣ごう岸がんな笑いを浮かべたまま、主人に向かって小刀を袈け裟さ懸がけに斬きりつけた。

　それを防ぐように、主人は右手を軽く上げる。馬鹿が──と口の中で松野が毒づいたとしても、仕方のないことではあった。吸血鬼といえど、強度的には人間とさして変わらないのだ。右手を切り裂いてもなお、致ち命めい傷しようを与えるに充分な威い力りよくを残すことができる──そう考えた松野の思し考こうは、しかし相手が人間でも従じゆう者しやでもない、吸血鬼の主人であるということを失しつ念ねんしていた。

　主人の右手が、瞬間、漆しつ黒こくに染まった。かと思えばその漆黒はあっという間に形を失い、崩れ、再び形成したときには、一匹の狼おおかみとなって主人の右手首から飛び上がっていた。そこに至って、松野の表情にようやく変化が現れた。空気を切り裂きながら主人に迫る銀の小刀を、子犬ほどの狼は、外見に似つかわしくない強きよう靭じんな顎あごでがっちりと受け止めていた。

「ちっ──」

　舌した打うちをしながらも、松まつ野のは小こ刀がたなを狼おおかみごと主人に叩たたきつけた。甲かん高だかい悲鳴を上げながら小さな狼の身体からだはあっさりと両断され、ひと摑つかみの灰になって周囲にばら撒まかれる。だが、狼を切り裂いたことによって斬ざん撃げきそのものの威い力りよくも相そう殺さいされてしまった。銀の一いち撃げきを手首から先を失なくした右腕で払い除のけ、主人は性しよう懲こりもなく『霧きり』を発動、松野の身体をすり抜けて廊下の奥へと避ひ難なんした。

　床にばら撒まかれた『狼』の灰を踏みつけ、その上に唾つばを吐きかけてから、松野はぼそりとつぶやいた。

「…………大した能力だな」

　その声に込められているのは、紛まぎれもない失望だった。主人というのはどれだけの力を持っているのか、その特殊能力を一体どういう形で活用するのか。予測もつかないその戦法を打ち破り、勝利を収めることにこそ戦いの意義があるのに。

　──こいつは、だめだ。

　言葉にすればただその一言に尽きる。これは、自分の求めていたものではない。外れだ。胸の内から湧わき上がってきたその思いに、松野は深々と息を吐く。

「それとも、もうとっくに諦あきらめちまったのか？　あのガキを助けるのをやめて、自分だけでも助かろうと逃げる算さん段だんにでも入ってんのか。は、そうだな、そうしたほうが賢けん明めいだろうよ。お前なんぞにできることは、それくらいが精せい一いつ杯ぱい──」

「──ごちゃごちゃごちゃごちゃ、よく喋しやべる奴やつだな」

　遮さえぎった主人の声には、本物の呆あきれが浮かび上がっていた。なに？　と眉まゆをひそめた松野に、主人はシャベルを構えもせずに、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「教えてやるよ。戦いの最中に口を開くんじゃない。敵と交わしていい会話は、相手の隙すきを作る会話だけだ」

　そう言われて、松野はようやく身構えた。小刀をあいだに挟んで主人のことを見み据すえながら、薄く笑う。

「へえ、じゃあ今お前が吐いてるのは一体なんなんだ？　んなわけのわかんねえこと言ったくらいで、この俺が動揺するとでも思ってるのか？」

「聞こえなかったのか？　敵と交わしていい会話は、と、ちゃんと前置きを置いただろうが」

「……なに？」

　主人は迷いのない足取りで松野に近づいてくる。その距離はすでに、十メートルを切っている。構えも取らず、そもそも松野のことすら見ずに、視線を床に落としたまま、疲れたような声で言う。

「お前は、僕の敵ですらない」

　そのとき、腹の奥でなにかが動いた。思わず目を下に向け、それから慌あわてて主人へと視線を戻す。戦いの最中に、敵から目を離す馬鹿はいない。だが──主人のほうは、言葉どおり、すでに松まつ野ののことを敵とは見なしていないようだった。主人がその顔を上げ、ぼんやりとした顔で松野のことを見み据すえた瞬間──明確な激げき痛つうが、腹の中で弾はじけた。

「────!?　がっ、は、ああっ…………」

　かすれた吐と息いきが喉のどから漏れ、松野はその場に膝ひざをついた。どくっ、どくっ、と、不ぶ気き味みな脈みやく動どうが、胸から腹にかけてのどこかで起こっている。脈動と共に次第に強くなっていく不ふ愉ゆ快かいな感覚が、実に数十年ぶりに催した吐き気であると気づいた瞬間、松野は喉に逆流してきたものを抑えきることができずに、そのまま廊下に吐き出していた。

　しかし、それは、反へ吐どではなかった。

　血だった。

「僕が警けい戒かいしていたのはお前の武装だけだ。中身はクズだと、すぐにわかった。ただ、その玩具おもちやと鉄板をくぐり抜けてお前を殺すのは骨が折れそうだったからな。──中から壊すことにしたんだ」

　松野は答えられない。自分でも信じられない量の血液を、どくどくと口から垂れ流している。次第に近づいてくる主人の足音、それを聞いても、もはや松野には攻撃体勢を取るどころか立ち上がることすらできない。

「びっくりだよ。猫に小こ判ばんとはこのことだ。外見はあれだけ凶きよう悪あくなのに、中身ときたらこのザマだ。本当に、なんの疑問も抱かなかったのか？　逃げてばかりいる僕のことを？　普通に足を使って避けられたはずの場面でも、『霧きり』を使って回避したことに、少しも違い和わ感かんを覚えることはなかったのか？」

　松野は答えられない。信じ難がたいものを見るような呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、自分の吐き出した血ち溜だまりを眺ながめている。と、再び大波が胸を襲おそい、松野はまたひと塊かたまりの血ち反へ吐どを赤く揺れるその溜まりにぶちまけた。荒々しく息をつきながら、松野の口から、ようやく声が漏れた。

　──おん、おんっ。

「…………!?」

　自分のものではないその声を聞いて、松野は戦せん慄りつする。全身に漲みなぎった緊きん張ちようを見て取って、主人は小さな笑い声を立てた。

「『霧』には攻撃力はないが、移動力ならば少しは持っている。それを使って、お前の胃の腑ふに『霧』を溜ためた。『霧』にはある程度の体積と『血の力』を得たときに、『狼おおかみ』へと変化するように指令を与えてある。──どうやら、元気な子供ができたらしいな？」

　再び、腹の中で何物かが──否いな、明確な意思を持った『狼』がぐるりと動いた。松野は身体からだを丸め、顔面を血溜まりの中に押しつけて、声にならない声を漏らす。主人の足音が止むことはない。

「距離を取る。プロテクターを外し、その玩具おもちやで腹を引き裂く。銀だから治すのに苦労するだろうが、命には代えられない。然しかるのちに内部の狼を除去、そのまま僕の射程圏けん外がいまで逃げ去る。僕が喋しやべっているあいだに、お前ができたはずのことだ」

　そして、すぐ耳のそばで、主人の足音は止まった。

　自分は強い、と思っていた。

　自分と対等の、自分よりも強い相手と戦いたかったはずだった。そうして打ち勝ってこそ戦いの意義はあるのだと思っていた。弱い相手を狩り殺すよりも、命を賭としての戦いのほうがより充実できると思っていた。そして、それらの考えのはるか大だい前ぜん提ていの問題として──果たして自分にそんな戦いを行えるかどうかの力があるのか、それに対する思し考こうは、まったくと言っていいほどしていなかったことに、松まつ野のはようやく気づいた。

　気づいた瞬間に、怖くなった。

「あ…………あ、ああ……あ……」

　声とも吐と息いきともつかない奇き妙みような音、それを耳にしても主人は笑わない。冷めた目で廊下に倒れ伏した松野を見下ろしながら、残ざん酷こくなまでに無感情な声で、思い出したようにこう言った。

「ああそうだ、約束したな、確か。お前を殺すときには──」

　恐怖に濁にごった瞳を見開き、かちかちと鳴りはじめる歯を抑えることができない。なにをしようとも考えられず、なにができるとも考えられない。松野のその有あり様さまを見ても、主人は笑いもせず、死し刑けい囚しゆうに最後の祈りの言葉を捧げる神しん父ぷのように、ぽつりとつぶやいただけだった。

「舌を、食い千ち切ぎるんだったな？　──『豺さい狼ろう』」

　松野の喉のどが『肯定』の唸うなり声をあげる。瞬間、松野の喉の肉が、三倍ほどに膨ふくれ上がった。

　身体からだの中から──なにか、無む理り矢や理り、這はい上がってくる。

　皮ひ膚ふが破けて肉が弾はじけ、ほつれたその隙すき間まから黒い獣じゆう毛もうが顔を覗のぞかせた。ざらつく毛の感かん触しよくと、引っ搔かきながら昇ってくる爪の痛みを覚えながら、松野は、断だん末まつ魔まをあげることすらできなかった。




　　　　◆




　ぱん、ぱん、ぱん──と、真さな田だが手を叩たたく音が、闇やみの中に響ひびいている。

　隣となりでそれを耳にしながら、レレナは、微び動どうだにすることができなかった。

　自分の目の前で、今、人が死んだ。モニター越しであるとはいえ、人が死ぬのを目まの当たりにしたのは、初めてのことだった。ましてや殺人現場など言ごん語ご道どう断だんであり、あろうことかその被害者と加害者の双そう方ほうが見知った人間であるときては、蒼そう白はくの表情になってしまったとしても無理からぬことではあった。そんなレレナの意識をかろうじて繫つなぎとめているのが、隣となりに座る真田が放つ拍手の音と、それによって引き起こされる絶え間ない緊きん張ちよう感かんだった。

「いやいや──なかなか参考になった。あれが主人の戦い方か。なるほどな──」

　と、真田がそうつぶやいた瞬間、消えたときと同じ唐とう突とつさで、頭上の電灯に光が灯ともった。

　長いあいだの暗くら闇やみにすっかり目が慣れてしまっていたレレナは、たったそれだけの光にも思わず目を細めてしまった。手をかざしながら、それでも半なかば反射的に電灯を見上げる。真さな田だも同じようにして天井を見上げ、そのまま見つめつづけること数秒、不意に薄い笑みを口にしてレレナのほうに視線を戻した。ただそれだけの動作で身をすくませたレレナをさらに笑い、真田は心しん底そこから残念そうに言う。

「さて。楽しい時間は、あっという間に過ぎ去ってしまうものだな、レレナくん。私と君とは、ここでお別れだ」

　その言葉を勘かん違ちがいして、レレナは椅い子すから転げ落ちるようにして真田から身を離した。壁かべ際ぎわに背を寄せて、震える目で自分を見つめるレレナに、真田は愉ゆ快かいそうな笑い声をあげた。

「君は本当に、最後の最後まで私を楽しませてくれるな」

　言って真田は、懐ふところに手を突っ込んだ。その行動が、レレナの恐怖をさらに駆り立てる。先ほどの『検査』での白しろ宮みやとのやり取りを、忘れてしまったわけではない。それでもかろうじて開けていた視界の中で、真田は懐からなにか黒いものを取り出した。もはやそれ以上見ていることができず、レレナは目をきつく閉じて顔を背そむけてしまった。

　わずかな沈ちん黙もくがあったあと──真田は、静かな声で言った。

「早はや川かわか？　──ああ、今どこにいる？」

　え、と思わず声が漏れ、レレナは目をぱちくりさせながら真田のことを見る。携帯電話を耳に当て、何事か早川という男と話し合いながら、真田は揶や揄ゆの視線をレレナに向けていた。なんだか無む性しように恥ずかしくなり、うつむいたレレナを尻しり目めに、真田は通話を切って携帯電話を懐にしまうと、今度はドアの横の壁際にまで歩いていった。それとなく視線を向けると、どうやらそこには内線のフォンが取りつけられているようだった。その受話器を取り、忙せわしなくそれを耳に当てながら、真田はぽつりとつぶやいた。

「始めるか」
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　苛いら立だたしげに息を抜き、床を見下ろす。吸血鬼の優れた聴覚が、はるか遠くから響ひびいてくる戦闘音をいくつか捉とらえていたが、さりとて白しろ宮みやにはどうすることもできない。真さな田だに向かうよう指示されたこの部屋のドアに、入った瞬間にロックがかけられてしまったからだった。

　もう間違いなかった。真田は自分のことを、『敵』と見なしている。あまりにもレレナをかばいすぎる自分が疎うとましくなったのだろう──『組織』設せつ立りつ当初から付き合っていたにしては、ずいぶんあっさり切り捨てられたものだと、白宮は苦く笑しように唇を歪ゆがめかけ、すぐに笑う気もなくなってしまった。立ち上がり、再びドアに向かいかけた白宮の足を止めたのは、背後からの低い声だった。

「鬱うつ陶とうしい──うろちょろするな」

　壁の際、部屋の隅すみに、最初に白宮が入ってきたときとほとんど変わらない体勢で、クイナが座り込んでいる。その姿を見、またその声を聞いて、白宮はまたもや深々と息を吐いた。なにかを言おうと口を開きかけ、結局なにも言えずに唇を結ぶ。そんな白宮のことを見ているのかいないのか、クイナはまるで死体のように無む反応だ。

　ここは、クイナの部屋だった。

　彼女の部屋に向かえと言われたからこそ──白宮は、真田の言うことに諾だく々だくと従ったのだ。レレナの心配はもちろんあったし、その命令の裏になにかが隠かくされているのではないかと疑いもした。だが、クイナはレレナと同じくらい、白宮の心配の対象だったのだ。親友、とまではいかないかもしれない。だが、同じ守人もりうどとして、クイナの姉であるシギは間違いなく自分の友人だった。真さな田だに言われるまでもなく、心を閉ざしてしまったクイナのことを、白しろ宮みやは救いたかった。ほんのわずかな縁えんでも、大事にしたかったのだ。

　その結果が、このザマだ。

　無力だった。情なさけなくて涙が出る。自分のことすらままならないのに、他人を助けられると思っていた、そんな自分のことを殴なぐりつけたい。真田に言われるまま、のこのことこんなところまでやってきて、結果すべてのことから取り残されてしまった。レレナを助けるどころか、そのそばにいてやることすらできない。クイナを救うどころか、まともに会話もしてもらえない。下唇を嚙かみ締め、破けるほどに嚙み締め、白宮はうつむかせた顔を悲痛に歪ゆがめた。

　そのとき、頭上にあった館内スピーカーが、「ばつん」と音を鳴らした。

　思わず見上げたその瞬間、白宮がもっとも憎む男の声が、そこから響ひびいてきた。

『はじめまして、こんにちは、月つき島しま亮りよう史じくん。わざわざのご足そく労ろう痛み入るよ。私は真田という。この『組織』の、取りまとめ役のようなことをしている。以後よろしく』

　部屋の中にいた二人は、まったく同時に息を吞のみ、まったく同時に声をあげていた。

「真田…………！」

「月島…………？」

　思わず白宮はクイナのことを振り返ったが、クイナは白宮の存在自体にすら気づいていないようだった。ただ鳴りつづける天井のスピーカーを、見たことがないほど必死なまなざしで凝ぎよう視ししている。

『君の活躍は見せてもらったよ。さすがは主人、松まつ野のなど文字どおり、歯し牙がにもかけないというわけだ。とはいえ、さすがに時間をかけすぎたな。──そろそろ、取り引きの時間といこうじゃないか』

　真田の口く調ちようが、そこでがらりと変わった。

『すべての武器を捨てて投とう降こうし、最上階の手術室にまで歩いて来い。君の動向は常に監かん視しカメラで見張らせてもらっている。妙みような動きは一いつ切さい見せないこと。その分だけ、レレナくんが苦しむことになる』

　なにかの映画にでも出てきそうなその台詞せりふは、しかし、ぞくりとした冷気を帯びて白宮の耳に響いた。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、真田がそれをするであろうということを、白宮はよく知っていたからだった。

『それでは、お待ちしているよ。──あと、その防具も置いておくように。一応私たちのものだから』

　それだけ言い置くと、唐とう突とつに放送は終わってしまった。真田にしては急ぎすぎているような──という違い和わ感かんがちらりと頭をかすめたが、それを吟ぎん味みしている余よ裕ゆうは白宮にはなかった。歯を嚙み鳴らして、ドアにまで歩み寄る。真田はもはや明らかに自分を『敵』と見なしているのだ。どうせここで待っていても、次にドアが開くときにはその向こうに銃じゆう口こうが並んでいるに違いない。それならば──と、白しろ宮みやは歯を嚙かみ締めながら決意する。それならば、自分も、今度という今度こそ、本当に正しいと思うことを行うまでだ。

　電子的なロックで閉ざされたドアを目の前に、白宮は四し苦く八はつ苦くしはじめる。ドアノブがへし曲がるほどの強さで上下に揺すり、吸血鬼の全力でドアに拳こぶしを叩たたきつけ、終しまいには業ごうを煮やして渾こん身しんの力と共に体当たりを行った。だが、そのどれをもってしても、目の前を塞ふさいでいる鉄製の扉を開けることはできなかった。

　そもそも最上階に従じゆう者しやが住んでいないのは、ここが研究材料の亡もう者じやたちを閉じ込めるための隔かく離り階かいであるからだ。自然、ひとつひとつの扉は、亡者の脱走に備えるために普通の階のそれよりもはるかに頑がん丈じように作ってある。さすがに対たい吸血鬼用に作られているだけはあって、拳が砕け、肩骨にヒビが入るまでに衝しよう撃げきを加えても、ドアが開く気配はまるで見えなかった。悔しげに顔を歪ゆがめ、それでも諦あきらめずに再び拳を振り上げた白宮の肩の上に、ふと、手が置かれた。思わず背後を振り返ると、そこには相変わらずぞっとするような無表情を浮かべたクイナが、幽ゆう霊れいのように立ち尽くしていた。

　その背後には、なぜか、部屋に備えつけられていたはずの、冷蔵庫が置かれていた。

「どいて」

　短く響ひびいたその声に、白宮は反射的に身体からだを引いた。その瞬間、クイナは女性の細ほそ腕うでで軽々と冷蔵庫を持ち上げ、まるで重さを感じさせない動作で、その冷蔵庫をドアへと叩きつけた。

　耳をつんざく轟ごう音おんが部屋の中に響き渡った。

　ショベルカーが瓦が礫れきを破壊するように、クイナは無む機き的に冷蔵庫をドアへとぶつけつづける。そのさまを呆ぼう然ぜんと見つめながら、白宮は狩人かりうどと守人もりうどの差というものを実感していた。『破壊』とは、要するにこういうことなのだ。今でこそ自分の殻からに閉じ込もってしまったクイナだが、かつては『組織』の中でもかなり優秀な狩人のひとりだった。これくらいのドアをこじ開けるなど、造ぞう作さもないことなのだろう。しかし──

　ほとんど投げ放っていると言っていいその動作を繰り返すうちに、冷蔵庫も、そしてなによりもドアのほうが、原型を留めないまでに破壊されていく。先にガタがきたのは冷蔵庫のほうで、扉が外れ落ち、本体が割れはじめたのを目にして、クイナは最後に渾身の力を込めて冷蔵庫を投げつけた。金属質の絶ぜつ叫きようを上げながら、冷蔵庫はその一いち撃げきに耐え切れず、真っ二つになって中に収納されていた輸血パックを周囲に撒まき散らした。

「…………」

　絶ぜつ句くしている白宮の前で、クイナは破は片へんを踏みにじりながらドアに近づいていく。ドアのほうも無傷ではなく、中心をべっこりとへこませて、「かろうじて」という感じでその場に留まっていた。クイナは足を振り上げると、散さん々ざん冷蔵庫をぶつけてきたドアの中央部に、とどめとばかりに思いっきり足あし蹴げりを食らわせた。

　鋼鉄製のドアが、外れて浮いた。

　ごおん、という音が部屋の中にいる白しろ宮みやにも聞こえてきた。軽々と宙を浮いた鉄製のドアが、廊下に転がって鳴り響ひびかせた重々しい音、その余よ韻いんの消え去らないうちにもうクイナは歩きはじめていた。ゆっくりと、ふらつきながら部屋の外に出ていくクイナの背中に、白宮は、先ほど覚えた違い和わ感かんがさらに強くなっていくのを感じた。──これまで微び動どうだにしようとさえしなかったクイナを、ここまで突き動かすものは、一体なんなのだろうか。

「──クイナ」

　答えてはもらえないとわかっていながら、それでも白宮は、言わずにはいられなかった。

「……どうしたの？　一体──」

　部屋の外に出、廊下の左右に静かな視線を送りながら、クイナはぽつりとだけ答えた。

「あいつなら、あたしを──」

　そこでふと気づいたように、クイナは白宮を振り返った。驚くほどに透明だったその顔に、ふとかすかな笑みが浮かんだ。思いもかけなかったその反応に、白宮は胸を突かれて黙り込んでしまった。そんな白宮を見み据すえながら、クイナは独り言のように、

「──きっと、殺してくれるから」

　冷たいものが、背せ筋すじに走った。

　クイナは再び前を向き、ふらふらと歩きはじめる。どちらが手術室か、それすらもわかってはいないのだろう。冷たいものを喉のどの奥に飲み込んで、白宮はその背中を追いはじめた。

　追ってどうしようと、考えていたわけではない。ただ、クイナの足の向かう先が、今し方の放送で告げられていた手術室にあることは明白だった。恐らくそこに『組織』に襲しゆう撃げきをかけた主人がいるのだろうし──真さな田だと、彼に囚とらわれたレレナもいるのだろう。自分がそんなところにのこのこと出て行って、なにができるとも思えない。しかし、あそこに閉じ込もっているだけでは、それこそなにひとつ進まない。

　覚かく悟ごは、決めたはずだった。

　真田からレレナを守り、絶望に陥っているクイナを救う。あまりにも遠く離れたその目標を、たとえ遂とげられないとしても、少なくともそれに対して自分の非ひ力りきを尽くそうと思う。それが自分に許された、せめてもの罪つみ滅ほろぼしになるのだから。

　無意識のうちに唇を嚙かみ締めたまま、白宮は、クイナの横に肩を並べ、悲痛な面おも持もちで前方の廊下の暗くら闇やみへと視線を向けた。




　　　　◆




　電気が復旧してから程なくしての放送、それを聞き終えてもツキはまだ非常階かい段だん前のドアでうろうろしていた。その理由は至って明快で、悲しいかな猫の身では、閉まっているドアを開けることなどどう転んでも不可能であるからだった。普通の家屋に取りつけられるような木製のドアならばまだしも、今いま現在ツキの前を塞ふさいでいるこのドアは総そう鉄製の非常ドアなのであって、猫の力ではいかんともしがたい重量と、気軽には開けることのできない複雑な開かい閉へい構造を持ち合わせているのだった。ドアノブに飛びかかり自分の体重を利用して開けるという従来の方法を諦あきらめ、使つかい魔ま猫ねことしての力を振り絞しぼって強ごう引いんにこじ開けようとする方法も諦め、にっちもさっちもいかなくなったツキは今、癇かん癪しやくを起こしてドアと壁の隙すき間まをばりばりと引っ搔かいていた。

　猫である身を、こんなにも恨めしく思ったことはかつてない。今さら自分の生まれついた種族にケチをつける気などさらさらないが、この扉をどうにかして開けようと必死に巡らせる思し考こうに、ひとりの少女の影がちらついてしまうのは仕方のないことだった。人間に変わることのできるツルならば、この程度の扉は難なく開けてしまえるのだろう。

　考えても詮せんのないこととはいえ──また、種族には種族に見合った役割があるのだと理解しているとはいえ、ドアひとつ開けられず移動もままならないという現実に直面しては、さすがのツキも『変へん化げ』を自在に操あやつることのできるツルに対して僻ひがむような思いを抱いてしまうのだった。

　鉄製のドアを引っ搔いていたツキの爪が、ぴたりと止まった。

　自分は、本当に月つき島しま亮りよう史じの役に立っているのだろうか、と思う。

　傷を負ったこの身では、本来の役割である『感かん知ち』を完かん璧ぺきにこなすことすらできない。事実ツキのヒゲは、レレナに『変化』したツルの存在を感じ取ることができず、亮史がミスリードされるのを防ぐことができなかった。そういう、亮史には見えない細かなところにまで気を配ることこそが、主人の血と共に自分に与えられた本当の役割だというのに。

　自分は──それすらも、満足にこなすことができなかった。

　ツキは首を振る。耳を伏せ、ヒゲを寝かせながら、再びドアを引っ搔きはじめる。不ふ毛もうにしか感じられないその作業を、続けることくらいしかやることがないからだ。空も飛べない、壁も登れない、窓もぶち破れない猫の身では、非常階かい段だん以外に上階へ行く手段など存在しないからだった。第一、今さら上階へ行ってなにができるのだろうかとも思う。真さな田だから亮史へ、ああいう形での『告こく知ち』があった以上、もう亮史は戦いをやめようとするのではないだろうか──

　──なにしてんの？

　ぴたりと爪を止めて、ツキは嫌そうな顔で振り返る。後ろに浮ふ遊ゆうしている舞まいは、すべてを理解しているものだけが持つ優ゆう越えつ感かんを、その満まん面めんの笑顔に滲にじませていた。身体からだを寝かせたまま、舞はふわふわと地面にまで降りてきて、寝ね転ころぶような格かつ好こうでツキの顔を覗のぞき込みながら、嫌いや味みったらしい口く調ちようで言う。

　──な・に・し・て・ん・の？

　片方の頰ほおヒゲをぴくつかせて、ツキは低い声で答えた。

「見ればわかるだろうが。さっさとドアを開けろ」

　──ん？　なに？　どういうこと？　人になにか頼むときにはそういう態度を取りましょうってお母さんに習ったの？

　ツキは息を抜き、叱しかりつけるように、

「──いい加か減げんにしろ。少しは状況を弁わきまえたらどうだ」

　ツキがそう言うと、舞まいはあっさり笑みを消してその場に立ち上がった。その身のうちから湧わき上がるようにして『力』が溢あふれ出てくるのを、ツキの鋭えい敏びんなヒゲは確かに感じ取った。舞はドアに向き直り、そのまま『実体化』。

「うん、そりゃあそうだね。こんなことしてる場合じゃない、か。ちょっと待ってて」

　その場に「とん」と降り立って、ドアノブに手をかける。訝いぶかしげに尻しつ尾ぽを揺らめかせているツキの目の前で、舞はしばしのあいだがちゃがちゃとドアノブをいじくり回してから、ようやく重々しげにその扉を開けた。人ひとりが通れるほどにまで扉を開けると、舞は即そく座ざに『実体化』を解き、扉をすり抜けて向こう側の踊り場へと移動する。ツキもそのあとを追ってドアの隙すき間まをくぐり抜け、空中に浮かぶ舞の顔をちらりと見上げてから、それとわからないほどに小さく頭を下げた。

「……感謝する」

　舞は、驚きを通り越して気味悪わるそうな顔をした。ツキのヒゲ先さき数ミリでひらひらと手を振り、

　──ちょっと、なに、やめてよ。気持ち悪いじゃない

「お前が要求したのだろう、人に物を頼むときの態度、というものを」

　──いや、そうだけどさ……それはほら、なんていうのかな、ボケっていうか、逆にツッコミがほしかったっていうか──わかるでしょ？

「さっぱりわからん」

　一いつ足そく飛びに踊り場から踊り場へ、強きよう靭じんな猫の脚きやく力りよくを使って、ツキはどんどん上階へと上っていく。黒い毛皮に巻かれた白い包ほう帯たい、その下の傷がずきずきと痛むが、構ってはいられなかった。『下階』から一気に最上階にまで上りつめたツキは、しかしそこにも当然の如ごとく立ちはだかっている非常扉とびらを前にして、軽くため息をつく。

「──頼む」

　答えて舞は明るく手を上げ、言うより先に『実体化』。

「はいはーい、了りよう解かい了解」

　その場に降り立ってドアを開け、『実体化』を解いてすり抜ける。流れるようなその動作に、ツキは内心で舌を巻く。舞自身はなんでもないことのように振る舞っているが、幽ゆう体たいから実体への移行をこれほどスムーズに行えるということは、それだけ彼女が『力』のコントロールに熟じゆく達たつしてきているということだった。

『下階』や『中階』とは少し異なる最上階の様よう相そうに、感心するような吐と息いきを漏らしながら、舞は空中からツキのことを見下ろして、得意げな笑みと共に言った。

　──ど？　あたしだって、少しは役に立つでしょ？

　ツキはしばし考え、それから首を左右に振る。

「いいや」

　不満に染まる舞まいの表情、その口から抗議の声が漏れるより早く、ツキは言葉を続けていた。

「少しどころの話じゃない。お前がいなければ、ここまで事はうまく運ばなかっただろう。──俺などよりも、よほどお前のほうがいい仕事をしている」

　しばらくのあいだ、空白の表情で目をぱちくりさせてから、舞は思いっきり顔をしかめた。

　──ちょっと、なに、なんなのよさっきから。変なの、ツキくんじゃないみたい。もっとほら、悪あく態たいついたり『なに言ってるんだ馬鹿が』みたいなこと言ったりしないの？

「事実を口にしているまでだ。少なからず感心している──いや、いっそ羨うらやましくさえある」

　ツキが本心から自分のことを褒ほめているのだということを理解して、舞は恥ずかしそうな、それでもどこか嬉うれしそうな顔になった。小さくはにかみながら、謙けん遜そんするように言う。

　──いやあ、そんな……でもさ、役に立ったって言ってもさ、

　そこでふと気づいたように、舞の表情から喜き色しよくが消えてなくなった。

　──結局、レレナを助けることは、できなかったわけだし……

「…………」

　まだ、そうと決まったわけではない──そう思いながら、しかしツキは無意識のうちに視線を伏せていた。当初のうちは、相手にどんな種類の機会も与えないうちに『本ほん拠きよ』を強きよう襲しゆうし、レレナを奪だつ還かんしてそのまま逃げ去るというヒットアンドアウェイのような作戦を立てていたのだ。だが、その目的は舞の確認したレレナが偽にせ者ものであると判明したときに、すでに瓦が解かいしてしまっていた。それを舞の責任に帰すのは酷こくというものだろう。舞は目の前のレレナが本人であるか偽者であるか、それを判断する方法を持っていなかったのだから。責められるべきは──すべてを見極める『感かん知ち』のヒゲを持っていながら、本物のレレナの居場所を突き止めることのできなかった、この自分なのだ。

　ツキの沈ちん黙もくを、舞はまったく逆の意味に受け取った。ツキから放たれている（と、舞が勝手に思い込んでいる）無言の叱しつ責せきに、恐きよう々きようと首をすくめる。

　──手術室、って言ってたよね。なら、こっち。一応、ひととおりは見て回ったから

　先ほどまでとは打って変わった、萎しおれたようなその口く調ちように、ツキはひとつの疑問を抱く。この娘は、果たして自分が見つけ出したレレナが偽者だったということを、理解しているのだろうか。

　そんなはずはないという気もするし、そうに違いないという気もする。前者の根こん拠きよは「それを知る機会がなかったはずだから」、後者の根拠は「そうでなくばこの落らく胆たんの様よう子すの説明がつかないから」。疾しつ走そうしながらそんなことを考えていたツキを見下ろして、舞はゆっくりとした口く調ちようで尋たずねた。

　──失敗、したんだよね

　考えていたことを言い当てられたような気がして、ツキは小こ走ばしりに走りながら中空の舞まいを見上げる。なにも答えないツキに、舞は複雑な表情で、ひとつひとつ嚙かみ締めるような口調で、

　──それって、やっぱり、あたしのせい、かな

　ツキは頭の中で小さく息をついた。

　答えはどちらでもない。彼女は自分の見たレレナが偽にせ者ものだったとは気づいていない。だが、自分のミスによってこの『作戦』が失敗に終わってしまったのだということは、自覚している。そのミスがなんだったのか、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやる気は、ツキには毛もう頭とうなかった。そもそもそれはミスですらない。「できるはずだったのにできなかったこと」を総じてミスと言う。目で相手を確認するしかない舞がレレナの真しん贋がんを見極めるのは、明らかに『できないこと』に属する事柄だった。

　だからツキは、なんのごまかしでも慰なぐさめでもなく、極めて客観的にこう言った。

「お前のせいではない。言っただろう、お前は俺が羨うらやむほどの成果を出した。そのことに関してだけは、胸を張っていい」

　ツキと併走しながら、舞はふと遠い目になって顔を背そむけた。目の前に迫ったＴ字路を緩やかに曲がり、舞は前を見つめたままつぶやいた。

　──なんか、今日は優しいね、ツキくん

　ツキは即そく答とうする。

「勘かん違ちがいするな。俺は事実を言っているだけだ」

　舞は小さく笑い、

　──うん。そっか。そうだよね。ツキくんは、そういうヒトだよね

　ツキは誰に対しても、歯に衣きぬ着せるということをしない。ただ猫の目を通して見知ったことを、ありのままその口から言葉にするだけだ。数ヶ月に渡る付き合いで、それくらいのことは理解できていたのだろう、舞はほんの少しだけ和やわらいだ表情になって、そう答えた。

　やがて、目的の場所が見えてきた。「確かこのあたりに……」とぶつぶつ言いながら部屋のネームプレートを見て回っていた舞が、ひとつの扉の前で留まった。視線を向けられて、ツキもその扉のネームプレートを見み遣やる。

　そこには、金色のプレートに黒字の彫り抜きで、確かに『手術室』と書いてあった。

　ツキはすかさず『感かん知ち』を起き動どう、負傷によるノイズの波を見極めて、中にいる『力』を静かに走そう査さする。心配顔がおで自分を見つめる舞の視線、それを見返しながら、ツキは小さく、確かに頷うなずいた。

「──『力』の反応は複数あるが──そのうちのひとつは、間違いなくレレナのものだ」

　潜ひそめた声でそう言って、ツキはドアの向こうを見み透すかすように金色のプレートを見つめた。いかに傷んでいるとはいえ、これほどの至し近きん距離でほとんど毎日のように接してきたレレナの『力』を見落とすはずもない。この成果を、突入した当初に発はつ揮きできていればな──という後こう悔かいを吞のみ込んで、ツキはさらに詳しい探たん査さを開始する。

『感かん知ち』反応によれば、全部で十三の『力』がこのドアの向こうに存在している。そのうち十ほどは、ツキにとってほとんど馴な染じみのない反応だった。吸血鬼であることには変わりないが──主人や従じゆう者しやに比べると、かなり濁にごった印象がある。数ヶ月前に一度、これと同じ反応を拾ったことがあったのを、ツキは思い出した。湯ゆヶが崎さきのショッピングセンター、そこに潜ひそんでいた哀あわれな亡もう者じや──『蜘く蛛も』。制御の利かない亡者を戦力とすることはまず不可能だから、十ある亡者の反応は無視して構わないだろう。そう結論づけ、ツキは残りの三つの反応に注意を向けた。

　ひとつの『力』がこのドアのすぐ向こうに、もう二つの『力』はそこからしばらく離れたところに寄り添うように存在していた。その二つあるうちの『力』のひとつがレレナのものであることは、疑いようがない。『力』自体の総量がかなり弱くなっていることが気になるといえば気になるが、半はん吸血鬼の中ちゆう途と半はん端ぱな色合いを見み間まち違がえようはずもなかった。

　総合して考えれば、ドアの向こうにいるひとりが交渉役やく、レレナのそばにいるひとりが人ひと質じち監視役ということなのだろう。他になにか注意すべきところは──と部屋の中の『力』を念ねん入いりに探っていたツキのヒゲが、不意にぴくぴくと痙けい攣れんした。

　なんだ、これは。

　普通の従者と大きさが変わらないために見逃していたが、ドアのすぐ向こうにいる交渉役の『力』に、ほんのかすかな違い和わ感かんがあった。どこがどう、と口で言い表すのは難しいが──なにかがおかしいのだ。戦闘時のような活かつ性せい状態にあるのでもなく、『力』不足による不ふ活性状態にあるのでもない。燃え盛る炎ほのおでもたゆたう流水でもない、それは澱よどんで腐った水みず溜たまりのような、不自然な異い彩さいを覗のぞかせていた。

　しばらく考えてから、ツキはその違和感を『負傷によるノイズ』として片付けた。ノイズと考えられるほどに、その違和感は微び弱じやくなものだったからだ。よしんばそれがノイズではなく、実際の『違和』だったとしても、こちらの障害にはなりえない。しょせん相手は従者なのだし、『力』の発する存在感自じ体たいも、熾火おきびのような弱々しいものでしかなかったからだ。それよりも──と、ツキは『感知』の意識を下方へと向けた。

　もっとも警けい戒かいしなくてはいけない敵方の主人──上じよう弦げんの反応は、いまだに『下階』に留まっている。もうひとつの巨大な反応、亮りよう史じの『力』がかなりの速度で近づいてきていることもわかった。それでは、今ここで自分がすべきことは──と、そこまで思い至ったところで、ツキは自分を見つめる物言いたげな視線に気づいた。

　数秒の間を経て、ツキは諦あきらめたように鼻から息を抜いた。どちらにしろ、自分にできるのは『感知』までで精せい一いつ杯ぱいなのだ。そこから先の探たん索さくまでは、舞まいに任せるしかなかった。

　忸怩じくじたる思いが、ないといえば噓うそになる。ほんの数ヶ月前までは『力』の扱い方すら知らなかった小こ娘むすめに、あっという間に追い抜かれてしまったのではないかという気もする。だが、それはいずれもささいなことだった。今ここで自分たちがすべきことは、レレナを助けること、少なくともそのために全力を尽くすことなのだ。

　ツキは舞まいのことを見上げ、大たい儀ぎそうに顎あごでドアを示して、言った。

「……見つからないようにしろよ」

　──任せて！

　軽快な声でそう答えて、舞はふわりと浮かび上がった。ミスを返上することへの決意の『力』を全身に漲みなぎらせて、音ひとつ立てることなく壁に吸い込まれていく。その背中を見送りながら、ツキはぱたりと尻尾しつぽを床に打ちつけた。




　　　　◆




　最さい奥おうの壁に背中を寄せて、レレナは体育座ずわりのような格かつ好こうでうずくまっていた。怯おびえと不安が同等に入り混じった視線を床に向けながら、耳を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうを必死でこらえている。そんなレレナを嘲あざ笑わらうかのように、廊下の左右のドアから、再び人のものとも獣けもののものともつかない唸うなり声が響ひびいてきた。目の前には延えん々えんと延びる薄うす暗ぐらい廊下に、時とき折おりがたがたと鳴るいくつものドア。その光景に、レレナは見たこともない刑務所の様よう相そうを連れん想そうした。

　本来はホテルの一室だったはずの手術室の壁をぶち抜いて、その向こうに延びる廊下を袋ふくろ小路の形に改装した通路に、レレナは閉じ込められていた。当然のことながら窓はなく、出口と言えば手術室へ通じるドアひとつきり。そのドアには厳げん重じゆうな電子ロックが施ほどこされているとなれば、確かにこの通路は牢ろう獄ごく以外の何物でもない。

　絶えず響く獣の声に、レレナはなす術すべもなく身体からだを縮こまらせる。そんな彼女の姿を見て小さく笑い声を立てたのは、この牢獄にあっての看かん守しゆ役の従じゆう者しや──早はや川かわだった。

「安心しろ。亡もう者じやどもにそのドアを破る力はない」

　その声の裏側に潜ひそむ嘲あざけり、それを感じ取ってもなお、レレナはその声に縋すがりつくほかなかった。長身に長髪の早川は、レレナから少し離れた場所で木立のように立ち尽くしている。その早川の顔を見上げながら、レレナは震える声で問うた。

「も、──亡者……？」

　早川は呆あきれたように首を振り、

「なんだ、そんなことも知らないのか？　主人のところに飼われていたのに」

　無関心の悪意が込められたその言葉に、反はん駁ぱくすることさえできなかった。なにも言えず、怯えにまみれた視線でじっと自分を見つめているレレナのことを見下ろして、早川は軽く肩をすくめた。

「亡もう者じやというのは、従じゆう者しやが作る吸血鬼のことだ。主人に血を吸われて死んだ人間は従者になる。従者に血を吸われて死んだ人間は亡者になる。わかりやすいだろう？　まあ、もっとも──」

　長髪の影から覗のぞく唇が、嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがんだ。

「亡者に知性はほとんどない。ただの獣けものと変わりない存在だがね」

　ぞくり、と冷たいものが背せ筋すじに走った。亡者という存在に、恐怖を感じたのではない。人を獣に変えるなどというおぞましいことを、笑みと共に言い放ったこの早はや川かわという男に、レレナはざらつくような恐怖を覚えていた。胸むな元もとに手を搔かき合わせながら、レレナは信じられないものでも見ているかのような目で早川を見つめる。

「なんで──なんで、そんな人が、ここに──？」

　早川は長髪を搔き上げ、笑みを浮かべたまま答える。

「それが俺たちの仕事だからな。──『組織』の目的は、知っているだろう」

　レレナは少しのあいだ考える。『組織』──吸血鬼たちによって構成される集団。そこに属するひとりの女性から、確かその目的を耳にしたことがあった。そう、それは──

「……人間に、戻ること？」

　早川は頷うなずき、

「そうさ。これはそのための手段だ」

「……？」

　今ひとつ吞のみ込めないレレナの様よう子すに、早川はそっと息を吐いた。身体からだごとレレナに向き直り、親指で脇の扉をくいと示した。

「人間に戻るためにはどうすればいいのか、それは誰にもわからない。吸血鬼に対する研究など、今まで行われた試しがないからな。なにもかも手探り状態の中で、最初になにをすればいいのか──その答えは、『組織』設せつ立りつ中期ごろに見つかった」

　静かな、どこまでも静かな声で、

「──解かい剖ぼうだ」

　どくん、とレレナの心臓が跳ねた。

「まずは吸血鬼のことを知らなくては話にならない。人間と身しん体たい構造の違いがあるのか、あるとしたらそれはどこなのか。それを解明するためにもっとも有効な手段が、吸血鬼を解剖してみることだ」

　この人はなにを言っているのだろう、と思う。どこまでもどこまでも無む機き質しつな、機械のような声で語る早川の言葉が、どうしても現実のものとは思われなかった。ローマにおいて好意と幸福に囲まれて過ごしてきたレレナには、早川の吐くおぞましい言葉がこの現実で実際に行われているものとは、どうしても思えなかったのだ。だが、あまりにも儚はかないその幻げん想そうは、自分を虐しいたげて楽しんでいた上じよう弦げんの姿と、心配を寄せた自分を逆に嘲あざ笑わらった真さな田だの哄こう笑しようによって、すぐに打ち消されてしまった。

　レレナの動どう揺ようなどまるで知らぬげに、早はや川かわは面めん倒どうくさそうに言葉を続ける。

「だが、かと言って『組織』の人員を解かい剖ぼうするわけにもいかない。『再生』を防ぐために銀を使うからな、解剖されればいくら吸血鬼でも死んでしまう。だから、亡もう者じやを使うことにしたんだ。あいつらは頭こそ獣けものだが、身体からだは吸血鬼のものだ。傷を負っても再生するし、太陽に当たれば消しよう滅めつする。知性のないあいつらならば、バラしたところで立つ角かどもない。まさに実験動物としてはうってつけだ」

　早川の声に応えるように、再び唸うなり声が廊下に響ひびき、助けを求めるかのようにドアが揺さぶられた。恐らくその向こうで暴れているのであろう亡者に対して、もうレレナは恐怖を覚えなかった。それよりもはるかに強い悲ひ哀あいと同情が、レレナの心を覆おおい尽くしてしまったからだ。その感情の裏返しとしての怒りが胸のうちに込み上げてきて、レレナは早川の顔をぎっとにらみつける。が、開いた唇から出てきたのは、今にも泣き出しそうな、弱々しく震える声だった。

「どうして、そんなことを────」

　早川は実に意外そうに眉まゆを広げ、

「どうして？　自分で言ったことをもう忘れたのか？　人間に戻るため、だ」

　レレナは激しくかぶりを振った。嚙かみ締めた歯が軋きしみ、悲痛に歪ゆがんだ表情の奥から嗚お咽えつが漏れそうになる。それをかろうじて抑えつけて、レレナは顔を伏せながら切れ切れに言った。

「違います。……なんで、どうして、そんな、ひどいことが、できるんですか？　だって、その人たち、元は人間なんでしょう？　なのに、それなのに──」

　か細いその声を、早川は嘲ちよう笑しようで一いつ蹴しゆうした。懐ふところからタバコとライターを取り出し、慣れきった動作でタバコをくわえて火を点つけて、煙を吐き出すのと同時に言う。

「馬鹿か、お前？　俺たちはな、人間に戻るためだったらなんだってするんだよ。そのための『組織』だ。手段は選ばない、ただそれだけの話さ」

「…………っ」

　レレナはもはやなにも言えず、ただ激しく首を振った。早川は呆あきれたように首をすくめ、紫し煙えんをくゆらせながら、さも楽しげに言った。

「──ま、お前なんぞに説教を垂れられる筋すじ合あいはない。それに、こんな畜ちく生しようどもより、自分の心配をしたほうがいいんじゃないか？」

　思いも寄らないその言葉に、レレナは喉のどに物でも詰まったかのような顔をした。薄い唇を残ざん忍にんな笑みに歪ませ、嬲なぶるようにタバコを揺らめかせて、早川は暗くら闇やみの中に煙を吐く。

「『取り引き』のあと、自分がどうなるか考えたことはあるのか？　まさかそのまま無事に逃げられるとは思っていないよな？　主人は俺たちの怨おん敵てきだ。いくら真さな田ださんでも、むざむざ見逃すはずがない。こっちには人ひと質じちもいることだし──ひととおり主人の身体を調べ尽くしたあとは、後のち々のちのことも考えて、殺してしまうのが一番手っ取り早い」

　ぽつりと浮かぶ朱しゆ色いろの火、レレナはそれを呆ぼう然ぜんと見つめている。自分の『その後』など、『今』をやり過ごすのが精せい一いつ杯ぱいで考えてもいなかった。目を大きく見開いているレレナの前で、早はや川かわは無む造ぞう作さにタバコを床に放り捨て、その火を踏み潰つぶすのと同時に、レレナの未来を握り潰す一言を吐いた。

「そして、そのあとにお前がどうなるのかは──もうわかるだろ？　入るんだよ。ここにな」

　レレナの顔に、罅ひびが入った。

　その隙すき間まから覗のぞくどうしようもない恐怖と後こう悔かいを見て、早川は愉ゆ快かいそうに笑う。上じよう弦げんや真さな田だが見せたのとはまた違うその暗い笑みに、レレナはどうすることもできずにうつむいた。くつくつと笑う早川の声、思い出したように聞こえてくる亡もう者じやの唸うなり、それを耳にしながら、レレナは抱えた膝ひざのあいだに顔を埋めた。




　　　　◆




「……そうか」

　舞まいの報告を聞いて、亮りよう史じはただそれだけを口にした。舞は一瞬呆気あつけに取られたような表情をしてから、猛もう然ぜんと亮史に食ってかかった。

　──ちょっと、「そうか」じゃないでしょ「そうか」じゃ！　あたしの話ちゃんと聞いてたの!?

　亮史は人差し指で、ぽりぽりと顎あごを搔かき、

「そんなこと言われても……仕方がないだろう。こうなった以上は」

　──仕方なくない！　あたしならできるって！　内側からあのドアを開けられるもん！

　ふむ、と息を吐いて、亮史は目を足元の黒い背中へと向けた。その視線を受けて、ツキは静かに首を振る。自分で改めて『感かん知ち』を動かしてみても、やはり特に目立ったところはない。反応は多数あり、うち二つが従じゆう者しや、ひとつがレレナ。それ以外の多くの反応が気になると言えば気になるが──より鋭びん敏かんな『感知』機能を持つツキの言葉によれば、それらは亡者の『力』であるらしい。話に聞いていた、実験体としての吸血鬼、ということか。

　レレナのそばには別の従者が立っていて、レレナのことを絶えず見張っている。レレナと監かん視し役がいるのは袋ふくろ小こう路じ状に閉じた通路で、目の前の手術室を通るほかに侵しん入にゆう手段はなし。考えれば考えるほどレレナを救い出すには絶望的な状況だが、それでも取る手がないでもなかった。頭の中でゆっくりと冷静に思し考こうを重ねている亮史の表情を、しかし舞は諦あきらめによる落ち着きと判断した。ぶんぶんと両拳こぶしを振りたてながら、必死な口く調ちようで詰め寄る。

　──ね、月つき島しまさん、あたしにやらせて！　簡単だって！　あたしが手術室の奥の部屋に忍しのび込んでそこのロック外して、それから月島さんが突入してレレナを助け出す。ほら、簡単でしょ？　だから──

「……ああ、舞くん」

　亮りよう史じは困ったように眉まゆ根ねを寄せながら、舞まいの身振り手振りを手で制した。不意を突かれたように一いつ瞬しゆん黙り込み、それから舞は不満そうに亮史の顔を見上げる。

　──だって、だってさ、許せないよ、あいつら。実験動物にするとか言ってさ、レレナのことあんなに怯おびえさせて、なにが楽しいのよ

　舞の肩は、小こ刻きざみに震えていた。恐怖や不安によるものではない、紛まぎれもない怒りによって、悲痛にその顔を歪ゆがませる。その胸の中の感情とは裏うら腹はらに、舞は至って静かな口く調ちようで言葉を続けた。

　──月つき島しまさんのことも、無事に帰すつもりはないって。用が済んだら殺すって、そう言ってたのよ。今、今あいつらの言うとおりにしたら、みんな死んじゃうじゃない。だったら、せめて──

「せめて一いつ矢し報いてから、と、そういうわけか？」

　途中で舞の言葉を引き継いで、亮史は淡い笑みをその顔に浮かべる。気持ちはありがたいが受け取れないと、明確にその表情が物語っていた。それを読み取って、舞は小さな拳こぶしを握り締める。うつむいた舞が、再びなにかを言おうとした刹せつ那な、彼女が思いもかけないほど厳しい口調で亮史は言った。

「大体、君が中に入ったからといってなにができるっていうんだ？　手術室とレレナくんのいる廊下を繫つないでいるのは、電子ロックなんだろう？　なんの知識もない君が、それをどうやって外すと？」

　舞は弾はじかれたように顔を上げ、ぱくぱくと口を動かした。どこまでも冷静な亮史の視線を正面から見み据すえていることができずに、すぐに目め線せんを床の上に落としてしまう。

　──それ、は……その……

「よしんば外す手段があったとしても、それを監かん視し役の従じゆう者しやが見逃すとは思えない。ロックの操作をするときは『実体化』しなくてはいけないのだろう？　『実体化』した君はただの女の子に過ぎないんだ。あっという間に殺されて、それで終わりだ」

　沈ちん黙もくする舞を見つめながら、亮史は一息ついて、少しだけ優しい口調に戻って続けた。

「──レレナくんを助け出す代わりに、君が死んでしまったのでは、なんにもならない」

　舞は、上うわ目め遣づかいに亮史のことを見た。その瞳の中に、かすかな動どう揺ようと、それを上回る喜びの色が交差している。と、不意に舞の身体からだが現実感を帯び、その爪つま先さきが廊下の上に触れた。

　その手を、ゆっくりと亮史のほうに伸ばす。怯おびえるかのように小さく開かれた左の手を、取るでもなく払うでもなく、亮史は感情の見えない顔で観察している。その表情に勢いを殺そがれて、胸元に伸びかけた舞の手は、亮史の袖そでを摑つかむに留まった。熱っぽく亮史のことを見上げたまま、小さな小さな声で言う。

「……あたし、月島さんのためなら──」

　そこでくじけて、なにも言えなくなってしまう。だが、かつてならば絶対にわからなかったはずのその言葉の先が、今の亮史には簡単に汲み取ることができた。恥ずかしげに赤くなった顔を伏せてしまった舞まいのつむじに、ぽん、と手を載せて、亮りよう史じは柔らかく微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい。けど、だめだ。君は死んじゃいけない」

　舞はうつむいたまま、小さく息を吞のみ、それを吐き出すのと同時に、意を決したように言う。

「………………どうして？」

　亮史はさして考えもせず、浮かび上がってきた言葉をそのまま口にした。

「君は僕にとって、なくてはならない人だから」

　舞の挙きよ動どうが、一瞬だけ止まった。

　袖そでを摑つかむ舞の左手の力が強くなる。と、舞の右手がふと宙を搔かき、拳こぶしを形作り、そのまま大した手て加か減げんもなく亮史の胸に叩たたき込まれた。威い力りよくはほとんどないとはいえ、不意を突いたその一いち撃げきに思わず驚きの声が漏れる。ほとんど同時に舞は亮史の袖そでを離し、突き飛ばすようにして亮史から離れていた。なにを──と言いかけた亮史の喉のどは、舞の表情を見て凍りついてしまった。

　泣いていた。

　泣きながら、舞は笑っていた。嗚お咽えつひとつ漏らさずに、ただぐしぐしと鼻を啜すする音だけを響ひびかせながら、次から次へと零こぼれてくる涙を必死になって手でぬぐっている。そのくせ口元だけは花が咲くように笑っている。さすがに今の舞の心情までは読み切れず、亮史は心しん底そこ困り果てた顔をした。それを見て「へへ」と笑い、舞は大きく深しん呼吸をしはじめた。

　やがて、十じゆつ呼吸ほどの間のあとに、舞はようやく『実体化』を解かい除じよすることができた。『力』のコントロールに慣れた舞にしては時間がかかったものだが、それだけ気が昂たかぶっていたということなのだろう。とはいえ、やはり亮史にはいまいちその辺の機き微びがわからない。そんな亮史の顔を見上げて、舞ははにかみながら、再びその胸を軽く叩く真ま似ねをした。

　──それじゃあ、あたしは偵てい察さつ、ってことね。でも、月つき島しまさん

「え？」

　猫のように覗のぞき込んできた舞の瞳は、驚くほど真剣な色を宿している。

　──もし、もし月島さんが本当に危なくなったら──あたし、あの通路のドアを開けるからね。危険でもなんでも、従じゆう者しやに襲おそわれちゃうかもしれなくても、絶対に、絶対に開けるからね。だから月島さんも──

　息を吞のみ、舞は目を閉じる。亮史の胸に手を当てたまま、囁ささやくように言った。

　──絶対に、諦あきらめないでね

「──ああ」

　その答えを聞いて、舞は満足げに頷うなずいた。床を蹴けり宙に浮かび、天井に吸い込まれて見えなくなった。その影を追うように天井を見上げたまま、亮史はぽつりと足元のツキに尋たずねる。

「ツキ」

「ん？」

「僕は、なにか、彼女を泣かせるようなことを言ったか？」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちでじっと頭上を見上げている己の主人を、ツキは信じ難がたいものでも見るような目つきで眺ながめ回した。それから呆あきれの鼻息を抜くと、その場に座り込み、放り投げるような口く調ちようでこう言った。

「そういうものは、自分で理解してこそ、意味があるのだろうよ」




　　　　◆




「ずいぶん遅かったね」

　ドアを閉めた瞬間響ひびいてきたその声にも、亮りよう史じの表情は動かない。ゆっくりとした足取りで、腰ほどの高さにある寝台──その形状から判断して、恐らくは手術台──に近づいていく。その向こうに腰を落ち着けているひとりの男が、微笑ほほえみと共に亮史のことを観察していた。

　真さな田だ。

　女性のように色が白く、ナイフのように目が細い。まるで仮面の如ごとくにぴくりとも動かないその微笑みは、やはり仮面と同じく作りものの笑顔なのだろう。パイプ椅い子すに腰を掛け、手術台の向こうから絶えぬ好こう奇き心しんの視線を送りつづけている。その瞳には、かけらほどの恐怖すらも映ってはいなかった。

　手術台の手前側には、真田と相あい対たいするようにしてパイプ椅子が置かれている。そこで立ち止まってから、亮史は低い声で答える。

「こちらにもいろいろと準備がある。別に急ぐ話じゃないんだ、細かいことを言うな」

　真田は相変わらず、薄うつすらとした笑みを口元に貼はりつけたままだ。

「ま、それもそうだな。余よ計けいなことは話さず、お互いビジネスライクにいこうじゃないか。──ああ、どうぞ、座ってくれて結けつ構こうだ」

　しかし亮史には、腰を落ち着ける気など毛もう頭とうなかった。真田のことを透明な視線で見つめながら、機械のように告げる。

「正直に言えば──僕は今、迷っている」

　真田は片かた眉まゆを上げた。その瞳には相変わらず、強い好こう奇き心しんが宿っている。

「ほう？　なにをだ？」

「お前を殺そうかどうかを」

　演技ではなく、真田は笑った。ゆっくりとパイプ椅子にもたれかかり、「それで？」と先を促うながしてくる。亮史は心の中だけで舌した打うちをし、しかしそんな内面はおくびにも出さずに、表情を動かさないまま言葉を続けた。

「ここで今、お前を殺すことは容易たやすい。お前を縊くびったそのあとに、向こうでレレナくんを人ひと質じちに取っている従じゆう者しやに、改めて『取り引き』を持ちかければいい」

「レレナくんを解放すれば、お前の命だけは助けてやる──と？」

　亮りよう史じの言葉を引き継いだ真さな田だからは、余よ裕ゆうの色が微み塵じんも減じていなかった。細い目で亮史のことを見み据すえながら、真田は「なるほど」と額ひたいに手を当てる。

「そんな話を、今、私にするということは、つまり同じことを私に対して言っているというわけだね？　──『今ならばまだ命は助けてやる。だからレレナくんの身み柄がらを引き渡せ』と」

　くつくつと、真田はひとしきり笑い、それから不意に真ま面じ目めな口く調ちようになった。

「まさか、そんな話に私が乗るとは思っていないよな？　どこの馬鹿がわざわざ自分の切り札を進んで放り捨てると言うんだね？　脅きよう迫はくにしては、ずいぶんと気の利かないやり方だな」

「──そうか。では、僕は交渉相手を替えることにしよう」

　ゆらり、と亮史は真田に一歩だけ近づいた。その表情に噓うその色はなく、すでに右腕からは黒い獣じゆう毛もうがざわざわと生はえはじめている。だが、それを目にしても、真田が優位者の笑みを絶やすことはなかった。

　手術台についた右腕が、漆しつ黒こくの狼おおかみへと変わっていく。長く低い唸うなり声をあげながら、右腕一本をまるまる使った狼は、亮史に「よし」と言われるそのときを心待ちにしている。狼の赤い眼めをまじまじと覗のぞき込みながら、真田はなんでもないことのように言った。

「さすがだね。本気で私を殺す気だ」

　亮史はその余裕が気に喰わない。

「今のところ、それが一番リスクが少ないからな。向こうの従じゆう者しやがお前に『支配』されているのでもない限り、ほぼ間違いなくレレナくんの身柄をこちらに引き渡すだろう」

「ずいぶんとまあ楽天的な考え方だな、月つき島しま亮史くん？　いいことを教えてあげよう。早はや川かわは──ああ、向こうの彼は早川と言うんだが、その男は私に対して、絶対的な忠ちゆう義ぎを立てている。私が殺されたとなれば、君に一いつ矢し報いずにはいられないはずだ」

　その言葉をそのまま信じるほど、亮史は素直な性格をしていない。舞まいの偵てい察さつ情報から分析する限り、その早川とやらは自分の命を犠ぎ牲せいにして忠ちゆう義ぎに殉じゆんじるほど、情なさけ深い性格はしていないはずだった。それに、真田の言葉が真しんでも偽ぎでも関係なかった。亮史の中には、ひとつの確信があるからだ。

　千年という長い時間、亮史は数多くの人間を見、またそれと同じくらい大おお勢ぜいの、『吸血鬼に変えられた人間』を見てきた。そこから得たひとつの確信に従って、亮史は唇の端にかすかな笑みを貼はりつける。独り言のように、小さく、

「──吸血鬼の生は、長い」

　手術台の上の狼が、真田を照しよう準じゆんに捉とらえて唸り声を増す。凶きよう暴ぼうなまでに筋肉がたわみ、いつでも飛びかかることのできる体勢へと移行していく。亮史は目を細め、いまだその白はく面めんに変わらぬ笑みを湛たたえている真田に、嘲あざけりの声を向けた。

「それゆえに、吸血鬼の生に対する執しゆう着ちやくは人間のそれよりもはるかに強い。その執着の前では──くだらない忠ちゆう義ぎ立てなど、あっさりと吹き飛んでしまうさ」

　狼おおかみの身体からだが沈み込む。狙いはひとつ、真さな田だの首くび筋すじだけだ。悲鳴をあげる暇ひまも逃げ出す暇もなく、頚けい動どう脈みやくを嚙かみ千ち切ぎり脊せき髄ずいを嚙み砕いてやる。瞬間的に湧わき起こった亮りよう史じの殺意に反応して、狼の全身の筋肉が躍やく動どうし──

「抜け道がある」

　ぴたりと止まった。真田は親指で自分の背後をくいと指して、

「君のご自慢の幽ゆう霊れい少女が偵てい察さつしたのだろうな。確かにあのドアの向こうは、実験対たい象しようの亡もう者じやたちの『牢ろう獄ごく』になっている。亡者たちがあの部屋のドアを破って出てくることはまずないと言っていいが──万が一に備えるのは、組織の長ちようとして当たり前のことだ。こういう事態を想そう定ていしていたわけではなく、あくまでも亡者対策の一いつ環かんとしてだが、あそこの『牢獄』の中の一部屋には下の階へと続く抜け道がある」

　いつの間にか、真田の口からは笑みが消えていた。真剣な眼差まなざしのその奥には、火傷やけどしそうなほどに冷たい色が澱よどんでいる。

「当然、早はや川かわもそのことを知っている。ついでに言えば、抜け道を下った部屋からエレベーターまでは、ほんの目と鼻の先だ。レレナくんを殺して抜け道を降り、エレベーターを使ってこのビルから出、そのまま君の『感かん知ち』の射しや程てい外にまで逃げ切るのは、決して難しいことではないと思うよ。鬼ごっこに自信はあるかな？」

　無表情をまったく崩さず、焦りもなにも混じらない淡たん々たんとした声で、真田はそう言った。手術台の上の狼は、亮史の意を汲んで攻撃体勢のまま凍りついたように停止している。四つの殺意の瞳に見み据すえられながら、それでも真田は決して表情を崩さない。そのことに苛いらついて、亮史は軽く歯を嚙み締めた。

「…………ハッタリを…………」

　真田は間かん髪ぱつ入いれずに、

「それなら実際に見てくればいい。幽霊少女に確かめてもらっても、私は少しも構わないよ。向かって右の奥から三番目の部屋、寝室に二つあるベッドの手前側のほうだ。その下に抜け道がある。どうぞ確認してくれ」

「…………」

　沈ちん黙もくした亮史を見つめながら、真田は再びにたりと笑う。くつろぐように椅い子すの上で大きく伸びをしながら、しかしその視線は片時たりとも亮史から離れない。そこではじめて亮史は気づく。真田の瞳──深しん淵えんを覗のぞいているような真っ黒なその瞳に、感情の揺れ動きがまったくと言っていいほどないことを。にやにやと口だけで笑いながら、しかしその目元は、氷のような凍いてついた雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　真田は大きく両腕を広げ、困ったような声をあげた。

「ところで今し方、ハッタリ、と言ったね。──それはこっちの台詞せりふだろう、月つき島しま亮史くん？　いい加か減げんハッタリはやめてくれないか。その臭い演技を、一体いつまで続けるつもりだ？」

　亮りよう史じはなにも言わない。その表情にも泰たい然ぜんとした態度にも、変わるところは毛け先さきほども見つからない。だが、その心の奥底では、忌いま々いましげに唇を嚙かんでいた。

　少しこの男を甘く見ていたようだ、と自省する。いくら『組織』を統すべるものだとはいえ、しょせんは従じゆう者しやに過ぎないとタカをくくっていた、己の油ゆ断だんがこの結果を招いたのだ。歯は嚙がみする亮史の内心を見み透すかすかのように、真さな田だは芝しば居いがかった動作で首を左右に振った。

「諦あきらめろ。賭べけっ金との大きさで私は勝っているんだ。私は紛まぎれもなく自分の命をこの交渉に差し出しているが──君は違う。君はたとえ私の要求を吞のんだとしても、自分が死なないということを理解している。そうだろう？」

　亮史は、悪あがきをした。

「……なんのことだ」

　やれやれ、と肩をすくめる。氷の雰ふん囲い気きを纏まとっていたその瞳が、一瞬、刺すような光を帯びて亮史のことを見み据すえた。

「とぼけるのならばはっきり言ってやろう。私は──私たちは、君を殺すことは絶対にできない。なぜならば、君の命には安全装置がかかっているからだ。上じよう弦げんという名の、安全装置が」

　もはや隠かくす必要がなくなった。亮史は顔を歪ゆがめて舌した打うちをする。それを見ても勝ち誇るでもなく、真田は淡たん々たんと説明を続ける。

「仮にこの場の『取り引き』で君の自由を奪い、その身体からだを解かい剖ぼうし、その結果君きみが死ぬようなことがあれば、上弦が絶対に黙ってはいない。彼女の君に対する執しゆう心しんは、理解はできなくても知ってはいるよ。そして、彼女が『感かん知ち』で高見の見物を決め込んでいることも。だから私たちは、君を殺すことは絶対にできないんだ。君の命を奪うということは、即すなわち上弦の復ふく讐しゆう──逃れられない死を招き寄せることに他ならないのだから」

　狼おおかみに向かって口笛を吹き、亮史は己の右腕へと戻した。不満そうな狼の唸うなりが手術室の闇やみに溶けて消え、その余よ韻いんを探すかのように真田は楽しそうな視線を頭上に向ける。パイプ椅い子すに座り込んだ亮史に向かって、真田は天井を見上げたまま言った。

「さて。余よ計けいなお喋しやべりが過ぎたが、本題に入ろう」

「──『取り引き』と言ったな。お前はレレナくんの身み柄がら。僕が出すのは一体なんだ？」

　視線を天井から亮史の顔へと移し、真田は淡く微笑ほほえむ。ゆっくりと立ち上がって手術台の枕まくら元もと、そこに取り付けられた巨大な箱型の機械へと足を向ける。てきぱきとした動作でその箱型の機械を操作すると、冷たい機械音を発しながらそれは動き出した。

　箱の脇から生はえて巻かれていた、四本ほどのチューブを手に取る。それぞれが親指ほどの太さを持つそれを携たずさえて、真田は手術台を回り込み、パイプ椅子に座る亮史の元へ近づいてきた。亮史の瞳を覗のぞき込むようにその白い顔を寄せて、真田は裂けるような笑みと共に言う。

「血だ」

　するり、と真さな田だの手が動いて、亮りよう史じの黒いワイシャツの胸むな元もとを摑つかんだ。反射的に手が動き、真田の手首を握ってぎりぎりと締め上げる。軋きしむ音になお笑い、真田はちらりと亮史の手に視線を落とす。

「痛いんだが」

「……なにをしようとしているのか、まずそれを言え」

「これを身に着けてほしい。そのために、服を脱がそうと思ってね」

　亮史は心底不ふ愉ゆ快かいそうに、

「──自分でやる」

　手を払い除のけて、亮史は自らシャツのボタンを外しはじめる。それを見ながら、真田は改めて説明するような口く調ちようで言う。

「なぜ、とか、どうして、とか、そういう疑問符ふはこの際なしにしよう。私が欲しているのは君の血液だ。できる限り搾しぼり取りたいところだが──言ったとおり、君に死んでもらうわけにもいかない」

　脱ぎ終わり、シャツを放り捨てる。それを確認してから、真田は手を滑らせて亮史の腕を取った。冷たい指先で、死人同どう然ぜんの吸血鬼の身体からだから正確に血管を探し出し、そこに太いチューブを刺し込んでいく。腕に一本、脇の下に一本、それを左右合ごう計けい四本刺し終えると、真田は箱型の機械へ立ち返った。

「人間の血液の総量は約四リットルだ。吸血鬼もそれは変わらない。ただ、人間はその半分を失えば失しつ血けつ死ししてしまうが、吸血鬼は根こそぎ吸い尽くさない限りは生きていられる。亡もう者じやでの実験で、それは証明済ずみだ」

　箱型の機械の上部を開けると、意外に単純な内部構造が露ろ出しゆつした。いくつかの数字を示すいくつかのメーター、十に満たないスイッチの数々。ひとつひとつ確認しつつ作業を進めながら、真田は教師のような口調で説明を続ける。

「そこで──君からもらう血液の量は、大事を取って三リットルということにした。なに、行動にかなりの障害が出るだろうが、死ぬほどではない」

　淀みなく動いていた真田の手が、やがてぴたりと停止した。その視線がゆらりと動き、パイプ椅い子すの上でチューブに束そく縛ばくされているような格かつ好こうの亮史に留まる。それを嘲あざ笑わらうかのように唇を歪ゆがめて、真田は最後の確認をした。

「『取り引き』になによりも大事なのは、双そう方ほうの誠意と、合意だ。では、月つき島しま亮史くん。君はこの『取り引き』を、受け入れてくれるかな？」

　あまりもわざとらしいその声に、亮史は唾つばを吐き捨てたくなるような衝しよう動どうに駆られた。できるだけ不ふ愉ゆ快かいを表情に滲にじませないよう努力しながら、淡たん々たんとした声で亮史は言う。

「──さっさとやれ。これ以上お前の近くにいると、反へ吐どが出そうだ」

　真田はおおらかに笑い、

「君の寛かん容ように感謝するよ」

　そう言って、箱はこ型がた機械の上部で一ひと際きわ目立つ場所にあったスイッチを人差し指で押し込んだ。

　機械が、不ぶ気き味みな鳴めい動どうを始める。

　それと同時に──急速に冷え込んでいくような感覚が、亮りよう史じの身体からだを包みはじめた。




　　　　◆




　──月つき島しまさん──月島さん!!

　舞まいの大声にも、亮史は反応しない。外見そのものはまるで変わっていないにも関わらず、まるでその魂たましいを削そぎ落とされたかのように、亮史の姿はやつれきって見えた。

　レレナに肩を貸してもらい、ゆっくりと歩きながら、亮史は喋しやべる気力すらなくしたように、じっと黙り込んだままだ。一いつ体たい中でなにがあったのか、なぜこんな有あり様さまになってしまったのか、それすらも話してはくれない。いくら呼びかけても応答しない亮史に、それでも諦あきらめずに声をかけていると、亮史の代わりに足元のツキが答えた。

「やめろ、騒ぐな、やかましい」

　険けんのあるその声に、舞は思わず反はん駁ぱくしようとして、ツキの漆しつ黒こくの毛皮から立ち上る怒りの色を目にしてなにも言えなくなってしまった。しばらく黙り込んだあと、亮史の身体を支えてよたよたと歩きつづけているレレナに矛ほこ先さきを変える。

　──ねえ、レレナ、月島さんになにが起こったの？

　レレナは泣きそうな顔で舞のことを振り返り、ふるふると首を振った。

「わからない──わからないの。ただ、月島さん、私が出たときには、もう、こんなふうになってて、それで、あの人たち──あの人たちが──」

　まるで要よう領りようを得ないその言葉にも、舞は苛いらつかない。それまで溜ために溜め込んできた不安や寂しさが、亮史や舞やツキに久しぶりにあったことで爆発しかけているのだろう。それほどにレレナの様よう子すは危なっかしく、また不安定なものだった。だから舞はレレナの言葉に大きく頷うなずき、他にはなにも言わずにその頭をきゅっと抱きしめた。幽ゆう体たいである舞の身体には、体温も触しよつ覚かくも存在しない。だがそれでも、レレナは舞の腕の中で、大きなしゃっくりのような嗚お咽えつを漏らした。

　と、そのとき──力なく萎しおれていた亮史の顔が、ゆっくりと持ち上がった。その顔に色濃い焦しよう燥そうと疲労を貼はりつけたまま、亮史は息を詰めて見守るレレナと舞のことを左右に見み遣やる。それから咳せき込むようにして笑うと、亮史は蚊かの鳴くような声で何事かをぼそぼそとつぶやいた。

　舞には、亮史がなんと言ったのかは聞き取れなかった。が、至し近きん距離で亮史の身体を支えていたレレナの耳には届いていたようで、レレナはぴたりと立ち止まると。空あいているほうの手で突とつ然ぜん亮史の尻の辺りをまさぐりはじめた。いきなりなにを──目を剝むいた舞の眼前で、レレナは亮りよう史じのズボンの後ろ、背中とベルトによって挟まれていた、ひとつの輸血パックを取り出した。

「これ──隠かくしておいたって。念のための、最後の食料だって」

　舞まいに説明するようにそうつぶやいて、レレナは輸血パックを開けにかかる。ぱんぱんに詰まった血液の袋をおっかなびっくり引き裂いて、そこから噴ふき出るように飛び出した血液に思わず気を失いそうになる。亮史は器き用ように首を動かして溢あふれ出るその血液を貪どん欲よくに啜すすり取った。レレナもパックを亮史の口元に押しつけるようにして、子供に乳を飲ませる母のような真剣な目で亮史に血を飲ませていた。

　なんとなくその光景が気に喰わなくて、そんな状況ではないとわかっていながら、舞は空中でぷいと後ろを向いた。ぼんやりと廊下の後方の闇やみを見つめていると、やがて亮史の弱々しい声が背後から聞こえてきた。

「……ありがとう、レレナくん。少しは……落ち着いたよ…………」

　そっと後ろを振り返ると、亮史はレレナの手から離れて、ひとりで壁に手をつきながら歩きはじめていた。と、あっという間にそのバランスが崩れて床に倒れ込みそうになる。レレナと舞は慌あわてて同時に動き、そして再びその身体からだを支えたのは、当然のごとく実体のあるレレナだった。

　なんだか、すごく気に入らなかった。

　そう思った次の瞬間、「そんなことを考えている場合ではない」という正論が頭の中に湧わきあがってくる。ぶんぶんと頭を振ってその考えを追い出し、しかし粘ねばっこい嫉しつ妬との感情はやはりどこか心の片かた隅すみに張りついていた。そんな自分を舞は紛まぎれもなく「汚い」と感じ、ことさらに明るく振る舞って亮史に話しかけた。

　──月つき島しまさん、もう、大丈夫なの？

　亮史の顔に浮かぶのは、やはり弱々しい笑みだけだ。

「……まあ、なんとか……ね。立って、歩くくらいのことは…………」

　が、その言葉とは裏うら腹はらに、ふらつく足で必死になってバランスを取るその姿は、千ち鳥どり足あしの酔よっ払ぱらいのような情なさけなさを呈していた。心配する気も失うせて、舞はふわりとその場に『接せつ地ち』する。それから左右の廊下を見渡して、誰も敵のいないことを確認してから、ようやく安あん堵どの息をついた。

　──まあ、なにがあったのかはともかくとして──月島さんもレレナも無事だったことだし、これでやっと帰れるね

　その言葉に頷うなずきを返したものは、誰ひとりとしていなかった。重苦しい沈ちん黙もくに思わずのけぞり、ひとりひとりの顔を覗のぞき込んで「な、なによ」と不安の声をあげる。レレナの表情が暗いのは、囚とらわれの身のショックが抜け切っていないのだとして、亮史とツキが難しい顔を続けているということが、なんだか物もの凄すごく気になった。物もの問といたげな舞の視線に、答えたのはツキだった。

「残念だが、このまま帰き還かんという虫のいい運びにはなりそうにない」

　──なに、どういうこと？

「……最初からこのときを狙っていた、ハイエナが一匹いるってことさ」

　舞まいは亮りよう史じとツキの双方を、交互に見み遣やった。

　やがて、その言葉の持つ意味が、舞の頭にもゆっくりと染み渡ってきた。

　ツキは全身に緊きん張ちようを漂わせたまま、亮史のことを見上げて、言った。

「まだ下の階に留まっている。余よ裕ゆうを見せているつもりなのかどうかは知らんが、チャンスといえばチャンスだ。舞、屋上へ上るには──」

「無む駄だだよ」

　ツキの言葉を遮さえぎり、亮史はやけに透明な声で、

「このザマじゃ、『蝙蝠こうもり』にすら変身できない。いや、まあ、無理をすればできないこともないが──その上さらにレレナくんを連れて飛ぶなんて、途中で墜つい落らくするのが目に見えている」

　耳を伏せ、背中の毛をわずかに逆さか立だてて、音が鳴るほどの勢いで、ツキは尻尾しつぽを床に打ちつける。金きん色いろの瞳に浮かぶのは決してくじけない不ふ屈くつの闘志、だがそこに宿る決意の炎ほのおは、燃え上がる先を見失っているように舞の目には見えた。

「──じゃあ、どうすると言うんだ！」

　珍しくツキが声を荒げた。それまで周囲になんとなく漂っていた感覚が、それによって凝ぎよう固こしたかのようだった。レレナと舞は、同時に身をすくめて、同時に互いの顔を見た。二人の顔に浮かんでいるものは、どちらも同じ表情──行く先にある暗くら闇やみをただ呆ぼう然ぜんと眺ながめているような、緩やかな絶望の表情だった。

　吸血鬼のヒエラルキー、その最頂点に位置する主人・上じよう弦げん。それだけではない。千せん差さ万ばん別べつの『変へん化げ』を操あやつる使つかい魔ま・ツルに、通常の従じゆう者しやを凌りよう駕がする戦せん闘とう能力を抱え込んだ玄げん翁のうという駒こまが揃そろっている。それに比べてこちらの陣じん営えいは──傷ついた使い魔の猫が一匹と、『力』を失った主人がひとり。冷静に考えなくても、どんな贔屓ひいき目めをもって見ても、勝てるはずがないということは幼稚園児にだってわかる。

　舞の、レレナの、ツキの視線が、亮史に集中する。どうすればいいのか──言葉にすればその一言の、ただただ問いかける三つの視線。それに晒さらされて亮史は、今はもう遠い昔のようにすら感じられる、湯ゆヶが崎さきにいたころのあのあいまいな笑みを浮かべて答えた。

「まあ──なんとか話し合いで解決するさ」

　ツキの深々とした吐と息いきを、しかし舞は、笑う気にもなれなかった。




　　　　◆




『箱』の上に手を置きながら、真さな田だはなにを考えているのかわからない表情で沈ちん黙もくしている。その命令を受ける身分の早はや川かわにとっては、その沈黙こそがなによりも不ぶ気き味みなものだった。

　松まつ野のはすでに亡ない。そのことに対する感傷はほとんどなかったが、それによって本来彼かれがこなすはずだった戦闘任にん務むまでもが自分にのしかかってくるのではないかという不安が、じわじわと込み上げてくる。あの主人はすでに相そう当とう量りようの血を失い、それと同時にほとんどの『力』を失って、今ではすでにただの従じゆう者しやにすら劣る存在になっている、らしい。だが、その事実を確認したところで、早はや川かわの中にある主人に対する恐怖は少しも減らなかった。理性で抗こうせるようであれば、それは恐怖とは呼ばれない。

　と、それまで難しい数式に取り組んでいるような表情をしていた真さな田だが、ふと早川のことを見た。そこからまた何事か考えること数秒、「うん」とひとりで頷うなずいて、その指先をひたりと早川のほうに向けた。

「始し末まつしてきてくれ」

　やっぱりか、と心の中で毒づく。それが聞こえたかのように、真田は淡い笑みと共に言った。

「なに、大丈夫だ。相手はすでに『力』を失った主人なんだからな。君でも容易に片がつくはずだ」

　と言われても、早川にはその実感がまるでないのだ。頭でわかってはいても、主人と相あい対たいしている自分を想像しただけで足がすくみあがってしまう。やはり俺は、『狩人かりうど』には向いていないようだな──と自じ嘲ちようし、そんな早川を勇気づけるように真田は言葉を継ぎ足していた。

「『装そう甲こう』を使うといい。もちろん、状況を有利なものとした上でね」

　早川は、驚きに目を見開く。『装甲』。そういえば、松野がそんな話をしていたことがあった。武装に興味のない自分にとってはどうでもいい話だったが、しかし今この状況では、その言葉が何物にも代え難がたい魅み力りよくを伴って早川の耳に響ひびいた。おぼろに記き憶おくに残る松野の話を信じるならば、それは確か──

「……了りよう解かいした。主人の始末、だな」

「ああ。装備のある場所はわかっているな？　──そうだ、始末のついでに、レレナくんも消してくれるか。どうせひとりで残っていても、辛つらいだけだろうからな」

　その声が孕はらむ怖ろしいまでの冷たさに、胃の腑ふに氷を突き入れられるような感覚を味わう。上じよう司しの命めいに逆さからってまであの小こ娘むすめに払う義ぎ理りは、早川は持ち合わせていなかった。子供を殺すということに抵抗感がないといえば噓うそになるが──まあ、仕方のないことだ。

「では、行ってくる」

　内心に滲にじみ出た恐怖を声に出さないように苦労しながら、早川はそう言って真田に背を向けた。表面だけは優しげに響ひびく真田の声が、その背中を追ってきた。

「行ってらっしゃい。頼んだよ」

　ドアを閉める手には、若じやつ干かん力が籠こもっていたかもしれない。無意識のうちに安あん堵どの吐と息いきをつきながら、早川は歩きはじめる。ゆっくりと動いていく廊下を見下ろしながら、早川は静かに考える。

　──潮しお時どきかもな。

　真さな田だの異い質しつ性が、ここに至ってようやく表面化してきた、という感じだ。敵方の主人を捕らえて、具体的にどうすると聞いていたわけではない。だが、少なくとも捕らえてから時間をかけて調査する、それくらいのことは当然すべきだと思っていた。真田が本当に、人間に戻るという『組織』の大だい目標を追求する気があるのなら、だ。

　しかし、真田はあっさりと主人のことを逃がしてしまった。主人の調査の代わりに得たものは、主人の血液だという。血が吸血鬼の根本を為なす重要な要素だということは早はや川かわも理解していたが、それを搾しぼり取ったところで果たしてどれほどの効果が得られるというのか。仮にそれでなんらかの研究結果が得られるとしても、あの主人を逃がすことはなかったのだ。『力』を失ったというならなおのこと、拘こう束そくして後のち々のちの実験に活かせばいい。

　それなのに、真田は主人のことを逃がした。

　もう間違いなかった。真田は、『組織』を利用する対たい象しようとしてしか見ていない。彼の視線がどこで結ばれているのかはわからないが、少なくとも自分の見る先とは別の場所であるに違いない。

　だが、かと言って早川には真田を糾きゆう弾だんする気などはなかった。元から早川も、それほど大きな意味合いを『組織』に求めていたわけではない。延々と続く『狩り』の毎日、少しも進歩する様よう子すのない真田の研究。当初のうちは淡く見えていた人間に戻るという目標も、今ではすっかり霞かすんで見えなくなってしまっていた。元から安定したねぐらを得るために『組織』にやってきたのだ。真田の暴走が見えはじめた今では、もはや、ここにいる理由もない。

『装そう甲こう』を得て、主人を殺す。そのあとにはもう、真田とお目にかかることはないだろう。そのまま逃げてしまえばいい。恐らく『装甲』は、『組織』の生み出した装備の中でも最強のものだ。それさえあれば自分はひとりでも生きていける。早川にとって重要なのは、ただその一点に尽きるのだ。




　　　　◆




　手術台の上に腰を降ろし、息をつく。投げ出された足を空中でぷらぷらと遊ばせながら、真田は静かな目で手術台の枕まくら元もと、大型のクーラーボックスのような『箱』を見た。

　手を伸ばし、『箱』の表面を愛めでるように撫なでる。

　その中にあるものは、どんな答えも返してはくれない。

　答えは、今から、自分自身で出すのだから。

　命など、しょせん泡うた沫かたに過ぎない。自分の命とて同様だ。だが、泡沫にとて意思はある。自らを生んだ水の流れに身を任せるか、それともその流れに逆さからうか。それを決めるくらいの力は、こんな自分にも残されている。

　真さな田だはすでに、それを決めている。誰に言われたからでもなく、自分自身の意思で。

　逆さからう、と。

　迷いはなく、悔いもない。その果てにこの身が破れたとしても、残念だと思うことはあっても無む念ねんだと思うことはあるまい。今までそのためだけに生きてきたのだから。命の果てるその一瞬にまで、流れに抗あらがいつづけたのは紛まぎれもない事実なのだから。

『箱』から手を離す。瞑めい目もくし、闇やみの中を静かに見み据すえながら、真田はおもむろに黒こく灰かい色しよくの背広を脱ぎはじめた。




　　　　◆




　魎りよう月げつの『力』が急速に小さくなっていったことに、焦りを覚えなかったわけではない。だがそれでも、上じよう弦げんはなんとか我慢をすることができた。予定どおりに事は進んでいる、なにも問題はない──自分にそう言い聞かせなければ、とてもできることではなかったけれど。

　傍かたわらに寄り添うツルの手を、上弦はきゅっと握り締めた。頰ほおに感じるツルの視線、それを見下ろしたい欲求をかろうじて堪こらえ、上弦はただじっと廊下の先、闇やみに浮かぶように閉じているドアに視線を送りつづける。無色の表情とは裏うら腹はらに、内心では決して静まることのない細さざ波なみが揺らぎつづけていた。

『力』を奪う、と真田は言った。吸血鬼にとって、血は『力』である。真田が保持している様々な実験機械ならば、魎月の命を奪うことなく、その『力』だけを奪いつくすことができると、彼はそう説明した。半はん信しん半はん疑ぎなのが実情だったが、それでも上弦はその案に乗った。真田のことは吐き気をもよおすほどに嫌けん悪おしているが、その嫌悪に引きずられるほど上弦は愚おろかではない。真田は、頭がいい。下へ手たなことをして自分の怒りを買うような真ま似ねはすまい。主人を敵に回すことは、即すなわち死を意味するのだから。

　そして、そうでもしなければ──唾だ棄きしている真田と手を組みでもしなければ、自分が決して魎月に敵かなわないであろうこともまた、上弦は理解していた。魎月は強い。『力』は見る影もなく弱体化してしまったが、それでも彼が強いことに変わりはない。戦いの行く末とは腕力だけで決まるものではないのだ。その考え方すらも、魎月が上弦に教え込んだことだった。

　だが、今ならば間違いなく勝てる。いくら『力』の大きさで戦いのすべてが決まるわけではないと言っても、それが重要な要因のひとつであることに変わりはない。上弦の『感かん知ち』は、魎月の『力』がぎりぎりにまで低下していることを彼女に教えてくれていた。こんな状態では、主人としての能力どころか、まともに動くことすらままならないだろう。

　そう。

　今ならば、勝てるのだ。あの魎月に。人の都みやこを蹂じゆう躙りんし、魔ま性しようのものどもの王とすら呼ばれたあの魎月に。上弦に上弦という名を与え、常に親であり兄であり、上弦を抱える存在でありつづけた魎りよう月げつに。この自分が、打ち克かつときが来たのだ。

「──上うえ様さま？」

　不意に響ひびいたツルの声に、上じよう弦げんは少女の顔を見下ろした。そこではじめて、気づいた。

　ツルの手を握る上弦の手が、小こ刻きざみに震えていた。

「……、え、あれ？　なっ、ど──お、おかしいな」

　胸に揺れる細さざ波なみが、その震えに呼こ応おうするかのように大きくなっていく。揺らぎつづける心に比例して、指先は大きく震えだす。無限に膨ふくらんでいくその連れん鎖さ反応に、あろうことか膝ひざまでが付き合いだした。がくがくと膝が笑い出すに至って、ツルは心の底から心配そうな声をあげる。

「う、上様？　どうしたんですか!?　大丈夫ですか!?」

　上弦は頷うなずく。何度も何度も頷く。そうすることで、自分の心を落ち着けようとでも思っているかのように。無む理り矢や理り笑んだその表情は、しかし無理が祟たたって泣き笑いのようなみっともないツラになってしまっている。そのことが自分でわかるだけに、なお情なさけなく、腹立たしい。

「だ、大丈夫だ──大丈夫だ、これくらい、平気だ。なんていうことはない。うん、だい、大丈夫──」

　震えるその声に、ツルはますます心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。それでも上弦は、表情を取り繕つくろうことすらできない。今から自分が行おうとしていること──それに対する期待と不安、また優ゆう越えつ感かんと罪ざい悪あく感かんに、身が張り裂けてしまいそうだった。

　そんな感情を抱いている自分のことを、もう否定したりはしない。それだけが、成長したといえば成長したところなのだろうか。ぐらぐらに混乱している頭の片かた隅すみで、上弦はふとそんなことを考える。思い返せばその意地が──心のない吸血鬼でありつづけようとした自分の意地が、結局のところ自分自身を追い詰めてしまったのだ。揺れる心を封じ、自分のすべてであった魎月と別れてまで鬼でいようとした。そんなことは、土ど台だい不可能であるというのに。

　封じた心は、たとえそれを憎もうとも蔑さげすもうとも、紛まぎれもなく自分の一部分であるのだから。右手が右手であるように、いくら言葉を極めてその存在を否定しようとしても、それは厳げん然ぜんとしてそこに在る。それをなくそうとすること自体が、不自然なことだったのだ。

　そして、それは、魎月も──

「っ」

　ツルが顔をしかめる。それでも声を出さなかったのは、見上げる己おのが主人の表情が、青ざめるほどの緊きん張ちように引きつっていたからだ。それを見てすべてを察し、ツルは視線を上弦から廊下の奥のドアへと向けた。

　重々しい音を立てて、非常階段のドアがゆっくりと開いていく。その向こうから、密着して固まった数人の人影が現れ出でた。目を細め、鼻に皺しわを寄せて上弦は彼らの姿を見つめる。嚙かみ締めた奥おく歯ばが、ぎり、と悔しげに鳴った。

　魎りよう月げつは、歩くことすらままならないようだった。それはいい。『力』の大部分を失ったのだ、行動にかなりの制限が出はじめていたとしてもなんの不ふ思し議ぎもない。上じよう弦げんが気に入らなかったのは、彼の脇に肩を入れて支えている、異い人じんの血が混じった小こ娘むすめの姿だった。

　殺意は湧わき上がってこない。殺意とは自分と同等の対たい象しように向けられるものだからだ。ただ、鬱うつ陶とうしい小こ蝿ばえを叩たたき潰つぶそうと思う気持ちは、むらむらと込み上げてきていた。

　ツルの手を離す。ちらりと見下ろしたのはほんの刹せつ那な、強こわ張ばった笑みを浮かべたツルに小さく頷うなずき、上弦は歩き出した。それをその目に認めて、魎月もレレナから身体からだを離し、ふらつきながらこちらに近づいてくる。

　二人の距離は、気が遠くなるほど長くもあり、同時に瞬まばたきほど短くもあった。

　手に触れ合えるくらいの距離にまで近づいたとき、魎月が突然バランスを崩した。上弦はその身体を、さも当然のように支える。上弦の胸に寄りかかるように倒れ込む魎月の身体を、上弦は易やす々やすと抱え起こした。息がかかるほどの至近にある魎月の顔、それを改めて自覚して、心臓がひとつ大きな波を打った。
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　上弦の肩に手を置いて、魎月はようやく体勢を立て直す。さりげなく魎月の胸の上に手を置きながら、上弦は上うわ目め遣づかいに尋たずねた。

「──大丈夫、ですか？」

　魎月も、目だけで上弦のことを見下ろし、

「ああ。なんとか」

「……それは…………」

　言葉に詰まる。なんと言うべきかわからない。迷いの色を濃のう厚こうに映した瞳を、さりげなく床の上に落とす。と、その耳元に囁ささやくような魎りよう月げつの声、

「お前の勝ちだ。好きにするといい」

「──────」

　上じよう弦げんは、顔を上げて魎月のことを直ちよく視しした。心が冷えていくのがわかる。恋人のような間ま近ぢかにある魎月の顔にも、もう動どう悸きは感じなかった。ただ静かに見み据すえながら、上弦はもう一度、自分の決心を反はん芻すうする。

「お前が僕をどうする気なのかは知らないが、──殺すなりなんなり、好きにすればいいさ。どうせ今の僕ではお前に太た刀ち打うちできない」

　投げやりにも聞こえる一方で、その裏に怖ろしい策さく略りやくを巡らせているような気がする。油ゆ断だんはできない、と自じ戒かいしながら、上弦は自おのずと唇を開いていた。

「そんなことはしない、魎月さま。大事なあなたを、どうしてそんな目に遭あわせるものか」

　魎月は唇だけで笑う。

「嬉うれしいね、まだそう言ってくれるのか」

　対たい照しよう的に、上弦は唇をきつく引き結んだままだ。

「言うさ。いつだって、何度でも、言ってやる。あなたは私にとって必要な存在なんだ。私は、あなたなしでは──だめなんだ。どうしても、だめなんだ」

「なら取るといい。抵抗はしないよ。できないからね」

　上弦は、深く深く、息を吐いた。魎月の両肩に手を載せたまま、こつん、とその胸に額ひたいを埋める。不意に浮かんだ涙が声にまで混じらないよう、細さい心しんの注意を払いながら、上弦は非難がましい口く調ちようで言った。

「今──今あなたを捕らえたところで、それがなんになる。私は、あなたと、ずっと一緒にいたいんだ。『力』を失った今はそうしていても、どうせ元どおりになればまた私の元から離れるんだろう。それでは意味がない」

「…………なら、どうしろと言うんだ？」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな魎月の声に、上弦は顔を上げる。涙が相変わらず瞳を潤うるませていたが、構ってはいられなかった。腹の中に決心を固める。途と端たんに、不安が闇やみを突く蛇へびのように襲おそいかかってくる。歯を食いしばることでその不安を嚙かみ殺し、上弦は悲ひ壮そうなまでの覚かく悟ごを秘めた目で、まっすぐに魎月のことを見つめ、

　その表情が凍りつく。

　肩の向こう、廊下の奥。息を詰めて見守るレレナと黒猫、その上方に浮かんでいる人影。

　凄せい絶ぜつにすら感じられる表情で────幽ゆう霊れいの娘が、上弦のことをにらみつけていた。

　一瞬の空白は、すぐにその直後の灼しやく熱ねつに燃える炎ほのおに埋め尽くされてしまった。頭の中に瘧おこりのような熱が滾たぎり、その熱に突き動かされて上じよう弦げんは笑う。幽ゆう霊れいに負けず劣らない、壮そう絶ぜつな笑みだ。いっそ泣いているようにさえ見える引きつったその笑顔に、魎りよう月げつが訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せている。そんな魎月に視線を戻し、上弦ははっきりとした声で問う。

「あなたは、今、私に捕らえられた。だからあなたは、私のものだ。違うか？」

　魎月は、一瞬だけ考えて、

「──そうだ」

　上弦は満足げに頷うなずく。それから少し背伸びをして、その唇を魎月の耳元に近づけた。

　紅あかい唇が蠱こ惑わく的に動き、ひとつの言葉を魎月の耳へ伝えた。

　どういう表情も魎月は浮かべない。なにを考えているのかわからない無表情──冷めた顔で、上弦のことを静かに見下ろしている。その視線を遮しや断だんするように、上弦は目を閉じて、軽く顎あごを突き出した。

　小さく聞こえたため息は、聞こえなかったことにした。

　やがて──唇に、触れるものがあった。冷たく、柔らかく、懐なつかしい感覚。薄うつすらと目を開けると、重ねた唇のすぐ上に、目を閉じた魎月の顔があった。

　抑えきれない愛いとしさが溢あふれてくる。

　肩に置いた手を伸ばし、魎月の後ろ頭にそれを廻す。押さえつけるのと押しつけるのを同時に行い、上弦はまるで蹂じゆう躙りんするような乱暴さで魎月の唇を貪むさぼった。舌を器き用ように使い、魎月の唇をこじ開け、その口の中を侵おかす。胸に走るずきずきとした痛みは、それまでの慕ぼ情じようとはまったく別種の、もっと荒々しくもっと卑ひ猥わいな感覚だった。舌と舌を絡み合わせ、魎月の唾だ液えきを悦よろこんで嚥えん下かする。とろんと蕩とろけた陶とう然ぜんの表情で、自分の腰を魎月に押しつけ、骨が軋きしむほどの強さで彼のことを抱きしめる。

　舌をゆるゆると動かしながら、魎月の口こう腔こうを味わっている最中に、上弦は薄らと開けた目を動かして、廊下の奥を見み据すえた。

　そこに浮かぶ幽ゆう霊れいの表情を見て──上弦は、非常に満足した。

　やがて、ゆっくりとした時間をかけて、二人の唇が糸を引きながら離れた。名残なごり惜しむように見つめる上弦を、魎月は困こん惑わくの面おも持もちで見返している。その口元が自分の唾液でべっとりと汚れているのが、また自分の口元が魎月の唾液で汚されているのが、この上もなく嬉うれしかった。上じよう気きした頰ほおを隠かくすように魎月の胸に顔を押しつけ、その襟えりで口元をぬぐう。真っ黒な単ひとえの真っ黒な袖そでを動かして、魎月の口元を拭ふき取ってあげる。綺き麗れいになった魎月の顔を満足げに見つめながら、上弦は艶えんとした笑みと共に、夫に懐かい妊にんを告げる妻のような口く調ちようで言った。

「──欲しくなった」

「………………」

　さすがに沈ちん黙もくし、魎月は目をそらした。その顔を摑つかみ、強ごう引いんに自分のほうへ向けてから、抑えた声で言う。

「愉たのしみはあとに取っておくとして──そろそろ、私の目的を果たさねばな」

「……目的？」

「言っただろう？　あなたをこのまま捕らえておくだけでは、まるで意味がないのだと。あなたを、完全に、私のものにするのだと」

　魎りよう月げつは薄く笑い、軽く馬鹿にするような口く調ちようで、

「ほう。そのためにはどうするんだ？」

　上じよう弦げんは笑わずに、至って真剣そのものの口調で、

「あなたの血を吸う。──吸い尽くす」

　魎月の笑みが強こわ張ばった。構わずに上弦は言葉を続ける。

「もちろん、『支配』は知っているだろう。吸血鬼の主人だけが持つ、従じゆう者しやを操あやつり人形に変える力だ。『支配』が及ぶのは自分の従者に対してのみだが──支配権を移し変えれば、その限りではない」

　魎月は、正気を疑うような目で上弦のことを見ている。その脳のう裏りに浮かんだであろう疑問を、上弦はすべて読み取ることができた。長い長い思し考こう、苦く悶もんと共に繰り返した、「魎月を自分のものにするための思考」の中にも、その疑問は何度も何度も出てきたからだ。

　その疑問に、答える術すべはない。前例が、ひとつもないのだから。

『主人』の血を吸い尽くして、別の『主人』の『従者』に変えることなど、誰もやったことがないのだから。

　魎月の身体からだに自分の身体を押しつける。反射的に引きかけた魎月の身体を、上弦は背中に廻した両腕で押さえ込んだ。絶対に逃げられないような力で束そく縛ばくしながら、そのくせ弱々しい表情で、上弦は魎月のことを見上げる。

「お願い。──お願いです。逃げないで────」

「………………」

「わかっている。わかっています。もしかしたら、これであなたは死んでしまうかもしれない。あなたの血を吸い尽くせば、あなたを『支配』することができるのかもしれない。でも、あなたの血を吸い尽くした瞬間、あなたは灰になって崩れ落ちてしまうのかもしれない」

　今まで抑えていた涙が、ぽろぽろと零こぼれはじめる。嗚お咽えつが声に混じるのも厭いとわずに、上弦は懸けん命めいに言葉を繫つなげる。

「────でも、仕方がない。だって、こうでもしなければ、あなたは絶対に私に振り向いてはくれないから。『支配』の命令で、あなたに私を愛するように言わなければ、あなたは決して私を愛してはくれないだろうから」

「そのために、僕の命を奪うというのか」

　淡たん々たんとしたその言葉には、自分の命に対する未み練れんや、上弦への非ひ難なんは少しも入っていなかった。そのことが逆に辛つらくて、上じよう弦げんは激しく首を振り、大きな声で叫んだ。

「しょうがないじゃないか！　そうしないと、あなたは私から離れてしまうのだから!!　言ったはずだ！　私はあなたなしでは耐えられない、絶対に生きていけないのだと！」

　涙を流しながら、上弦は皮ひ肉にくに微笑ほほえむ。

「そうさ──これは賭かけだ。私のすべてを賭けた博打ばくちだ。成功すればあなたを手に入れられる。失敗すればすべてを失う。でも、それでも構わない。だって、だって──放っておけば、いずれ私はあなたを失ってしまう。それは、私のすべてを失うのと同じことだ」

　魎りよう月げつは沈ちん黙もくを破らず、無表情も崩さない。その内心にどんな考えが渦うずを巻いているのか、それを想像することすら上弦には怖ろしかった。次から次へと溢あふれてくる涙に、堰せきを入れるようにまぶたを閉じる。魎月をきつく束そく縛ばくしたまま、上弦は鬼き気き迫る声で言う。

「……どうせ失なくすのならば、いっそこの手で壊してしまったほうがいい。たとえあなたが灰と崩れてしまうとしても、あなたの血を取り入れられるのならばそれでいい。絶対に、誰の手にも、あなたは渡さない。あなたを飲み干ほして──私は、あなたを、完全に私のものとするんだ」

　そして上弦は魎月の頰ほおに手を廻し、その首くび筋すじをさらけ出させた。牙きばを剝むく。ごくり、と唾つばを飲み込んで、上弦はゆっくりと、魎りよう月げつの首筋に牙を近づけていく。その先端が肌はだに触れるかどうかの刹せつ那な──魎月が、諦あきらめたように吐と息いきを漏らした。

「わかった──お前の好きにしろ、上弦」

　思わず口を離し、上弦は呆ぼう然ぜんと魎月のことを見上げた。その目を見返しもせず、上弦の後方の廊下をぼんやり見み据すえながら、魎月は「ただな」と言葉を継いだ。

「ひとつだけ、僕の願いを聞いてくれないか」

　心に、痛みが走った。

「……なんだ？」

　その頼みの内容を、上弦は薄うす々うす感づいていた。それでも声に出して確認してしまったのは、自分でもよくわからない意地と、そして胸の奥底にかすかに染みついていた淡い期待のせいだったのだろう。乾いた上弦の声に気づいているのかいないのか、魎月は一いつ拍ぱく置いてから、こう言った。

「レレナくんだけは逃がしてくれないか。お前は彼女を僕の愛人だと思っているようだが、それは間違いだ。彼女は、事故で吸血鬼になってしまった。レレナくんにとって一番大事なのは、僕ではなく、自分の家族なんだ。だから、君が彼女を敵てき視しするのは、大きな間違い──」

「だめだな」

　言い終えるより先にそう断ち切って、上弦は魎月を抱く腕に力を籠こめる。呆あきれたような魎月のため息、そのあとに再び響ひびいた彼の言葉は、やはりなにも理解してはいなかった。

「上弦──お前が疑うのはわからないでもないが──」

　またもや遮さえぎって、上弦は言う。

「疑ってなどいないさ。あなたがそう言うのならそうなのだろう。あいつは吸血鬼だが、あなたと関係を持っているわけではない。そういうことだろう？」

　驚いたように見開いた魎りよう月げつの目を下から覗のぞき込み、上じよう弦げんは花のように微笑ほほえんだ。

「あいつがあなたのことを想っているかどうかが問題なんじゃない。あなたがあいつのことをほんの少しでも気にかけている、ただそれだけが問題なんだ。あなたの頭の中にいるのは、この私だけで充分。それ以外の存在は、許さない。ただそれだけのことだ」

　それきり口を閉じ、上弦は再び魎月の首くび筋すじに口づける。今度はさすがの魎月も抗あらがうように身をよじったが、『力』を失った身でできることなどたかが知れていた。必死でなにかを抗こう弁べんしようとする魎月の声、それを意識の外に排はい除じよして、唇のすぐ向こうにある頚けい動どう脈みやくめがけて、上弦は大きく口を開け、

　頭上のスピーカーが、突然けたたましい音を立てて鳴りはじめた。

　びくりと身をすくませたのは魎月も上弦も同じで、見上げた視線も同じ先、不快な音を発しつづけている円状の網あみに留まった。その音がなにを意味するのか、上弦はとっさに理解できなかった。蜜みつ月げつを邪じや魔まされた腹立たしさのほうが、優先して上弦の心を埋め尽くしてしまったからだが、そのことが逆に上弦から思し考こうの柔軟さを奪ってしまった。小さく息を吞のむ音、それにも上弦は気づかない。不ふ機き嫌げんに唇を結んだまま、眼がん力りきで天井のスピーカーを破壊できるとでも思っているように、鳴りつづける音の発信源げんを一いつ心しん不ふ乱らんに見つめている。と、そのスピーカーの脇にある鉄てつ色いろのでっぱりが、耳みみ障ざわりなサイレン音に紛まぎれて「かこん」と小さく音を立てたのを、吸血鬼の鋭えい敏びんな聴覚が確かに拾い取った。

　その音が響ひびくのとほとんど同時に──魎月が上弦を突き飛ばし、後ろに大きく跳ちよう躍やくしていた。驚きに目を見開くよりも先に苛いら立だたしげに舌を打ち、「無む駄だなことを」という一瞬の思し考こう、たった一歩でかなりの距離を稼かせいだ魎月に、まだそんな力が残っていたのかと頭の片かた隅すみで感心し、その姿を追って上弦も足に力を籠こめ──




　フロアに取りつけられた全スプリンクラーが、スコールのような放水を開始した。




　　　　◆




　目が覚めた。

　上半身を起こし、首を振る。裸はだか同然の己の身を見下ろしてから、呆ぼう然ぜんと考えること数秒、ゆっくりと胸に手を当て、深しん呼吸をする。

　気分は──悪くない。それどころか、こんなにも清すが々すがしい気分は、はじめてだった。

　深い眠りから覚めたあとのような、爽そう快かいな気分だ。身体からだを動かして床に降り立ち、そのまま大きく伸びをする。眠りから覚めたばかりというのに、身体が思いどおりに動く。本来ならば当然であるはずのそのことに少なからぬ驚きを覚え、それから裂けるような笑みを口元に浮かべる。

　しばらく心身の充じゆう溢いつを楽しんだあと──彼は、おもむろに右手を動かした。

　思いどおりに、『動いた』。

　なんの引っかかりもない。宙に放った石ころが地面に落ちるように、それは実に自然な形で『動かす』ことができた。

　く、という音が喉のどから漏れる。く、く、く──と単一だったその音は、やがて連続性を帯び、まとまりを帯びて、静まり返ったフロアに響ひびいた。

「く、は、は、は────っははははははははははははははははははははは、あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　笑しよう声せいは留まるところを知らない。堰せきを切ったかのように次から次へと漏れてくる。痛みはどこにも感じず、突き抜けるような爽そう快かい感だけが全身を支配している。その感覚に突き動かされて、弾はじけるような大笑いを続けながら、彼は白と黒の入り混じった表情に、その満面を歪ゆがませていた。




　　　　◆




　一瞬、上じよう弦げんが『霧きり』になったのかと思った。

　なにしろ白い煙が上がった。『霧』は無む色しよく透明だということを、もちろんツルは理解していたが、それ以外にその現象を説明できる理由が見当たらなかった。頭上から降り注そそぐ集中豪ごう雨うのような水滴に、ツルはようやく吸血鬼の弱点を思い出し──真まっ青さおになった。

　赤あかん坊ぼうのようにその場にうずくまっている上弦からは、白い煙が絶えることなく立ち上っていた。その煙から垣かい間ま見みえる上弦の姿を目にして、ツルは水を浴びたのとは無関係に首くび筋すじに鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　美しかった上弦の肌が、たった一瞬で見る影もなく焼け爛ただれてしまっていた。その場にうずくまり、震えながら頭を抱えている。と、なにを思ったのか、上弦は突とつ然ぜん自分の頭を搔かき毟むしりはじめた。吸血鬼の指先の力が強すぎたのか、水に濡ぬれた肌が脆もろくなってしまっていたのか──ツルがあれほど綺き麗れいだと褒ほめた上弦の黒くろ髪かみは、その頭とう皮ひごとずるりと抜け落ちて、水の溜たまった床の上で一瞬のうちに白く泡あわ立だつ皮ひ膚ふ片へんへと化してしまった。

　戦せん慄りつとは、まさにこういう感覚のことを言うのだろう。ツルは自分でも意味をなさない声をあげながら、うずくまる上弦の背中にのしかかり、そのまま『変へん化げ』を発動、丈たけの長い撥はつ水すい性せいレインコートに化けて一いつ身しんに水を浴びはじめた。小さな雨あま避よけと化したツルの中で、上弦は荒荒しく息をつきながら、それでも憎ぞう悪おの言葉を吐きつづけていた。

「…………な、だ…………さ、な、だ────真さな田だァッ!!」

　拳こぶしを握り締めて、上弦は床の上にそれを叩たたきつけた。震える首くび筋すじには、まだ無傷の部分が残っている。薄うつすらと輝くような美しい白い肌はだ──それが、醜みにくく焼け爛ただれた火傷やけどの跡をかえって凄せい惨さんなものにしていた。

「まず、なにを、さきに、おいても────あいつを、あいつを殺しておくべきだった！　くそ、くそ、糞くそ野や郎ろうがあっ！　殺す!!　絶対に、絶対に殺してやる!!　真さな田だ──真田の、腐くされ従じゆう者しやの分ぶん際ざいでっ!!」

　憎悪と怨えん嗟さを撒まき散らしていた上弦が、ふと大きく息を吐いた。そのまま、ゆっくりと立ち上がる。それまでの激げき情じようが噓うそのような低い声で、上じよう弦げんは自分を包む覆おおいに向かって語りかけた。

「────ツル、か？」

　ツルは意識を外に向けながら、その声に答える。

「はい。お守りするのが、遅れてしまいました。申し訳ありません」

「いや、いい──お前がいなければ、取り返しのつかないことになるところだった。──魎りよう月げつさまは？」

　周囲に目を向ける。辺り一面には、煙が立ち込めるほどの土砂どしや降ぶりの水が降りつづいている。その中に人影らしきものは見当たらない──と判断しかけたところで、ふと視界を横切るものがあった。──ツルと同じようなレインコートを身に着けた、あの幽ゆう霊れいだ。驚きに声をあげたのも束つかの間ま、恐らくは『感かん知ち』で見ていたのだろう、上弦が忌いま々いましげに舌した打うちをする音が聞こえてくる。一歩だけ足を踏み出したところで、がくんとバランスを崩してその場にへたり込んでしまう。水に濡ぬれた床に膝ひざをついていたのが災わざわいしたのか、すでに皮ひ膚ふは完全に溶けてなくなり、赤い肉のあいだから膝の骨が白く覗のぞいていた。歯を軋きしませながら、上弦は四つん這ばいになってでも前に進もうとする。自じ嘲ちようと憎ぞう悪おを色濃く滲にじませて、上弦は何度も何度も床に拳こぶしを叩たたきつけた。

「満足に、動けもしない──くそ、真田め、なめた、真ま似ねをっ──」

　言いかけて、上弦は途中で言葉を飲み込んだ。しばしのあいだ呆ぼう然ぜんとした沈ちん黙もくを続け、ゆっくりと頭を振りながら、上弦はぽつりとつぶやいた。

「…………馬鹿な……これは……なぜ、こんな……？」

　疑問に満ちたその声を、詮せん索さくする気はツルには湧わいてこなかった。絶えず降り注そそぐこの水から上弦の身体からだを防ぐことに手て一いつ杯ぱいで、そんなところにまで気を回している暇ひまはない。突然水みずを浴びせかけられて混乱しているのだろう、とひとりで勝手に納なつ得とくし、ツルは再び意識を内部から外部へと移行させる。と、廊下の向こうから水みず煙けむりを押しのけるようにして近づいてきたひとつの人影に、ツルは思わず身を固くし──それから、実に不ふ本ほん意いなことに、安心したようにほっとため息をついてしまった。

　上弦が、顔を上げる気配が伝わってくる。『感かん知ち』で見知ったのか、それとも単純に近づいてくる気配に反応したのか。ツルのそばに佇たたずむその影を、上弦はレインコートからわずかに覗のぞかせた目で見上げた。漆しつ黒こくのコートには弾はじいた水が玉となって残り、袖そでから覗く白い手袋や、目ま深ぶかにかぶったフード奥のごつい顔は、殺し屋にしか見えなかった。

　あまりにハマりすぎているその格かつ好こうを、しかし上じよう弦げんは笑う気にもなれなかったらしい。しばらくのあいだ見上げたあと、上弦は搾しぼり出すような声で言った。

「──『力』が、近づいてきている。私は、まだ、満足に動けない。玄げん翁のう、先に行って、魎りよう月げつさまのお守を頼む」

「了りよう解かいした。場所は？」

　玄翁の声に、上弦は弱々しく腕を伸ばす。玄翁は示した指の先に視線を送り、上弦は補足するように言葉を継ぎ足す。

「窓まど際ぎわ、だ。玄翁、真さな田だに、気をつけろ。あいつは────」

　床を激しく叩たたく水の音の中で、上弦は声を濁にごらせてそのことを告げた。なにを言ったのか聞き取れず──いや、そのことを理解できずに、ツルは息を吞のんで自分の中の上弦を見下ろした。上弦がそれに対して、なにかの説明を付け加えることはついになかった。上弦はまったくの真実を口にしているのだ──そのことを理解した瞬間、新たな戦せん慄りつがツルの脊せき髄ずいを駆け抜けていった。

　だが、さすがと言うべきか、玄翁はそれを聞いてもほとんど表情を動かさなかった。フードの奥からわずかに覗のぞく唇から、「わかった」という返事を寄よ越こして、玄翁はゆっくりとツルたちに背を向けた。




　　　　◆




　スプリンクラーが放水を始めたのとほぼ同時に、レレナの目の前をシャッターが凄すさまじい勢いで遮しや断だんした。雷らい撃げきのような遮しや蔽へい音おんに身をすくませ、その衝しよう撃げきが覚めやらないうちに全身をぴりぴりとした痺しびれが覆おおいはじめる。あっという間にずぶ濡ぬれになった自分の服を驚いて見下ろしているレレナに、ツキが差し迫った声で叫んだ。

「くそ──レレナ、非常階かい段だんに逃げろ！　水だ!!」

　その言葉の意味をとっさに理解することがレレナにはできなかった。言われるまでもなく、これが水だということはわかっている。それがどうしたというのだろう──と考えてしまってから、すぐにそのことに思い当たる。吸血鬼は、水に弱い。そして半分だけとはいえ、自分は紛まぎれもなく吸血鬼である。

　そうと自覚した途と端たん、痺れるような痛みがさらに強くなって全身を蝕むしばみはじめた。レレナは両腕で自分の身体からだを抱え、よろよろとよろめきながら後退する。痛みは秒を増すごとに大きくなっていき、その痛みに耐え切れなくなって後ろに倒れそうになり──その背中を、『実体化』した舞まいが抱きとめてくれた。水に濡れた黒くろ髪かみを頰ほおに貼はりつけながら、舞はレレナの身体を重そうに引きずる。叫ぶような確認の声、

「レレナ、だいじょぶ？　ひとりで歩ける!?」

　いまだにパニックの余よ韻いんが覚めやらないレレナは、どうにかこくこくと頷うなずくことで舞まいの言葉を肯定した。全身を苛さいなむ痛みは止むことがないが、落ち着いて立ち返ってみれば動けないほどではない。舞の腕を握り締めて、レレナは不安そうに眉まゆを寄せながら舞のことを見上げた。見下ろす舞の視線には、妹を見守る姉のような温かさがあった。

「こっち──非常階段なら、多分、スプリンクラーはない──と思うから」

　二人で互いを抱きすくめるようにしながら、非常階段に近づいていく。ぴりぴりと痛む腕を懸けん命めいに伸ばして、ドアノブに手をかけようとして──その指先が触れるよりも先に、ドアノブはひとりでに回っていた。息を吞のんだ二人と一匹の前で、非常ドアはゆっくりと開いていく。その向こうから、この数日のあいだですっかり聞きなれた声が聞こえてきた。

「レレナちゃん──!?」

　驚きに目を見開いた白しろ宮みやの表情、それを目にして身体からだから力が抜けていくのを感じる。舞と一緒に足を引きずりながら非常階段へと出たレレナは、そのまま力尽つきたように前のめりに倒れ込んでしまった。『実体化』すれば普通の少女でしかない舞では、その身体をまともに支えきれず──今度は白宮が、代わりにレレナのことを抱きとめた。

「……白宮、さん…………」

　知り合い──？

「うん。この人は──大丈夫」

　ツキが黒い矢のように侵しん入にゆうしてきて、ぶるぶるとその毛皮を震わせた。毛に含んだ水分が弾はじけて飛び散り、ようやく、という感じに一息ついてから、ツキは改めて白宮のことを見上げる。観察するようなツキの視線に、白宮は目を瞬またたかせながらうろたえる。互いを計るような沈ちん黙もくが一瞬浮うかび上がり、それを打ち破るように、舞が急せき込んで言った。

　──ツキくん、あたし、月つき島しまさんのとこ行ってくるね！　早くしないと、月島さんが死んじゃうかもしれないから！

「……ああ、頼んだ」

　一瞬すらも考えずに、ツキは舞に向かって大きく頷いた。弱々しい光が宿る目で、レレナは白宮の腕の中から舞のことを振り返る。その視線に気づいた舞は柔らかく微笑ほほえみ──その笑顔は、レレナが今までに見たどんな人のどんな表情よりも、輝いて見えた。

　──行ってくるね、レレナ。大丈夫、すぐに連れて帰ってあげるから。あと少し──ほんの少しだけ、待っててね

　レレナはその言葉に、小さく頷く。濡ぬれた唇を震わせながら動かして、ようやくか細い声をそこから絞しぼり出す。

「ごめんね、舞、ごめん──ありがとう────」

　舞は破は顔がん一いつ笑しようし、

　──なに言ってんのよ、友達じゃない

　こんなときにもなお笑える舞まいの強さが、今のレレナには見上げるほどに羨うらやましい。だからレレナも、無む理り矢や理り唇を捻ねじ曲げて、頰ほおの筋きん肉にくを引きつらせて──それでもかろうじて、小さな小さな笑みをその口元に貼はりつけた。

「──気をつけて、ね」

　ずぶ濡ぬれの髪を揺らして舞は頷うなずき、そのまま風のような速さで非常ドアを突き抜け、あっという間に飛び去ってしまった。名残なごり惜しげにドアを見つめるレレナの耳に、ツキと白しろ宮みやの会話が飛び込んでくる。

「説明はあとだ。まずはここから避難するぞ」

「…………なんで、猫が………………」

「説明は、あとだ、と言ったぞ、白宮。一刻を争うんだ、早くしてもらおう」

　冷静かつ威い厳げんのあるツキの声に、さすがの白宮もうろたえたように頷いた。それでもまだツキのことを見る瞳には、色濃い戸と惑まどいが浮かんでいる。無理もない。喋しやべる猫など、ほとんど童話の中でしかお目にかかれない存在なのだから。

　と、白宮を静かな目で見上げていたツキは、不意にその身体からだをびくりとすくませた。寝ている途中に突然大おおきな音を聞かされた猫のように、視線をあらぬ方向に跳ね上げて、人間には見えないなにかを見るようにして凝ぎよう視ししはじめる。いきなりのその反応に、白宮のほうも身をたじろがせた。ほんの数秒の、しかしやけに長く感じられる沈ちん黙もくが過ぎ去ってから、ツキは首をかしげながらレレナたちのほうに再び視線を向けた。恐る恐る、白宮が尋たずねる。

「あの──えっと、今の、なに？」

　ツキは首をかしげたまま、独り言のように、

「いや──なんでもない。少しおかしな反応があっただけだ。ノイズだろうが──いよいよ自分のヒゲが信じられなくなりそうだ。少し、切っておくか」

　沈んだその口く調ちように、しかし白宮はほとんど意味を理解できないでいるようだった。そんな彼女にはなんの説明も与えずに、ツキはちらりと後方を見み遣やって、言った。

「ところで、あの女はなんだ？」

　釣つられてそちらを見たレレナの目に、いつか見た覚えのある女性の姿が飛び込んでくる。かすかに息を詰めて、レレナは思わずその女性の名を口にしていた。

「クイナ、さん──」

　非常階段から少し上がった踊り場に、クイナは幽ゆう霊れいのように立ち尽くしている。覆おおった前髪が顔を隠かくし、どんな表情をしているのかすら見取れない。だが、かつて会ったときに放っていた、ぎらぎらするほどの生せい気きは、まるで感じられなくなってしまっていた。レレナの声に反応して、クイナはどろりと濁にごった瞳を向ける。が、彼女のほうはレレナのことを覚えていなかったようで、虚うつろなその表情にはどんな変化も現れなかった。と、白宮が一いつ足そく飛びに踊り場にまで飛び乗って、クイナの腕をがしりと摑つかんだ。クイナは半なかば眠っているような目で白しろ宮みやのことを見、茫ぼう洋ようと問う。

「月つき島しまは？　……下？」

　白宮は一瞬悲かなしそうな表情になり、それからすぐに気を取り直したように、明るい声で言った。

「下では雨が降ってるの。だから──月島は、下にはいない。ね？」

　軽く腕を引くと、それに釣つられるかのようにクイナの足が動いた。それを黙って観察していたツキは、自分も踊り場にまで飛び乗ると、独り言のような口く調ちようでつぶやいた。

「まあ、なんでもいいがな──おい、レレナ、なにしている。早く行くぞ。ひとまずはあの女主人から距離を取る」

「え、あ、は、はい！」

　叫ぶようにそう言って、レレナは全身を包む痺しびれるような痛みを振り払うようにして階かい段だんを駆け上りはじめた。いまだに非常ドアを突き抜けて、スプリンクラーが水を撒まき散らす音が聞こえてくる。レレナは意識だけをそちらに向けて、舞まいと、そして亮りよう史じの無事を祈った。




　　　　◆




『装そう甲こう』とはあくまでも通称であって、正式名めい称しようは『全ぜん天候型特とく殊しゆ装甲服Ａ』と言う。Ｂ以降があるのかどうかは知らないが、少なくともこの状況に対応するにはこれで充分だった。

　車が一台乗れるほどに広々としたエレベーターの中で、早はや川かわはじっと階数を示す電子表ひよう示じを見つめている。このエレベーターは、『組織』が使用している『本ほん拠きよ』ビルの最上部三階のあいだだけで使われているものだった。階数表示もそれに伴って改かい竄ざんされてあり、階を示す数字ではなく『上』『中』『下』という漢字を使って表現されている。それにどれだけの意味があるのかはわからないが──と思し案あんしかけたところで、電子表示が『下』の字を示し、早川は余よ計けいな思し考こうを頭の中から叩たたき出した。エレベーターの扉が開き、その向こうに夕立のような土砂どしや降りの光景が広がった。

　早川は、降り注そそぐ水の中に、なんの躊ちゆう躇ちよもなく足を踏み出した。それを可能にしているのが、早川の全身を覆おおう『装甲』だった。全身をくまなく強化したラバーのスーツで覆い、関かん節せつ部以外は特殊合ごう金きんと強化繊せん維いによる補強が為なされてある。松まつ野のが好んで使っていたあの防具と違うところは、あれはあくまでも人間が使う防具の延長上にあった装備であるのに対し、この『装甲』は完全に吸血鬼専せん用ようだということだった。

　なにしろ、『全天候型特殊装甲服』なのだ。その売り文句に偽いつわりはなく、この『装甲』の利点は、雨天だろうが晴天だろうがなんの問題もなく出しゆつ撃げきできるというところにあった。全身をゴムスーツで覆うことによって、吸血鬼の弱点である日光や水流を完全に遮しや断だんすることができる。人間が装備するためには不ふ可か欠けつな呼吸穴あなすらも、死人である吸血鬼が使うのだから必要ない。単純かつ明快な造ぞう作さくをしているが、そのシンプルさこそがこの『装そう甲こう』の強力さを保証しているのだ。

　スーツを叩たたく水すい滴てきの感かん触しよくを確かめながら、早はや川かわは歩いていく。中階の管理室でスプリンクラーを作動させたときに、ついでに主人の逃げ道になりそうな通路はすべてシャッターで遮しや断だんしておいた。なんの装甲も身に纏まとわぬ主人にとっては、降り注そそぐスプリンクラーが作り出すこの世界は、地じ獄ごくのように見えているに違いない。そのことを思い、早川はぴたりと貼はりついたスーツの中で微笑ほほえんだ。

　しばらく歩いても、主人の姿は見つからなかった。ひとつのフロアが大きいために、闇やみ雲くもに歩き回っていてもそう簡単に発見できるはずがない。加えて、この『装甲』には、五感が極きよく端たんに鈍ってしまうという弱点があった。対たい太陽を考えて目元は遮しや光こうレンズで覆おおわれているため、かなりの範囲で視界を制限されてしまうのだ。それでも普通の状態であれば問題なく見えるはずだったが──如何いかんせん現在はスプリンクラーが稼働中であって、撒まき散らされる水みず煙けむりはただでさえ狭い視界をさらに見えにくくしていた。頭の中で舌した打うちをひとつした早川は、ふとあることを思いついた。

　自分が主人であれば──まずは、この地獄から抜け出そうと考える。こんなスコールの中では、振るえる力も振るえたものではないからだ。しかし、すでに非常口へのシャッターは遮断されてしまった。早川が乗ってきたエレベーターも、放水が開始されたときにはこの階に降りてきていなかった。一刻も早く脱出するために、主人が向かうとしたら、それは──

　窓まど際ぎわか。

　思うが早いか水を蹴け立たてて早川は走り出す。その頭の片かた隅すみで、主人を捨て置いてさっさと逃げ出してはどうか、という考えが首をもたげてくる。この『装甲』を手に入れた時点で早川が『本ほん拠きよ』に留まっている理由はなくなったと言っていい。それならばこんな苦労をしてまで主人を狩りださなくても、さっさと逃げ出せばいいのではないか──ふと浮かんだその考えを、しかし早川は暗い笑みで否定する。

　早川は、松まつ野ののような戦闘狂きようではない。だが、松野を狂きよう犬けんにたとえるならば、早川は執しゆう念ねん深い蛇へびのような性格をしていた。決して戦いを求めないが、一度覚おぼえた恨みは絶対に忘れない。そして、あの主人そのものに対してではなくても、人間としての自分の人生を奪った『主人』という存在に対して、早川は強い強い恨みを抱いていた。恐怖に伴われたその怨えん恨こんは、『装甲』によって主人への恐怖が取り除かれたことで、歯止めがつかないほど激しいものとなって荒れ狂いはじめたのだった。手に持つ小しよう銃じゆうのグリップを握り締めて、目を細めながら早川は姿勢を低くして走っていく。

　やがて──早川は、奇き妙みようなものを見つけた。

　白く蠢うごめくそれは、遮光レンズと水煙によって、なんであるかの判別はすぐにはつけられなかった。静かに、足音を殺して近づくにつれ、それがようやく何物であるのかを理解することができた。我われ知らず、唇が笑みに歪ゆがむ。

　あの、幽ゆう霊れいの小こ娘むすめだ。背中に伸びた黒くろ髪かみと、パジャマのようなその服でそうと知れた。立ち止まり、じっくりと観察する。ずる、ずる、と引きずるように動くその姿は、どう見ても小娘が自分で動いているようには見えなかった。しばらく考えてから、ようやく早はや川かわは、小娘が覆おおいかぶさるその下で誰かが動いているのだということを理解した。

　幽霊の生せい態たいを、早川は知らない。知ろうとも思わない。しかし、あの幽霊の小娘が吸血鬼の主人のために動いているのだということは、真さな田だからの情報によって知っていた。となれば今、幽霊がその身を挺ていして雨からかばっているのは──必然的に、主人だということになる。

　好こう都つ合ごうだ。心の中でそうつぶやき、早川は銃じゆう口こうをひたりと幽霊の背中に据すえる。弾だん丸がんが幽霊に効くかどうかはどうでもいい。水を弾はじいているのだから当たりはするだろうが──いずれにしろ、早川が用があるのは主人のほうなのだ。幽霊の生き死になど、ほんのおまけ程度のことに過ぎない。そう思い、薄うつすらと笑いながら、早川は引き金を──

　突然横よこ合あいから飛び出してきた黒い影が射しや線せんを遮さえぎり、びくりと身をすくませた早川に滑るように近づいてくる。瞬間的なパニックに襲おそわれた早川は、小しよう銃じゆうの引き金を引いて闇やみ雲くもに弾丸をばら撒まいた。だが、縦じゆう横おうに巡るその黒い影には一発とて当たらず、逆に素早く切り込んできた影の一いち撃げきに、早川は大きく後ろに跳ちよう躍やくしていた。水みず煙けむりの向こうで銃声に気づいた主人と幽霊が走り去っていくのが、ほんの一瞬だけ見えた。

　死しに神がみのような黒いコートを身に纏まとい、フードを目ま深ぶかにかぶったその口元に、早川は見覚えがあった。焦りと怒りを同量感かんじながら、早川は大きな声で怒ど鳴なった。

「────玄げん翁のう!!　どういうつもりだ!?」

　だが、それが聞こえたかどうかは怪しいものだった。『装そう甲こう』の利点は外部からの一切の刺激を遮しや断だんするというところにあるが、それはとりもなおさず、音声による意思の通達を不可能にしてしまうということでもある。一瞬かかってそのことに気づき、早川は歯を軋きしませながら、銃口を玄翁に向ける。行動で示した早川の意思を、それでも玄翁はあっさりと無視した。銃口を向けられているにも関わらず、なんの躊ちゆう躇ちよも感じられない動作でコートの懐ふところから拳けん銃じゆうを引き抜き、それを早川に向けて撃うち放つ。身をひねって投げ出してその銃じゆう撃げきをかわし、早川は、腹の奥底に粘ねばつくような熱がはじけるのを感じた。

　──殺す。

　明確な殺意が頭の中に湧わき起こり、向けた小銃をそのままトリガー、秒間に十発という密度を持つ銀の嵐あらしが、一瞬前まえまで玄翁のいた空間を薙なぎ払う。強きよう靭じんな吸血鬼の脚きやく力りよくでそれを避けた玄翁は、しかし右手に握っていた拳銃をその陣じん風ぷうに弾かれてしまった。遮しや光こうレンズのその向こうで、玄翁は通路の陰に身を隠かくす。壁を背にしてこちらを窺うかがっているのだろう、黒いコートの裾すそが陰から覗のぞいていた。

　早川は、油ゆ断だんをしない。すでに相手に銃はなく、こちらは弾たま数かずも連れん射しや性能もきわめて優れた自動小しよう銃じゆうを手にしている。が、相手は『組織』でも間違いなく最強の狩人かりうど、玄げん翁のうなのだ。特に優秀な戦士ともいえない自分が、いくらこんな強力な武器と防具を手にしているからといって、易やす々やすと勝てるとは思えなかった。

　膠こう着ちやく状態がしばらくのあいだ続く。ぼつぼつとスーツを叩たたく水すい滴てきの音が、逆に早はや川かわの焦しよう燥そうを搔かき立てる。このスプリンクラーの放水が続くのはいつまでだろうか、という考えがちらりと頭をよぎる。いくらなんでも無限に水があるわけではないのだろうから、そろそろ水源が尽きてもおかしくない。水による有利がなくなってしまえば、主人を狩ることができなくなってしまう──そんな焦りが、早川の指に再び力を籠こめさせた。わずかに見えるコートの端が、暴ぼう悪あくなまでの攻撃力に晒さらされてあっという間にぼろきれ同然の状態になる。だが、それでも玄翁は動こうとはしない。向こうから動いてくれたほうがやりやすいのだが、こうなった以上は贅ぜい沢たくは言っていられない。慎しん重ちように足を踏み出した早川は、ふと、あることに気づいてスーツの中で眉まゆをひそめた。

　ぼろぼろになったコートの裾すそは、ぴくりとも動いてはいなかった。そのことに強い違い和わ感かんを覚える。いくら玄翁の肝きもが据すわっているとはいえ、当たれば致ち命めい傷しようになりえる銀の連れん射しやに晒されて、それでも微び動どうだにしないということが、果たしてありえるだろうか。仮にそこで動どう揺ようしなかったとしても、少なくともコートを引っ込めるくらいのことはするはずだ。第一、なぜコートがはみ出ているのか。自分が壁かべ際ぎわに張りついているということをむざむざこちらに知らせて、一体なんのメリットが──

　ざわ、と背せ筋すじが総そう毛け立だった。

『装そう甲こう』は──五感を鈍らせる。

　弾はじかれたように振り返りかけた早川の身体からだを、誰かががっしりと羽は交がい絞じめにした。恐怖の叫びが漏れるよりも先に、作業的にすら感じられる手早さで、喉のど首くびを左から右へ、灼しやく熱ねつの痛みが通過していく。傷口に弾はじけるような熱を感じたのはほんの数秒間だけで、ごとりと床に倒れ伏したときにはもう、急速に身体から血が抜けていく噓うそ寒ざむい感覚しか残ってはいなかった。

　呆ぼう然ぜんと見開いた目の前を、遮しや光こうレンズごしに玄翁が──黒いコートだけを壁に打ちつけ、この放水の中で通路をぐるりと回り込んで早川の背後を取った玄翁が、全身に火傷やけどを負いながらさすがに小こ走ばしりになってコートの元へと駆け寄っていくのが見えた。

　閉じていく意識の中で、ようやく早川は、なぜこの『装甲』を松まつ野のが使わなかったのかを理解した。声を出せず、視界を阻はばまれるというのはもちろんだが──もっとも大事な要素、視界の外から近づいてくる敵を認識する、『聴覚』が完全に殺されてしまうためだったのだ。加えてこれだけの水音が空間を支配している中で、完全に「黒いコート＝玄翁本ほん体たい」と思い込んでいた自分の背後を取るのは、そう難しいことではなかっただろう。

　意識が薄れていく。目を閉じて、自じ我がが完全に永遠の闇やみに飲まれる前に、早川は血に塗まみれた唇を歪ゆがませて、吐き捨てるように「くそ」とつぶやいた。




　　　　◆




「──それなら、管理室に行くのが一番だわ。恐らくスプリンクラーの放水を始めたのも、あそこで操作したのでしょうから」

　落ち着いた白しろ宮みやの声に、黒猫──ツキという名の使つかい魔まは、小さく頷うなずいた。背中に巻いた包ほう帯たいが濡ぬれて透すけ、その向こうの黒い毛並みをぺったり映し出している。そんなマヌケな格かつ好こうをした猫が人じん語ごを喋しやべっているということには、すぐに慣れてしまった。そもそもが常識の外の存在である白宮にとって、この程度のことはいちいち驚くほどのことではない。彼が吸血鬼月つき島しま亮りよう史じの使い魔であるということに、白宮は素早い理解を示したのであった。

　と、少し離れた場所で立ち尽くしていたレレナが、おずおずと口を開いた。

「あの、白宮、さん」

「？　なに、レレナちゃん？」

「その──いいんでしょうか、そんなことまで話していただいて──」

　一瞬、なにを言っているのかわからなかった。怪け訝げんそうにレレナの顔をまじまじと見返してから、ようやく白宮はレレナがなにを言っているのかについて思い当たった。

　白宮は、あえて笑った。諦あきらめきったような疲れたような、どことない悲しみの混じった笑顔で、小さく首を横に振る。

「いいのよ。もう、いいの」

「でも──」

「私、抜けることにしたから」

　その言葉の持つ意味がレレナの頭に染み渡るまで、白宮は辛しん抱ぼう強く待った。やがて、恐れるような響ひびきと共に、レレナは小さく尋たずねた。

「……いいん、ですか…………？」

　その様よう子すに、白宮はくすりと笑い、

「勘かん違ちがいしないでね、レレナちゃん。別に、あなたを助けるためじゃないのよ。ただ──あいつについていくのが、嫌になった。それだけよ」

　思いやりと同じくらい、その言葉には本音が詰められていた。真さな田だ──『組織』の棟とう梁りよう。もう自分は、あの男を敵としか見なせなくなってしまっている。そんな自分がこれ以上『組織』にいたとしても、──もう、なにができるとも思えなかった。

　抜けようとするものは抹まつ殺さつする。それが、『組織』の方針だ。真田直ちよく属ぞくであり、『組織』の事務全ぜん般ぱんを請うけ負おっている白宮とて、それは例外ではないだろう。だが、構わなかった。たとえ追われた果てに殺されるとしても、これ以上こんなところで自分を腐らせているよりは、そちらのほうがはるかに希望が持てた。

　白しろ宮みやは、嫌いや気けが差してしまったのだ。

　人間に戻るという目標のために──誰かを犠ぎ牲せいにするということに。

　静かに笑みながら、白宮はレレナの顔を見つめつづける。その表情からなんらかの確信を得たのだろうか。レレナは泣きそうに顔を歪ゆがめると、ただ黙って頭を下げた。と、そんな二人を胡乱うろんげに見み遣やっていたツキが、遠えん慮りよのない声で言う。

「……そういう感かん傷しよう的な話は、全部終わってからにしてくれ。で、白宮。その管理室とやらはどこだ」

　猫に呼び捨てにされることに、腹立たしさよりもおかしさを覚えてしまう。白宮は小さく笑いながら答えた。

「フロア中央──言うより案内したほうが早いわね。行きましょう──クイナ」

　意識を向けて呼びかけてみても、クイナは非常ドアに寄りかかって呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているだけだ。黒猫の視線が刺さり、思わず見返す。その瞳は雄ゆう弁べんに「捨てておけ」と物語っていたが、そういうわけにもいかなかった。その視線を振り払うように踵きびすを返し、白宮はクイナの手を握り、改めて「行きましょう」と宣言し──

「ほう。どこへ行くんだね？」

　響ひびいたその声には、嫌になるほど聞き覚えがあった。

　白宮はクイナの手を握ったまま飛びすさる。途と端たんに強こわ張ばったその表情をかろうじて引き締めて、人形のように力を失ったクイナを自分の後ろに追い遣やった。『組織』に所属するものとして、常に持ち歩いている護ご衛えい武器のナイフを取り出し、焦しよう燥そうの混じった視線で非常ドアをにらみつける。息を詰めて見守る二人と一匹の前で──非常ドアが、ゆっくりと開いていく。

　その向こうから現れた真さな田だの姿に、白宮は眉まゆをひそめた。

　普段よりもずっとラフな格かつ好こうだった。スーツのズボンのベルトは外し、羽は織おっていた背広も脱ぎ捨てて白いシャツだけの姿になっている。明らかに戦闘を意識したその姿に、白宮は腰を落として姿勢を低くした。真田がどれだけの力を持っているのかはわからないが、同じデスクワークを常としてきた従じゆう者しやである以上、自分と力は拮きつ抗こうしているはずだ。加えてこちらは人数で勝っている。そうとも。総合的な戦力では、まだこちらのほうが上──

「…………馬鹿な…………」

　思し考こうを中断されて、思わず白宮はツキのことを見下ろした。その背中の黒毛が、ざわざわと逆さか立だっている。なにを──と思いかけた白宮の疑問に答えたのは、ツキでもレレナでもなく、余よ裕ゆうに満ちた表情でゆるりと足を踏み出した真田だった。

「ああ、君がツキくんだね。聞いているよ。『感かん知ち』を強化した能力を持っているそうじゃないか」

　真田の笑みに、凄せい惨さんな色が混じった。

「しかしその能力も──どうやら宝の持ち腐れらしい。近づいてくる私のことを気づくのは、君の役目なのだろう？　もう少し早くに気づいていれば、せめてひとりくらいは逃げることができたかもしれないのに」

　その言葉に白しろ宮みやが反応する。相変わらず腰を落としたまま、脅おどしつけるような低い声で、

「──逃げるのは、お前のほうだろう、真さな田だ。たったひとりで、私たちに勝てるとでも思っているのか？」

　くっ、と真田の喉のどが鳴った。それが彼の笑声であると気づくのに、それほどの時間はいらなかった。短い付き合いではない。『組織』創そう立りつ当初から、白宮はずっと真田と一緒にいたのだから。

「私が君たちに勝てるかどうか、か。ああ、そうだとも。私はそれを確かめに、わざわざここにまで降りてきたんだ」

「……？　なにを────？」

　言葉の意味が飲み込めない白宮に、ツキが小さな声で、ぼそりと言った。

「……主人だ」

　白宮はツキを振り返る。なにを言っているのか、やはり理解できない。「え？」という間ま抜ぬけた声に、ツキは静かな怒りと共に言った。

「こいつは、吸血鬼の、──『主人』、だ」

　気でも触ふれたのか、と白宮は思う。

「──なにを言ってるの？　そんなはずがないでしょう。だって──」

　白宮の言葉を遮さえぎって、ツキは痛みを堪こらえるような表情で言った。

「ああ、そうだ。そんなはずがない。だから俺も、ノイズだと思って見逃していた。──突然、降って湧わいたように主人の反応が現れるなど、常識では絶対にありえないことだからな」

　怒りと、悔かい恨こんと、驚きよう愕がくと。すべてが混ざり合ったツキのその声には、これ以上ないほどの真実味みが籠こめられていた。白宮は呆ぼう然ぜんと、真田に視線を戻した。

　真田は、柔らかく笑んだまま、白宮のことを見つめている。と、挨あい拶さつをするように軽く右手を上げ──その右手が、一瞬のうちに真っ黒な狼おおかみへと変化した。

　視界が揺れた。地震でも起きたのかと思った。違った。自分の膝ひざが、震えていた。恐怖も驚きも感じない、ただ「信じられない」という一言がじわじわと頭に侵しん入にゆうしてきて、その言葉が意識の表ひよう層そうを突き抜けるたびに、膝の震えが大きくなる。

　白宮とツキ、そして後方で立ち尽くしているレレナの驚きよう愕がくを順じゆん繰ぐりに眺ながめて、真田は心しん底そこ楽しそうに、

「言っただろ？　確かめるためにここまできた、と。これは、試しだ。なにしろ私は生まれたばかりで経験が浅い。だからせめて、自分にどれだけのことができるのか、まずそれを確かめなくてはならないと思ったんだよ」

　一歩、足を踏み出した。白宮は、後退しなかった。唇を嚙かみ締めて思し考こうすること数秒、不意に顔を跳ね上げて、搾しぼり出すような声で言う。

「ツキ──ツキ！」

　己の名前を呼び捨てる黒猫のことを、白しろ宮みやは自分も呼び捨てにした。視線を向けるかすかな気配、それを敏感に読み取って、白宮は言葉を続ける。

「フロア中央、下二桁けたが三十番台の部屋列れつの近くよ。鍵かぎはかかってないし、ちゃんと部屋のプレートに名前が書いてあるからすぐにわかるわ」

「………………わかった」

　耐え切れぬ悔しさを嚙かみ殺して、ツキはそう答える。ナイフを構え、さらに足を踏み出して、白宮は、今度はレレナに向かって言う。

「レレナちゃん」

「は、──はいっ！」

「クイナのこと、連れて行って。──よろしく、お願い。その子を死なせたら、私、シギに会わせる顔がないから」

　はっと息を吞のんだのは、レレナでもツキでもなかった。その音の主ぬしを振り返らずに、白宮は深く深く息をつくと、誰にともなくつぶやいた。

「──行って」

　レレナが、張り裂けるような声で自分の名前を呼ぶのが聞こえた。そのことだけがかすかな救いとなった。ツキが促うながす声、涙が滲にじんだレレナの声──それらすべては、やがて遠ざかっていく足音へと変わっていった。

　胸に生まれた小さな安あん堵どは、しかし目の前の真さな田だに対する恐怖に、あっという間に吞まれて消えた。その恐怖に、ともすれば背を向けてしまいそうになる自分を叱しつ咤たするために、白宮はあえて強い口く調ちようで言った。

「──なにをしたの、真田。一体、どうやって────」

　真田は笑ったまま、

「それを説明したところで、どうせ君は信じはしないさ。ま、どうしても聞きたいというのなら、喜んで説明するけど？」

　白宮は鼻に皺しわを寄せて答える。

「……結けつ構こうよ。気が変わったわ。もうこれ以上、あなたの声は聞きたくない」

「そうか。──では、始めよう」

　そう言って、真田は再び歩きはじめる。ゆっくりと、しかし確かな足取りで。非常ドアから白宮のいる場所まで、十メートルも離れてはいない。その短い距離を、真田はなんの躊ちゆう躇ちよもなく歩いてくる。確実に近づいてくる『死』──それに対する恐怖を歯を嚙み鳴らして押し潰つぶし、白宮は叫び声をあげながら真田に飛びかかった。

「っあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　思いきり跳ちよう躍やくし、ナイフを振り上げて、全ぜん体重をかけてその顔に叩たたきつける。全身に漲みなぎる殺意の力、それを一点に引き絞しぼって、白しろ宮みやは渾こん身しんの力と共にナイフを繰り出し──

　その瞬しゆん前ぜん、真さな田だの姿が空中に溶けて消えた。

　すでに宙を跳んでいた白宮には、目標を失っても今さら方向を変えることなどできはしなかった。ぎり、と音が出るほどに唇を嚙かみ締めて、そのまま真田の立っていた床にナイフを突き立てる。素早い動作でその刃やいばを抜き取り、真田の姿を追い求めて視線を左右に巡らせた白宮の背後で──真田の『霧きり』が結実し、ナイフを持った白宮の手をがしりと摑つかんだ。

「っ────」

　声が出ず、振り返ることもできない。囁ささやくような真田の声、

「ずっと前から決めていたんだ。なにしろ君には苦労をかけた。『組織』創そう立りつ当初からの、大切な大切な、仲間だったからね」

　ぺろり、と耳たぶを舐なめられる。堪たえきれない怖気おぞけに、鳥とり肌はだが立つ。その怖気が嫌けん悪おによるものか恐怖によるものか、自分にも判別がつかなかった。と、その囁き声に混じって聞こえた唸うなり声に、見てはいけないとわかっていながら、思わず白宮は振り向いてしまっていた。

「私の『狼おおかみ』の最初の餌えさは、君にするんだと、ずっと前から決めていたんだよ──」

　白宮の顔のすぐ真ま横よこで、真田の顔が、巨大な『狼』のそれに変へん貌ぼうしていた。長く突き出たその口が、冗じよう談だんのように大きく開いた。

　握っていたナイフが、手から落ちる。

　きつく目を閉じ、唇を嚙み締めながら、白宮は、涙を一ひと粒つぶだけ零こぼした。




　　　　◆




　さてと。

　背伸びをして、真田はゆっくり思し考こうを巡らせる。白宮の残ざん骸がいを踏みにじりながら、どちらを先に始し末まつするべきかをゆるゆると考えている。

　今から走ればレレナたちに追いつくのは容易たやすい。だが、しかし、彼女たちを殺してどうなるのか、という気も確かにする。いずれ消すのは間違いないが──それはあくまでも、遊びとしてのことだ。まず取り除くべきは大きな障害から。そして、もっとも易やすきときにそれを行うべきだった。さらにひとしきり考えたのち、「うん」と頷うなずいて、真田は小こ走ばしりに非常ドアの前から離れはじめた。

　やはり、月つき島しま亮りよう史じから先に殺そうと思う。

　靴の底に付着した白宮の破は片へんがぺたぺたと音を立てている。張りつくようなその感かん触しよくに眉まゆを寄せながら、真田は迷わず武器保ほ管かん室しつへと足を向ける。スプリンクラーの放水が尽きるまでまだ時間はあるが、その前に管理室の操作で止められてしまうかもしれない。いずれにせよ、この手で月つき島しま亮りよう史じの息の根を止めたいのなら、急いだほうがいいと真さな田だは結論づける。現時点で『力』を失っているとはいえ、やはり彼が大きな脅きよう威いであることは間違いなかったし、それに──個人的な理由もある。

　あの男だけは、許すわけにはいかない。

　心のうちで、小さく、冷たく、そうつぶやく。その口元にはいつの間にか、禍まが々まがしい笑みが浮かんでいた。そうとも、と自分の言葉を自分で肯定する。

　そうとも──

　あんなふざけた吸血鬼は、この世に存在していては、いけないのだ。




　　　　◆




　降りしきるスプリンクラーに身を挺ていしながら、舞まいはずっと考えている。

　あのときの、上じよう弦げんの行動をだ。

　それを問いただしたい衝しよう動どうに、何度も駆られた。実際喉のどから声がでかかったことも、一度や二度ではない。そのたびに亮史は不ふ思し議ぎそうな声で聞き返してきたが、その声もまた腹立たしさを燃え上がらせる燃料となった。だって、彼は本当にわかっていないようだったから。上弦がしたことがどんな行いか。彼女がそれをやりたがった本当の理由が、一体どこにあるのか。

　まったく。腹立たしいのを通り越して、呆あきれるくらいの朴ぼく念ねん仁じんだ。

　馬鹿だ。阿あ呆ほうだ。救い難がたき愚おろか者だ。

　だから舞は亮史のことを許してあげることにした。だって、彼は本当に、本当にわかっていないのだから。お説教はあとでいい。そういうことは、ゆっくりと教え込んでいけばいいのだ。

　ただ──それでもやはり、ふつふつと込み上げる怒りを抑えることはできなかった。いや、どうしようともそれが消えることはないであろうとはわかっている。たとえ上弦に平ひら手て打うちをぶちかましたとて、彼女に土ど下げ座ざされて謝られたとて（そんなことは天地がひっくり返ってもありえないだろうが）、その怒りが消えることは決してないだろう。

　だから舞は、せめて、亮史の背中からは決して離れまいと決めていた。怒りに揺れる心を静めるのは、それが一番だとわかっていたからだった。

　やはり一番の精神安あん定てい法ほうは──好きな人と、触れ合うことに尽きるのだった。




　銃声に弾はじかれたように亮史は走る。まだこんなに動けたのかと背中の舞が感心するほどの速度で、あっという間に周囲の光景がすっ飛んでいく。水に濡ぬれた顔を上げて、舞は叫ぶような声をあげる。

「月島さん、大丈夫なの？」

　着ている服を丈たけの長いレインコートに『変へん化げ』させて『実体化』、使う『力』の量はこの方法がもっとも大きいが構ってはいられなかった。亮りよう史じを水から守るためには、この方法しかないのだから。それに『力』を失うといっても、どうせすぐに補充されるのだから問題はない。──自分が亮史の役に立っているという、その自信と満足感、そしてなによりもすぐ近くに在る亮史への愛いとおしさが、なによりも舞まいの『力』となるのだった。

　と、荒い息を整えていた亮史が、ようやく切れ切れに舞の言葉に答えてくれた。

「……なんとか、だい、じょう、ぶ…………なんだか、わかんないけど、誰かが、助けて、くれ──」

　そこまで言って息を吞のみ込み、喋しやべるのも億おつ劫くうと言ったように黙り込む。舞は亮史の首くび筋すじに腕を回したまま、呆あきれたようにつぶやいた。

「はいはい、無理しなくていいから」

「……ん、っ、ごめん、舞くん、迷めい惑わくかけるね──」

「いいから、ほら、喋んないの」

　腕を伸ばし、ぽんぽん、と胸を叩たたく。ただそれだけのことを自然に行えるということが、とてつもなく嬉うれしい。と、その手に不意に亮史の手が重なり、『実体化』した心臓がぎくりと跳ね上がる。突然のことにそれまで見せていた余よ裕ゆうは跡あと形かたもなく吹き飛び、震える声をかろうじて形にする。

「なっ、な、なに──？」

「……ありがとう。君がいなかったら──」

　そこから先は省略し、亮史は黙って走りつづける。それでも決して舞の手は離さず、その手のひらから伝わってくる亮史の気持ちに、舞は、恥ずかしいようなくすぐったいような感覚を味わった。それをごまかすように、あえてあっけらかんと舞は言おうとして、

「そっ」

　失敗した。声が裏返った。心臓がばくばくと鳴っている。顔に血が上り、真っ赤になったその表情を見られなくて本当によかったと変なところで安あん堵どする。くすくすと笑う亮史の声、それを無む理り矢や理り遮さえぎるように、舞は大きな声で言う。

「も、もうこの辺でいいんじゃないの？　走ってる分だけ、『力』使うんでしょ？　せめて少しでも残っているうちにやったほうがいいんじゃないの？」

「…………」

　答える気力もなくなったのか、亮史は立ち止まり、すぐ横よこ手てに延びている窓へと向き直った。そこにはめ込まれている遮しや光こうガラスは、防ぼう弾だん並みの強度を有しているらしく、『力』を失った亮史では破るのもひと苦労なのだ。加えて、妙みような邪じや魔まが入ってしまったために、せっかくあと一息というところまで破壊した成果も一瞬で無に帰してしまった。背中に張りついていただけの舞には、先ほどなにが起きたのかはわからない。が、別にどちらでもいい、という気もする。いずれにせよ、自分はここから動くわけにはいかないのだ。身体からだの内に、好きな人を守っているのだから。

　拳こぶしを固めて、亮りよう史じはそれを窓へと叩たたきつける。肉を地面に向かって叩き落としたような、湿しめった鈍い音が響ひびき渡った。いまだ降り続けるスプリンクラーは、窓に叩きつける亮史の拳にも容よう赦しやなく降り注そそいでいる。すでに赤い血ち肉にくの塊かたまりとしか見えなくなってしまったそれから、舞まいはそれとなく目をそらし、紛まぎらわすような明るい声をあげた。

「なんかさ、──あたしたち、鳥の親子みたいじゃない？」

　拳を引き込み、突き入れる。その動作はまるで、杭くい打うち機のような作業的な雰ふん囲い気きを帯びている。窓を破壊し、空中に出、『蝙蝠こうもり』となって屋上へ行く。ここから地上まで降り立つほどの『力』は残されてはいないが、屋上へ上がっていくだけの『力』ならばなんとか残されている──少なくとも、そちらのほうが距離が短いのは確かだ。そこに向かってからどうするのか、レレナやツキは一体どうしているのか──それを考えるのは、この際やめにした。いずれにせよまずはこの水みず地じ獄ごくから逃れるのが先決だったし、舞は亮史についていくこと以外、選ぶべき道を見てはいないからだ。

　ごつん、ごつん、と鈍い音を立てて拳を打ち付けつつ、亮史は舞の言葉には答えない。それだけ集中しているのだろう、と好意的に取り、邪じや魔ましない程度の声の大きさで、舞は言葉を続けた。

「あたしが親おや鳥どりでさ、月つき島しまさんが小鳥。あたしが月島さんをこうやって温めて、月島さんは必死で殻からを破ろうとしているの。どう？　似てないかな？」

　おぶさるように抱きしめた亮史の背中が、ふと、細かに震えた。密着した舞の胸が、それを確かに感じ取る。──笑ってるの？　と尋たずねようとしたところで、今度は明快な笑い声が聞こえてきた。苦しそうな辛つらそうな、でもやっぱり楽しそうに響く声で笑いながら、亮史は作業を中断してまで腹を抱えた。

「……こんなときに、なんでそんな、変なことを──」

「いやなんとなくさ。黙りこくっててもつまんないっしょ。だからせめてあたしがＭＣを、と思いまして。──ほら、休まない休まない。きりきり働きなさい、我が息子むすこ」

「はいはい……」

　大たい儀ぎそうに拳を引き入れ、そのまま真ま横よこに打ち放つ。再び響きはじめた鈍い音、絶えず床を叩きつづける耳みみ障ざわりな雨音──その中で、亮史が小さく、何事かをぽそりとつぶやいた。

「……？　なんか言った？　月島さん」

　その声は、密着している舞ですらも聞き逃してしまったほど、小さく弱々しいものだった。が、確かに言ったのは間違いない。珍しく狼ろう狽ばいした声で、亮史が「え？」と聞き返してきたからだ。

　意い地じ悪わるな笑みが舞の唇を支配する。頭からすっぽりと自分のレインコートをかぶせたまま、舞は亮史の耳に口くち寄よせる。

「ねえねえ、ねえってば。なーんて言ったのかなー？」

「……………………」

　舞まいの錯さつ覚かくかもしれない。だが、その沈ちん黙もくは確かに、恥ずかしがっているものとして舞の耳に響ひびいた。亮りよう史じの背中を抱きすくめたまま「ねえ、ねえ」と何度も何度も揺さぶりをかける。実に作業的に拳こぶしを窓に打ちつけながら、亮史は蚊かの鳴くような声で、先ほどの台せり詞ふを繰り返した。

「──────、って──」

　全然聞きここえない。舞は声を険しくし、犯罪者を尋じん問もんする刑事のような口く調ちようで、

「聞こえない。もっとはっきり、大きな声で喋しやべりなさい」

　さっきは喋るなと言ったくせに、自分のことになると途と端たんに勝手になってしまう。そんな舞のことを亮史がどう思ったか、それは定かではないが、ともあれ彼は舞の要求に従って、舞にぎりぎり聞こえるくらいの大きさで、三み度たび言い直した。

「確かに──君の中は、温かい、って言ったんだよ」

「………………」

　亮史はそれ以上なにも言わない。リアクションできずに舞も黙り込む。その顔は、今までにないほどに真っ赤に染まっている。背中を叩たたいて冗じよう談だんにすることも、真ま面じ目めな顔して「ありがとう」と言うこともできずに、舞は途と方ほうに暮れたように、亮史の首くび筋すじに鼻を埋めた。

　そのときだった。

　なにか、感じるものがあったのだろう。舞はふいっと顔を上げると、まったくなんの気もなしに、自分の背後を振り返った。

　最初は見み間ま違ちがいかと思った。すぐにそうではないと気づいた。しつこく降りつづけるスプリンクラーのスコール、その雨う煙えんのずっと向こうに、陽炎かげろうのように揺らめいている黒い影があった。

　思わず舞は亮史のことを見下ろした。──気づいて、いない。当たり前だ。目の前のガラスを壊していることに集中していて、亮史にはそんなことにまで気を払う余よ裕ゆうがない。極限まで『力』を失った今の身では、『感かん知ち』も使うことができないのだろう。亮史に警けい告こくを発する前に、舞はもう一度、後ろに視線を向けた。

　凍りついた。

　先ほどよりも少しこちらに近づいてきた、その黒い人影が──こちらに、銃じゆう口こうを向けていた。

　テレビドラマで刑事が持っているような安っぽい拳けん銃じゆうだった。こんなときでもなければ、ただの玩具おもちやと断じてしまえるような安っぽさだった。にも関わらず、舞は直感的にそれを「本物」と断定した。この状況で、あれだけの戦闘を目にしてきて──今さらあれが本物でないと言えるほど、舞は非現実的な性格をしていなかった。

　動どう悸きが激しくなる。どうしよう、と思い、亮史に相談しよう、と思い、前を向いたところで、思ったよりも大きくなっている窓ガラスのヒビに気がついた。同時に、なんの精せい彩さいも感じられなくなってしまった亮史の拳の動きが目に入ってくる。その二つの事実は簡単に重なり合い、ひとつの答えを舞に与えた。

　ここで踏ん張っていれば、もうすぐこれを破ることができる。しかし、ここを逃してしまえば、もう亮りよう史じにガラスを破る力は残されていないだろう。

　舞まいはまた後ろを振り向いた。やはり人影は幻まぼろしではなく、その手に持つ拳けん銃じゆうも相変わらずの安っぽさを晒さらしていた。照しよう準じゆんを定めるかのように銃じゆう口こうがゆらゆらと揺れている。それを確認すると、もう用はないとばかりに、舞は前方に顔を向けた。

　多分、答えはひとつしかないのだと思う。

　自分があの射しや線せんからどいてしまえば──銃じゆう弾だんは、亮史に当たる。

　実に単純な、小学生でもわかる物理法則だ。

　そして、もっとも重要なことを、舞は心の中で再さい確認した。たったひとつの、それゆえにどんなことよりも大事なことだ。すなわち──




　雪ゆき村むら舞は、月つき島しま亮史のことが、大好きだということ。




　それだけで充分だ。他にはどんな屁へ理り屈くつもいらない、放り捨ててしまえ。好きだから一緒にいる、好きだから一番近くにいる。そばにいることに、その他にどんな理由が必要だというのだ。

　舞は亮史に覆おおいかぶさり、きつくきつく、彼のことを抱きしめた。今までに使ったことのない筋肉を、今いまはじめて使ったかのように、信じられないくらいの力で彼の胸元を圧迫する。亮史を、想う。その想いが自分の『力』の根源であることを、自分の大切な人を護まもる『力』になるのだということを、舞は理解していた。

　そう。

　自分が、護るのだ。月島亮史のことを。

　絶対に──死なせはしない。

　さらに強く、舞は亮史にしがみついた。抱きしめた背中がゆらりと動く。舞がふざけているとでも思ったのか、笑いを含んだ声で亮史は言った。

「……舞くん、痛いよ」

　答えて舞も、やはり笑った。

「うん。ごめんね────」

　背中に顔を埋める。恐怖と不安と絶望を、すべてすべて叩たたき伏せて追い出した。亮史を護るという、ただひとつのことだけを頭に思い浮かべる。身体からだに、『力』が、想いが漲みなぎってくるのがわかる。歯を嚙かみしめて鳴らないようにして、身体を密着させて震えないようにして、それでも舞の表情には、生前のどんなときよりも明るい笑顔が浮かんでいた。

　その笑顔のまま、舞は亮史の耳元に唇を寄せ──




　降り注そそぐ水の音を切り裂いて、銃声が六発鳴り響ひびいた。
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　どうやってガラスを破ったかなど覚えていない。ただ記き憶おくにあるのは、背中に受けた六回の衝しよう撃げきと、そのたびに背中から漏れて聞こえた押し殺した呻うめき声だけだ。なにが起きたのかを理解した瞬間頭あたまが真っ白になり、気づいたら最後の『力』を振り絞しぼって『蝙蝠こうもり』へと変化し、外界の闇やみへと身を投じていた。『蝙蝠』の爪で舞まいを傷つけないように持ち上げながら飛ひ翔しようしたが、肝かん心じんの舞の状態は確認しなかった──できなかった。

　怖かった。

　月つき島しま亮りよう史じは、『発生』してはじめて、恐怖を味わっていた。




　空は晴れている。ほんの少しだけ青の混じった黒色の夜空を穿うがつように、星の光がぽつぽつと瞬またたいている。その空を背にして、亮史は呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで舞の顔を見下ろしていた。

　半はん開びらきになったその目は、もうなにも映ってはいないように見えた。亮史を目の前にしながら、どんな反応も返してこない。その身体からだに触れることすら怖ろしくて、冷たいビルの屋上に舞の身を横たえたまま、亮史は必死に思し考こうを巡らせている。

　いや。空回りさせている、と言ったほうが的確かもしれない。

「……舞くん。舞くん？」

　確かめるように、亮史はそうつぶやいた。起き上がってほしかった。起き上がって、もう一度いつもと変わらない笑顔を見せてほしかった。

　と、自分の名を呼ぶ亮りよう史じの声に反応したのか、舞まいが虚うつろな瞳を動かして、亮史のことを見た。その視線に、滲にじみ出るようにして楽観的な希望が湧わき上がってくる。もしかしたら──そんなに、心配するほどのことではないのかもしれない。自分が感じたのは銃声と衝しよう撃げき、それだけだ。舞が致ち命めい傷しようを食らうところなど見ていない。それに、そもそも、幽ゆう霊れいに銃じゆう弾だんなど効くはずがないという気もする。『実体化』したところに食らえば、それは確かに痛いのだろうが、しかし元の幽ゆう体たいに戻ってしまえば、きっとその傷も復元できるに違いない。そう思い、その楽観に支配されて、亮史は縋すがるような余よ裕ゆうのない笑みで唇を歪ゆがませる。それを見て、舞も小さく笑った。その手を伸ばし、亮史の頰ほおに触れ、

　すり抜けた。

　指先が──薄れはじめている。

　もう爪は完全に消えていた。かすかに、心臓が脈みやく動どうするように、舞の腕が明めい滅めつするのを、亮史は間ま近ぢかで確認する。根こん拠きよのなにもない期待に裏付けられていた笑みはあっという間に消えてなくなり、亮史は顔を引きつらせながら、舞の頰を両手で優しく挟み込んだ。

「だめだ──だめだ。舞くん、それは、だめだ」

　自分でもなにを言っているのかわからない。頭の中が、何物かによってめちゃくちゃに引っ搔かき回されたかのようだった。ただどうしようもない焦しよう燥そうを感じながら、祈るようにその額ひたいを舞の胸に押しつける。低く押し殺した声で、亮史は懇こん願がんした。

「お願いだ、お願いだ、舞まいくん。行かないで、くれ────」

　応えて舞は、困ったように笑う。
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　──ごめんね、月つき島しまさん

　膜まくを隔へだてて聞こえてくるようなその声に、亮りよう史じは鋭く喉のどを鳴らした。顔を上げ、大きく見開いた目で舞のことを凝ぎよう視しする。大らかな笑みを浮かべたまま、舞はもう触れることもできないその手で、亮史の頭を赤あかん坊ぼうをあやすような仕し草ぐさで撫なでた。

　すでに、手首までが空に溶けていた。

　──でも、──仕方が、ない、から

　声が、次第に小さくなっていく。胸を引き絞しぼられるような感覚に、亮史は血を吐く叫びをあげる。

「だめだ!!　舞くん!!」

　──ごめんね。ごめん──

　薄く開けていた目を、ゆっくりと、静かに閉じ──

　次の瞬間、舞は一気に覚かく醒せいしたかのように目を開いた。瞳を動かして亮史の姿を確認し、半なかばまで消えかかっている両腕を動かして彼の頭を抱きかかえる。急速に満ちた『力』に舞の身体からだが『実体化』し、亮史に抱きつくのと同時に腹ふつ筋きんを使って上体を起こし、舞は、その唇を亮史のそれに重ねた。

　かちん、歯と歯がぶつかって鳴った。痛みをこらえるように、あるいは気まずさをごまかすように身体をよじらせて、舞は亮史に口づけしたまま静かに目を閉じる。「んむ」と吐と息いきを漏らした舞の目の端から、一いち条じようの涙が落ちていく。間ま近ぢかにそれを見つめながら、亮史はなにもできなかった。凍りついたように停止しながら、首にかかった舞の体重と、そして共に触れ合っている唇の感かん触しよくに心を奪われていた。

　舞の唇は、温かかった。

　やがて、その温ぬくもりがゆっくりと離れていった。上うわ目め遣づかいに亮史のことを見上げながら、舞は勝ち誇るように「へへっ」と笑う。そうやって無む邪じや気きに笑いながら、舞は囁ささやき声よりもさらに小さく、亮史に向かって告げた。

「──大好きだよ、月島さん────」

　その言葉と、笑顔のかけらだけを残して──

　雪ゆき村むら舞は、この世から消しよう滅めつした。




　ぽとり、という音に、亮史はぎこちなく頭を動かした。

　空を見上げる。相変わらず晴れている。夜の闇やみは満まん天てんを覆おおい、月は残ざん酷こくなまでに美しい。もう一度、かつて舞がいたその場所を見下ろした亮史は、再び、ぽた、ぽた、と水すい滴てきが石を叩たたく音を耳にした。

　雨が降っているのではなく、自分の目から涙が流れているのだということに気づくまで、しばらくかかった。

　手で確かめてみる。頰ほおを触ると確かに濡ぬれていた。どういう仕組みかその雫しずくは温かく、手のひらに付着したその涙を呆ぼう然ぜんと見下ろしてから、亮りよう史じは、すべての力を振り絞しぼってそれを握り潰つぶす。震えるほどに固めた拳こぶし、その中に感じる涙は、確かに温かかった。

　こんな、

　その拳を目の前のコンクリート目がけて叩たたきつけながら、亮史は思う。




　こんな温ぬくもりなら、いらなかった────




　　　　◆




『感かん知ち』とは実に便利なものだった。情報という、この上もなく価か値ちのあるものを一瞬のうちに把は握あくできるその能力こそが、主人の最大の強みといっても過か言ごんではない。話に聞くのと実際に感じるのとでは天と地ほどの違いがあり、頭の中に引っかかるいくつもの反応をゆっくりと吟ぎん味みしながら、真さな田だは目の前の扉を開けた。

　夜が拓ひらけていた。

　心地よい風を吸い込んで、真田は歩きはじめる。目の前にあるのは、『感知』でも見逃してしまいそうな小さな小さな反応だ。その『力』に比例するかのようにうずくまり、細かに肩を震わせているその背中を、真田は眉まゆを広げて見つめている。

　やがて──吹く風に、真田の笑い声が混じりはじめた。

「おやおや。なにをしているのかと思えば──」

　のろのろと振り返った月つき島しま亮史に、真田は足早に近づき、その頰をいきなり蹴けりつけた。背の高い月島亮史の身体からだが飛び、ごろごろと転がって、足首ほどの高さもない屋上の縁へりにぶつかって止まった。今度はゆっくりと、踊るような足取りで倒れ伏した月島亮史に歩み寄りながら、真田は唇の端を吊つり上げて笑う。

「生きつ粋すいの主人ともあろう者が──泣いているとは、な」

　疲れきった動作で首だけを動かして、月島亮史は真田のことを見る。死人のようなその目の色に、真田は軽く肩をすくめ、

「そんなザマでは、あの娘も救われまい」

　大きく見開かれた月島亮史の表情に、真田は彼がなにも理解していないのだということを悟さとった。呆あきれたように、馬鹿にするように笑みの吐と息いきを漏らし、真田は懐ふところに手を突っ込んで、見せつけるようにそれを取り出した。

　六発装そう塡てんの、リボルバーだ。

　そういえば、まだ換えてはいなかった。そのことを思い出して、真さな田だは弾だん倉そうを押し出し、空からになった薬やつ莢きようを排出した。からん、からん、からん──と六回続いた金属音に、横たわっていた月つき島しま亮りよう史じの瞳が、憎ぞう悪おの炎ほのおに燃え上がった。

「あ、っ、──うあああああああああああああああああああ!!」

　跳ねるようにして起き上がり、月島亮史は地面を蹴けって真田に跳びかかった。「はん」と鼻先でその行為を笑い、リボルバーを打ち捨てて右手を月島亮史へと向ける。凶きよう悪あくな笑顔を浮かべながら右手を『狼おおかみ』に変換、凄すさまじい速度で近づいてきた月島亮史にカウンター気味に『狼』を投げつける。吸血鬼の腕力に打ち出された『狼』は丸まりながら月島亮史の顔面に激げき突とつし、わずかに殺そがれた勢いの隙すきを突いて、真田は宙に浮く月島亮史の身体からだを、蝿はえを打ち落とすようにして地面に叩たたき落した。

　声なき声をあげて、枯かれた吐と息いきを漏らしたその喉のどを、真田は大した手て加か減げんもせずに踏みつける。

「なんだその目は？　──まさか、私のことを、責めているわけじゃないよな？」

　ごり、とさらに踏みつける力を強めて、真田は顔を歪ゆがめる。

「お前にそんな権利はないんだぞ？　もちろん、わかっているよな？」

　その目を真上から見下ろしながら、嘲あざけりの口く調ちようで、真田は言う。

「私は、障害を排はい除じよしただけだ」

　頭の中の『感かん知ち』が急速に近づいてくる反応を告げる。なかなか素早い行動だ、と舌を巻きながら、真田は踏みつける足を上げ、代わりに右手でもって月島亮史の喉のど首くびを握りしめる。体重をまったく感じさせない動きで月島亮史の身体を引きずり、屋上の淵ふち、コンクリートの終わる際きわにまで持ってくる。胸むな倉ぐらを摑つかんで月島亮史を持ち上げ、その視線を合わせながら、真田はさも楽しげに言った。

「私は当然のことをしたまでだ。自分の敵を、障害となる敵を殺しただけさ。私を憎むなり呪のろうなり、好きにするがいい。だが──私を責める権利だけは、お前は持っていない。お前だって自分を脅おびやかす敵を皆みな殺ごろしにしてここまで生きてきたのだろう。ここは戦場で、あの娘は私の敵だったという、ただそれだけの話だ。責めるのなら──」

　ぎり、と音が鳴り、真田はちっと舌した打うちをする。半はん開びらきになった月島亮史の唇から、わずかに舌が出ている。ゆっくりと息を吐き、月島亮史を殺しかけた激げき情じようを逃がしながら、真田は壮そう絶ぜつな笑みと共に言葉を続ける。

「あんな娘を戦場に連れてきた、自分自身を責めることだな」

　真田がそう言った瞬間──はるか後方の扉が、凄まじい音を立てて蹴け破やぶられた。首だけで振り返り、そこに立ち尽くす焼け爛ただれた白い肌はだを見て、真田はくつくつと喉を鳴らして笑う。

「──────真田ァっ!!」

　濁にごった声でそう叫び、上じよう弦げんは足の下のコンクリートが弾はじけるほどの勢いで走り出した。一直線に走るその先には、当然のことながら真さな田だの姿。美しいまでの殺意に彩いろどられたその瞳は、しかし、真田の手にしている物を見た瞬間、驚きよう愕がくに凍りついた。その色合いを見届けてから、真田は微み塵じんたりとも笑みを絶やさずに、月つき島しま亮りよう史じの身体からだを夜空へ向かって放り投げた。

「ッ、このっ────！」

　屈くつ辱じよくを押し殺した上じよう弦げんの声に、真田は親切にも身体を引き、彼女の通り道を空あけてやった。が、上弦のほうはもう真田のことなど見てはいなかった。投げられた力と重力の拮きつ抗こうする点で一瞬だけ停止した月島亮史の身体が、吸い込まれるようにして眼下の夜景に落下していく。それを追って上弦も、なんの躊ちゆう躇ちよもなく夜の虚こ空くうへと身を投げ出した。その背中を目で追ったのはほんの一瞬だけのことで、屋上に自分しかいなくなったことを確認すると、真田は踵きびすを返して歩きはじめた。

　月島亮史が助かるかどうかはわからない。上弦の思いが物理法則を突破できるかどうか、そこにかかっているのだが、あの女ならば執しゆう念ねんで先に落下した月島亮史に追いついてしまうかもしれない。それならそれで、楽しみようはあった。

　まだもうひとつ、彼に地じ獄ごくを見せる要素は、残っている。

『感かん知ち』は本当に便利だ。頭の中に引っかかる中ちゆう途と半はん端ぱな反応を確かめて、真田は屋上から『本ほん拠きよ』内部へと続く階段に足を踏み入れた。こちらの要素は生なま身みであるだけに、いろいろと楽しみようがある。

　どうやって遊ぼうかとじっくり考えながら、真田は牙きばを見せて笑った。







あとがき







　お久しぶりです、鈴すず木き鈴すずです。どうもこんにちは。

　いろいろありまして、吸血鬼のおしごとシリーズも第六巻。一巻が始まった当初の煽あおり文句を見てみますと、ファンタジックコメディとあります。ファンタジックコメディ。この煽りを考えた人も、まさかこの物語がこんなふうに転がり落ちていくとは思いもよらなかったでしょう。もはやコメディ要素はすっかり抜け落ち、ダークアクションさながらの様よう相そうを呈してきております。作者としてこの方向性に、不満があるわけではありませんけれども。




　ちなみに今巻ですが、どうやらシリーズ最さい厚こうを誇る結果になりそうです。現時点では「そうなるっぽいよ」という担当さんのお言葉だけでしか判断できませんが、本になったときのことを想像するとちょっと笑えて、いえ、反省が込み上げてくる次第です。担当さんにも注意されました。ページ数も上がれば値段も上がって、読者の皆様にもご迷めい惑わくをおかけします。以後、気をつけたいと思います。申し訳ありません。




　なにはともあれ、次で最終巻です。ここでまた一転して逆にコメディに戻ったりしたらそれはそれで面白いのですけど、残念ながらそうはなりません。多分この方向性のままゆるゆると決着がつくものと思われます。楽しみに──は、できないでしょうが、ご期待ください。




　それと、今回はまた大勢の人にご迷惑をおかけしてしまいました。担当の徳とく田ださんをはじめ、編集部の皆様や出版部の皆様、イラストレーターの片かた瀬せさんにも、お詫わびの言葉もありません。本当に、申し訳ありませんでした。次からはこのようなことがないようにいたします、ともう何回も言っている気がしますが、ともかくそうします。

　また、読者の皆様におかれましても「順調に発売日のターンが開いていってるぞ大丈夫かコイツ」みたいなことを思われた方もいらっしゃるかと存じます。大丈夫です。まだやれます。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。




　それでは今回はこの辺で。次巻のあとがきでまた会いましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴木　鈴
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鈴すず木き 鈴すず

順調に作家業を続ける傍らで、順調に成績が下降しはじめている大学生。スケジュール合わせのために時間割を過疎にしたにも関わらず、単位が危ないなんて人としてどうなんでしょうと尋ねたら膝の上の猫はあくびで答えてくれた。下手の考え休むに似たり。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京都杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜とゲーム。季節の変わり目になるとまず風邪をひいてしまう体質を何とかしたい。頑張ります。
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電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鈴木 鈴先生」係

「片瀬 優先生」係










吸きゅう血けつ鬼きのおしごと６




The Style of Association








鈴すず木き 鈴すず





電撃文庫





2013年9月26日　発行





©2003 Suzu Suzuki/ASCII MEDIA WORKS





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『吸血鬼のおしごと６　The Style of Association』

2003年11月5日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/cover.jpg
LINEIS L/l e101 #ASSOCE
T /0






item/image/p233.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p198.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/t023.jpg
¥ | e

[eRILN





item/image/t067.jpg
§R e

EERN





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序幕　帰るべき場所



		第一幕　『本拠』にて



		第二幕　吸血鬼学



		幕間　舞の報告



		第三幕　ビルの中の嵐



		第四幕　血と死



		終幕　温もりというもの



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/t267.jpg
=g

WEW





item/image/p377.jpg





item/image/titlepage.jpg
0 rrICHSHEES

The Style of Association

FAYAN
i
PAVAN
i
SUZU SUZUKI

llustration

B B

Yu Katase





item/image/t171.jpg
]Ik

A2 HCIE





item/image/kuchie-001.jpg
BLEE
6

ﬁ“*ﬁ”’






item/image/t011.jpg
D-ioe

IE NI





item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
CONTENTS

iy

o | e

R g

ES]
70
=

$qe

Q¢ IS

KR L2

EERM

S

A2QHSHE

BUR

IEPOUSINPE

267 171 166 67 23 11

373

Designed by akikito.com





item/image/t373.jpg
Stk

IHPONSINPE





item/image/kuchie-004.jpg
‘
St g 5
R TIRU26ER” HAaSONP0 NN SY2 e \\

0
2
10
=
v
V]
_
RR
-
n
z_c
¥
i
£
'y






item/image/kuchie-005.jpg
S MR QP E SEHh

0RO RN
RIS S —°

a2

\





item/image/kuchie-002.jpg
22°
W5 QSRERIH DS UHENLK)
N

HEsE

CNRFHICTSVEK. BLh. XFWE

RN OAQS= {Ritifo ) — MIRRESVIOS






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p323.jpg





item/image/p129.jpg





